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は ヒ め

石油ショックに端を発した世界的インフレと、経済不況の中での日本経済不振は

一段とその度合を強め、水産界においてもその余波をまともに受けて、資材、燃油

の高騰、流通の停帯、生産頭打ちにより実質漁業所得は低下の様相を示しています。

一方、他産業における生産縮少雇傭減少により従来おこなってきた漁業外出稼先も

思うようにはならなくなって参りました。

今や日本全体が新たな突破口を模索している現状であり、漁業においても狭めら

れた漁場の高度利用流通の合理化、経量削減に施策の重点が指向されなければなら

ない時期に来ています。今こそ漁民自からこれらの成果をかち取るための研究なら

びに運動を展開し、行政、研究に携わるものは、全力をあげてこれを支援する決意

と体制をととのえなければならないと存じます。これらの意味から48年度研究の成

果を集めて各位のご参考に供した次第です。

昭和49年11月

青森県水産試験場長

馬場勝彦
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I 沿岸資源開発調査
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マ イワシ資源調査

I調査目的

北部日本海々域におけるマイワシ資源が近年回復期に入っており、本年も来遊の兆しがみとめら

れることから、本県沖における来遊状況を調査し、当業船の指導にあたると共に、漁業生物学的な研究

を行い沿岸漁業経営の安定に資するものであるO

E 調査内容

1 調査期間

2. 調査海威

3 調査員

昭和48年 6月7日から 昭和48年 6月19日まで、

青森県日本海海域

技師十三邦昭

田村真通

小田切譲一

4. 調査船 青鵬丸 19.94トン 170馬力

船長中川武光ほか 5名

5 調査項目 海況、大羽イワシ来遊状況、魚体、

刺網性能比較

6 調査方法 海況は縁状水温計により表面水温を、転倒水温計により 10、 20、 30、 50、

網

浮

浮 子

浮 子 目

沈

沈 子

沈 っ「 目

口

75 mの各層水温を測った。

大羽イワシ来遊尉兄は流刺網による漁獲試験により調べた。

魚体は操業の都度 100長をパンチング、中30尾を多項目測定(性別、体長、体重

生殖腺重量、胃内容物、卵径、背推骨数)刺網性能比較は網目及び仕立てが同一で繊維

及び色彩の異なる 4種の網について、その擢網性能を比較すること与した。

使用した刺網の仕立ては、つぎのとおりで繊維はナイロン撚糸及びテグスの 2種、

色彩は薄カツチ色及び薄緑色の 2種で、都合 4種の網地となる。東j網 1種についてそ

れぞれ 5反、合計20反を使用し、権網場所による擢網性能のムラをなくするため、ナ

イロン薄カツチ色網、テグス薄緑色網.テグス薄カツチ色網、ナイロン薄緑色網の順

に連結して、 20反をもって 1放しとし、背縄は 3mとした。

大羽イワシ刺網仕様

地 3号 43m m目、 600目掛、 75、 75 m 1反

子 c -22 18枚

棚 ダンライン、クロスロープ 11 m m 1本

通 ダンライン岩糸 9 f} 1本

子 鉛沈子、 75g 75個

棚 ダンライン、クロスロープ 9 m担 1本

通 ダンフイン岩糸、 9f} I本

編 日通 20S/色。本、羽交糸 20 C胃1 1日 2本

浮子沈子取付糸 クレモナ糸 20吃合I本

浮子方縮結 網付 48.6m総長 49.4m 締結 35.8%

沈子方締結 網付 51.8 m総長 52.6m 縮結 31.6係

ー-1-



皿調査結果

l 海況

調査海域の水温は表面で15~18 'C台、 50 m層 11~13'c 台で、県南ほど高温のようで、全般に過去の

大羽イワシ盛漁期の水温と余り変りがないようである。 6月上旬の沖合観測結果をみると、表面15

E、50m 13じで表面は例年と変りがないが、 50m層では 2じ高めであった。全般に桜流勢力は非常

に強く、沖合冷水域も過去10ヶ年中最も離岸していた。

2 大羽イワシ来遊状況

( 1 ) 定置制への来遊状i兄

昨年10-11月深浦の定置網に異常な人網がみられる等資源的に上向きの兆しがあったが、本県

日本海倶ijで春季に来遊があったのは昭和34年以来であった。

本年における定置の初水揚咋は、深浦で 5月2日、鯵ヶ沢で 5月16日であった。岩崎、北金ヶ

沢では水揚げはなか〉たもののー 5月中、 F旬より 6月中旬末まで数尾程度入網されている。

深浦、鯵ヶ沢地先では 7月末まで入網が続いているが、最も入網の多かったのは各地先とも h

月中旬であった。初漁以来 7月末までの水揚は深浦で 6708旬、鯵ヶ沢で 1，508.7kgであっ 7こo

全般に過去の豊漁時代とは比較にならない少い入網であるが、今年の特徴としては漁期がかなり

遅くなっていることで、少くとも 10H以上の遅れがみられ、魚、体は中羽が主体であったのなお、

沿岸のカレイ利網にも 5月20日頃から 6月中旬頃まで、中羽~大羽級が時たま1件jに 1-2尾程度

ら網した。

(2) 流嗣の操業状況

試験奇心は 6Jj 7日より操業を開始し、 6月20日まで 6回の漁獲試験を実施したが、その結果は

第 l表のとおり総漁獲尾数 217尾、 1反当り 2尾の漁獲てあった。しかし昨年の総漁獲尾数11尾に

比較してはかなり多い漁獲で、あったが、過去の豊漁時代に比較しては問題にならないほど少し、漁

であったG この中最も漁獲のあったのは、 6月14日に鯵ヶ沢沖月1;6浬水深 57-68mで 95尾が漁

獲された。当業船は:1t金ケ沢で 6月18日に 1隻が 5t更を使用し、北金ケ沢大型定置の沖側漁場水

深40-50m附近で試験的に操業したところ 900尾の漁獲があり、翌日も操業したが漁がなく、そ

の後は操業を取止めた。魚体は大羽混りの中羽主体で、その他の地区では殆んど操業がみられ

なかった。しかし、 7片に入りイカ釣漁場である深浦沖巨岸40浬や、風合瀬沖等で、イカ釣船が

集魚灯に集まって表戸をぐるぐる廻りながら回遊しているマイワシを多数発見しており、流網を

もって 7月上旬~下旬にかけて 1日10箱漁獲した船も 1-2隻あった。この外、メパル刺網船が

7月27日に竜*i'中漁場で 5反位の網を用い、中羽イワシを30箱極度漁獲し、全長は18-22cm、体

長は16-19cm位であった。

以上のように青森県西部沿岸、沖合で魚群が発見されたり、漁主主されており、往年に比較して

少いながらも来遊がみとめられた。また陸奥湾、太平洋側でも例年より多いと伝えられる。

一方、秋田県以南における、マイワシの資源状態は漸増傾向が認められるが、まだ本格的回復

に達していないようである。

3 魚体

試験船により漁獲されたマイワシの体長組成は雄15- 22明、モ ドは 18cmと20cmに認められ、

雌 17-23 cm、モードは 18cmに認められた。全般に大羽混りの中羽主体で小羽も僅かながら認め

られた。年令は大体 2-3年魚と推定され、生殖腺重量は雄 0.1- 11 [}、平均 4.97 f}、雌 0.1-10

3、平均 3.50[}で雄、雌ともに漁期末期には生殖腺の小型のものが多く現われる傾向が認められ

た。また卵径は(26尾調査)O. 11 - 1. 13 m mの範囲で 1.0mm以上のものは僅か 1尾みられた

だけで大半が 0..1~ O. 6 m m台であづた。特に 6月20日の漁期末期の卵径は0.1-0. 2m m台の比

較的小型のものが多かった。肉眼観察からみた水子状態(完熟のもの)は l尾だけで、大半が半熟

一一ワ
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で未熟のものも若干みとめられるonE満度v，!11-14.2の闘にあり、背椎骨数は(31尾調査)49 - 52 
の範囲で50と51のものが多く、平均背椎骨数は50.6であった。胃内容物は殆んど不明で一部にテミ

ストが認められ、摂餌量はO.1 -O. 3 fJが多かった。

4. 刺網性能比較

繊維及び色彩の相違による刺網性能比較は調査回数が少ないため、はっきり云え切れないが、ナ

イロン網よりもテグス網の方が罷網がよいようで、中でも薄緑色網のd薩網がよL、。しかし、テグス

網の方は魚の取りはずしが困難で、魚体が傷みやすい傾向がある。このほか、テグス網及び、ナイロ

ン網について気付いた点は、テグス網は揚網中スリップし弾力があるので風によりふくらんで揚網

機に絡み、ナイロン嗣より取り扱いが煩雑であること、またテグス網は船上へ収納した際かさ張り

取り扱いが煩雑であることである。

5 調査の成果および、今後の課題

(1)調査の成果

本県沖沿岸、沖合にかなりの来遊があったことが認められ、生物学的知見も若干得られt.::.o テ

グス網及びナイロン網ならびに色彩の相違による催網性能については操業回数が少なしはっき

り比較することが出来なかったが、取扱い上の難易については、それ相応の知見が得られた。

(2) 今後の課題

往年(S 34年以前)はヒラメ刺網、カ Jイ刺網などは殆んど行われておらず、定置網も余り

建込みがなかった Lめ、自由にイワシ漁場の選択ができたが、近年は、これらの漁業が非常に多

く行われているため、自由に漁場を選択できない。また、イワシ流網を当業船が行うとすれば新

規に網を購入しなければならないのではたしてどれだけの船が操業にふみきれるか、どうか問題

である O しかし、現在行っているヒラメ刺網漁業を確実に上廻る収入が得られるとし、う状態にな

ると全船イワシ流網の操業を行う形となるので、漁場の問題も解決されるが、結局は往年のよう

な来遊量如何tこかかってL、る。このためにも的確な来遊量の把握、および予報が望まれる。
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第 1表 大羽イワシ流刺網漁業試験結果

年 月 日 48. 6. 7 6 11 6 13 6 14 6 1S 6. 19 三十

調 査 点
①須後崎 ④沢辺 ⑥鯵ケ沢

(!;鯵ー凡ケt沢6' ⑤鯵ヶ沢 喧港町島tケ沢9' N 5. 5' S S E 4' N 6.5' Nもw、7.~ 

水 深 62-73m 35m 65 -60m 68-57m 73-65m 40-37 m 

観測時刻 14時20分 15時40分 16時20分 16時43分 17時10分 17時35分

天気、雲量 C R 10 B 。 C 10 B 。 C 10 C 
風向、風力 SE 1 E 2 NE 3 NW  3 N 2 N 3 

気 圧 1.008 1. 018 1， 014 1， 010 1，004 1，003 

気 nうURI 16.8 18. 1 19.4 18. 2 

。 町1 17. 6 18 8 15. 0 17. 0 18. 7 18 7 

水 10 m 16.9 16.8 13. 4 15. 7 17. 9 17. 8 

20 町1 14.8 14. 9 13 4 14.4 16. 1 16.4 

30 m 14.2 13. 4 1 1. 7 13. 8 14. 6 15.6 

温 50 ロ1 11. 4 11. 0 12.6 13 4 

75 ロ1

潮 向 NE NE N N S SW SSW 

魚群反応 なし fI fI fI fI 

投 網時刻
16.15- 15.00- 17. 00- 17. 00- 1 i. 15- 17. 38-

16.25 15. 20 17. 10 17. 10 17. 25 17. 45 

揚網時刻
21 00- 0，1. 25- 21. 10- 21. 00- 20.50- 2]. 00-

22 00 05.00 22. 10 2]. 50 21. 30 21. 50 

網 反 数 20 10 20 20 20 20 110反

マイワシ 2尾 15尾 44尾 95尾 3尾 58尾 217尾

漁 カタグチ 16 5 167 167 355 

マサパ 2 208 円t 103 320 

スルメイカ 3 1 3 11 14 32 

獲 アカムツ 1 7 邑

ムシカレイ 1 1 

カナガシラ 2 2 

物 タチウオ 1 1 

ア ジ 1 1 
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水産生物分布調査

調査目的

底棲魚類の分布状態を把握し、今後の資源、動向をみきわめ、沿岸漁業の安定化に寄与するO

E 調 査 内 壬。ヨ百r 

1. 調査期間 昭和48年 4 月 1 日 ~6 月 30 日

49年 1 月 1 日 ~3 月 31 日

2 調査員および調査船

(1 ) 調査員 技師 小田切譲一

11 十 三邦昭

11 木村 大

(2) 調査船 青鵬丸 19.94トン 170馬力

船長中川武光外4名

3 使用漁具 テグス一枚網(目合 9.9棚、 10.8問、 12棚、 13.5閥、 15棚、 15.6棚)

三枚網(目合12棚、 135閥、 15問、 16.5mm)

4. 調査海域 大戸瀬崎沖~権現崎沖

5. 調査項目

(1 ) 海上調査

A 刺網による漁獲試験

B 漁場観測

(2) 陸上調査

A 網種類別漁獲量調査

B 目合思Ij、魚種別体長組成調査

固調 査 千吉 果

調査海域は大戸瀬崎沖~十三沖(水深 7~ 120 m)で延34点で行なった。

1 漁獲試験

漁獲された種類は47種、このうち魚類は38種で、ヒラメ、カレイ類は12種あり、魚類の 3割強を

占めた。

量的に多かったのはホシザメ、 トラザメ科の一種マコガレイ、ヒラメ、ムシガレイ、マガレイ、

E パパガレイで、これらの魚種が漁獲の大半を占めた。

このうち産業的な有用種であるマコガレイ以下5魚種について、海域別漁獲量およびその他の項目

を検討するために、実際に行われた操業結果を次式に代入して標準操業当り漁獲量を求めた。

/標準操業当、 r実際の漁¥ 203  
換算式 l~- ~ -:.::-_:_-:-¥ = ( -.:..--~ ~.: 1 x一一一一×
1り漁獲量抑)) ¥獲量抑)J 使用反数投網から揚網までの日数

( 1) 海域別漁獲量

主要5魚種の総漁獲量が50旬以上を越えたところは 4点あり、多い順に記すと 214旬、 75lcg、

刷、 5仰となる。また海域を示すと、イ)鯵ケ沢WNW4浬、水深6刊

El日1.2渥、水深80問、ハ)十三W 1. 3 浬、水深23~25 問、ニ)鯵ヶ沢NW/W5 浬、水深65-75

mである。これら海域での魚種組成をみるとマコガレイが占める割合が最も高く、214Icg中20iJlcg

(96% )、 74lcg中55lcg (74 %)と高率を示している。マコガレイが多いところは比較的水深の浅

いところであり、水深30mを越えると漁獲は少ないc これとは逆にパパガレイは水深50m以浅で

-5-



は漁獲されすす深いところに多く、最も多く漁獲されたのがロ)の海域で:'75kg中30勾(刈係)であ

っ7こ。

7 力レイもあまり浅いとこるでは漁獲されず最も多く漁獲されたのがニ)の海域で56kg中l:2kg

(21 % )であった。

ヒラメ、ムシガレイは前記3種と比べると広い海域で漁獲されていて、それぞれの最も多く漁

獲された海域は、鯵ケ沢N/E I!LIJ!.，水深65-70m、17k9中15k9 (88%) ロ)海域、 75kg中37/，;1}

(19% )であった。

(2) 時期別、網種類別漁獲量

A ヒ ラ メ 5月に漁獲は多く、三枚網の漁獲が一枚網を上まわった。

B マガレイ 4月、 2月に漁獲が多く、ヒラメとは逆に三枚網より一枚網での漁獲の方が多

台、っ?こn

C "?コガレイ 1月に特に漁獲が多く、マ力、レイ同様一枚網の方が漁獲は多かった。

D ムシガレイ 5月に最も多く、 一枚網の方が漁獲は多かった。

E パパガレイ 前記4種と比べて漁獲頻度は低いが、 2月、 5月に漁獲の多いときがあったり

(:3) 網種類別 目合別漁獲量

全ての網を同時に使用したものではないので、各魚種についての最適日合を求めることはでき

ないが、マコガレイ、ムシガレイ、マガレイの 3種は目合が小さくなるほど漁獲量は噌す傾向が

認められ、これに対しヒラ人パパガレイでは逆の傾向を示した。己のように魚種によって目合

別の漁獲量が異なる理由としては、各魚種の魚体の大きさが遭うことによるものと考えられる。

(4) 日合刷、漁獲体長組成

A "7コガレイでは目合が小さくなるほど、漁獲される魚、体は小さくなり、各目合Jjljの漁獲物体

長組成のモ トをみると、 12mm (1寸(3)では31側、 15mm(5寸目)では33、31cm、15，6 mm 

(5.2寸目)では35cm、 16.5脚(5 5寸目)で、は36cmで、あった。

B ムシガレイでも同様の傾向がみられ、日合J.jIJの体長モードは、 12mm(1寸目)では25.9cm、

15. 6mm ( 5. 2寸目)では 28.5cmであったじ

W 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

主要魚種の時期別分布と、網目合によって魚体の大きさが選択されることが明らかとなった。

2 今後の課題

網目合による魚体大きさの選択が各魚種の資源、にどのような影響を及ぼすか調在する必要がある。

-6ー
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投網 月 日

揚網月 日

漁場位置

11 水深

水温(表面)

11 (底層)

天 候

ヌーL 温

風向 風ブJ

網の種類

11 日 Z口L 

11 反数

ヒ フ メ

タマガンゾウビラメ ! 

ーマ カ、 レ イ

マコガレイ

ムシカレイ

メメガレイ

ソ ウ ノ、 チ

ヒ レ グ ロ

メイタカレ司

イシガレイ

そ

の

他

の

魚

種

水産生物分布調査結果

(尾)

』 7 " 11 4. 10 11 /ノ 4. 1:1 

4 9 11 11 4. 11 11 11 .1. 16 

鯵NWゲ沢 11 11 
鯵ヶ沢

11 11 
赤石川

3. 7 i里 NW  4浬 間九r1. 7浬

75 m 11 11 70 ~ 65 11 11 55 ~ 75 

9. 0③ 11 11 9. 9 11 11 9. 2 

8 8' 11 11 9. 0 11 11 8. 9 

C /ノ 11 B 11 11 B 

7. 8 

E 2 M 11 NW3  11 11 W 3  

一枚 11 三枚 一枚 11 三枚 一枚

4. 0寸 5. 2 5. 5 4. 0 5. 2 5. 5 4. 0 

5 5 5 5 :> 5 5 

2 3 15 

5 4 1 65 35 9 

16 4 10 

日 1 1 4 

2 1 

1 

1 1 I 

ヤナギイムシ アイナメ マサバ カナガシフ カナ方、Jフ カナガシフ
力、レ 1 1 1 1 ‘〉

カナガシ 7 アンコウ アンコウ アイナメ
9 2 2 1 

アイナメ ミシマオコゼ ガンギェイ
1 1 3 

トラザメ科

ベロカジカ6 

』ー一一
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投網月 日 4. 13 11 4. 16 11 IL }. 21 Fノ

揚網月 日 4. 16 11 4. 17 11 /1 4. 24 11 

漁場位置
赤石川

11 
品山

/1 

" 
修ケ 沢

11 

NW  1.7湿 1司T3 t里 1 Milぶ8.1浬

11 水深 55 ~ 75 11 37-.15 11 /1 58 11 

水温(表面〕 9. 2 11 9. 2 /1 11 10 2 Fノ

/1 (底層) 8.9 11 9. 1 /1 /1 9. 6 11 

天 候 ?ミ 1/ C /1 11 Bc 11 

気 温 7. 8 11 10. 0 /1 11 12.芭 /1 

風 向風力 W3  1/ E 3 11 11 W 2  " 

網の種類 一枚 三枚 一枚 /1 三 枚 一枚 11 

" 目
ぷ口斗 52  5. 5 4. 0 5. 2 ~). J l. 0 5. 2 

" 反数 5 3 5 5 U 3 5 

ヒ フ メ 1 

タマガンゾウビラメ 1 

ーマ カ レ イ ‘】》 1 30 2 

マコガレイ 10 5 4 6 6 10 
戸

ム シガレイ 3 3 35 17 

ノミノミカレイ

ソ ウ ノ、 チ

ヒ レ ゲ ロ

メイタガレイ 1 

イシガレイ

ナカカ スナカレイ スナガレイ

シラ 4 1 1 

アイナメ ガンギエイ

そ I 1 

の
カナカシフ

1 

他

の

魚

種

時一



(尾)

11 4. 26 11 11 5 1 11 5. 1 5. 7 

11 4. 27 11 11 5. 2 11 5 2 5 8 

11 
鯵ケ沢

11 1/ 
鯵ケ 沢 1/ 鯵8.'ケ5.9 浬沢

鯵ケ浬沢
31ゲ7.1Y里 8.' 5. 9浬 20." 11.9 

11 10&--108 11 11 40 を， 40 40 - 42 

' 11 10. 8 11 11 10. 2 11 10. 2 12. 4 

11 9. 9 11 11 10. 5 Fノ 10. 5 10. 6 

11 R 11 11 C 11 C B 
_， 

11 12 0 11 11 15. 0 

11 sw 4 11 11 NW3 11 NW3 N2  

三枚 一枚 " 三枚 一枚 11 三枚 一枚

5. 5 4. 0 5. 2 5. 5 4. 0 5. 2 5. 5 4.0 

5 5 5 5 5 5 5 5 

l 2 3 

1 

1 2 

漁 12 6 漁 7 

3 2 4 4 

1 
獲 獲

な
2 

な

I 

オ ::z ゼ カナガシフ グロソマ
し 1 16 し 1 

トウベツカ カナガシフ

ジカ 1 3 

カンギエイ ホシザメ

4 5 

トフザメ科 ガンギェイ

6 6 

ワタリガニ

科 2 

-9  



投網月 日 5 7 5. 7 I! 5. 9 I! 5. 10 I! 

揚 制月 日 ひ 8 5. 9 11 5. 11 I! 5. 1 1 11 

漁場位置
鯵ヶ沢 鯵ヶ沢

I! 
鯵ヶ沢

I! 
鯵 ケ i尺

l' 

200 11. t) 浬 314. R.7浬 N 2 7 1型 290 2. 2 t里

I! 水 深 40 ~ 4~ 110--115 I! 46 ~ 44 " 80 ~ 75 " 

水温(表面〉 12. 4 13. 0 I! 1~. 5 I! 12. 8 '1 

I! (底層) 10. 6 9. :3 I! 11. -4 I! I! 

‘・・

天 候 B B I! C '〆 C I! 

気 温 15. 0 1 O. 0 I! 15 0 I! 13 1 11 

風向風力 NZ N 2 I! W:> I! W3  I! 

網 の種類 一枚 枚 11 一枚 I! 枚 I! 

I! 目 メ仁込I 一.、
J. ....::. J U J. 5 4. () ー.)

J. .:.. 5 () 5. 5 

I! 反 数 5 ι} 5 5 D 9 5 

ヒ フ メ 1 日 向A 1 

タマガンゾウビラメ “ .， 

ーミさ カ レ イ 1 

マコカレイ -旬〉

ムシカレイ 1 :)1 3 8 1 

ノミパガレイ ゾ

ソ ウ ハチ 2 3 

ヒ レ グ ロ

メイタガレイ 1 

イシカa レイ

アンコウ アイナメ カナガ γ ラ カナカンフ カナカ‘/フ

1 ‘1 1 1 

メノ、/レ アイナメ アンコウ

そ 6 1 1 

の
クロゾイ アンコウ

1 2 

他 カナカシラ スミソキア

の 7 カタチ

魚
カンキュイ

2 

種

10 



(尾)

5. 14 " 5. 11 11 11 5. 14 5. i 7 " 

5. 17 11 5. 15 " 11 5. 15 5. 24 11 

鯵ヶ沢
" 
十二

11 11 
十二 鯵ヶ 沢 11 

10 14 1里 W 3.0浬 W 1. 3浬 :1~ 1 t. 2浬

65-70 " 40 - 35 11 II 25 - 23 80 " ， 
13 0 " 13. 2 " " 13. 3 13. 4 " 

12. :l " 12. 4 11 11 12. 4 12. 8 1/ 

ノ

B 1/ B 11 1/ B 13 1/ 

16. 8 1/ 20. () 1/ " 16. 0 

1九1:{ 1/ W4  !I " W4  N 1 " 

11 1/ 一 枚 l' " 三枚 一枚 1/ 

5.0 5. 5 3. 6 4. 0 5. 2 1. 4 3. 6 4. 0 

リ 5 5 5 5 5 5 5】

b 3 I 1 4 I 

1 1 

b 

l 3 2 12 〆ー、、 8 

10 
虫

60 

1 16 

く

2 

3 し、

ホシザメ ホシザメ カナカ、シフ トチザメ科 トフザメ科 イシダイ
'-' 

スナカレ f
2 ヨ 1 2 1 I 1 

アカエイ ホシザメ ホ γ ザメ ホシ→戸メ ホシーザメ カナガシ 7

1 6 7 3 39 ‘) 

ガンギェイ ガンギエイ トフザメl科a ホ ツ ケ

1 2 1 

カナカンフ クロソイ

アイナ 6メ
ガンギェltf ) 

1 

クロゾイ ト7ザメ料

l :)() 

カシカ科

1 

11 



投網月 日 H 5. 17 5. 24 5 24 
" 5 26 " 

掲網 月 日 " 5. 23 5. 26 5. 26 " 5 28 " 
漁場位置 " 鳥N/井W4崎浬

十二 十二 鯵 ケ 沢
W78t里 W 7.8浬 " 353' 11 3浬 " 

" 水深 " 120 123~ 110 123 ~ 110 " 110 ~ 105 " 
水温 (表面) " 

14. 6 14. 6 " 1 j. 3 " 

" (底層) " 10. 3 10. 3 " 10 6 " 
天 候 " B BC B c B " 
気 温
. 

13 1:) 1) " 18 0 " 

風向風力 " NW2  SW'/w2 SW/W2 E 1 " 
網の種類 " 枚 枚 枚 " 枚 " 

" 日
l口込 5. 2 2. 8 4. 0 5. 5 5. 0 :5 6 4. 0 

" 反数 5 5 5 5 日 5 5 

ヒ ブ メ I 1 

タマガンゾウピラメ

-< カ、 レ イ 1 

マコガレイ

ムシガレイ 27 8 5 l 10 4 

ノミバガレイ 11 

ソ ウ ハチ 1 l 

ヒ レ ず ロ 6 

メイタガレイ

イ γ ガレイ

カンギエイ ウヌメノー アンコウ アンコウ アンコ カジカ科 アンコウ

6 I/!，.- 100 kg 1 5 ウ 2 1 i 

メ ，、 ノレ アプラツノ アカム オ コ ゼ トフザメ科

そ 5kg ザメ 1 ツ 当 2 

の
アカムツ ネコザメ ナ -< 二2 アカムソ

20kg 1 1 

他 ホッケ カシカ科

の 5kg 1 

トフザメ オ コ ゼ
魚 科 lokg 2 

種 クロソイ ナ -< コ

1. 5旬 1 

エゾイソア

イナメ 3kg

-12 -



(尾)

" 5. 28 " " 6 2 6 21 " " 

" 6. 2 " " 6 4 6 25 " " 

" 
!鯵ケ 6O浬t 

" " 
鳥井崎 鯵ケ 沢

" " 3530 7 N4.1 浬 NNW5.5浬

" 100~95 " " 120~ 1l 0 86~80 " " 
， 

" 16 2 " " 19 4 " " 

" 11. 8 " " 12.2 " " 
J 

" C " " C C " " 

" 18. 3 " " 

" E 1 " " W3  NW3 " " 

" 枚 " " メバル網 枚 " " 
5. 2 4. 0 5.0 5.5 4. 0 5. 0 5. 5 

5 b 9 5 5 5 5 5 

2 2 l I 

2 2 1 

1 2 

3 

アンコフ カジカ科 アンコウ アンコウ メ ノ、 ノレ カナガシフ タ コ アンコウ

2 1 3 290kg i l 

ガンキぜエイ vミZ →ナ ノー カジカ李十 モザ メ

2尾 I 

トフ→ナメ 不明 魚 タ コ ?l 工Z

科 3 10尾 2 1 

オコゼ アカムツ

2 

7 カムツ

1 

- 13ー



投網月 日 6 21 6 26 6.28 49 1 7 " " " 
掲網月 日 6 22 6. 27 6.29 1. 8 " " " 
漁場位置

鯵ヶ沢 鯵左Nヶ沢NE 鯵ヶ沢 鯵ヶ沢
" " " NE/E2浬 2. 2浬 N/E4浬 NNW42t里

" 水深 9 ~ 7 20 37~3日 70 -74 " " " 

水温 (表面) 18. + 20. 0 20. 1 11. 6 " " " 

" (底層〉 17. 1 18. 1 14. 6 11.6 " " " 

天 候 B 

気 温 23 0 

風向風力 N2  

網の種類 二乙 ビ網 " " 一 枚 " " " 

" 目 メ口斗 3. 3 1 0 4.5 5. 0 

" 反数 10 10 10 5 5 5 D 

ヒ ブ メ

タマガンゾウビラメ

~ すf レ イ 漁 漁

マコガレイ 2 

ムシガレイ 6 
獲 獲

ノミノ4カー レイ

ソ ウ ノ、 チ

グ
な な

ヒ レ ロ

メイタガレイ 2 

イシガレイ 2 し し

クロウ、ンノ トフザメ アイナ カナガシフ ヤナギム、ン

シタ 2 科 5 ). 2 3 ガ「レイ I 

クルマエビ カナカ・ン7 クロソ トフザメ科 科トラザメ2 
そ 1 5 イ 2 3 

の
ヒラツメカ2二 オコゼ カナガ イシダイ

2 2 シラ 2 1 

他 カ‘ サム 、、 ガンキ、エイ トラヂ

の 45 1 メ科26

魚
Fマ ブ グ シャコ クルマ

7 2 ェビ 16

種 サハブグ トゲシャコ

5 3 

カスザメ ツノナガコ
プシカ、ニ 1

クルマエビ

5 

←-14 



(尾)

1. 8 1. 8 " " 1. 31 " 
11 " 

1. 12 1. 12 " " 
2. 1 " " " 

鯵ヶ沢 鯵ヶ沢
" " N6浬 " " " N¥V3.2浬 N¥V32浬

72-80 72-80 " " 78-65 " " " 
F 

11. 6 11. 6 " " 9. 2 " " " 
11. 6 ll.6 " " 

ノ

C C " " C " " " 
4. 0 H " " 

E 2 E 2 " " N¥V4 " " " 

" 枚 " " 一 枚 " " " 
3. 3 4. 0 4. 5 5.0 3. 3 4. 0 4. 5 5. 0 

5 5 5 5 5 5 5 5 

l I 1 1 

2 2 2 

2 2 2 2 5 ‘戸~ 2 2 

1 2 

1 

1 

ヤナギムシ クロソイ オ コ ゼ カナガシブ トフザメ科5 カジカ科

ガレイ 2 1 1 1 2 

アイナメ カナガシ カナガシラ カ 、ンカ カナカシフ

1 ラ 2 1 2 1 

トラザメ オコゼ トフザメ科

科 5 1 10 

キンカジ アサパガ

カ 5 レイ 1 

イシタイ アイナメ

2 1 

- 15 -



投網月 日 2 6 " " " 2 18 " 
" 

揚 網月 日 2. 7 " " " 2 19 " " 

漁場位置 NNW6浬 " " H NW/W5浬 " 1/ 

1/ 水 深 95~ 100 " 1/ " 75~ 65 " 1/ 

水温 (表面) 9. 3 " " 
1/ 9， 1 1/ " 

" (底層) 9. 2 " " 1/ 8 7 1/ 1/ 

天 候 B " " 
、

" B " " 
気 温 1 0 " " 1/ 5. 0 " 1/ 

風 向風力 NE2 " " 1/ SW2 " 1/ 

網 の種類 枚 " 1/ " 枚 1/ " 

" 日 t仁h3 3. 3 j 0 4. 5 5. 0 3 3 4 0 4. 5 

" 反数 D 5 5 5 5 5 5 

ヒ ブ メ

タ可勺力引ンゾウピラメ

-< 力、 レ イ J 0 10 3 

マコカーレイ 2 ワー 2 2 

ムシガレイ 2 

ノミノミガレイ l ワー 2 2 

ソ ウ ノ、 チ

ヒ レ グ ロ

メイタガレイ

イシガレイ

トラザメ科 トラ刊2メ トラザ ガナガシ ヤナギムシ カジカ科 守二r タ 7 

5 科 3 メ科 2 ブ 1 力事レイ 1 I l 

ワナガンブ マタブ マサパ 寸ミ ツ ケ カンギエイ カナカ、シラ

そ 2 1 2 2 

の
カナガ カナガシラ トフザメ科

シナ 1 1 3 

他 /サノyf アイナメ アサパガレ

の レイ 1 イ 1 

魚

種

一16-



(尾)

" 2. 19 2 25 3 5 3 日 3 9 3 18 3 '!.7 

" 2. 25 3 2 処t 7 3 。 3 15 3 20 4. 7 

" Nパ九T7浬
N W1/1W 湿 NW36浬 N 12浬 N 1t哩 N 3E干8/浬W NW:18浬

" 93~ 100 70~60 82~75 60-70 52~63 85-82 85~0 
，. 

" 7. 8 7. :-i 7. 7 7. 8 7. 6 

" 7. ;) 7ι 7. 8 8. :1 持。
J 

" B S Bc C C B c 

" 7. 0 7. l) 1. 0 7. 0 

" S 2 NW2 NW:l SE2 SE 3 W2. 

" 干文 " " 
H 枚 枚

5. 0 
1. 5 

" " " 
:1， :l， ，1. 0 

1 5 5♂ O " 弓[) j 5， 5. 1) 

5 17 " " " 20 1/ 

、1 つω 

1 3 I() I() 5 

:， 35 .10 円d ;) 13 ! 0 17 

!O 5 

カナガシ カスザ、メ アンコウ r ダ ブ ←J タ ブ .( ダ ア カジカ科 アンコウ
ーァ 1 9 りー 2 l 2 1 

カジ力不十 アフラツノ 一、r タ 一7 ゲロソイ J 示、 苛7 アブラツノ カナガシブ
I ザメ 2 2 5 ザメ 2 戸d 

トラザメ マタフ カジカ科 カ ーマ →ナ ノー アブテツノザメ
不十 4 2 5 10 戸、， 3 

カジカ科 オ コ ゼ オ コ ピ カタクチイ
2 5 1 ワシ 20 

Fイナメ カジカ科 r イワシ
I 3 5 

チプンギエイ

1 
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11 大陸棚漁場開発調査
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J 

日本海スルメイカ漁場調査

I調査目的

E 

本県日本海における.スルメイカ資源.生物学的基礎研究を継続すると共に、積極的漁場開発を実

施して.イカ釣漁業の経営安定に資する。

調 査 内 合げ引

1 調査期間 昭和48年4月~同年11月

2. 調査海域 本県日本海沿岸及び沖合

3. 調査員及び調査船

(1 ) 調査員 主担 技 師 高梨勝美

副担 主任研究員 赤羽光秋

同 技 師 中 回凱久

(2) 調査船 . 東奥丸 (38.35トン 120 P S) 
高井船長他 9名乗組

. 瑞鴎丸 (40. 81トン 160 P S) 

橋本船長他 9名乗組

4. 調査項目

(1) 日本海沿岸の幼イカ調査

A 定置網の漁獲量調査、 B 生物測定

(2) 漁場調査

A 漁場観測

B 漁獲試験

C とた物測定

D 標識放流

E 標本船による漁場調査

5. 調査方法

(1 ) 幼イカ調査、 この調査は昭和46年度より行なっており今年で3年目であるが、大戸瀬崎以

南、秋田県と青森県の県境以北の海域において. 8ケ所の定置網シ対象に 5月 1日から 6月20日

まで、毎日の入網量、生物測定(多項目調査 4回、 157尾)の調査を行なうた。定置網の入網量

調査は、 46年、 47年と同僚の方法で行ない、各定置網の直接関係者に毎日の入網量記録を依頼し、

定期的に回収する方法をとった。

(2) 漁場調査.漁獲試験は試験船、瑞鴎丸で5月31日-6月15日に6地点で行ない、東夷丸では、 7

月 26 日 -10月 17 日に 9 地点で、行なっ t~

漁場観測は.漁獲試験を行なった地点、で、実施し、 0-200mの各層測温 (0問、 10，20、30.

50， 75， 1∞， 200 m) とー骨量海気象観測を行なった。生物測定はパンチング調査12回で747尾、多
項目調査は10回500尾を夫々行なった。標識放流は6月6日に42尾行ない.タックガンを使用し

た。標本船による漁場調査は.毎日の操業結果を無線により連絡してもらった。
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園調査結果

1. 日本海沿岸幼イカ調査

(1) 定置網入網量

は4判6年と比ベt程暖で、あり1).1げ7年とほぼ同程度でで、あつt-:'01たi
る轟木、北金ケ沢では6月に入ってもかなり幼イカが入綱し、調査地区のJtの海域では、入網
時期が多少遅かったと予想される。

また岩崎地区で、は、調査期間中にウマズラハギが揚網時に何トン込入網し、幼イカの入網量を

把握できなかった。

潮流が早かったことから嗣を取りはずしてしまった地区もあり、連続的な資料を得られなかっ

た地区もあるが、行合崎.轟木、北金ヶ沢地区では、ほぼ連続した資料が得られ.揚網時の表面

水温が得られたので.幼イカの入網量と水温との関係について述べる。

水温は、 5 月 ~6 月は昇温時期にあたり.この頃に幼イカの入網量が多いことは、 46年度の事

業概要に報告しであるが地区によってかなに表而水温の推移が異なっており、昇温日及び昇温

後の高温日に幼イカ入網量のピークが表われる傾向がある。

行合崎では、 5月9日. 5月31日tヰt)イカカゆく入網し、この頃は昇温後の高温日にあたり、轟

木では 5月21目、 6月1.5日に幼イカが多く入網し. 5月21日は昇温日. 6月i日が高温臼にあ

たり.北金ヶ沢では. 6月4日に幼イヵが多く入網し.この日は昇温日にあたる。

また入網最のピークに当たる日の水温は12~14.5 .C位であり、これよりも低い日は水温の上昇

期にあっても入網量は少ないように思われる。また、潮慌が早くなった後は水温が上昇寸る傾向

があるの

(2) 生物測定

幼イカの外套背長話i戒を旬別にみたが、体長の差はみられなかった。

2. 漁場調査

(1) I沼和48年の海、況

利獲量は、昭和41年以後43年まで漸増したが、その後44年からt6年まで低い水準となり、 17年

は漁獲努力の増加により、多少ふ事えたが、 1R年は最低の漁獲量であった。

航海数は.41年から46年宣でほとんど変動していないカ¥47年は46年までの1.7倍にふえ、 48年

は46年の 1.2位であったが.47年よりは少なかった。

一航海当りでは.43以後44.t5年と急減し、 46.47年は横ぱいの状態となり.48年はいままでの

最低で、 43年の50勿以下の状態となった。

夏イカと秋イカの占める比重については.46年空では、漁獲量の別名以上右仁夏イカが占めた

が.47年は300ちとなり 18年も 300る弱で、秋イカの占める割合が高くなってきた。

次に本州、旧本海の総漁獲量をみると、沿岸漁場における総漁獲量は.昭和45年を最高に昭和46

年以後は低調となり48年度も同様に低水準であった。

一方大和堆を中心とする日本海沖合漁場の開発により、昭和41年以後、沖合域の漁獲量は年々

増加の一途をたどり.昭和47年;i. 14li 5千トンが漁獲されたがIl.'l和4昨は.太平洋でのスルメ

イカ漁業が全くの不振であったため.太平洋で操業する漁船が日本海へ出漁し、日本海での漁獲

努力量がふえたにもかかわらず、 .18'年の漁獲量は13万 3千トンで、 46年(11万トン〕よりは多か

ったが、 47年よりも少く、 41年以後、急速に増加した沖合域での漁獲量は、頭う、ち、または減少

傾向を示した。

(2) 漁場観測

(3) 漁獲試験

(資料 3 ) 

(向上)

瑞鴎丸では 5月31円、-6 月 15 日に 6地点で漁獲試験を行な\，~総漁獲尾数は20.594尾、釣機 1 時

:W一



P 

d 

間1台当りの漁獲尾数 (CPUE)は64.8尾であり、東奥丸では 7月26日-10月 17日に9地点

で漁獲試験を行ない.総漁獲尾数は7.002尾で、 CPUEは 17.4尾で、あった。試験船による操

業結果の堆移は、多獲された時と、全くとれない時主極端であり、 8月以後は魚体調査用のイカ

を手釣によって確保した程不調に陥った。

(4) 生物測定

雌の交接については、 7月頃より目立ちはじめ、 8尽10月と交接尾数カ、多くなり、昭和4埠から48

年までの交接率を、当場の魚体調査結果から比較してみると、 48年は8月59.2%，10月61%と例年

になく高L、比率を示した。まTこ~半索戚熱個体が現われているが、 6月4日が特に多くJその他は維の半

熟個体か数尾程度であり 7月に入り半熟 成熟個体が多くなった。また第 4図に雌雄別生殖腺重

量頻度分布を表わしたが、雄の場合は、半熱、成熟個体の率と生殖腺重量が 49以上になる率とほ

ぼ一致しており、雄は生殖腺が 4il程度で半熟となるのではなし、かと思われる。また、雌雄別では

雄の方が先に、生殖腺重量が重くなっている。

(5) 標識放流

スルメイカの標識放流と再捕結果を第9表に示した。

本年は、スルメイカの漁獲が少く僅か41尾の標識放流に終ったが、再捕尾数は2尾 (4目8c益)

で.何れも日本海で再捕された。

(6) 標本船による漁場調査

この調査は昭和41年度より実施しており、今年で 2年目であるが、民間船から毎日の操業結果

を無線により操業場所、操業時問、漁獲箱数、 1箱当りの入れ尾数使用漁具台数を報告してもら

った。

標本船t工、 19-75屯でー航海 1週間程度操業可能であり.操業海域は、北緯460-44035.'東経

135045 Iより沿岸媛であり、本県および北海道附近の海域で操業した。

47年は5月下旬.48年は7月上旬ょに資料が得られたが、 47年.48年とも標本船の漁場は次

に示す 3つの海域に分けられると思われる。

① 北緯420以北の北海道沿岸海域

② 東経139'以東の青森県沖合海域

③ 東経1390 以西の青森県沿岸海駿

①における標本船は 7月頃を中心として操業し.魚体の小さい.冬生まれ群を対象として漁

獲したものと思われる。

②は、 47年.48年とも 7月より、操業きれており、 8月以後は、この海域で操業される場合

が多くなに魚体は大きし秋生まれ群を対象として漁獲されていると思われる。

③は.47年は5月下旬から 7月下旬まで.48年は. 7月上旬~下旬まで操業され、これ以後

は@の沖合で操業する療本船が多くなり‘魚体については、①と@の中間の大きさで、冬生ま

れ群と秋生まれ群を混獲していると思われる。

47年と48年女年度別に同一標木船で比較してみると 7月、 8月とも、 48年度の方が、 CPU

Eが高かった。

また、標本船にょうてかなり、 CPUEが異なるが、このことは船の屯数の違いによるもの

より.むしろ標本船の手づりによる等操業努力の差又は、漁場差によるものが多L、と恩われる。

W 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1 ) 日本海沿帯幼イカ調査

例年春に本県西海岸の定置綱に乗綱する幼イカは、春の水温上昇期に多獲され.沿岸水温は本

県西海岸の狭い範囲内でも.その水温上昇日が異なり.地域的に幼イカが多綱ずる時期が異なる
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ことがちかった。

(2) 漁場調査

① 本年本県沖に来遊した資源、量は極めて低かったものと推察される。

@ 本年は.雌の交接率が高かった。

@標本船による調査により.中型船 (19-75トン)操業海域が明らかとなった。

2. 今後の課題

(1) 日本海沿岸幼イカ調査

本県に来遊するスルメイカ資源を把録する基礎資料として使用できるよう、幼イカの乗網機構

をより一層明らかにするため、今後も継続して行う必要がある。

(2) 漁場調査

今年度の調査項目を充実して調査するとともに、漁況予報上.沖合でのスルメイカ漁業の比重

が高くなってきたため、大型調査船による日本海全域に亘る漁期前および定期的なスルメイカの

分布.回遊状況を調査する必要がある

第 1表 スルメイカ標識放流と再捕状況

放流年月日 放流位置 放流尾数

4 8年 6月6B 
N 4 1"01 

4 1尾E 139 16' 

計 4 1尾

第5図 スルメイカの標識放流と再捕関係図

放流
(6月6日)

小島
O 
K 
再 捕
(6月20日)

再捕年月日 再捕位置 経過日数 標識番号

4 8年 6月20日 小島沖 1 4日 青森 53 

4 8. τ. 1 5 島牧村沖 3 9日 青森 53 

2尾
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第 2表昭和48年度スルメイカ調査結果一貫表

， 

調査船名 瑞鴎丸 /1 /1 
"ノ

/1 /1 計

航海次数 2 3 4 5 6 

年 月 日 5. 31 6. 4 6.5-6 6. 6 6.13-14 6.14-15 

時 開 始 19:20 18:30 18:00 19:00 18:40 17:30 

亥1) 終 了 21:50 23:30 03:00 22:00 03:00 01:00 

始 N 艦 作 40" 26. 6' 4o" 39 3' 41001 ' 舗 作 鯖 作

位
置 E W 27' 13g' 42. 21 138" 37.8' 13if16' SW  13' SW  12. 5' 

終 N 4(f 31. 7' 4d' 41' 410 04' 鱗 作
位 1/ 

置 E 13g' 41. l' 138" 40 13ifl0' SW  9 

水 開 古台 152 150 145 

深 終 了 300 

天候 C B B B C C 
海
風向・力 NNE2  E ENE2  NE2  S 2 WNW3  1 . 
気 庄 1008 1017. 6 1016 1014 1015 1013 

気
気 !晶 1Q<c 15" 15.9 16.0 18.0 17. 0 

象 波 f良 2 1 2 2 1 

うねり Z 1 3 2 1 

流向速

OM 14 6 15. 7 15. 9 15.8 17. 4 17. 9 

10 13.9 14 85 14.75 15. 32 16.9 17. 4 

各
20 13. 9 14 61 13 38 12.87 16. 2 16. 2 

層
30 12.4 13. 16 9. 10 11. 32 15，3 15. 0 

水
50 10 9 10 72 6.07 9. 72 12.9 13 1 

温
75 9. 5 10. 16 5. 73 8. 86 11. 9 11. 7 

〆戸、

。C 100 8. 3 10. 00 3. 38 7. 01 10.8 10. 6 

、、ノ 150 1. 79 3. 97 

200 1. 00 2.13 

300 

漁 動 力 9 9 9 9 9 9 

2日V句= 手 動 l 

漁獲尾数 53 69 5， 550 202 6， 880 7， 840 20， 594 

操業時間 2. 5 5. 0 9. 0 3 0 8. 3 7. 5 35. 3 

単位漁獲量 2. 4 l. 5 68.5 7. 5 92.1 116. 1 64. 8 

(訓) 12-17 11-23 16-23 13-24 14-23 15-23 

魚体モード 15 18 19 18 1 8 19 

備 考 3-4マイル S W 2-5マイル S W 6 隻 16 隻

8 隻 1.5マイル 6 1苦ー 3マイル 21 時以 21 時以

各船漁 1 隻 幼イカ有り 1 隻 後漁有り 後好漁

な し 多くのモド

P 

句
、

u
ワ
ω



調査船名 東奥丸 11 11 '1 11 11 " 11 " 計

航海次数 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

年月 日 7.26-27 7.27-28 7.2R-29 8. 28 8.29 8 29 9.19 10. 11 10. 16 -12 -17 

時開 始 19:30 18:55 18:20 17: 20 00:20 17:35 17: 30 17: 45 17: 20 
亥1終 了 04:30 04:55 04:20 21 :00 05:00 20:15 22:30 02:15! 00:20 

始 N 46' 28' HP 1げ 46' 08' 410 10' 410 10' 410 1ぴ 110 00 410 08' 41008' 
位
置 E 1 38" 15' 131' 56' 131' 52' 138" 2ぴ 3ア40' 13S' 57' 140' (q' 139'58' 13go 58' 

終 N 4a' :15' 4if 10' 4a' 1ぴ 410 06.5' 4 fI6.5' 410 10' 4if 58' ~ 10 15' 410 16' 

位
置 E 138"49' 138" 04' 138" ()げ 138" li 137037.5' 138"56.5' 1 Hf'rn5' 14げ 10'139'59.5' 

水 開 始 ~Ol 195 
深 終 了

天候 B B 〈ご C R R C B C 
海
風向・カ NEl  S SW2 SW3  W3  W2  NE4  NNE5  W3  . 
気
気 圧 1013 1012 1009 1016 1016 1015 1016 1029 1029 

象
気 温 25'c 24 5 26. 5 23. 5 21. 6 23 1 22.6 17.2 1.1 0 

波 浪 l 1 3 2 3 つ l 3 

うねり 1 。 1 2 1 3 つ】 2 2 

流向速

OM  25. 4 25. 1 25 1 23 8 23. 3 23 6 24 2 20. 7 19.90 
各
10 23. 45 

層
23.60 24 30 23 7 23.51 23. 05 24 35 20 90 19. 30 

水
20 16.20 2150 23 60 22 19 19. 52 16. 10 24 32 20 90 19 30 

30 11. 20 12.30 16.40 14 20 10 67 12.09 24 50 20. 90 18.90 
温
50 6. 80 6. 20 8 45 5.45 4. 85 4. 40 24 12 19. 45 16.85 

75 4. 05 3 40 4 30 2.85 4 71 1. 89 23 15 15. 10 14 60 

，，-.. 100 2.64 2. 50 2. 40 2. 00 1. 93 1. .15 17. 50 12.00 12.20 

.C 150 190 1. 50 1. 70 1. 34 122 1. 00 10 35 9. 62 9.90 

、』ノ
200 1. 25 O. 90 1. 20 0.99 O. 91 0.89 

300 0.85 O. 40 O. 60 O. 62 O. 59 O. 50 

漁 動 力 8 8 8 5 2 7 4 6 7 

具 手 動

漁獲尾数 251 3360 3250 10 2 74 。50(50) (24 ) 7(07042 1 
操業時間 9 10 10 3. 6 4. 7 3. 2 5 8 5 7 

単位漁獲量 3. 5 42.0 40. 6 O. 6 O. 2 3. 3 O. 3 。17. 2 
( cm) 19-26 19-27 20-27 20-23 20-24 18-28 24-29 

魚体モ ド 22 23 22 22 22 25 26 

備 考 02:30 14-15隻 15隻 遊泳する 潮具合 17:40 シイラ、サパ シイラ~T-ノミ ほとんど

より階 20:30頃 01 :00頃 も潮具合 悪し、 -17:50 τイワシ群 遊 減〈 手 釣

無状態 より付 より皆無 悪し、 の漁獲 灯につく

始主る のみ
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漁場調査カイメ太平洋ス Jレ

的

太平洋沖合におけるスルメイカの漁場形成要因、および生態を究明し、来遊資源の動向を明らかに

するとともに、一般漁民への来遊資源情報の広報につとめる。

目査調

橋本船長ほか10名)160馬力

昭和 48年 6 月~同年 11月

太平洋

試験再ti 瑞鴎丸(40. 81トン、

技師田村真通

主研斉藤重男

技師十三邦昭

妓師 小田切譲二

技師木村 大

① 漁場環境調査

(言)漁況調査

③漁獲試験

(わ魚体測定調査

，す竺，

谷

間

域

船

員

目

内

査期

査海

査

査

項査

査E闇

調

調

調

調

調

4 

5 

2 

3 

H 

， 

漁場環境調査

毎月の漁海況海洋観測データー並びに、漁獲試験時の水温データーを基に、昭和48年の獅況のパ

ターンをとらえる。

漁況調査

一般漁場の漁獲動向を市場統計により調査する。

漁獲試験

試験船を用いて、沖合、沿岸におけるスルメイカの来遊状況をとらえる。

魚体測定

主に漁獲試験の漁獲物を用い、外套長を中心に魚体測定を実施する。

法方査調町
出

2 

3 

4 

1 環境調査

(1)津軽暖流域

この流域の東方への広がりは 6月では 143 oEで、 8月では 143.3 oE に達しほぼ平年並であ

ったが、 10Jjには鮫角沖にあった黒潮系の暖水と接し、その境は不助瞭となった。

水温は 100m層では平年に比べ6月では 2"C高め 8月、 10月では平年並に推移した。

親潮域

昨年の弱勢とは異なり、本年は強勢となり、 6月では親潮強勢年の45年、 46年のパターンに似

た広がりを示した。

この傾向は10月まで、続いた。

以上、本年は親潮の接岸分枝が顕著であったが過去の状況より考えると、特にスルメイカの北上

に支障になるような海況的変化はなかったものと思われる。

果結査調N 
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2漁況

太平洋(八戸港)および津軽海峡(大畑港)の漁獲量についてみると次のとおりである。

@ 近海スルメイカ漁獲量

a 太平洋(八戸港)

夏イカ(6 -9月)漁獲量は平年に比べ 7-9月まで各月とも、ほほ 1/10で夏イカ全体と

しても、ほぼ 1/10にとどまっ←。

秋イカ (10-1月)漁獲量は、 10ー 111までの各月とも、子勾の1/山 -1/30で秋イカ全体と

してもほぼ1/25に過ぎなかった。

出世罪、隻数も過去 5ヶ年の最低で、 l隻当り漁獲量は各)]とも0.1- O. 7トンて、過去 5ヶ年の

最低であった。

b 津軽海峡(大畑)

昭和47年とほぼ同程度の魚獲で、 I隻当り漁獲量もほぼti{州117年並となったが、[]本海から

らの沖獲り分は、過去 5ヶ年では20%程度であったが、本年は50必程度と推定され、治岸での

漁獲害l恰は、昨年よりかなり悪かったものと推定される。

⑨ 沖合イカ(太平洋)

a 搬入イカ

主漁場は、道東漁場と、!1本海沖合漁場に分かれ、例年では昭和17年を除くと道東漁場から

の搬入イカが多かったが本年は道東漁場からの搬入イカが全くなく、日本海沖合漁場からの搬

入イカのみで、本年の水揚量は昭和47年設であった。

b 凍結イ力

士:漁場は年々、従事船が増加し、漁11]も上昇の傾向にあり、本"Fも、 2万 9千トンと昭和47

年(2万 2千トン)を上回った。

以上、太平洋、津軽侮峡、沿岸漁場では過去 5ヶ年中最低のぬであったが、飯入イカは日本海沖

合漁場での漁に支えられて昭和47年並の漁獲状況であったの

3 漁獲試験

6月8Ji 2 [吋の漁場一斉調査を含め、 4回の沖合漁場調査をct施し、その他八戸沖一般漁場にお
ける、漁獲試験も実施した。

(li 沖合漁場調査

A 漁場」斉調査

a 6}j漁場一斉調査

6 )] 17日から 6)j 25日にかけて、 7点で、漁獲試験を実施した。

7点の総漁獲量は僅か14足で本年の不漁年をよく代表する{l1(となった。

漁獲された位直は、主に沖合の50m層 5-6での、親潮と、暖水との潮境付近と、沿岸の、

200m等深線に近い、津軽暖流域内であった。

b 8月漁場一斉調査

8月25日から 9月6flにかけて 8点で漁獲試験を実胞したが漁獲足数は、 313尾であった。

B 昭和初年 8月の太平洋沖合スルメイカ漁場調査

8Jj4けから 8)j5日にかけて親潮と黒潮系暖水との潮境付近 3地点で漁発ぷ験を実施した0

3点の総漁獲量は53尾で、 1点の最1'.五は39尾最低は 3尾であった。

過去 4ヶ年間同時期に同じような潮境域の調査を実施し、毎年1万尾近い漁獲を掲げてきた

が、本年t土、例年の o.5 %程度しか得られなかった。

C 4水試共同調査

10月12日から10月17日にかけて 6点で、漁獲試験を実施したが 3点、で、 16尾漁獲されたに過

ぎない。
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昨年までの同時期間海域の調査では 1地点少なくとも 100尾前後の漁獲が得られたが、本年

は非常に少なかった。

(2) 一般漁場調査

鮫角沖 200m等深線内一般漁場で 7月 3日から 10月30日まで17回の漁獲試験を実施し、総漁獲

量は26，880尾であり、このうち 7月中に2:5、 476尾(約95%)を漁獲した。

以上、一般漁場では 7月を除いては近年最低の漁獲を示し、沖合調貨でも、本年の不法主を裏付け

るかのように、低調な漁であっt::.o

水温と、漁獲の関係を 6月と 8月の漁場一斉調査のデ タ←から見ると、 6月は 5-7't:と12PC

前後に漁獲のピークが見られ、 5ー70Cのピ クは沿岸の 200m等深線付近て、みられた。

また、 8月には 4-6't:に漁獲のピークが見られた。

4. 魚体測定結果

(1 ) スルメイカ外套長組成について

7月のモードは19cm台にあったが、 8月には20cm台となり、 9月、 10月には23cm台に主モ ド

があり、 9月に16c胃1台、 10月には20cm台に副モー下が見られた。

昭和48年の外套長組成を過去 5ヶ年の外室長組成と、比較すると、 7月のモードは近年では大

きい方であったが、 8月のモー下は、昭和44年昭和45年と同様近年では小さい魚体となった。

9月のモードは近年にはなく大きかったが、 16cm台に副モードが見られた。

(2) 平均外套長と単位漁獲量との関連について

八戸近煽イカの平均外套長と八戸近海単位漁獲量との関連についてみると、唱和43年-48年の

7 -10月の各月の平均外套長と、夏イカ、秋イカ単位漁獲量および年間単位漁獲量との間には、

0. 82と云う高し、相関が、認められたが、他の月ではこのように高い相関を見出すことはできなか

った。

以上、昭和48年の外套長モードを過去 5ヶ年に比較すると月によりまちまちである。

lV 調査の成果および今後の課題

l 調査の成果

① 沖合漁場における、水温と漁獲の関係が再確認された。

② 8月のスルメイカ平均外套長と、亙イカおよび年閥単位漁獲量との聞に高い相関関係があり、漁

況予測に使えそうなことが解った。

2 今後の課題

本年明らかとなったスルメイカの 8月の平均外套長と、漁後量との聞に正の相関関係が見られ原

因について今後明らかにしてし、く必要があるO
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太平洋スルメイカ漁場調査結果表 調査船瑞鴎丸

航海次数 2 3 4 5 G 
門

8 

年月 日 848.7/3 7/4 7/5 7/9 7/19 7/25 ，/26~27 7/30~31 

時 開始 18 h 10m 18. 10 18.00 18. 30 18 40 1 S 50 19. 40 19. 00 

亥。 終了 23h 20m 23. 30 00.20 22. 30 23. 30 24.00 O¥. 30 01 10 

位
1005i N 10、16' 10Cj6' 40η16' 40015 ' 10ケ 17I 40 c 42 ' .10' .12' 

開始
141031'E 1-11040 ' 111 c39' 111041' 141046' 111 '36 ' 141 "57' ltl'57' 

40049'N 10 '".14' 10 Co41 ' 
置 終了

141036'N 141乙39' 111056 ' 

水 開始 180m 120 110 1:>0 110 115 130 142 

深 終了 125m 80 90 110 125 

天候 F F B、C C C B、C F 。
風向力 E 3 NEl 8E1 8 1 8 E 3 8 1 8 E 8 E 2 

海
気圧 ]， 017mb 1， 013 1，016 1，007 1，015 1.1)13 1，010 1. 006 . 
気温 15. 0 oC 16 0 2 ¥. 0 17. 0 25.0 23.0 22.0 29. 0 

気
波浪 2 1 3 1 

象
うねり 3 l 3 2 I 2 

流向速 8 O. 5kt 

Om  15. 3 16. I 16.7 17. 3 20. 5 18.6 22. 0 

10 H.4 1 1. 0 11. 7 1:i. 6 17. 1 17 9 17. 6 19. 2 

各
20 12.4 12 7 1:? 9 119 15. 6 16 7 12. 5 16.8 

層
30 11.8 1 ¥. 1¥ 12. :> 14.0 13. 6 13 8 12.0 13. 7 

水
:;0 10.6 1 ¥. 1 1 ¥. 2 13. 5 12. 1 12 1 11. -1 12. 5 

温
7日 9. 6 10. .1 11. 2 13. 4 11. 2 1 ¥. 5 10.0 10. 7 

r'. 

100 8. 8 12 6 1 1. 2 10.6 9. 7 9.4 

"C 
150 、』ノ

200 

300 

漁 動力 9台 9 9 9 9 9 9 9 

ァ目く 手動 2台 2 2 2 ワ 2 2 2 

漁、 箱数 2箱 164 つ】 126 

獲 尾数 200尾 11， 8品。 200 70 15 10， 080 。

操業時間 5h 10m 5h 20m 6h 20m Ih OOm -lh 50m 5h 10市 3h 50m 6h 10m 

単位漁獲量 ~l. 6-1尾 216.97尾 2.80尾 0.02尾 1. 27尾 O. 27尾 1 '>2.72児 。尼

1箱 日。尾入
魚 体

100屈入 120尾入 100尾入 制尾入

備 考
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9 10 11 12 13 14 15 16 17 

7/，11 8/20 9/18-19 9/20-21 9/21-22 9/28 10/令 10/25 10/30 

19. 20 18.50 18. 00 17. 20 17. 40 17. 40 17. 00 16.00 16.00 

21. 00 23.00 01. 00 02.00 01. 10 21. 00 23.00 20.00 19. 00 

40043 ' 40044 ' 40042 ' 40040 ' 40043 ' 40045 ' 40045 ' 40042 ' 40042 ' 

141059 ' 111053' 141057' 141053 ' 141051' 141048' 141054 ' 141049 ' 141050' 

• 
145 155 145 115 110 120 163 90 105 

R B、C C C C C C C C 

S E 2 S 2 E 1 NWl  E 2 NE2  NW3  W 4 S 2 

1，004 1，019 1，013 1，013 1. 016 1， 019 1，025 1，014 1，025 

24. 0 30.0 17. 0 17. 0 17. 0 21. 0 17. 0 14.0 14.0 

2 1 I 1 1 1 2 3 2 

3 1 1 1 1 2 2 2 2 

19. 9 21. 7 21. 3 21. 6 21. 5 21. 2 19. 3 17. 6 17. 5 

20. 1 21. 4 21. 4 21. 4 21. 5 21. 2 19.4 17. 2 17. 6 

18.0 20.9 21. 3 21. 5 21. 6 21. 2 19.4 17. 5 17. 7 

15. 6 19.2 21. 3 21. 3 18.6 20.8 19.4 17. 5 17. 8 

14.7 9. 9 22. 0 18. 5 17. 2 18.6 19. 1 17. 0 17.6 

10. 9 9. 5 17. 5 13.7 12.8 18.4 18.7 17. 5 

10.4 13. 2 12.5 14.6 16.9 17. 5 

9 9 9 9 9 9 9 9 9 

2 2 2 2 2 2 2 

11 2 7 

30 50 605 110 630 1 4 。 4 

4 h 40m 4h 10m 7h OOm 8h 40m 7h 30m 3h 20m 6h OOm 4h OOm 3h 00 m 

O. 55尾 1. 14尾 7. 86尾 1. 11尾 7. 64尾 0.03尾 0.07尾 。尾 0.14尾

55尾入 55尾入 90尾入
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底棲生物分布調査

A 東奥丸

I 調査目的

日本海における底棲生物の時期的発育段階別分布状況を明らかにし、資源、の動向を把梶すると共に、

今後実施が予定されている栽培漁業についての基礎資料を蓄積する。

E 調査内容

1 調査期間 昭和48年12月12日から49年 3月15日まで

2 調査海域 青森県日本海沖合(主として大戸瀬沖~権現崎前i中1

3 調査員及び調査船

(1 )調査員 主担技師沢田兼造

副担 υ 高梨勝美

(2) 調査船 東奥丸(38. 35トン D120馬力)

4 調査項目

(1) 漁獲試験

(2) 標識放流

(3) 魚体調査

5 調査方法 lそうびき底びき網漁具により調脊

E 調査結果

1 漁獲試験

この調査の主な漁場は大戸瀬崎から権現崎沖で、 48年12月から!9年 3月15日までに20日間調査L

た。延曳網同数52回で合計]2， 339kgの漁獲があったが、魚種結成は12 月 ~49年 2 月までにアブラツノザ

メが多く全漁獲量の423係、次にホッケ32.5%、マダヲ]i¥.i¥7係の順て、あった。(第 1表のとおり)また、

調査海仮における全魚種の 1 曳網当り漁獲量は第 1 図のとおりで、 12月----~月下旬にかけては大戸

瀬沖合の水深 160 悦~ 300 mの漁場で操業し主にアプラソノザメ、マダラの漁獲をあげているo 2 

月下旬から 3 月上旬にかけては比較的浅いところで(水深50~則前)マガレ、マコガレイは、まっ

たく漁獲されず、 12 月 12 日 ~3 月 15 日まで、の聞に漁獲された主要魚種を水深別にみると(第 2 表)

アプラグノザメ、マダラ、ホッケは ]50~300m のところでアブラヅノザ、メ、マダラは混獲されて

L 、るO カナガシラ、ヒラメ、マガレイ、マコガレイ、ムンガレイ、ニギス等は水深50~ ]00 mのと

ころで漁獲された。

2 標識放流

ヒラメ、マガレイ、マコガレイを放流する予定であったが、水深 ]50m~200 mで漁獲されるた

め揚網途中で死ぬものが多く放流することがどきなかヮナこ。

3 魚体調査

マダラ、カレイ類、ヒラメ、アブラツノザメ、ホッケの多項目調査(全長、体重、性別、生稲腺

重量、熟度、胃内容物及び重量)を行なった。

11) 魚種別、月別、雌雄別成熟状況

A ムj ガレイ ]2月には雌雄共未熟で、あったが、 3月には雄は半熟に達していた。

B マガレイ ]2~ 1月は雌雄共未熟であったが、 2~ 3月には雄は半熟になっていた。

C ソウハチガレイ 12月は雌雄共未熟であったが、 1 ~ 2月には雌雄とも完熟ないし放卵後
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のものが認められ、 3月には再び雌雄とも未熟のものが漁獲された。

D アカカ'レイ

E "7コガレイ

1月に雌は完熟~放卵後のものが認められた0

3月に雌雄とも半熟のものが認められた。

F ヤナギムシカレイ 12月、 3月とも雌雄それぞれ未熟状態であった。

以上のことから・般にカレイ類は 1月頃から産卵を開始するものと思われ、カレイの種類によ

っては、時期jに違いが認められるが、維は雌より成熟が早いもののようである。

。ヒラメ 12月、 3月とも雌雄何れも未熟であった。

。マダラ 12 月 ~I 月は未熟であったが、 2 月には雌は半熟、雄は完熟に達していた0

0アフラツノサエメ

雄は12-2月にかけて、どの月においても半熟状態であったが、雌は2月に完熟していた。

Oホッケロ 1-2月まで雌雄とも未熟の状態であった。

。ヒレグロ 1月に離の半索掛1部認められただけで12月-3月同主雌雄ともほとんど未熟であづtc.o
(2) 魚種別、月別、胃内容物

主な11魚種の胃内容物については、次のとおりであるO

Oマダラは甲穀類、魚類を補食しており時期的な食性の変化は認められなし、0

0アプラツノザメはほとんど魚類を補食しているO

。ヒレグロは多毛類の補食が確認されたが、種類不明の場合が多かづた。

。マガレイは 1月に甲穀類が認められただけで、他の月はほとんど空胃であった0

0ヒラメは魚類を補食していたが、種類はわからなし、。

。アカガレイはどの月もヒトデ類を補食していた。

。マゴガレイは多毛類の補食が認められた。

。ヤナギムシガレイは、多毛類、甲穀類の補食が認められた。

1:3) 魚種別、月別、胃内容物重量

主な魚種11種の胃内容物重量は下記のとおりで、

マダラの l尾当り胃内容物重量は甲穀類 2.9 9、 1月には甲穀類1.69、 2月には甲穀類219、

魚類を補食していたものは 5尾で、 1尾当り27.59であった。

0アブラツノザメの 1尾当り胃内容物重量は魚類1799、 1月は39.79、2月は餌不明o.1 9で

あコた。

Oホッケの 1尾当り胃内容物重量は12月に多毛類を食していたのは 2尾で、 1尾当り O.2 9、 1

月は空胃、 2月は多毛類 2.09であっtc_o

。ヒレグロの 1尾当り胃内容物重量は12月に餌不明 O.3 9でほかは空胃であった。 2月は多毛類

。139、 3月は多毛類O.4 9であった。

。ムシガレイの 1尾当り胃内容物重量は12月は甲穀類 O.5 9であった0

0マガレイでは 1月が甲穀類O.2 9であった。

。ヒラメでは 3月は 3.5 9であった。

。ソウハチでは 1月は餌料不明 O.3 9、2月は多毛類O.1 5 9であった。

。ァカガレイは12月ヒトデ類 3.891月はヒトデ類10.89 2月はヒトデ類1.1 9であうた。

。ヤナギムシカレイは12月餌不明O.159、 3月は多毛類0.259、甲穀類。 19、鰐不明0.19で

あった。

W 調査の成果及び今後の課題

I 調査の成果

冬期間水深50-100 mのところには全般に各魚種とも分布がうすいことが明らかにされているが、

反I雨水深 150- 300 mのところにヒレグロ、アカガレイが多く棲息していることがわかった。
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‘〉 今後の課題

冬期間の底棲F七物の分布については他の期間ではかなり把握されているが、 1-11月までの調夜

を実施してヒラメ、カレイ類の成育場所を究明する必要があるものと考えられるO

第 1図 1曳網当り海底別漁獲量(12月-3月)

ろ:、 1

一一 冒

昌

匿語圏自今

ぷ.~冒囲7T:i圏、.~昌

り 213!232J Ji!?; 車...~
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第 1表魚種別、月男IJ魚獲量

ーー----
48年 12 月 49 年 1 月 49 年 2 月 49 年 3 月

操業 日 数 4 5 7 ~O 

曳網回数 7 15 18 12 52| 

有効曳網 7 15 17 12 51 

魚 種名 漁獲書n 守も 漁獲書 % 漁獲号 4あ 漁獲書 qる 漁獲5qぁ
ヒ レグロ O. 2 O. 87 O. 19 

ギ ス 15 O. 26 O. 5 O. 04 15. 5 O. [2 

オミ シザ メ 12 O. 2 59 1. 13 17. 2 1. 36 1. 5 O. 8 89. 7 O. 72 

カナガシフ 2. 0 O. 035 O. 5 0.01 47 26. 3 49. 5 O. 40 

アプフツノザメ t 440 78. 17 409. 5 7. 85 370 29. 3 5， 219. 5 42. 3 
• 

オミ ツ ケ 1， 100 19.4 2， 650 50. 8 265 21 4，015 32. 5 

ムシガレイ 5. 0 O. 0品8 5. 0 O. 04 

イ シナ ギ 9. 6 O. 17 9. 6 O. 077 

ー之 すf レイ 1.0 0.018 1. 0 O. 008 

ヒ フ メ 1. 5 O. 026 8. 0 4. 5 9. 5 O. 076 

ソ ウ ハチ 1. 0 O. 18 10 0.081 

アカカゃレイ 32 0.6 30 2. 37 62 O. 50 

スケ卜ウダフ 22 O. 4 1. 5 O. [2 つ“qυ5 O. [9 

ア ン コ ウ 84 1. 6 27 2目 13 111 O. 90 

タ コ 126 2.41 23. 5 1. 86 5. 0 2. 8 154. 5 1. 25 

タ ブ 1， 817 34. 8 512 40. 5 2， 329 18. 87 

マコカ'レイ 57 32 57 O. 46 

そ の 他 70， 5 1. 2 18 0， 34 5.0 O. 4 60 33 153. 5 1. 24 

計 5， 679. 6 100 % 5，217.5 100 % 1， 263. 2 100 % 178. 5 100係 12， 3:i8. 8 100係|

第2表水深別魚種別漁獲状況

主旨¥主主 50 m 以浅 50~ 100m 100 ~ 150m 150 ~ 200m 200~ 300m 計

操業回数 5 回 12 す回 2 回 8 回
25J回f 52F  

ヒ レ グ ロ kg 1. kg k守

一 ギ ス 15 O. 5 15. 5 

オミ シザ メ 1.7 22 66 89. 7 

カナガシフ 49 O. 5 49. 5 

アプラツノザメ 3， 927. 5 1， 292 5， 219. 5 I 

ホ ツ ケ 1， 280 2，735 4，015 I 

ムシガレイ 5. 0 5. 0 

イ シ ナギ 9. 6 9. 6 

ーマ すf レ イ 1.0 1. 0 

ヒ ブ メ 9. 5 9. 5 

ソ ウ ハチ 10 10 

アカカ'レイ 32 30 62 

スケトウダラ 23. 5 23. 5 

ア ン コ ウ 4. 0 38 69 111 

タ コ 3. 0 2. 5 15 134 154. 5 

タ ブ 950 1， 379 2， 329 

マコカF レイ 1. 0 56 5円t 

そ の 他 47. 5 102 4. 0 153. 5 

2十 51. 5 237. 3 73 6， 214. 5 5， 762. 5 12， 338. 8 

3:o 



!底棲生物分布調

孟沿~ 12. 12 12. 12 12. 16 12 26 12 26 

調 査 占 れの 16 「コ町) 11 れの 6 ょの 11 ょの 1] なの 15

曳網開始時刻 08h1w5i 1 ] O. 00 09. 50 09. 00 ]]. ] 0 06. 55 

揚網開始時間
8hnl 
08 30 i 10. Ei ] O. 00 1ο1 ~ 11. ~~ 07 10 

曳 網 時 間 1m5| l 10 10 15 5 

宵l
ひき綱の長さ 1. HOO 1， 800 1，宵00 1. ?-IOO 1. 800 J， 5011 

漁 場 水
押1

深 :225 ----:う15 110 ~ 100 川~ 100 190 ~ ~削 165 ~ 230 90 ~ ] 00 

漁 場 底 質 M M M M M MS  

表 中 底 表 中 底 表 中 底 主主 中 民 表 <1' t五 表 qJ !え
漁 場 水 温

13C 8 
C 

11. 5 1315 13.9 15 1 13 iS 13 14 13 1~. ~ 12.7 12.3() 12.8 127 2.311 1:2.6 12.6 12.5 

天 i民 C C C C C C 

風 向 力 SW3  SWI N羽T.t WNWl  WNW4  ¥V 5 

17 
κ9 1K0 9 

IN ハ‘q "9 
ヒ Lノ グ ロ

ギ ス 15 

漁 オミ シ ザ メ 12 

カナガシラ 2. 0 

アプラツノザメ :-;0り 3， G40 

;t、 ツ ケ 計五o ~50 

獲 ムシガレイ 3. 0 

イ シナ ギ 5. :2 

ーミZ カ' レ イ 1. 0 

ヒ フ メ 1. 5 

量 ソ ウ ハチ 10 

アカカ'レイ

スケトウダラ

ア '/ コ ウ

f、、
Icg タ コ
、ーノ

タ フ

マコガレイ

そ の 他 26 10 :;0 2. 0 

討 18 37 :s 1， 6S0 3， H9() 127 
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査結果表(東奥丸1

12. 27 S 49 1 i 8 1. 8 1. 8 8 12 二十

なの 15 れの 11 よ (1) 14 ょの 14 ょの 14 よ夜) 14 よの 12

08. 20 08.0" 07. 50 1 0.00 12.00 13. 45 09. 00 

08. :i5 08 20 08. 05 10. 15 12. 15 14.00 09. 18 

5 20 15 15 15 12 

' 1， 500 1，800 1， 800 1， 800 1， 800 1， 800 1， 800 

92 ~ 98 115 ~ 220 200 ~ 300 160 ~ 230 185 ~ 280 185 ~ 240 200 ~ 300 

MS  M M M M M M 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

12.6 12.6 12.5 11. 80 11. 45 11. 10 11. ~ 11. 85 10.40 11. 9 11. 85 10.40 11. 9 11. 85 10.40 11. 9 11. 85 10.40 11.6 1. 40 8.35 

C S C C C C S 

羽r5 S E j E S E 4 S E 1 SE4  S E 4 N羽T5 

kg kg kg ι9 同 ι9 

15 

12 

2. 0 

150 150 50 4， 790 

330 800 470 120 2，820 

2. 0 5.0 

4. 1 9. 6 

1.0 

1. 5 

10 

22 22 

14 10 15 13 52 

5. 0 10 30 60 105 

10 10 

2. 5 14 4. 0 88. 5 

!l.9 150 55 504 895 543 130 7， 956. 6 

一日ー



詰日¥ぐ S 49. 1. 12 1 1. 13 l 13 1 13 13 

調 査 占 よの 12 Jコ(f) 1;) れの 1-1 たの l辻 よ江) 1:1 よ町) 13 

曳網開始時刻
h m 
10. 50 13. 00 08 05 09. ¥0 11. 25 13. 15 

揚網開始時間
1I110115 L 

i 3. 05 08. 10 09. ';5 11. 10 13. 30 

叩

曳 網 時 間 15 10 15 15 Li 1" 

皿

ひき綱の長さ 1， 800 1， 800 1， 800 1 ちりり 1. 800 1. 800 

漁 場 水 深 165~23W0 1 108 - 112 185 - 200 185 - 270 185 - ~OO 1出-265 

漁 場 底 質 M M M M M M 

表中rr;; 表中底 表中底 表中底 表中底 表中底
漁 場 水 i昆

11.611.43 8.40 11 リ11.5010.2511. 711 .4'il0.~附 11. 7 11. 1'; 10恒) 11.711.151045 1. 75 11. 15 10. 15 

天 候 S S BC BC  BC BC  

風 向 力 NW5  N羽T5 NE¥  NE4  NEl  NE4  

ヒ レ グ
kg kg kg k守 k守

ロ

一 ギ ス

ホ シザ メ 8. 0 

漁
カナガシラ

アプラグノザメ 円7.:5 

オミ ツ ケ 60 200 410 

ヤナギムシカレイ

獲
イ 、ン ナ ギ

vマ カF レ イ

ヒ フ メ

ソ ウ ハチ

量
アカカ'レイ 32 

スケトウタラ

ア ン コ ウ 28 1. 0 

タ コ 3 
r、
kg 
Lノ タ フ 112 2:13 605 345 

マコガレイ

そ dコ 他

計 93 ，1.1 日12 6HO. 5 605 :>45 

一:尚一



1 13 31 31 2 ワ l ‘】〉ι I つ 4 計

ょの 13 かの 12 ょの 12 つの 12 ょの 11 カ，!l) 12 ょ σ〉 4 

i5. 05 12. 20 14.00 07. 15 10. 00 11. 50 10. 50 

15. 20 12. 35 14. 15 07. 50 10. 15 12. 05 10. 55 

， 15 15 15 5 15 15 5 

1， 800 1， 800 1， 800 1. 800 1， 800 1， 800 1， 800 

， lti5 ~ 270 185 ~ 270 185 ~ 265 110 ~ 112 180 ~ 290 180 ~ 270 56 ~ 66 

M M M M M M M 

表中底 表中底 表中底 表中底 表中底 表中底 表中底

11. 80 11. 50 10.60 9.7 9.9511. 50 9.6 9.90 10.60 9.6 9.2010.80 9.4 9.60 9.85 9.4 9.65 9.90 9.6 9.4 

BC S S S S S C 

NE4  WNW5  WNWs  NW5  NWs  NNW5  、事J 3 

k9 kg kg kg kg kg kg kg 

51 17 76 

根

52 80 ヵ: 139. 5 

70 140 20 50 20 台、 1，000 

り

32 

5. 0 10 47 

10 り 11 32 

202 280 30 50 70 25 1. 952 

272 533 56 50 205 83 。3， 278. 5 
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話ト之」 S 4~) 

2 4 2 6 2 6 2 い .) 
4 】‘) 7 

調 査 点 よ の 4 カミ ロ') 13 かの 13 ヵ、町) I:l 力、 0) 12 七、 ロヲ 12 

曳網開始時刻 1h 21m 0 10. 20 12.02 l:l. 00 ot¥. 25 10. 15 

揚網開始時刻 12 15 10. :，0 12. 17 l:l 15 08. 10 10 :，0 

π1 
曳 網 時 間 1 (1 u 15 15 15 

η1 

ひき綱の長さ 1守 800 1. 800 1. 81l日 1. ROO 1. ROO 1. 80(1 

m 
持、 場 水 深 50 --60 1 'l 0~ 250 200~ 2品。 200 - 280 23C~ 三品。 250 - 300 

漁 場 底 質 M M 1¥1 M M 1¥1 

表 1氏 表 中 底 すえ 底 N. !氏I}，三 Irt. 表 Ir¥ 
漁、 場 水 温

/ 9.6 ~~ .1 主九三、 10.6 9. i 9.1 10 :; 9. i 9 :! 10.1 9. ~ q づ 1¥1.15 ~. :3 9.0 1[¥.4け 9.3 

天 候 S B B B C C 

風 向 JJ Wl  S E 3 S E 3 SE21 E S E 5 ESEli 

グ
kg k守 ka 旬| k月 k守

ヒ レ ロ
1. 0 10 

寺一 ス Il. ;， 

漁 ホ シザ メ 。 J

プJ ナガシラ (1日

アブラ、ソノザメ

獲 ホ 、ソ ケ 10 

ヤ:rol'ムシ力、レイ

イ 、J ナ ギ

量 v三r す1 レ イ

ヒ 7 メ

ソ ウ ノ、 チ

アカ、ガレイ 15 10 5. 0 

~.、 スヶトウタラ 1. 5 

ド.J} ア ン コ ウ

¥ノ
タ コ 0. " 

5. 0 
" 0 

タ '7 18 20 

マコガレイ

そ 。ヲ 他 :;. () 

;J. j 1 i 30 h. J 三九 ~5 

38 



2 lli ワ 18 ヱ 18 】.)  1H ') 10 2 19 2 19 J十
ち、 0) 12 カミ 0) 13 かの 13 ヵ、 υ') 13 刀ミ 町) 13 かの 14 かの 14

。7.55 11 10 Ll. 1') 15. 00 り.8.05 08 55 1 L 45 

015 i 0 1 L 5u 1 :i. 30 15. 10 08. 20 09. 10 12. 00 

' 
15 10 15 10 15 15 15 

1，800 !， 800 1，800 1. ROO 1， 800 l， 800 1，800 

185~ 275 175~255 190~ 260 210~ 290 乙OO~ 280 205~ 290 200~ 290 

' 
M M M M M M M 

衣 中 底 表 中 !底 表 中 底 表 中 底 表 中 民 表 中 !氏 表 中 底

88 8.6 7.4 8.5 8.75 8.5 8:1 8討 も日 8. ~l 8. ~l 8.0 

C C C C C C C 

SW~ WSW4  WSW4  WSWl  S E 3 S E 2 SE2  

kg kg kg kg kg kg kg kg 
11 

。5
o .， 

O. 5 

75 20 70 70 10 15 15 275 

20 40 50 15 20 20 175 

30 

15 

10 2 0 12 

1. 0 L 0 1~ 一】 3

20 5 5品 5 62 34 58 340 

') 0 

75 60. :; 17 ti. 5 1リ1 8自 70 95 863 2 

J ~l 



よ~ ー》 l リ 3 l 3 J 3 3 ろ 、〉 4、主 り

調 査 点、 カミの lcl わの t をの 1 をの 1 をの l をの l をの 1

曳制 1泊始時刻 1h35m 0 07. :15 08. :l6 09. 1 ~ 1 U. :J" 1~. 05 1 :J. ~1 

揚網開始時間 1h50m 5 07. 15 08. 16 。り:2;) 1 (1 1:1 1:2. 1 K 1:¥. :'>1 

曳 制 甘苦 間 1雪 10 10 10 lリ J:l 13 

ひき綱の長さ 1， K()Vl 1. 5()O 1，ら()() 1. 51)リ 1，ろいu 1. J')() 1， ;， 0 

漁 場 f栄
L03 III 60 11 :l'1 10 l:l 乃2
~ :，05 ~ KO ~ 52 ~:l:J - ~O ~ 30 

漁 場 底 質 M S S S S S S 

表 中 1民 友 中 住ま 友 中 !民 表 中 1)王 長 中 1氏 Jミ寸T !氏 ;長 Iド 氏
漁、 場 水 温

約灼 8. e /.，) i. ~ i. ;1 7. 7 前 I 7.9 わわ り九 わ。

天 (長 C C C B B B B 

風 l'司 刀 S E :l NW:l NW3  NW  1 NW  1 NWI  NW  I 

k守 ;，g kg kヲ h9 "9 /{9 
ヒ レ グ p 

一 ギ ス、

ホ シ →ナ メ

カナガンラ

アフラツノ→Fメ

ホ ツ ケ ~O 

漁
ヤナギムシカレf

イ ‘/ す一 ゴ干

獲
守二r ガ レ イ

ヒ 7 メ

量
ソ ウ ノ、 チ

fヘ アカ力、レイ
kg 
」ノ

ストウタラ

ア ン コ 内ノ

タ コ 3. 0 

タ 7 

ーずコブi レイ 1. () I () 

そ の 他 10 l九 1~ 日()

品三 1. () 1. 0 10 13 5. 0 

← 11Iー



‘う 6 ;ぅ 6 3 3 6 3 6 ;ぅ 15 

オユ0)9 つの 9 JコdヲH つの 6 れの 5 をの 2

。7.10 09.00 10. 20 11. :，5 13. 05 。7.40 
。7.50 09. 10 10. 30 11. 45 14. 15 07. 50 

10 10 10 10 10 10 

" 
1， 500 1， 500 1， 500 1， 500 1，500 1， 500 

78 71 74 75 69 50 

，. - 92 - 88 -79 - 86 - 84 - 60 

M M M M M MS  

表 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

7.4 7.2 4.9 7.4 7.2 5.6 7.4 7.2 5.5 7.3 6.8 5.4 7.3 7.0 5.6 7.2 

C C C C C C 

ESE2  ESE3  ESE3  E 3 E :; WSW5  総 計

kg kg k骨 k守 k司 k雪 k骨 2比4骨

15. 5 

1.5 1. 5 89.7 

6. 0 10 10 10 10 1. 0 47 49. 5 

15 5，219.5 

20 4， 015 

5. 0 

9. 6 

1. 0 

2. 0 2. 0 2. 0 1. 0 1. 0 8. 0 9. 5 

62 

23. 5 

111 

2. 0 5. 0 154. 5 

27 2， 329 

9. 0 10 10 10 10 3. 0 57 戸"円d 

5. 0 5. 0 りリ 2.0 2. U 60 153. C， 

22 27 三日 己当 23 7. 5 210. 5 12， :nH. f¥ 

一
-11-



瑞 属島 丸

I 調査目的

本県日本海における底びき網漁業の対象となる重要魚種の分布生態を明らかにし、当該漁業の安定

ならびに発展に資する。

H 調査内容

(1 )調査期間 昭和48年 1月8日~昭和4咋 3月31日

(2) 調査員および調査船

イ調査員技師

11 

ロ 調査船

十三邦昭

小田切譲一

木村 大

瑞鴎丸 40，81トン、 D120 P S 乗組員 10名

(3) 調査海域 青森県日本海沖合(大戸瀬以南)

(4) 調査項目

イ 資源分布状況

ロ 回遊移動状況

ハ魚体調査

(5) 調査方法

1商事曳底ぴき網漁貝により調査

回調査結果

(1 ) 資源分布状況

調査点30点につL、て、延 143回曳網したが、総漁獲量は 5，6Ci，1 kgで昨年の約与であった。 減少理

由の大半はアブラツノザメの減少によるものである。漁獲された魚種i主全部で19科31種でこの中、

カレイ科の 9 種が最も多L 、が、この傾向は例~三と同様である。

魚種組成は、これまで主位セ占めてL、7こアブラツノザメが殆んどみられなくなり、代ってヒラメ

が主位を占めるようになった。主要魚種の分布は次のとおりである。

。ヒラメ
1 -3月までの調査期間中における一曳網当り漁獲量は10，3切で昨年の 8，2仰と余り変りな〈

本種は例年同様、深浦沖を中心として広く分布しているが、櫨作崎以南よりも以北の特に深浦~

大戸瀬崎間の中間地点(鳥井崎沖西方 5-6浬)の水深100-200m海域に主に分布しており、

200市以深では殆んどみられてL、なL‘。時期的には特に 2月が多く、 3月が最も少L、。

。マガレイ
l曳網当り 0.5kgて分布量は非常に少しまた、分布範函も挟L、範囲にまとまっており、深浦沖

NW4-5浬付近、水深100-1;)0mで主に漁獲された。

(i -<コガレイ

マガレイ同様、非常lて限られた海主主で漁獲されてLる。本種は冬期間におL、てはマカレイより

も若干沖合の水深lCiO-200mで漁獲されてLる。分布量もマガレイ同様、余 1)多くはなL、。

。ムシカ守レイ
マガレイ、マコガレイよりも幾分分布範囲が広L大マガレイ同様、冬期間は主に水深10ト 150

m海域に分布がみられ、 200m以泌では分布はみられていなL、。

-1:2 ~ 
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明，

o .pミノミガレイ
カレイ類ではマコガレイに次ぐ漁獲で水深100-150m海域に主に分布し、他魚種に比較して若

干広L、分布を示して¥.る。大平洋側に比較して沿岸寄りに分布してL、る。

。その他
アカガレイは、カレイ類では最も深L‘ところに分布し、150m以深帯に棲息してL、る。また、マ

ダラもアカガレイの分布と同様で、カナガシラは他魚種に比較して幾分浅く、水深50-150mVC分

布してL るが、これらの傾向は例年と同様であった。

(2) 回遊移動状況

調査期間中、標識放流した魚種は第1表のとおりで、ヒラメ 228尾、 マコガレイ 54尾、マガレイ

4尾、アサパガレイ 1尾、計287尾で、ヒラメは全長42c視以下の若魚のみを放流、マコガレイは20-

41cmの成魚、マガレイは16-36cmの成魚を放流した。この中、再捕されたのは第 1表K示したとお

りでヒラメ20尾、マコガレイ 20尾、アサパガレイ 1尾で再捕率はヒラメ 8.8係、 マコガレイ37.0係

アサパガレイ 100係で、今回は特にマコガレイの再捕率が非常K高かった。標識票の種類は何れも迷

子札によるもので、これまでの調査結果と同様、迷子札の再捕率の高L、ことを裏付けするものであ

る。以下、回遊移動状況を述べると

ヒラメ

再捕尾数20尾の中、最も長距離を移動したのは秋田県入道崎沖で2尾、他は幾分、北上、南下の

傾向は認められるが5浬以内の移動が殆んどで余り大きL、移動は認められなかった。経過日数の最

大は90目、最小は 7日、平均55日である。再捕場所は沿岸の深浦沖~大間越沖周辺tて集中しており、

これまでより幾分南寄りに移動して再捕されてL、るものが多L、。

マコカやレイ

北上するものと南下するものが約半数づつであった(北上5師、南f42%)品も南下Uこもの主鼎完

須後崎沖であり、最は上したものt対性ケ間中で、今年はヒラメ同様、慰謝を移動して再補されたマコガレイ

はみあたらず、殆ん日丘距離で再捕され7ム経過日数の最大は59B.、最小は6目、平均26日であった。

アサパガレイ

鏑作沖水深100mで、 放流した 1尾が深浦入前沖で52日を経て北上酎甫された。

(3) 魚体調査

1月8日-2月 5日、岩崎、櫨作、深浦沖で漁獲したムシガレイ、マカーレイの全長を測定したととろ

イ ムシカ'レイ

1 月は測定個体数50尾で、全長17~2化m、モードは23cmVC認められた。 2 月は全長18-29cm、

主モ『ドは22cm、高[Jモードは2伽mで、 l、 2月とも成魚カ特んどである。

ロ マガレイ

1月50尾の測定し、全長13-21C171，. モード15-17cmVC認められ、成魚が主体である。

ハマコガレイ

82尾の調査で全長20-41cm、モードは30c加にみられ、成魚が主体である。

W 調査の成果および、今後の課題

(1 ) 調査の成果

イ これまでの調査と同様、水深帯によって出現種がととなるととが確認された。

ロ ヒラメの未成魚は年により長距隊移動するものもあるが、大半は余り移動しなL、ことが確認さ

れ7こ。

(2) 今後の課題

冬期聞における魚種の分布と一部分の魚種の回遊移動状況は判明したが、魚群の移動につし、ても、

まだ不明の魚種もあるので、今後も継続して多くの魚種の標識放流をする必要があろう。また季節
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により、分布、回避がことなることと思われるので、周年の調査が必要と思われる。

第 l表標識放流一貫表

1 ヒラメ

年 月 日 放 流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 備 考|
49 2. 15 深浦~櫨作沖 100-110m 134尾 迷 子 札 瑞 鴎 ヌLI 

3. 17 岩崎沖 63 35 " 11 

3. 17 松神f中 58 16 " 11 

3. 17 櫨作f中 110 1 1 1; 11 

3. 19 黒崎沖 40 4 '1 '1 

3. 19 大間越沖 40 8 11 '1 

3. 19 鱒(乍f中 100 12 " '1 

3. 19 深精神 100 8 11 11 

2 -<コカ'レイ

49 3. 17 岩崎沖 63 m 26尾 迷 子 干し 瑞 鴎 丸

3. 17 櫨作f中 110 11 11 11 

3. 17 大間越沖 40 10 " 
Fノ

3. 17 纏作沖 100 4 " 
.， 

3. 17 深浦f中 110 31 " " 

40 m 迷子札|瑞 鴎 九

11D0 m 迷子札|瑞 鴎 丸

第 2表標識放流再捕一貫表

放流
放流場所

再捕
再捕場所

再捕 魚 体
再捕魚具魚種

年月日 年月日 水深 放 流 再 捕

ヒラメ 49. ~. 15 深浦前沖~纏
19年
深浦沖 不 明作前沖 100m 4月

11 49. 2. 15 11 5. 11 
深浦

100m TL TL 35σπ 三枚網
吾妻沖 35cm BW  250 '1 

11 49. 2. 15 11 5. 5 
吾妻沖

30m 35σπ 
TL 20α7ι 

定 置
1， 800 m BW  200 '1 

11 49. 2. 15 11 4. 30 横磯沖 35. 3cm BW  700 '1 11 

11 49. 2. 15 11 3. 17 大間越沖 35. 7 
TL 39cm 

底 曳
B羽r570 '1 

49.2.15 11 5. 15 吾妻沖 40 - 38. 0 BW 100 '1 11 

50 m 

11 49. 2. 15 11 4. 15 
入道崎

140m 43. 0 B机r750 '1 
N7浬

11 49.2.15 '1 3. 27 
岩館 Y中

3i 0 
TL 40cm 

底 曳10浬 B仇T 500 '1 

を， 49. 2. 15 11 3 24 
深浦沖

30. 0 B羽r800 '1 11 

2.5 K 

49. 2. 15 11 3. 18 大間越沖 35. 0 
TL 36cm 

11 11 

B机T 430 '1 

" 49. 2. 15 " 5. 1 
吾妻沖

35. 0 B机T ¥00タ " 2浬

11 19.2.15 5. 1 ti 
深浦沖

33. 0 
TL 22C抗

三枚網11 
1， 000 m BW  280 '1 

49. 2. 15 5. 8 
入道崎

11 

" W2浬
37. 0 
TL 25C祝

底 曳
BW  250 '1 
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魚種
放流
放流場所

再捕
再捕場所

再捕 魚 体
再捕漁具

年月日 年月日 水深 放流再 捕

49. 2. 15 
深浦前神 M櫨

49.5.13 
吾妻沖

34. ocm 
TL 22cm 

三枚網ヒラメ
作前沖 100m 2浬 BW  5009 

11 49. 2. 15 11 不 明
深浦町

18m 32cm 底 網回ノ沢

岩崎沖 63 m 3. 30 
須後 崎

一 36. 0 
TL、5.5cm

11 49. 3. 17 
18. 5浬 BW  410 9 

49. 3. 17 組作沖 100m 4. 18 岩
舘

36 0 
TL 37. ocm 

底 曳11 

WI0浬 BW  460 9 

19. 3. 19 艦作沖 100m 3.26 須後崎沖 37.0 
TL 36.5 C視

11 

BW 5039 

11 49. 3. 19 深浦沖 100m 4. 18 櫨作崎4沖K 一 39. 0 一 刺 網

11 49. 3. 19 11 5. 14 
.木紳

80m BW  6009 三枚網2.500 m 

ーマ コ
49. 3. 17 岩崎沖 63m 

49 沢 辺沖
31. 0 
TL 32.0cm 

定 置ガレイ 4. 7 巨岸 300m BW  6609 

49. 3. 17 M 4. 7 松神神 39 m 36. 0 
TL 35. 3cm 

東リ 網11 

BW  9009 

49. 3. 17 5. 14 
岩崎沖

19. 5 m 24.0 
TL 26. 5cm 

M 1/ 11 

1， 500 m BW 185 9 

5. 15 吾妻沖
40 -

30.0 BW 5209 三枚網11 49. 3. 17 11 

50m 

49. 3. 17 3. 27 
40025'N 

32. 0 底曳網/ノ 11 

139007' E 

11 49. 3. 17 1/ 3.29 
広戸紳

34. 0 BW 6009 底建網1，000 m 

49. 3. 17 
大間越沖

5. 6 緑木紳 30.0 
TL 30cm 

刺 網// 

水深40m BW  300 9 

49. 3. 17 櫨作沖 100揖 5. 7 田ノ沢沖 76 m 32. 0 
TL 32cm 

三枚網11 

BW 400 9 

49. 3. 17 11 3. 31 
.木紳

33. 0 
TL 35.0cm 

底建網11 

1. 000 m BW 5509 

11 49. 3. 17 深浦沖 110m 4. 1 a 木沖 30. 0 
TL 27. ocm 

三枚網
BW  3009 

1/ 49. 3. 19 深浦沖 110m 4. 15 11 80 38. 0 底曳網

// i9. 3. 19 1/ 4.26 
北金ヶ沢沖

45 38. 0 
TL 40.0cm 

刺建網6，000 m BW  6009 

/ノ 49. 3. 19 11 4. 13 鳥井崎 31. 0 三枚網

1/ 49. 3. 19 
深浦沖

3. 25 須後崎沖 32. () 
TL 31. 5cm 

底 曳水深 110m BW 400 9 

1/ 49. 3. 19 // 5. 9 鐘作 f中 32. 0 三枚網

11 49. 3. 19 1/ 4. 13 北金ケ沢 34.0 底 網

// 49.3.19 1/ 4. 19 
田ノ沢沖

45 m 35. () 三枚網2.5 K 

// 49. 3. 19 11 4. 7 
40"25JN 

29. 0 TL 30.0cm 底曳網1390501 E 

1/ 49. 3. 19 λF 3. 30 
須郷崎沖

32. () TL 35.0伺
21. 5浬 BW  5749 

11 49. 3. 19 11 4. 7 40025'，N E 
139050 

20. 0 28. OC祝 底曳網

アサパ
49.3.19 

艦作沖
5. 10 
入前沖

31. 0 jjレイ 水深 100m W2.5浬
11 
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底棲生物分布調査結果表 (瑞鴎丸)

孟話¥とJL49 1 8 " 〆F " " 

調 査 点 さ 25 さ 25 さ 24 さ 24 あ 26 

曳網開始時刻 0h 81m 0 09. 30 10. 55 12. 10 13 35 

揚網開始時間 0h 82m 0 09. 40 11. 05 12. 20 13. 45 

曳 網 |時 間 10 10 111 10 10 

ひき嗣の長さ 1， 400 1，400 1，400 1， 1110 1，400 

漁 場 水 深 150 - 2~0 150 -220 140 - 170 135 - 170 150 - 210 

漁 場 底 質 SM  SM  SM SM  SM  

表 中 底 表 中 1氏 表 中 底 表 中 民 表 中 底

漁 場 水 温
12 0 12. 0 12. 0 12. 0 12. 0 

天 候 C C C C C 

風 向 力 E 2 E 3 E 3 ENE3  ENE3  

ヒ フ メ 20 20 1り 3 D 

マコガレイ

ムシカレイ 1 1 

ーマ カ レ イ

漁 パハガレ f 2 2 2 1 1 

ソ ウ ノ、 チ

獲
アカカ、レイ

タ フ

量

カナガシラ 1 1 

" ア ン
K¥9 ノ

コ ウ 1 1 

ホ ツ ケ 10 5 3 1 1 

ヤ リ イ カ 10 10 10 5 5 

タ コ 3 3 1 2 2 

そ の 他 11 11 10 リ 日

59 54 41 24 23 
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" 49 1. 13 ，〆 " " 49. 1. 21 

ふ 23 さ 25 さ 25 さ 24 さ 24 や 24 

15. 15 07. 25 08. 45 10. 10 11. 55 0n7.2宵51 

15. 25 07. 35 08. 55 10. 20 12.05 0h73祝5 

分一
10 10 10 10 10 10 

π1 

1，400 1， 400 1， 400 1， 400 1，400 1. 400 

百1

100 ~ 140 150 - 200 160 - 220 160 - 300 140 ~ 180 110 

SM SM SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

12. 0 10. 6 10. 6 10. 6 10. 6 

C C C C C C 

ENE3 

根 根
K 

5 3 2 10 

5 5 

l ヵ: ヵ:

1 か 台、 K 3 

り り

4 

皆 皆 10 

3 

1 無 無

3 3 3 

5 2 

K 
5 14 15 18 

16 33 31 41 

-47 



詰沿ょこ 49 21 fI λr 11 11 

調 査 点 や 24 や 24 」ラー 三5
ヲF
25 」ヲー 25 」

子 m 孔 m ιm  A m A m 
曳網開始時刻 08. 30 09. 45 11. 05 12. :l5 U 55 

A m ii. m ii. m ，.げZ A m 
揚網開始時刻 OH. 40 09. 5ち 1 L 15 12. 15 1.1. 05 

曳 網 時 間
分

1分0 1分0 
分 分

10 10 10 

m 万Z 刀Z η1 刀l

ひき綱の長さ 1， 400 1， 400 1，400 1. 400 1， 400 

ηz 刀Z m m 
漁 場 水 深 115 118 115 105 110 

漁 場 底 質 SM S1¥1 S1¥1 S1¥1 S1¥1 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

魚、 場 水 温

天 候 C C C C C 

風 向 力

K K K K K 
ヒ フ メ 10 10 10 :10 10 

マコガレイ

ム γ カレイ

てr カ レ イ

K K K K 1~ I 漁 ノミノミカレイ 3 3 5 5 

ソ ウ ハチ

獲
アカカA レイ

タ 7 

量
K K K K K 

カナガシラ 10 20 2¥10 10 6 

r、、
kg ア ン コウ
、、J

ホ 主F ケ

ヤ リ イ カ

タ 三Z

K K K K K 
そ の 他 15 18 38 :12 17 

38 51 253 d円J 43 

ーーー」ーーー 園田園』ーーー
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/1 49 1. 28 !I !I 11 11 

c 25 え 2ti え 28 や 24 や 24 や 23 

品1 m 
15. 12 07. 20 08 30 09.50 10. 50 12.05 

北 m l m j{ m 
15. '2 07. 30 08. 40 10. 00 11. 00 12. 15 

分
10 10 10 10 10 10 

1， 4CJO 1， 400 1， 400 1，400 1， 400 1， 400 

m 
100 100 - 140 100 - 140 100 - 120 100 - 130 100 -140 

SM SM SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 氏 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

。E 9， 6 9.6 9. 6 9. 6 

C C C 

K 
4 10 10 10 10 10 

1 1 1 1 1 

K 
4 2 1 2 2 2 

K 
10 10 :J 5 2 2 

2 1 

5 5 

3 2 

K 
19 5 5 3 3 3 

37 38 30 21 18 18 
L_  L一一
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道沿4よ 19 1 28 49 1. 28 49. 1 30 " " 

調 査 点 く 24 く 24 や 25 く 24 く 24 

曳網開始時刻 13. 20 14. 35 07. 20 07. 30 09. 45 

揚網開始時間 13. 30 14Jt4m 5 
07. 30 07. 40 09 55 

曳 網 時 間
分

10 10 10 10 10 

m 
ひき綱の長さ 1，400 1，400 1，400 1， 400 1，400 

官1
漁 場 水 深 110← 120 110 - 120 100 - HO  100 - 160 100 - 160 

漁 場 底 質 SM SM SM SM SM  

表 中 底 表 中 底 表 中 底 支 中 底 表 Lヤ 民

漁 場 ;水 温
9. 6 9. 6 9. f 9. 6 9. 6 

天 候 C C C c S 

風 向 力 N羽7 NW  NW  NW  

ヒ フ メ 15 15 20 30 11) 

マコガレイ

ムシガレイ 1 1 2 ‘つ4 ヱ

"'7 カ、 レ イ

漁 ノζ ノミカいレイ 3 3 ロ 5 5 

ソ ウ F、 チ 1 1 

獲
アカカ、レイ

タ ブ

量

カナカーシラ 2 2 2 2 2 

r、
kg ア ン 二1 ウ 5 5 3 
、、J

オミ ツ ケ

ヤ イ カ

タ コ 2 2 2 

そ の 他 8 7 3 3 2 

言十 29 28 40 51 27 
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!I !I !I !I 49 1. 31 49. 2 1 

や 26 や 25 や 25 や 25 さ 24 お 22 

11. 05 12. 10 13. 35 14. 50 07. 35 。7.25 
11. 15 12. 20 13.45 15. 00 07. 45 07. 35 

10 10 10 10 10 10 

1， 400 1，400 1，400 1， 400 1， 400 1， 400 

100 - 150 100 --140 100 - 145 100一150 150 - 180 130 

SM  SM SM  SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

9. 6 9. 6 9. 6 9. 6 9. 4 9. 4 

C C C C CS C 

NW  NW  NW  NW  W 羽TNW

30 10 10 10 8 30 

2 1 1 7 1 

1 

2 2 2 2 l 

2 フ 2 2 5 

3 

10 5 

10.0 

2 1 1 1 2.9 3 

2 1 1 I 5 19 

40 17 17 23 36. 9 ，'6 
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話沿去二 49 2 1 11 11 11 11 

調 査 ，点 お 22 お 22 お 21 お 21 お

曳網開始時刻 08. 25 09. 40 11. 00 12. 30 

揚網開始時間 08 35 09. 50 11. 10 12. 40 

曳 網 時 間 10 10 10 10 10 

ひき綱の長さ 1， 400 1， 400 1，400 1， 4りO 1，400 

漁 場 水 深 130 140 110 - 120 110 - 120 110 - 120 

漁 場 底 質| SM SM SM  SM SM  

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

漁 場 水 温
9. I 9. 4 9.4 9. 4 9. 4 

天 候 C C C C c S 

風 向 力 明TN¥九f WN¥九/ WNW  WNW  WNW  

ヒ ブ メ 40 20 20 20 15 

マコガレイ

ムシカ、レイ 3 3 3 3 3 

ーマ ガ レ イ

漁 ノミノミカ、レイ 1 1 1 1 1 

ソ ウ ハチ

獲
アカガレイ

タ フ

量

カナガシラ 5 5 5 5 5 

〆戸、

kg ア ン τz ウ
、._/

オミ ツ ケ D 5 5 5 5 

ヤ リ イ カ

タ コ 2 3 3 Z 

そ の 他 15 14 12 10 10 

5十 71 51 49 46 39 
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λ日， 49. 2. 4 " " " " " 

く 23 や 24 ま 25 く 23 く 23 く 23 く 24 

15. 10 07. 10 08. 25 10. 05 11.30 12.50 14目 25

15. 20 07. 20 08.35 10. 15 11. 40 13. 00 14. 35 

10 10 5 5 10 10 10 

1，400 1，400 1， 400 1，400 1，400 1，400 1， 400 

110 - 130 100 - 150 105 - 160 130 - 170 120 - 140 110 - 130 100 - 120 

SM SM SM SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

9. 4 12.0 12. 0 12. 0 12.0 12.0 12.0 

CS C C C C C S S 

WNW  NW  NW  w w WSW SW  

10 15 15 10 10 10 10 

3 4 4 4 5 3 3 

1 3 2 2 2 2 2 

5 2 2 2 2 2 2 

1.0 5 

5 

5 5 5 5 5 5 

2 2 2 2 2 2 

9 6 5 7 7 13 7 

33 47 40 32 33 37 31 
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孟γ込之、 49 2 5 1/ 1/ 1/ 1/ 

調 査 白、 く 24 く 24 ま 25 ま 25 こ 24

曳網開始時刻 07. 20 0825 ()9. 50 11. 05 l:i 05 

揚網開始時間 。7.30 08 :，5 10 00 11. 15 1:， ] 5 

曳 網 時 間 10 1/ 

" 1/ " 

ひき綱の長さ 1.400 1/ 1/ 1/ 1/ 

漁 場 水 深| J()() ー 150 I " 100 - 160 ! ] 10 - 180 日 -l~()

漁 場 底 質 SM 1/ 1/ 1/ 1/ 

表 中 底|表 中 底 表 中 底!去 中 底 表 中 底

漁 場 水 {昆
9. 0 9. 0 9. 0 。。

天 候 C 1/ /ノ .. Fノ

風 rb] 力 羽f 'ノ NNW  N 1/ 

ヒ ブ メ :!O ~O 3 5 

マコガレイ i i 

ムシガレイ 根

ーミr ガ レ イ
が

漁 パパガレイ 3 〉 。

カ通
ソ ウ ノ、 てチ

獲
アカガレイ

タ フ

量 皆

カナガシラ ') 2 ヱ ‘7 

ア ン コ ウ 主正 III 
( 

kg 
」ノ ホ ツ ケ

ヤ リ イ カ

タ コ aー) 2 I】》 L‘? 

そ の 他 2 2 2 4ム》

言十 33 33 11 :l :l 
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" " 49. 2. 6 " " " " 

ふ> 25 ふ> 25 さ 25 さ 25 さ 25 さ 24 き 26

14. 25 16.20 07. 25 08.55 10. 05 11. 40 13. 15 

14. 35 16.30 07. 35 09. 05 10. 15 11. 50 13.25 

" " 10 " " " " 

" 11 1，400 " " 
11 " 

100 - 140 100 - 140 150 - 200 150 - 210 11 150 - 190 120ー 140

" " SM 1/ " " 1/ 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 l表 中 底 !表 中 底 表 中 底 表 中 叶底

9. 0 9目。 9. 0 9. 0 9.0 9.0 9. 0 

" CS C CB 1/ BC " 

1/ " E " 
1/ 11 ENE 

10 10 15 10 10 I 

1 l 

1 1 皆 皆

1 1 

5 4 1 1 1 

2 2 

71. 0 

5 5 

20 20 5 5 5 

1 1 2 2 2 

2 2 5 2 1 

2 2 3 4 2 

48 47 106.0 26 21 
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孟トピ 11 49. 2. 7 Fノ 11 11 

調 査 点 き 25 く 23 く 23 イコ 16 イコ 16 

曳網開始時刻 14. 10 07. 25 08.40 11. 15 12. 30 

揚網開始時間 1 1. 50 07. 35 08.50 1 1. :!5 

曳 網 時 間 11 10 Fノ Fノ 11 

ひき綱の長さ 11 1， 400 11 11 11 

漁 場 水 深 110一120 120 - 140 120一 140 240 - 300 240 - 290 

漁 場 底 質 ノノ SM 11 " 11 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 氏 表 中 底

漁 場 水 温
9. 0 9. 0 9. 0 9. 6 9. 1) 

天 候 11 C C 11 11 

風 向 力 11 E 11 11 11 

ヒ フ メ 10 7 

マコカレイ

ムシガレイ 10 根

守二r jj' レ イ カL

漁 ノミノミガレイ 1 
台、

ソ ウ ノ、 チ

獲
り

アカガレイ

タ ブ

{iじi'j己
21 

量

カナカシラ 無

" kg ア ン コ ウ 3 5 
、，J

ホ ツ ケ :2 2 つ】 2 

ヤ リ イ カ

タ ::1 2 3 3 

そ の 他 7 O. 2 11 12 

百十 26 29 37 17 
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19 2 15 " " " " " " 

や 24 こ 24 こ 24 や 25 や 25 や 24 や 24

07. 10 08.55 10. 25 11. 40 13.00 14. 35 15. 55 

07. 20 09.05 10. 35 11. 50 13. 10 14.45 16.05 

10 1/ fノ 11 " 11 11 

1， 400 " 11 11 " 
安， Fノ

、
110 100 100 140 130 80 90 

SM 11 11 11 /ノ 11 11 

表 中 底 表 中 !氏 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

C 11 11 11 11 11 11 

NW  11 11 11 S 11 11 

10 10 10 10 5 5 

2 根 2 2 2 2 2 

カL

1 2 2 2 2 2 I 
iJ、

り

皆

10 無 5 5 5 5 5 

5 5 

2 2 2 2 

1 11 。 。 。 。
32 37 21 21 14 11 
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話トとよ 49 2. 16 11 11 11 11 

調 査 占 く 23 く 23 ヤ 24 ヤ 24 イ 24

曳網開始時刻 06.50 08. 00 09 10 10. 10 11. 40 

揚網開始時間 07 。。 08. 10 09.20 10. 40 11. 50 

曳 網 時 間 10 !I 11 1.ノ 11 

ひ き綱の長さ 1. 400 fノ 1./ !I !I 

漁 場 水 深 100 - 140 100 140 105-115 105ー 120 1:20 

漁 場 底 質 SM I1 fノ " 1.1 

表 中 底 表 中 底 友 中 底 表 中 氏 表 ヰ1 !底

漁 場 水 i昆
R. R 8. 8 8. 8 8. 8 8. 8 

天 候 C " 11 !I 11 

風 向 力 SE S !I !I S SW 

ヒ ブ メ :20 15 15 10 

マコ力、レイ 根

ムシガレイ

漁 ?ゴト一一一一

ーマ カ レ イ

ノミノミガレイ D 5 
ち、

D cυ 、

獲
ソ ウ ハチ り

アカカ、レイ

量 1f 
タ フ

カナガシラ 無

" ア ン コ ウ 5 5 5 5 

kg ホ ツ ケ 1 1 

、、_/
ヤ リ イ カ

タ コ 3 2 2 l 

そ の 他 2 ム‘~ 4 4 

五十 36 30 33 27 
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" " 49. 2. 17 
11 11 /1 /1 

く 24 ヤ 25 さ 25 さ 25 さ 24 さ 24 さ 24

13. 30 15. 00 08.30 10. 00 11. 10 12. 35 

13.40 15. 10 0840 10. 10 11.20 12. 45 

/1 11 5 /1 11 /1 /1 

11 11 1， 400 11 11 11 11 、
120 110-120 1 ，10 - 2uO 140← 200 110 - 120 100 --120 100 

ん' 11 SM // SM /1 11 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

8. 8 8. 8 8. 7 8. 7 8. 7 8. 7 8. 7 

" /1 BC /1 B 11 11 

SW w S 11 S 11 11 

10 5 10 5 5 5 5 

5 3 3 3 3 

1 1 

5 出 5 3 2 3 1 

l 1 1 1 

5 5 写じ 5 5 

1 I 

2 2 2 2 l 。 。
24 12 28 19 17 17 13 
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話沿よご 49 2 18 11 を， 11 11 

調 査 点 く 23 く 23 く 23 の 24 お 24 

曳網開始時刻 06. 50 07. 50 09.05 10. 20 1l. :)5 

揚網開始時間 07. 00 08 05 09. 15 10. 30 1 l. 45 

曳 網 時 間 10 10 10 10 10 

ひき綱の長さ 1， .100 1， 400 1，400 1， 400 1， 400 

漁 場 水 深 100 - 160 120 -180 140 - 180 140 -210 HOー 180

漁 場 底 質 SM SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

漁 場 水 温
8. 6 向 6 8. 6 8. 6 局 6

天 候 C BC BC BC BC 

風 向 力 S S S S S 

ヒ ブ メ 10 10 10 10 20 

マコガレイ

ムシガレイ 1 1 2 

ーマ す1 レ イ

漁 ノミノミカ、レイ 2 2 2 2 2 

ソ ウ ノ、 チ 5 5 5 5 10 

獲
アカカレイ

タ ブ

量

カナガシラ

" kg ア ン' ::r ウ 5 5 5 5 10 

'-' 

ホ ツ ケ 5 3 3 3 3 

ヤ リ イ カ

タ コ 20 

そ !l) 他 4 4 4 3 4 

計 32 30 30 30 71 
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11 11 49 2. 19 " " 
を， " 

お 24 お 24 く 23 く 23 ゐ 22 ゐ 22 ゐ L2 

12. 5り 14. 30 07. 15 08.35 10. 10 11. 40 13.25 

13. 00 14. 50 07. 25 08. 45 10. 20 11. 50 13. 35 

10 10 10 10 10 10 10 

1， 400 1， 400 1， 400 1，400 1， 400 1， 400 1，400 

ー

ηz 万l πl η1 刀Z

120 - 170 120 - 160 160 170 300 300 320 

SM SM SM  SM SM SM SM  

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

8 月 8. 6 8. 8 8. 8 8. 8 8. 8 8. 8 

C C CB CB C C C 

sw  sw  sw  sw  Sw  S S 

20 5 10 15 

2 1 

2 2 

10 2 

5 5 5 

80 30 38 

10 10 

3 3 

5 5 5 

4 2 5 15 17 15 16 

56 25 20 35 102 50 59 

-61 ~ 



おEくよ ，19 2. 19 49. 2 24 " " 11 

調 査 点 ゐ 22 ヤ 25 ヤ 25 お 24 お 24 

曳網開始時刻 14. 50 07. 10 08 25 09. 55 11. 05 

揚網開始時間 15. 00 07. 20 08 35 10. 05 11. 15 

曳 網 時 間 10 10 10 10 10 

ひき綱の長さ 1， 400 1. 400 1， 4')0 1，400 1. 400 

ηz 

漁 場 水 深 300 110ー 160 110 - 160 140 - 200 130 - 200 

漁 場 底 質 SM  SM SM SM  SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 ~ 表 中 底 表 中 底

漁 場 水 温
時 8 7. 2 7. 2 7. 2 7. 2 

天 候 CB C S CS 亡S C 

風 向 力 S NW  NW  NW  NW  

ヒ ブ メ :w 30 30 

マコカレイ 50 50 50 

ムシガレイ 1 1 1 

ーミr ガ レ イ 2 1 l 

漁 ノ;ノミガレイ 2 5 5 5 

ソ ウ ノ、 チ 5 10 10 10 

獲
アカガ、レイ 。

タ フ 40 

量

カナカシラ 2 2 2 フ

〆町、

kg ア ン コ ウ 5 10 10 
」ノ

オミ ツ ケ 5 10 10 

ヤ リ イ カ 1 1 1 

タ 士ヨ

そ の 他 3. 5 10 16 21 21 

計 48. 5 73 136 141 130 
._ 
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" " " 49. 2. 25 " " " 

お 21 く 2:~ く 23 お 24 お 24 ヤ 25 お 24 

12.25 13. 50 15. 05 07. 20 08. 25 09.40 11. 00 

12. :15 14. 00 15 15 。7.30 08. 35 09. 50 11. 10 

10 10 10 10 10 10 10 

1，400 1， 400 1，400 1，400 1，400 1， 400 1，400 

140 - 200 1:10 - 1~0 130 - 180 140 - 200 140 - 200 120 - 160 130 - 200 

SM SM SM SW SW SW SW 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

7. 2 7. 2 7. 2 7. 2 7. 2 7. 2 7. 2 

C C S C C C CB  

NW  NW  w w w W w 

30 :10 20 10 10 5 10 

50 60 50 

20 20 20 30 

1 1 1 1 1 1 1 

5 2 1 1 1 1 1 

10 10 5 20 20 10 10 

1 

6 10 7 

2 2 2 

5 5 5 10 20 20 20 

自 5 5 2 2 2 2 

1 1 1 

:10 20 

11 20 l:l 2 3 2 2 

156 156 103 76 84 61 76 

一一
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孟沿よご 49 3 1 " 11 11 " " 

調 査 ，点 く 23 く 23 く 23 ヤ 25 ヤ 25 く 2.1 

曳網開始時刻 07. 10 08. 20 09. 35 11. 05 12. 15 13. 30 

揚網開始時間 07. 20 08. 30 09.45 11. 15 E 25 13. 40 

曳 網 時 間 10 10 10 10 10 10 

ひき綱の長さ 1.400 1， 400 1， 400 1， 400 1， 400 1. 400 

漁 場 水 深 120 170 130 - 200 130 - 200 110 - 160 170 110 -140 

漁 場 底 質 SM SM SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

漁 場 水 温
8. 7 8. 7 8. 7 8. 7 8. 7 8. 7 

天 候 C S CS C CB B B 

風 向 力 NW  N'九f NW  NW  W W 

ヒ ブ メ 40 10 5 2 20 20 

マコカn レイ

ムシガレイ 10 10 5 5 5 5 

'マ すf レ イ 1 1 1 

漁 ノミノミヵーレイ 2 2 1 1 2 2 

ソ ウ 2、 チ 5 5 5 5 。 5 

獲
アカガレイ

タ フ

量

カナガシラ 1 1 1 1 1 1 

f町、
kg ア ン ::z ウ 10 10 10 10 10 10 I 
'-/ 

ホ ツ ケ 1 2 I 1 1 

ヤ リ イ カ 1 

タ コ 1 1 

そ の 他 。戸 5 5 5 5 5 

言十 76 47 33 30 50 51 

』ーーー
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11 49 3 3 /1 " " " fI 

お 24 く 23 お 20 お 20 お 20 く 23 

14. 50 Oi. 15 10. 05 1]. 25 12. 55 14. 30 

15. 00 07. 25 10. 15 11. 35 13. 05 14. 40 

10 10 10 10 10 10 

m 
1， 400 1，300 1，300 1，300 1， 300 1， 300 

m 
130 - 190 160 270 300 270 150 

SM SM SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

8. 7 

C C BC BC BC BC 

W NW  SW  SW SW S 

20 9. 6 ロ

5 

1 

2 フ

5 

切 2 3 3. 5 

40 30 40 

1 断

10 

I 

1 

4 3 4 5 

5 5 10 10 17 15 

51 18. 6 55 47 65. 5 15 
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話ト4J49 3 4 " " " " " 

記周 査 ，，，> 」ラ開ー 27 、ョー，ー 26 、ヲーF 27 」ヲー けι二同4 ま 25 く 23 

投網開始時刻 。7.30 08.45 10. 10 1 1. :1弓 1己 50 14. 15 

揚網開始時間 07. 40 08 55 10. 20 11 45 13. 00 11. 2S 

曳 網 時 問 10 10 10 10 10 1() 

ひき綱の長さ 1. 300 1. 300 1，300 1. 300 1. :，00 1， 300 

漁 場 水 深 120 90 110 uo 140 

渋1 場 If主 質 SM SM SM SM SM SM 

表 中 氏 l< 中 氏 主え 中 氏 表 中 底 表 rjl 底 E主 件1 底
魚、 場 水 温

8.1 8. 1 8. 1 ~. 1 肘 1

天 候 C BC C C c C 

風 向 力 S S S S S S 

ヒ フ メ 4 3 " 4 

マコカレイ

ムシカレイ

-" ガ レ イ 3 5 臼.， 5 2 

漁 ノミノ4 カ、レイ 7 10 i 2 3 " 5 

ソ ウ ハチ

獲
アカカレイ

タ 7 

量

カナガシラ tう 巴:> 5 

" kg ア ン コ ウ 10 " 'J 

オ、 ソ ケ

ヤ リ イ カ

タ コ ゾ 2 1 ヱ 1 

そ の 他 6 5 :1 l 4 1 

」

1() 36 16 1 1 16 2U 
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" 49 3. 5 " " " " " 

く 23 ま 23 ま 23 、加ーー 27 、ョー， 27 、ョー， 27 』 27 、ー

15. 15 07. 20 08. 30 9. 55 11. 00 12. 15 13. 25 

15. 25 07. 30 08.40 10. 05 11. 10 12. 25 13. 35 

10 10 10 10 10 10 10 

1.300 1，300 1，300 1，300 1，300 1， 300 1， 300 

130 110 110 120 130 120 115 

SM SM SM SM SM SM  SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

8. 1 7. 1 

C C C BC BC BC BC 

S NW  NW  N N N N 

4 3 1 4 2 4 3 

3 2 3 2 3 3 2 

3 2 3 2 2 2 3 

9 8 

3 3 3 4 4 5 

1 1 1 1 2 1 2 

5 6 6 7 9 11 11 

25 17 17 19 30 25 26 
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孟沿4よ 49 3 5 19. 3 15 11 " 49. 3 17 " 

調 査 点 」ー 27 く 23 く 2，1 ヤ 25 き 22 さ 22 

投網開始時刻 14. 35 06.20 07. 35 07. 05 07. 40 09. 05 

揚網開始時間 14. 45 06. 30 07. 45 07. 15 07. 50 09. 15 

曳 網 時 間 10 10 10 10 10 10 

ひき綱の長さ 1， 300 1，400 1，400 1. 400 1. 300 1，300 

m 
漁 場 水 深 120 1uO - 170 120 -~ 190 120 - 190 60 58 

漁 場 底 質 SM SM SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 IK 表 中 底 表 中 底l

漁 場 水 温
7.自 i. 8 1邑 7. 8 

天 候 BC C C C B C C 

風 向 力 N 、事J SW SW SE SE 

ヒ フ メ 4 D 3 3 2 

マコカーレイ

ムシガレイ

ーマ 力、 レ イ 3 1 1 

漁 バパガレイ 2 1 1 

ソ ウ ハチ 2 1. 5 根

獲
アカカ事レイ ヵ:

タ フ 台、

量

カナガシラ り

，....._ 
皆kg ア ン コ ウ 5 

、回〆

ホ ツ ケ 4 無

ヤ リ イ カ 5 3 

タ コ 1 

そ の 他 10 13 20 19 12 

百十 29 25 27. 5 24 16 

一一
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" 11 49 3 19 11 11 11 11 49 3 19 

さ ~2 さ 22 さ 24 さ 24 さ 21 F乙 27 く 23 く

10. 55 12. 10 07. 3'1 08. ;;5 11. 05 12. 35 13. 55 14. 55 

11. 0:' 12 :W 07. 45 09.05 11. 15 12. 45 14.00 15. 05 

10 10 10 10 10 10 10 10 

1， 31)0 1， :lりO 1，400 1， 100 i 1， 100 1， 400 1， 400 

115 105 40 -15 45 50 11J0 -120 110-130 120 

SM SM S S SM SM SM SM 

表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底 表 中 底

6. 0 6. 0 7. 2 7. 2 7. 2 7. 2 

S C C C C C C c S 

SE SE S S E E E SW 

4 4 5 2 2 2 

1 2 1 1 1 1 1 1 

2 1 1 

2 2 2 2 2 2 

10 5 10 8 

20 10 5 5 5 5 10 5 

2 3 3 3 

2 3 20 25 

:l9 ど5 44 14 12 13 16 11 
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日本海マス漁場調査

l調査目的

日本海に生息するマス類の資源動向を明らかにし、資源を有効こ利用するための漁業管理ならびに、

国際的な資源評価において重要な役割を果たす基礎資料を収集するとともに、本漁業の経営安定に資

する。

E 調査内容

1 調査期間 昭和48年 4月 1日~昭和48年 6月15日

2 調査場所 日本海北部海域(第 1図)

3. 調査員および調査船

(1 )調査員 漁業謀長

技師

技師

雄

造

久

信

兼

凱

加

回

国

浅

沢

中

(2) 調査船 東奥丸 (38トン35 120馬力)

4. 調査項目

( 1) 海況

(2) 資源分布状況

(3) 魚体測定

(4) ブランクトン

5. 調査方法

( 1) 観測層は 0、10、20、30、50、75、100、150、200、300mの10層についておこなった。海洋

気象観測は天候、気圧、気温、風向、風力、波浪、うねり、水色、透明度等についておこなった。

(2) マス流網(各50間切)9411111130反、 97棚 30反、 100棚 30反計90反を使用した。

(3) 多項目測定はカラフトマス30尾、サクラマス30尾について尾文長、体重、性別、生殖腺重量、

採鱗(サクラマス)。雌雄別体長組成は多項目測定に用いた魚体以外のカラフトマスおよびサ

クラマスの各70尾についてセルロイド穿孔法によっておこなったc

(4) 一斉調査期間内の流し網操業点および補完点において、深度 150mから表面まで垂直曳採集を

おこなった。

皿調査結果

調査告主 4月9日から 6月14日まで第 1図に示すように東経 137度30分以東、北緯.40度以北、 45度以

南の海域において22回実施した。使用した漁具は流網延 1，961反で操業結果は第 3表に示すとおりで

カラフトマス 2，480尾、サクラマス30尾の漁獲であった。 1反当りカラフトマス1.26尾、サクラマス

0.02尾であった。

海況についてみると、漁期はじめから全般に高自に経過し、特乙北緯40度以南海域では10で等温線

の北上が早く、能登半島以西海域では、 3月上旬10"(;等温線は大和堆水域にまで張出していた。また

大和堆より東側の沿岸水域では、入道冷水域の張出しが強く、対馬暖流の流軸は北緯40度線に沿って

大きく蛇行し、激しい汐目を形成し水温傾度が強く、水温巾をせばめて漁場水温帯を不安定にした。

このため北緯40度以北の昇温がおくれたが、 5月下旬以降対馬暖流の北上が強く、北海道西岸は急速

に昇温し、 6月上旬には沿海州沿岸の低温域を除いて北海道西岸域は1O.c以上の高温域となった。一

方50間以下の中層では 5.c以下の低温となっていたため表層と中層との水温隔差が顕著となり、好漁

場形成の原因となった。
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魚体測定は操業のつどカラフトマス、サクラマスそれぞれ30尾。漁獲が30尾に満fこなL、ときは全数

について実施した。月別の平均体長を見ると 4月は 419m，斤， 5月 499馬命 6月 454馬ぬで-期間を通し

ては 438ゅ句である。平均体重は 4月860[}、 5月 1，109 [}、 6月 1，1品4[}で全期間では 1，046[}と

なっており、45年から 4年聞を比較してみると本年は体長がもっとも大きかったのに反し体重は最低であっ7こo

雌雄比についてみると全期間では60: 40となっているが、 4月は52:48、 5月前半は58:42、 5月

下旬は67: 33、 6月中旬では88:12と漁期が進むにしたがって雌の出現が多くなっているO

W 調査の成果及び今後の課題

1 調査の成果

(1) カラフトマスの来遊量は近年の奇数年(69年・ 71年)の水準に近いものであったと思われる。(主体

のカラフト系統群は」昨年とほぼ同水準〕サクヲマスについては近年になく低い水準にあったと思われる。

(2) カラフトマスの漁獲量は69年、 71年の豊漁年とほぼ同程度と思われるが、金額においては史上

最大となったc (魚価は一昨年の魚価の約50%増)

(3) カラフトマスの魚体は一昨年と同様に奇数年としては大型魚の出現となった。特徴的なことは

本年の魚体が体長の割に体重がなくやせた魚体であった。また 6月上旬北部海域で小型魚 (40cm

以下)の漁獲が大量にみられたことも近年になかった現象で、ある z

(4) 漁況の推移をみると 3月、 4月は時化が続き満足した操業が出来なかったが、 5月中旬までは

魚群の移動が分散的で船間差、日変化がはげしし不安定な漁況を示していた 5月中旬以降沿

海州沿いの沖合漁場と奥尻海域に魚群の密集がみられ、漁況は好転し、 6月に入り北部海滅全域

に好漁場が形成されて、船間差なく好評号、が得られたc

(5) 本年の豊漁の大きな原因は 6月における北部海域に近年にない高密度の魚群が短期間ではある

が密集したことであろう d

第 1表多項目魚体測定
カラフトマス

月日項目 平均体長 平均体重 雌雄比

48 4. 9 397 m担 670 [} 'J: 3 
4.21 424 853 11: 19 

4. 22 415 886 16: 14 

4.23 421 896 12: 18 

4. 26 424 896 21: 9 

4.27 431 959 15: 15 

5. 7 434 964 18: 12 

5. 9 439 1. 047 21 : 9 

5. 10 450 1， 073 14: 16 

5. 11 446 1， 077 16: 10 

5. 14 464 1， 098 15: 15 

5. 17 

5. 23 

5.25 437 1， 068 3 : 2 

5. 26 432 1， 228 18: 12 

5. 27 141 1， 217 5: 5 

5. 28 150 1. 208 24: 6 

6. 10 

6. 11 116 1， 159 22: 8 

6. 12 453 1‘118 23: 7 

6. 13 453 1， 148 20: 10 

6. 14 163 1， 279 20: 10 

三十 8， :，20 19， 874 

平 均 137. 8 1，OHi. 0 _1_30~:200 J 

→ナ ク フ ーョr ス

月日項目 平均体長 平均体重 雌雄比

48.4. 9 380問視 700 [} 。1
4.21 427 942 5: 2 

4.22 437 925 2: 0 

4目 23 416 905 1: 1 

4. 26 437 1. 180 1: リ

4.27 429 1， 013 6: 2 

5. 7 432 1， 197 2: 1 

5. 9 461 1， 180 2: 0 

5. 10 503 2， 187 2: 1 

5. 11 

5. H 567 2， 850 1: 1 

5. 17 

5.23 

5. 25 

5. 26 

5.27 

5. 28 

6. 10 

6.11 

6. 12 

6. 13 

6. 14 

計 4，489 13， 379 

平 均 448. 9 1，337.9 22: 9 

ヮ“
巧
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第 l 図 漁獲試験操業位置図
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第 2 表 各年のカラフトマス魚体測定の比較

~項~九ト-年二 S 4 8年 S 4 5年

平均尾又長岡 437. 9 430. 7 

体 重 (9) 1， 046.0 1， 141. 1 

雌 雄 比 60 40 47 • 53 

B -

1400E 

N 

S 4 6年 S 4 7年

436. 6 427. 8 

1，178. 4 1， 085. 6 

54 46 52 48 



第 3表 昭和48年日本海マス漁場調査結果表

調査次数 2 3 4 5 

調査月日 4. 9 4. 21 .1. 22 4. 23 4. 36 

漁 投網開始時刻 20 - 40 18 - 27 16 22 16 44 18 :¥0 

獲 投網終了時刻 21 。。 18 - 52 16 53 17 H 18 54 

試 揚網開始時刻 。。 10 02 10 。。 。。 03 45 03 10 

験 揚網終了時刻 01 10 03 32 01 ー 10 05 15 05 20 

漁、 北 す牟 40 ー 48 .10 26 40 -1.1.5 10 27. 5 10 3肘 b
場
位
東 経 138 ー 09 138 45 138 41. 5 139 06 

置

気 天 {戻 も c b c b c C 

風向、風力 N 3 S 2 NW2  N 2 NW3  

気 正(mb) 1 1， 021 1， 014 1， 011 I 1， 021 1， 011. 5 

象 気 温 化)i 1 1. 2 13. 8 9. 0 品 5

水 。M 9. 9 1 1 10. 2 I 9 ') 

2 0 7. 32 i 。70 10.00 9. 80 9. 15 

温 5 0 9. 30 i 9. 65 ! 8 65丁1 9. 25 i 

100 2 65 I 7. 50 1 6. 30 h. 40 

('c) 200  1. 80 i 2. 21 1. 99 

流 30 I 3D i 94 mm :-¥0 30 30 

網
使 9 i 111郡 30 3D 30 30 
用
反
数 1 0 0 mm 判 l 30 30 ~9 

漁 カラフトマメ〈尾) 184 116 :，00 73 

サクラマス(尾) 6 2 

獲
オ、ァケ 2 

物

カ 平均体長側 397 424 415 421 424 
ブ

プ
平均体重 (9) 670 日53 886 896 896 
ト
ーミE

メ、 雌:雄(尾) 9:3 11: 19 16: 14 12: 18 21: 9 
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6 7 8 9 10 11 12 

4. 27 5. 7 5. 9 5. 10 5. 11 5. 14 5. 17 

15 20 17 45 18 ー 42 17 05 16 - 00 17 - 02 18 - 10 

15 - 10 19 05 19 ー 05 17 25 16 - 35 17 - 25 18 - 35 

00 ー 30 23 - 10 03 10 03 ー 05 03 - 10 03 - 10 21 - 40 

01 - 55 01 00 04 55 04 40 04 - 35 04 - 45 23 - 40 

40 - 42 40 47 40 42 40 23 40 - 59 41-.39. 5 10 - 59 

138 46 139 07 138 ー 56 139 . 08 139 - 14 139 - 24 139 - 37 

b c b c f b b b b c 

NW3  E 2 NW3  Wl  NE4  SWl NNE3  

1. u09 1，022 1， 010 1， 009 1， 010 1，014 1， 008 

9. 5 13. 6 13. 0 13. 8 10. 3 12. 1 13. 2 

9. 2 11. 9 10. 3 14. 1 11. 4 11. 1 14. 3 

8. 80 10.35 10.35 13.20 10. 70 10.40 12.40 

8. 40 8.65 6.80 11. 06 7. 91 9. 20 10.69 

3.21 5. 95 3.75 9. 19 4. 99 5. 60 9. 70 

1. 29 1. R9 1. 49 5.65 1. 85 1. 60 6.90 

30 30 30 30 30 30 30 

30 29 29 29 29 29 29 

29 30 30 30 30 30 30 

131 180 350 80 26 30 

8 3 2 3 2 

431 434 439 450 446 464 

959 964 1， 047 1，073 1， 077 1，098 

15: 15 113: 12 21 :9 14: 16 16: 10 15: 15 
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調奄次数 13 11 15 16 

調査月日 5. 2:1 5. 25 5. 26 5. 27 日。8
‘】

漁 投網開始時刻 17 "" 18 
。。 17 10 05 16 22 

獲 投網終了時刻 18 :>0 1 8 25 17 ー 15 ~S 16 12 

試 揚網開始時刻 03 10 03 10 03 - 10 O::J 10 0:1 10 

験 揚網終了時刻 04 38 O~ 30 04 :10 O~ 20 04 2:1 

d気 北 緯 tO 20 11 -_ 02. 5 10 - 57 11 O! -11 :19 
場
位
東 経 139 36 137 -49. 5 I:Hl 10 138 18 " 138 22. 5 

置

気 天 i民 b b b c b b c 

風向、風力 NNW乃 SW5  S ，v:1 SSW2  NE2  

気 圧 crrb) 1. 025 1， 019 1， ()IX 1， 015 1， 014 

象 気 温(じ) 10. :1 11. 6 12. 6 11 4 13. 8 

水 o M 13. -1 I 9. 6 10. 1 10. 8 12. 9 

2 0 H. 30 Hバ5 8. 85 10. 20 

温 5 0 1039| 3. 80 2. 60 :3. 85 

) 0 () R ()() 1. 9() l. 50 l. 98 

(oc) 200  2. 80 ! O. RO O. 70 。わO O. 55 

流
網

9 4 m視 :30 30 :10 :lO :lO 

使
9 7 mm 29 29 29 29 29 

用
反
数 1 0 けmm 30 30 30 :10 :10 

漁 カラブトマベ尾) 5 105 10 150 

サクラマス(1毛)
獲

マサ/ミ 10 

物

カ 平均体長岡 1:)7 4:12 141 450 

プ

ブ 平均体重 (91 1， 068 1， 228 1. 217 1，208 
ト
ーミE
雌:雄(足) ヨ:2 18: 1 ) 5:5 24:6 

ス
ーーー.....t_ーーーー

iわ



18 19 20 21 22 

6.10 6. 11 6. 12 6. 1:J 6. 14 

17 00 16 - 35 06 。。 15 16 - 45 

17 23 16 58 16 25 17 55 17 - 05 

02 - 日3 0:) 10 03 10 。:)- 05 00 - 40 

01 ー :20 Ot - :10 04 ー 35 0.1 ー 40 02 - 00 

42 - :11 43 - 59 43 - 59 44 - 15 41 - :，0 

1:>7 11 J:l7 - j 1. 5 137 - 43. 5 138 -20.5 138 - 2り

c E b c b c b c 

NNW2  8 1 81 8 2 8 1 

1， 022 I，02，j 1， 022 1， 017 1，012 5 

11 「リ 11 25. 2 14. 6 16. 9 

12. 9 11 11. 9 12. 4 14 7 

9. 70 8. 34 8. 45 7. 40 9. 10 

1. 50 5. 60 5. 82 3. 91 5. 15 

2. 10 3. 39 4. 00 1. 82 2.60 

O. 60 1. 50 1. 11 O. 79 0.91 

30 30 30 30 30 

29 29 29 29 29 1. 961 

30 30 30 30 30 

81 248 365 32 (2， 4S0) 1. 262 

(30) 0，015 

オ‘ンョロコ--< 3 スノLメイカ l オショロコ-" 5 オショロ::r-<1 

フ グ l

J →ナ/~ 1 

446 453 45:) 463 (438 ) 

1， 159 1， 148 1. 148 1， 279 (1. (46) 

22:8 23:7 20: 10 20:10 303:200 60:10 
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北部太平洋サケ、マス漁場調査

I調査目的

国のサケ. <'ス資源調査の一環として北西太平洋に来遊するサケ、マス資源の動向を明らかにし.

資源を有効に利用するための漁業管理ならひJこ国際的な資源評価において重要な役割を果たす基礎資

料を収集するとともに、サケ、マス漁場形~要閃を究明 L. 本漁業経常の安定に資する。

日調査内容

1 調査期間

2 調査海域

昭和18年 i月11日~昭和48年8月5fl 

(1) 前期(4月中旬-5月上旬)の定点調査は第 l凶のとおりで南から調査

(2) 中期 (6月中旬-6月下旬)の定点判査は1';2閃のとおりで北から調査

は) 後胡(7月下旬-8!l上旬)の定点調査は第 3凶のとおりで北から調盃

3 調査員および調査船

( 1) 調査員 技舗

f主 守而
久

造

美

凱

兼

勝

間

凹

梨

中

沢

高
技師

(2) 調斉船 幸洋丸

4 調14'項目

(1) 海洋観測

(2) 漁場調斉

(3) 魚体調査

(.1) 標識放流

5 調査方法

(1) 観測層はo.10.20.ね 50.75. 100. 125. 150.200 mの10層について BT観測。気匁観測は透明!芝、

気ifrlt• 気圧、風向.風力および天候など保業点と観測点において観測した。

(2) 調査用流し網 (30反)と商業用流し網 (264 反)を，~用して網目ことの魚種別漁獲足数な調査

した。

(3) 操業の都度調査用流し網および向学用流し網別に漁獲物の尾又長.体重.性号11 生殖巣重量‘

( 121 トン22 400馬力)

採鱗等について調査した。

(4) 定められた時期、地点においてはえなわ30鉢な使用L.漁獲物を喋識放流した。

皿調査結果

1 海洋観測

各層における水温、透明度.気温.気圧.風向、風力および天候は第 表のとおりで宇、る0

2. 漁場調査

調査期間中第 l表に示すように東経1お度以東の海域におL、て 1航海日延12問操業で延2150反

使用 L.ベニザケ16尾.シロザケ‘ 1，262尾.カラフトマス866尾.マスノスケ 5尾.計2司 149尾の漁

獲。 2航海目は延10回操業、延2.514反使用 L.へニザケ22J::乙シロザケ2~31 尾、カラフトマス

3， 968. -<スノスケ 12尾、計1).133尾の漁獲。 3航海日延1.)回操業、 ~2、 93)反使用しベニザケ

~9尾、シロザケ 1 ， 762 尾、カラフト 7 ス 30 ， 204 尾、ギンザケ3 尾.マスノスケ 9 尾. "十32，027尼の漁

獲。 4航海自 10回操業で2，9~0 反使用ベニザケ7Fl. シロザケ 811(. カラフトマスヨ 1 ， 020 尾.ギン

ザケ 156尾.マスノスケ日尾.計31，272尾を漁獲ハ 5航海円 11凶操業でゴ、 I11反使用 L.ベニザケ

1 i三.シロザケ58足. ワラフトマス28，630尾、ギンザケ312I七 7 スノスケ 81を.計29，012足を

ー，、---，れ



漁獲した。

3. 魚体調査

操業のつど各魚種について30尾づっ調査網については目合ごとに全数測定(尾叉長.体重、性別、

生殖巣長量.採鱗等)宏行った。

第 1表 航海別.魚種別、平均体長・体重

シ ロ ザ ケ カ フ フ ト -マ ス
航 海 次 数

尾 叉 長 体 重 尾 叉 長 体 重

次 540 m m 1， 805 9 418 m m 83.8 9 

2 次 541 1， 971 448 1， 142 

3 次 546 2，179 442 1， 091 

4 次 564 2，500 451 1， 130 

5 次 592 3， 105 463 1， 237 

4. 標識放流

定められた時期、海域において第 1次航海シロザケ14尾.カラフトマス88尾。議 3次航海カラフ

ト明1~~尾。第5次航海カラフトマス 5 尾。合計シロザケ 14尾.カラフトマス175 尾の標識放流を行なった。

W 調査の成果および今後の課題

1 調査の成果

(1 )海況

海況について全般的な特徴を見ると.親潮系の冷水需の南への張り出しは例年並みかやや強く、

また黒潮系暖水帯の北上もやや強い傾向が見られたが、近海域を除いてやや低目に経過した。し

かし、 6月中旬以降沖合海域も順調に昇温し、 7月にはやや高目になった。

(2) 漁況

O ベニザケ…・分布にムラが多くみられ全体的に昨年よりはややうすかった。

0 シロザケ……全般的にうすい分布に推移し、豊漁だった昨年、一昨年を下回り昭和45年程度

と思われた。

O カラフトマス…・・本年の来遊水準は、昭和46年と同程度か若干上回るものと思、われた。特に

本年は一昨年の豊漁年と比較しでも婚重のテンポは遅れていたものと思われ、 6月後半になっ

ても調査用流網のこま目の網 (93ミリ)に非常に高いら網がみられた。

0 ギンザケ……昨年、一昨年と比較すると分布は広くやや厚いが出現当時(6月中)は魚体が

やや小型で・あった。また.160" E以西海域の也現は、一昨年ほとではなし、が昨年上りやや多いと

思われた。全般的にみると昨年をやや上回る来遊があったと思われる。

0 マスノスケ…・・・昨年同様、全海域にわたって広く分布し、魚体も中・小型がやや多いと思わ

れ、昨年と同程度と考えられた。

2 今後の課題

魚種別魚群の移動および分布範囲ならびに分布密度等を把握できる環境条件の究明が必要である。
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第 1図

第 2図

前期調査定点 (4/中-5/上)

14C 

iijjilpvilli1rl 
第l図
前期調査定点(
。海洋観測点
。流網操業定
・流網および

O~ 一一一。一一一 ~~q~ 一一一 ~~O ~一一一一 O~ ー一一一

1500 

中期調査定点 (6/中-6/下)
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1450 l'Il下

~ ~:~.Hl 

i第 2図:
中期調査定点 (6/中-6/下)
。海洋観測点
。流網操業定点 ~ 
・流網およびはえなわ操業定点!
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第 3図 後期調査定点 (7/下-8/上)

::J，v(; 
一一~-一一一十 -:----- -;-- ---;一一一一一:一一一一;一一十一一一一ト一一一:必一一

一 l:~ ~ -'!'" ... 

第 3図
後期調査定点 (7/下-8/上)
。海洋観測点
。流網操業定点 し0: 0流網およびはえなわ操業定点

-~ - O -----0一一一 φ φ φ 一φ 

-o一一---q----$-------p------6-一一一一。
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第 2表 太平洋サケ・マス調責結果(第 l次航海)

投網位置 投網時刻 漁 獲
月 日 入れ水温 反数

マス!緯度 経度 始 終 種 類 反数 ，、e、二三L シロ

4. 14 38031 ' 157031 ' 14 -15 14 -50 106-11.6 98 商業調斉 68 
30 

4. 19 39040 ' 157038' 15 -40 16ー15 11.2-11.6 98 商業調査
68 
30 

4. 20 40035 ' 157040' 16 -35 17 刷。 7. 1-¥0 1 リ日 商業調査
68 31 
30 I 41 

4. 22 41 029 I 1:' 7 038 ' 16-05! 17-25 !). 9 ~ /. ~ 294 商業調査
264 133 自，0 1 99 

4. 26 42028 ' 157035 ' 15← 50 17 -00 6.0- (i 5 L94 商業誹，jl主 264 168 6 :，0 7 17 

4 27 43029 ' 157038 ' 16 -00 17ーり5 :i 5- 5 ') 294 両業調査 264 
司自9 5 

30 10 10:; 

4. 29 44037 ' 1 :; 7034 ' 15 -40 1 7 ~OO 2 8- 2 ') 291 商業調It 264 
同

230 2 
30 10 109 

4. 30 45043 ' 157033 ' 16 -10 1ゎ 50 1. 2- 1り 19¥; 商業拘査 166 
;】 15 

30 2 

4. 30 46 c20' 157015 ' 16 -30 16 -50 O. 9- 1. 0 98 !前菜調査
68 
30 

5. 3 43054 ' 155036 ' 16 -00 17 -10 12- 4.2 294 商業調査 264 
1 20:， 18 

30 11 265 

43014 ' 15.1052' 17 -05 I 17 -34 10- 4. 7 98 商業調子正 68 14 5. 1 
30 49 

5. 6 42050 ' 154じ2.1' 16ー 00 17ー 1() 1. 8- 7ゎ 294 商業調在 2b4 35 5 :，() 2 133 

~. 22 41022 ' Ei7仁39' 02-35 02← 50 30鉢 1 1 37 

4.27 13 "26 ' 1570:12' 02 -10 02-45 30鉢 4 60 

1. 30 45υ44 157 ":11 ' 02ー 15 02 -50 判長f ，:J 

太平洋サケ・マス調査結果(第 2次航海)

投網位置 投網時刻 治、 獲

月 臼 人れ水温 反あ(
緯度 経度 始 終 種 鎖 !え数 ，、e、ニー シロ マス

5. 11 42054' 14RC'06 ' 11-35 15 -48 3.6-5 0 294 商莱調査 140 15 
5 

5. 15 .12050 ' 149C51' 15 -43 16 -55 5.0-5 8 291 商業調査
リ6 D 

3 

;). 1 i 43058' 15')、4S' 15 -23 16 -10 1. 5-5. 0 294 商業調f王 147 312 
，1 221 

5. 1 R 44 c34 ' 156C55' 1.1 -58 15-47 3.6-4.0 19り 商業調盃

5 19 44034 ' 15わ、 051I 15 -25 1 ti -3D 当 3-3.6 260 商業調査
Q リ78 611 
6 37 70 

5. 19 44035 ' 157 ('りL/ 14 --15 15 -13 :l. 5-3 8 9R 商業調査
I 12 24 
5 6 

5.21 44 c:17 ' 156"43' 1 ，1ー00 1-1 -52 九 H-4.1) 1 ~l t) 商業調査
46 65 
3 8 

5. 24 41 '-27 ' 1;j5ζ'3-1 ' 1 .1← 05 15-lil ~ 6 ----4. L 己り l 商業調子f 1 lHう 1.101) 
20 115 

" 25 44 '26' 
155'31' I乃-5K 1 S -15 14-五0 2~1 ， 1 商業調任 1 15 り01

11 (iO 

5.2品 44 "36' 1" 1 .. 12 ' II -03 1;' --35 1. 8-" 1 2り4 商業調在
2 297 310 
7 日()

i)') 



尾 数 平均体長~平均体重 備 考

ギン スケ 計 ，、4、・
一 シ ロ ーョ ス、 ギン ス ケ (標識放流)

り。
。。
31 520-1，610 495-1，280 
42 

2 143 
552 -1， 830 398- 681 612-3，110 100 

171 
537 -1， 792 372- 587 24 

1 395 
549-1，917 690-4，800 

115 

239 
541 -1， 951 549-1，917 

119 

21 589-2，626 558-1，927 635-3，740 3 

602-3，110 

1 223 574-2，130 545-1，860 434- 940 592-2，320 276 

18 533-1，695 412- 780 
50 

40 520-1，690 399- 759 135 

48 
シロ11尾)放流
マス33尾
~o. C 1，601-1，644 

シロ 3尾
7-44尾)放流

No.Cl，641-1，691 
、p

尾 数 平均体長~平均体重 備 考

ギン スケ 計 '" 一 シ ロ ~ ス ギン ス ケ (標識放流)

1 157 550-2， 200 547-2，042 469-1， 558 655-2，100 
6 

101 526-1， 934 451-1，180 3 

1 459 539-1， 967 443- 990 630-3， 150 
226 。。

4 1， 632 
533-1，961 553-2，048 439 -1，064 851-10，740 

113 

37 561-2， 350 538-1， 908 453-1，131 
11 

111 543-1，993 448-1， 096 
11 

2 1， 589 555-2， 155 544-1， 994 442-1， 102 913-11，485 
135 

1， 050 578 ~2， 367 545-1，988 145-1，075 610-2，950 
71 

3 612 572-2，450 531 -1， 863 445-1，084 822-8，783 
27 

- 83 



太平洋サケ・マス調査結果(第 3次航海)

投網位置 投網時刻 漁

月 日 入れ水温 反数

緯度 経度 始 終 種 類 反数 J、、 二二 ン 口

7 42005 ' 150035 ' 15 -10 17-00 自 6-9.2 294 商業調査
264 26H 
:~O 1 H 

6. 10 150， 7 ' 1520.18 ' 1"' -00 16← 20 :l 8-4. 8 294 商業調査 264 547 
30 i 

6. 11 45029 ' 152043' 15 -00 16 -20 1. 1-5. 2 294 商業調査
264 215 
30 10 

6. 12 45024 ' 153016' 14 -.10 16-00 4白- 5.0 294 商業調査
261 2自H
30 1 .1 

6. 13 45027 ' 15:¥0.16' 11-50 16-10 1. 2-5.0 291 商業調査
261 7 i :，0 
30 1 

6. 14 4.1056 153035 I 14← 15 16 -05 4.0- 5.0 294 商業調査
261 10 1品。
30 10 

6. 15 44048 ' 15:¥0:¥:0 ' 15 乃o 16 -50 4. 8-5. 0 294 商業調査 261 22 39 
30 自

6. 17 15020 ' 150020' 13-1"' 1.1-00 fi. 1- 6.5 186 商業調子E
156 
30 υ 「

44025 I 152u:n' 商業調査
68 つ

6. Hl 22-00 ~~つ5 ，1 4- 4.9 98 30 

6. 19 43028 ' 152018 ' 11-20 15-35 5. 1- 5. 8 294 商業調杢
261 ワ】 32 
九0 l 

6. 20 42040 ' 1;;204i' 11-30 15-10 12. 1-1 :O. .1 186 商業調子モ
15fi 
30 

6. 21 41 04;; ， 152037 ' 19 -05 19 -30 14.8-15.8 98 商業調査
6R 
日o

6. 18 44025 152033' 。1-10 。1-55 .1. 2 - 4. 4 :~O 鉢

6. 20 420!(l 1520.ti' 。1-35 リ1-50 30鉢

太平洋サケ・マス調子モ結果(第 i次航海)

投網位置 投網時刻 t魚、
月 日

経度|
入れ水温 反数

緯度 古行 終 種 類 反数 r、、ニ 、ノ ロ

5. 29 44025 ' 150040' 17 -00 18 -15 9.3-10.0 294 商業調査
26.1 3 つ】つ伽

30 

6. 30 14 O:~O ' 151017' 15 -20 16 -30 7. 1-7. 4 294 商業調子モ
264 1 
30 

7. 1 45000 ' 153008' 14 -40 15 -50 6.6-7. 0 294 商業調査
261 
ヨo

7. 2 44038 ' 152038' 15 -25 16 -40 6 1-6.6 294 商業調査
264 3 
30 

7. 3 4.105 【tF 15300γ11530 16-
，10 5.2-;;.8 294 商業調査

26.1 1 
3 

30 4 

7. 4 44050 I 153vi15-30 16 -40 5. 6-5. 8 294 商業調子王
26.1 11 
30 

7. 5 45005 ' 153025' 15 -30 16 -40 6.4-6.8 294 商業調査
261 3 
30 9 

ヲー も 45016 ' 153033' 15 -00 16 -20 6.6-7. 5 291 商業調査
264 7 
30 4 

7. 7 45010' 152051' 15-30 16 -50 6.5-7. 4 294 商業調査 264 4 
30 

7. 8 45022 I 152046' 15 -30 16 -45 6. 1へ-7.4 294 商業調子E
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獲 尾 数 平均体長~平均体重 備 考

守二Z ス ギン スケ 計 "'" 一 ン ロ ーマ ス ギ ン ス ケ (標識放流)

899 1， 167 553 - 437 -
96 114 2， 484 978 

961 1， 511 535 - 439 -
27 34 1， 932 1，094 

479 694 531 - 445 -
24 34 1， 917 1， 0，]7 

1， 946 1 2， 234 547 - 446 -
120 134 2， 117 1， 164 

1， 031 2 1， 171 5:l7 - 434 -
75 79 2， 151 1， 080 

10， 000 2 I 10， 172 568 - 547 - 448-
292 303 2， 422 2， 064 1， 156 

10， 676 10， 737 565 - 544 - 441-
324 333 2， 384 2， 202 1，086 

114 118 564 - 436 -
19 25 2， 235 1， 042 

87 89 536 - 454 -
19 19 2， 055 1， 186 

2， 832 4 2，871 599 - 563 - 436 - 520- 774 -
183 188 2， 915 2， 633 1，073 1， 820 6， 700 

。。
。。

13 13 12尾放流

。
一一一一一一一一一

獲 尾 数 平均体長~平均体重 備 考

ーヲ、 ス ギン スケ 計 "'" 町s 一 、/ ロ ーミ2 ス ギ ン スケ (標識放j和

673 1 699 541-2，233 574-2，658 443-1， 070 774-6，150 
72 72 

917 920 563-2， :H3 447-1，070 
73 74 

6， 633 6， 635 449-1，150 
237 238 

2， 672 2，676 589-2，916 452-1，125 
116 117 

2， 198 l 2， 203 442-1，102 
107 111 

2，427 2 2，440 
ー566-2，486 455-1，180 

175 175 

2，092 56 2， 151 563-2，662 449 -1， 130 582-3， 160 
108 』。 119 

2，275 76 3 2， 361 555-2，452 473-1，213 578-2，860 
126 7 137 

3， 353 4 3， 361 535-1，890 448-1，135 605-3，275 
247 249 

6， 378 10 6， 391 450-1，128 559-2，867 
141 I 143 

F
h
d
 

Q
U
 



太平洋サケ・マス調査結果(第5次航海)

投網位置 投網時間 漁 獲
月 日 入れ水温 反数
緯度 経度 始 終 種類 反数 ，、ー=ニ シロ -マ ス

7. 19 46028' 153015' 15-15 16-37 7. 4-7. 9 294 
商業 24 3， 384 

調査 1 131 

7. 20 46032 ' 153017 ' 15-30 16-45 7. 6-7. 9 294 
商業 2 6 3， 801 

調査 1 209 

7. 21 46050 ' 153028' 15-45 17-03 7.6-7.9 294 
商業 5 2，847 

調査 2 188 

7. 22 47005 ' 153027' 15-55 17-04 7. 3-8.1 294 
商業 1 3 5， 373 

調査 2 251 

7. 23 47003' 153041' 15-55 17-10 8.2-8. 7 294 
商業 6 3， 067 

調査 133 

7. 26 47036 ' 154014' 15 -25 16-38 5.6-8.8 294 
商業 3 1，082 

調査 ワ 52 

7. 27 47006 ' 153048'i 15-20 16-35 8.5-8.6 294 
商業 1 3 2， 264 

調査 98 

7. 28 46053 ' 153029 ' 15-30 16 -40 9.4-10. 1 294 
商業 2. 894 

調査 134 

7. 30 44040 ' 149006' 16-25 17-09 6.7-7. 8 196 
商業 2， 569 

調査 153 

7. 31 43030 ' 1-17048 ' 16-10 16-40 13.0-13. 4 98 
商業
調査

7. 31 42026 147042' 15-05 15-30 19.3-19.8 98 商業
調査

7. 30 44040 149006' 02-40 02-55 6.5-7.0 30鉢 75 
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尾 数 平均体長~平均体重 備 考

ギン スケ "'̂' シ ロ -マ ス ギ ン ス ケ (標識放流)

20 当 i3， 431 569 - 468 - 579 - 636 -
4 136 2，425 1， 236 3，062 3，717 

40 3， 850 ! 5・1)- 547 - 458 - 596 - 619 -
2 212 2， 925 2， 160 1， 167 3， 237 3， 400 

62 2， 915 576 ~ 463 - 581 - 946 -
12 202 2， 520 1， 255 3， 132 11， 200 

62 5，439 632 - 600 - 460 - 596 -
9 262 3，850 3， 083 1， 230 3， 322 

32 3， 105 603 - 455 - 603 -
7 140 3，317 1， 166 3，588 

28 3 1， 116 645 - 467 - 589 - 618 -
5 59 4， 633 1， 254 3， 143 3，417 

13 2， 281 590 - 605 - 461 - 610 -
1 99 3， 100 3， 567 1，235 3，704 

9 2， 903 474 - 586 -
1 135 1， 329 3，094 

5 2， 574 465 - 615 -
153 1，264 3， 500 

。
(J 

。。
75 

NuC 1，692 - 1， 700 

NIlC 1，713-1， 778 I 
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深 j毎 漁、 場 調 lt 

調査目的

この調査は、昭和43年度にズワイガニ漁場開発調査として始まり、以後、本県日本海沖合における・

深海未利用資源の開発・利用化を目的として継続してきた一連の開発調査であり、近年漁場狭l溢によ

る生産の伸び悩みをきたしている日本海の10-30トン級漁船の漁場利用固定化を打破して、漁業経営

の安定に資するものである。

なお本年度は、ベニズワイ資源を対象Eして調査を行った。

来 従来沖合底びき網漁船によってもあまり利用されなかった 300m以深海域を電点的に開発調査を

実施しているもので、各年における実施概要は第 1表のとおりであるO

E 調査内容

1 調査期間

昭和48年 9月29日-ll月24日

2 調査泌域

400 54' '_ 410 05'N、 139J 9' -1 10 00' E、水深 390- 1， 350 m ( 1図)

3 担当者

主) 主任研究員赤羽光秋

面j) 漁業課長浅加信雄、技師中間凱久

4 調査船

試験船 幸洋丸、(121， 22トン、 400馬力、宮崎勇船長以下1i名乗組)

5 調賓項目

ベニズワイの分布、環境、守物特性

6 調査方法

(1 ) 漁具は、 2種類のカニ箆を 2連作成し、 l海域 1連ずつ使用したコ使用した龍の寸法は、大龍

(底面直径 150cm、上面直径80cm)、中箆(氏面 12"c前、 七面70cす1)である O

また、 1連の音量列はと記 2種類の寵を交互に合計30個とりつけたもので、龍と龍の間隔は50m 

とした。これに使用したロ ブl工、浮子綱、沈子綱及び幹縄それぞれに直径2Jmmのタンラインロ

プとし、枝縄(先端は罷に連結〕は12mm(長さ 7m )のハイクレロ ブとした。

浮「は、直径36仰のカラス玉を 1連に10個使用し、沈子は 1連の両端に20kgアンカ をった々 l

丁使用した。(餌には冷凍サハを使用し、 1龍に 3-8本吊り下げた。〉海面目標物は、ダルマ

灯I個、ボンデン15本及びラシ寸ブイ l個とした。

(2) 環境調査は、気象及び表層水温と底層水温の観測にとどめた。

i :31 漁獲物の生物測定は、本場において、甲巾、体重、性別について 1海域50標本につき測定を行

った。

皿調査結果

調査期間内に延11回の調査を実砲したが、通算 νた漁獲成績は、ベニズワイ 4，767尾、ズワイカニ

94尾、モスゾカイ 170個、その他36個体で、使用した寵の数は延 323個、全魚種合土地7こ1龍平均漁

獲量は 15.7個体、へニスワイは 11.8尾となった。

しかし、ペニスワイが全く漁獲されなかった海域が 4ヶ所あり、これを除いた 7ヶ所におけるへニ

ズワイの l龍平均漁獲尾数を求めると(使用籍数延206個)23. 1尾であった。
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1 ベニズワイの分布

調査結果の概要を第2表にまとめ、また漁獲試験結果から得られた 1籍当り漁獲匹数を大小の円

によって表わし第 2図に示した。

ベニズワイが漁獲された海域は、 F2、F5、F7-Fllの7海域で、他の 4海域では全く漁獲

されなかった。ベニズワイの分布と水深との関連を見ると、ほぼ600メートルを浅い方の限界とし

ており、深い方の限界は今回の調査からは明かにされなかったが最深調査海域が 1，350メートルで

あり、これよりも相当深い海域にまで分布することが容易に推察される。

次に第2図に描かれたベニズワイの密度分布を見ると、 1龍当り10-30匹の中群海域は 1，000メ

ートル以深に集中している点が目立ち、問30匹以七の濃群は同海域と水深700メートル付近海域に

分かれてし、る。また10匹未満の薄群海域もまた600メートル付近と、1，000メ トル以蹄こ分かれてし、るが、

これらは漁法及び群の生物特性(後述)の関係から例外として扱ってさしっかえなし、。このことは

濃群を形成していた700メートル付近海域にも共通した事が考えられ(後述)これらの例外を除い

て、ベニズワイの密度分布を検討すると、濃群形成海域は1，000メートル以深であることがほぼ明

かである。

次にベニズワイの分布と関連して、他種のカニ、モスソガイとの生息域の関連を第3図に示した。

先づ、近縁種のズワイガニは、 500メートル等深線に沿ったF1-F 4の各点及びF6海域にお

いて漁獲され(群密度は何れも極めて小さしつ、これら海域はF2で僅かのベニズワイが同時に。漁

獲された例を除けば、両種は全く分布を異にしている。

また、混獲されたそスソガイ(通称ツブ)もズワイガニとほぼ分布を同ーとしており、僅かにF5

がズワイガニよりもやや分布水深を拡大しているのみで、ベニズワイ分布との関連上では、やはり

前述の例外的なベニズワイ分布海域においてのみ生息域を同一にしているつ

次に、ベニズワイの単位漁獲量と漁具滞水時間(日数〉との関連を第 4図から検討すると、分布

の例外として扱ったやや浅い海域に当るF2とF5の2海域がこの図上においても例外となってい

るが、他の分布域では、滞水日数2日聞を最濃密群とし、帯水日数18日聞を最薄群とする直線的な

関連が得られる。このことは、滞水日数叉は時聞が漁獲に大きな影響を及ぼすことを示すものとし

て重要な結果を表わしている。したがって、ベニズワイの密度分布を考える場合、この点の漁獲条

件を十分考慮する必屡があり、このことから、 18日間滞水したFllの群密度を例外として扱うたも

のである。

2環境

本年実施した環境調査の項目中では、直接ベニズワイの生息に関するものは底層水温であると考

えられ、第3表中の底層水温を検討するべきであるが、表に記したように調査の準備段階において

ワイヤ一長不足と云うミスがあり、このため最も必要となったF7-Fllの底層水温が得られず、

本年度この調査は完成し得なかった。

観測し得た700メートル以浅海域の底層水温は0.5-0.7'cの範囲にあり、やや変化傾向が顕著

である点としては、最も浅かったF4の水温が僅か0.1-0.2 'c他の海成より高かったことが挙げ

られる。

3 ベニズワイの群特性

ベニズワイの海域別申巾と体重の関係は、甲巾の平均値は最小で 10.1cm (F 5 )、最大で11.8 

cm(F9)となり、この範囲の中でF5の群のみが特に小型であったほかは、ほぼ同型(11. 5-

11. 8cm )を示している。一方、体重は最小が 2789 ( F 5 )、最大は5429 ( F 9 )で、甲巾で示

した外型の場合にくらべてその変化は著しし、。しかしその中味を見ると、 F7 -F 10 ( F 11は測定

を行わなかった)の各海域群は4939-542 9の比較的近い値を示し、 F1 ( 405 9 )及びF5の

両海域群が離れた値を示す点が注目される。

次にF5群は全体に小型であるため体重が他の群よりも全体に小さい水準を示し、甲巾と体重と
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の関係においては、ある成長曲線に沿っている。(多少外れる個体も一部みとめられる)0 F 2群

は、甲巾と体重の関係上かなりのパラつきを示しており、生態k特異な現象を顕著に表わしている O

これは通常水ガニと呼ばれる脱皮直後の群と脱皮l直前の群とが入り混じっていたことによるもので、

F2海域において脱皮が行われたことを想像させるO またF7群はF5群とほぼ同ーの曲線に沿っ

ているが、 F5群が全体に小型であったのに対し、 F7群は全体に大型であるO 今調査を通じて最

も体重の大きいF9群はF7群を更に大型にし、かつ成長曲線もやや異った充実した個体群として

示されている。

以上代表的な各群の特性を述べてきたが、ここに挙げた各群とも異る生態群として捉えられるO

最後に性別について触れると、 F10群において 583個体中に僅か I個体の雌の混入が見られたほ

かは、全てが雄であり、明りような棲分け現象を示していた。

N 今後の課題

本年度の調査においてなし得なかった項目、或いは明かにされなL、府を残された課題として列挙す

ると、

(研究上の問題(~， ) 

1) 雌の群の分布域を明かにし、本年度に設定した生態系との関連を究明し、更には再生産機構究明

の子がかりを得る。

2) 資源、の量的変化把握のために、同海域の重複調査を行う。

3) 本年度調査を行わなかった中間海域及び L500メ トル以深への拡大調査を行い、分布様式を把

握する。

4) 環境調査を重点的に実施する。

(漁業上の問題点〕

1) ベニズワイの本県(鯵ヶ沢港)における k市価格は、約10旬(犬カニ13匹くらい)で 200円~

300円と云う極端に安価な有様であった。本種を対象とした漁業の成立は、この状態のもとでは不

可能であり、流通対策の必要に迫られているO
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第 1表青森県日本海沖合の深海における漁場開発調査実施経過年表

実施年度 実 施 事 業 名 調 査 時 期 調 査 船 名

昭和 43 ズワイガニ漁場開発調査 8月14日-12月初日 幸 洋 丸

44 |可 上 12月1日-12月23日 11 

45 同 k 9月28日--12月20日 11 

東奥丸
日本海沖合未利用漁場開発調査 7月 3日-8月25日 ほか委託底びき網

漁船 2隻

46 深海漁場開発調査 10月5日-12月5日 幸 洋 丸

47 同 上 10月21日-12月4日 幸 洋 丸

調査回数 調査水添加)
主たる対象

漁具漁法 主たる漁獲物
魚種名

ズワイカ、ニ 龍網 2放 ズワイガニ
37回 200 - 510 2，424匹

(1放っη穏〉 ベニズワイベニズワイ
914匹

ズワイガニ
2 230 - 380 ズワイガニ 同 上

400匹

ヌ;ワイガニ 同 上
ズワイカ、ニ
3?20匹33 200 - 600 ベニズワへニズワイ 3 放 4， 464匹

かけ回し式 スケトウタラ
70 100 - 960 スケトウタラ

底びき網 17トン

底刺網 3放 スヶトウタラ
20 250-510 スヶトウタラ

(1放30同 11トン

12 290 - 460 スケトウタラ 同 I二
5 ト
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第 2表 調査結果概要表

漁 獲 E是旦ヨL 四 ペニス、ワイ計測値

調査海域番号 水 深 (m) 底層水温 滞水時間(日) 使用寵数 へニズワイの l龍平均匹数

ベニズワイ ズ、ワイカ、ニ モス、ソカイ 甲 巾 体重

F 1 585 ~ 605 
O5 On  

3 30 
匹 mm g 。 18 39 

2 590 ~ 685 O. 6 3 30 43 4 52 1. 4 116 405 

3 470 ~ 480 O. 5 3 29 。 56 20 

4 390 ~ 460 O. 7 2 29 。 6 8 

5 660 ~ 740 0.6 3 29 1， 312 。 26 45. 2 101 278 

6 530 ~ 600 O. 5 3 29 。 10 25 
にC

7 1， 0州~ 1，200 4 30 857 () 。 28. 5 116 510 

内 1， 040 ~ 1. 350 
測

2 30 1， 074 
定

。 。 35. 8 115 493 

出
9 1， 190 ~ 1. 250 来 7 30 772 。 。 25. 7 118 542 

ず

10 1， 020 ~ 1， 250 
※ 

9 29 583 。 。 20. 1 115 494 

11 920 ~ 1. 230 18 28 126 。 。 4. 5 

計 323 4， 767 94 170 

括提 ワイヤ 長不足のため、測定出来なかったものであるO



， 
r 

， 

_._ 

f，J 
.ノノ
"，. ，. 

総
日
国

ム
い

xq
ヘ
鴎
湘
附
山
V
4
司
国

41000 

140000' 

一一「ー
" I 、 J

¥('  、.、 s
、、ノ

、、、、、、
、、
' ' 
‘ 

t 

(.)1，、【、。
01 、c
01 ・o

I : 

¥ ¥._一

、

50' 

.....・、、
/・l

l. 

50' 

木戸瀬埼

一数匹獲漁均平龍、l弘
f
t
l
t
J

10匹未満
10 ~ 30匹

:¥0匹以 l二

回

。

(

)

{

)

! 

40' 

N
G
(
)
(
)
/
/
 
/ 

“‘ 

139030' 

、H

，・。。・
1
1
1
1

¥ 

¥ 

“・.

出

品

---。

¥ 、



第3図魚種別分布図

~@O 
ベニズワイ ズワイカPニ モスソガイ

第 4図 ベニズワイの寵滞水日数と漁獲の関係
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深海漁場調

F 1 F 2 F 3 F i F 5 

月 日 9 29 9 29 10 乃 10 ヨ 10 5 

入 箆 時 刻 06 .l O~OÎ. 08 07. 2:;~07. 10 12.:;ll~ 1 '.! 5り lti 25~ 16 1'~ 10.25~1015 

入 天 候 C C C C b c 

気 温 19 0 19 0 118 11 片 9 0 

気 圧 1.0コ1 1， 021 1. 019 ! 1， 017 1，022 

風向 風力 NW  ~ NW  2 E S EJ I W 5 NNE;， 

寵 表 面 水 温 サリ H 22. R 2¥ ') i 22. l) ~2. H 

底 層 水 温 57::> m 1) 5 I 580 m O. 56 160m 0.;; ! 150m O. 7 630 m O. 6 I 

入 寵 方 向 ;¥fE NE  NE  N NE  

月 日 ¥U 10 ヨ ¥0 11 I 10 5 III RI 

t易 寵 時 刻 。7.~ ，， ~1:'?0 (j i 1325-)615 07 日 ~()9.:;;; i 081)1)~Oりが) OR ()0~1107 

掲 天 候 r C b c b c b c 

気 温 16 8 11 8 16 0 i 15. 2 14. 0 

気 圧 1021 ! 1， 018. 5 1， 0:22 1， 022 i 1，016.5 

風向 風力 W :; I SW  1 WSW2  ' NNE:， N 3 
寵
表 面 水 温 :2~. 6 22. (; 21 " 

掲 寵 方 向 S羽f SW  SW  S羽7 SW  

t'L 置
位
漁 場 !O 59' 4 I 41' 02' 40ョ 57" 11 05' 11 01' 5 

置
139 ，，8 'o I 1 :，9' 57' 1，9 59 '0 110 00' 1 ;，日， 55.'6 

と
水 深 60" ~ 58" 685 ~ 590 180 - 170 160 ~ 390 7Hl -"品。

漁
使 用 寵 数 大 11 大 8 大 81 大 14 大 11 

具
中 16 中 22 ιt 中 15 中 15 

主十 30 I :，0 29 29 ワ】Q 

魚 ベニスワイ 8 。匹| 41 。 。 1. 312 

種 9 。匹i 。 。 。
思IJ ズワイガニ8 13匹 30 6 。
漁 g 5匹 。 26 。 。
獲 モスソガイ :19 1固 52 20 8 26 

主主主主主 そ 0) 他 つ t 10 。
平と ベニズワイ(甲巾〕 116mm 

均 (体重) 40511 

甲ドド ズワイ力、ニ(甲巾) (川) 90 83 

巾重 (体重) 176 'J 279 231 

その他の魚筏内容 タコ lエヒ l ゲンゲ2 エビ2 魚 3 ヲコ i 魚 6
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査結果表

F 6 F 7 F 8 F 9 F 10 F 11 2I3 込 計

10 11 “ ‘》 11 6 11 8 1 1 15 1 1 2，1 

09.50~10.07 IL45~1205 1l 45~1207 11 :l3~ 11.51 1 1. 55~12.15 11 40~12.00 

b c C b c b c b c C 

14.0 13. 0 17. 0 15. 0 110 

1. 021. 5 1， 022 1， 01，1 5 1， 022 1， 021 1， 019 

NW  つ E 3 NW  4 NW  -1 WN羽1 3 SW 5 

2:¥ 1 19 2 18 8 17 2 16. 3 

560mO.5-1 

WNW NW→W WSW N/E W→Ni九/ NE 

10 9 11 6 1 1 日 11 15 11 24 12 12 

07 38~09 25 0825~1140 08.15~1115 09. 00 ~ 1 1. 40 08 30~1135 08.06~lO 40 

b c C b c b c C C 

19 0 88  15. 0 14. 0 11. 0 

1， 025 1，016 981 1， 021 1， 019 

NW  2 NW  2 NW  1 WNW :> Si九1 1 SW  6 

17. 2 18. 4 18 0 16 3 

W S SW 

40' 57.':l 10' 58' 40' 55' 40' 55' 40' 54' 40' 54そ4

139、57' 139'50'5 139' 50' 139υ49' 139' ，19' 139'51' 

530 ~ 600 I ， 060~1 ， 200 1040~1350 1 ， 190~ 1， 250 l， 020~1 ， 250 1 230~920 

大 8 大 14 大 14 大 14 13 12 133 

中 21 中 16 中 16 中 16 16 16 190 

29 30 30 30 29 28 n3 

。 857 1， 074 772 582 126 4.766 

。 。 。 。 1 。
8 Q 。 。 。 。 61 

2 。 。 。 。 。 33 

25 。 。 。 。 。 170 

17 。 。 。 。 。 36 

116 115 118 115 

510 493 512 494 

色 17 

月，.
ハ
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A 陸奥湾資源分布調査

調査目的

陸奥湾漁業の健全な発展を図るため、底びき網漁法により底棲生物の分布生態、および資源状態を

把握するとともに、海況および環境との関連を究明する。

H 調査内容

1 調査期間

昭和48年 8月11日-10月31日

2 調査場所

陸奥湾(共同漁業権内漁場および漁業協同組合から特に除外要求のあった水域を除く〕

3 調査員および調査船

(1) 調査員

主任研究員斎藤重男

技 師木村大

(2) 調査船

試験船…………青鵬丸(19. 9トン 170馬力)

船長中川武光他 5名

4 調査項目

(1) 底棲生物分布状況

(2) 発育段階別分布状況

(3) 主要魚種の食性

(4) 回遊移動状況

(5) 産卵場および産卵時期の究明

(6) 漁場環境

(7) 多項目調査

5 調査方法

(1)使用漁具....・H ・-かけ廻し式 lそうびき沖合底びき網

(片側lのロープの長さ 1，000m袋尻の目合同開〉

(2) 水 深....・H ・-魚群深知機

(3) 水 温....・H ・-顛倒寒暖計

(4) 標識放流....・H ・-迷子札

皿調査結果

調査地点は88点(第 1図)で各調査地点の操業記録については付表に示すとおりである。

湾口部の調査を行なわなかったのは漁協からの除外要望によるものである。

また共同漁業権内漁場の調査についても漁協の同意が得られないため初めから除外しTこ。

月別、調査点〈第 2図〉は8月20点、 9月31点、 10月37点であるが、漁場をA、B、C、D、E、

F、Gの7海区に区分して底魚分布状況をみた。

東湾海区において調査回数が少ないのは、この海区は泥深く、泥、オカメプンプク(練皮動物)が

大量に入網して曳網に困難をきたした事による。

調査期間中を通して調査地点に底建網を建込んで‘いるところ等は曳網できなかった。
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1 底魚分布状況

漁獲された魚種は第 l表のとおり33種で昨年冬季より 1種多いだけであるが、その中カレイ科が

最も種類が多く(9種)、次いでタイ、ヒラメ科がそれぞれ 2種、トラザメ、 ドチザメ科等20科が

1種づつである。

各調査地点の 1曳網当り総漁獲量を第 3凶に示したが、 F海区(脇野沢沖312kg )が最高で、l点

平均漁獲量はF海区(105 kg )、ついで日海医(97kg )、 A海区 (87kg )、D海|叉(84kg )、E海

区 (70kg)、B海区(32kg )の順である。

総漁獲量は 7，686 kgで、 F海区が最高を示し、 1点干均漁獲量も最も多L、。

第 1表

トラザヲτ?
ドチザメ科

ガンキエイ科

アカエイ科

モ科

サバ科

アジ科

スズキ科

タイ科

11 

ゲンゲ上科

出

トラザメ

ホシザメ

アカエイ

マサハ

目マ ア シ

イシナキ

クロダイ

ーマ 夕、 イ

現 魚種

Scyliorhinus torazame 

Mustelus manazo 

Rajidae 

Dasyatis akajei 

Muraenesocidae 

Scomber japonicus 

Trachurus japonicus 

Stereolepis ischinagi 

Mylio macrocephalus 

Chrysophrys niajor 

Zoarcicae 

クモハゼ科 I I Gob i i dae 

カワハギ科|ウマス‘ラハギ INavodon modes tus 

フグ科|マフグ IFugu vermicljlaris porphyreus 
フサカサコー科|クロ ソイ ISebastes schlegeli 
オニオコゼ科 I I Synancei idae 
アイナメ科|アイナメ IHexagramnos otaki i 
コチ科 I I Platycephal idae 
カジカ科|キンカシカ ICo t t i u s c 1I1 u s s c hmi d t i 
ホウボウ科|カナカシラ ILepidotrigla microptera 
クサウオ科

ヒラメ科

クサウオ

ヒラメ

タマカンゾ
ウビラメ

Liparis tanakai 

Paralichthys olivacells 

Pselldorhomblls pentophthalmus 

TANAKA 

BLEEKER 

MULLER e t HENLE 

HOUTTUYN 

TElv品1INCKet SCHLEGEL 

HILGENDORF 

BASI LEWSKY 

TD仏1INCKet SCHLEGEL 

GUNTHER 

TE1品1INCKe t SCHLEGEL 

HI LGENDORF 

JORDAN et STARKS 

JORDAN et STARKS 

GUNTHER 

GILBERT et BURKE 

TEMMINCK et SCHLEGEL 

GUNTHER 

カレイ科

11 

ソウハチ

ムシヵーレイ

メイタガレイ

Cleisthenes pinetorum herzensteini SCHMIDT 

Eopsetta grigorjewi HERZENSTEIN 

11 

/ノ

11 

11 

11 

11 

アンコウ科

Pleuronichthys cornutus 

スナガレイ ILimanda punctatissima 
マカレイ IL. 

7 コカレイ IL. 

herzensteini 

yokohamae 

ヌマカ、レイ

インガレ f
ヤナギム、/
カ戸レ イ

アンコウ

Platichthys stellatus 

Kareius bieoloratus 

Tanakius kitaharai 

Lophiomus setigerus 
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(1 ) 魚種別海区別分布

1 )ヒラメ

湾内全域にわたって分布しているが、特にF海区に集中して漁獲が多かった0

2) ソウハチ

西湾のF海区にのみ集中的に分布して他の海区には分布がみられないのが特徴であるO

3) ムシカレイ

僅かながらも全海区に分布しているがF海区に特に多くみられる。

4) スナガレイ

僅かながら全海区にみられるが、全般に分布は少なL、0

5) マカレイ

全海区に広く分布しているが、 F海区が平均したが号、獲量を示しているO

6) マコカレイ

マカレイ同様に全海区に分布しているが、これまでの魚種と異なり東湾に分布ポ多くなって

おり A海区が最高である。

7) イシカ、レイ

東湾に広く分布しているが漁獲量としてはみるべきものはなL、0

8) ヤナギムシカ、レイ

殆んど西湾のF海区に分布し、東湾には漁獲がみられなかった。量的にはみるべきものはな

L、。

9) アイナメ

全海区に広く分布しているが、 A海区が多く他は量的に少なし、0

10) カナガシラ

全海区に分布し、 50kg以上の漁獲は東湾の海区に多く、内湾にはなL、。

11) マダイ

湾奥のG海区を除いて分布しているが、 A海区に10旬以上の漁獲が僅かにみられただけで、あ

る。

12) ホシザメ

全海区に分布しているがF海区が多い。

(2) 魚種別、時期別、海区別分布

1 )ヒラメ

最も漁獲の多かったのはE海区の10月(23勾〕、ついでF海区の 9、10月(20旬〕で他は10

旬以下であるO

海区別の I点平均をみるとF海区(17 kg )に分布が多く、これについでE海区(12旬)でB

海区(O. 3 kg )が最も少なし、。

2) ソウハチ

前述のとおりその分布は狭く、 E、F海l互のみに分布しており、最I弓はF海区の 9月(4~kg) 、

ついでE甑区の10月(38kg )で、平均してF海区(25kg )に最も多く分布しているつ

3) ムシガレイ

F海区が他の海区に比べて分布が多く、 10月(18kg )、9月(13旬)、平均1.1kgiこ比して他

海区はすべて 3旬以下と分布が薄L、。
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4) スナカレイ

各海|又とも分布が少なく、海区別の判定はつけがたL、0

fi) マガレイ

A. B、Gの各海区以外は15旬以 tの漁獲であるが特にF海区の 8月(25kg )が多く、平均

漁獲量(14~IRkg )においては大きな変化はなL、。

6) マコガレイ

これまでの魚種と分布域を異にし東湾のA、B、C、D、の海区が漁獲も多かったが、特に

A海区が、月別、平均でも最高で、西湾のE、F、G海区は少なL、。

7) ヤナギムシガレイ

酋湾のE、F、G、海区のみでスナガレイ同様みるべき漁獲はなかった0

8) アイナメ

量的には少なく、 A海区が10月(10kg )、平均(9 kg )ともに多く、他の海区はすべて 5旬

以下であづた。

9) カナガシラ

C海区が 9月 (57kg)、平均(31kg )ともに最高で、 B、E、G海区を除いたA、D、F海

区の月号Ij、平均漁獲量には大きな差はみられなL、。

10) マダイ

殆んど 5kg以下で、あるが、 A海区の10月(6 kg)、平均漁獲量(5 kg)が他の海区よりも多

く、これについで、B海区の10月であった。

11) ホシザメ

月別で、はE、F海区の10月(13kg ) D海区の9月(9 kg)であるが、平均漁獲量ではF海区

( lokg )、D海区(8 kg )が多L、。

12) イシカぃレイ

月別で、はF海区(漁獲なし)をのぞき他の海区は殆んど 3旬以下であるが、海区別の平均漁

獲量はC海区(3 kg )が若干多L、。

(3) 月別、海区別、魚種別、出現頻度

1)ヒラメ

月別にみるとF海区の10月(19% )、 F海区の10月(17% )、 G海区の 9月(16%)、E海

区の 9月(14%)の順であるが、海区別の比率はE海区 (16%)、 F海区 (14%)、 G海区

(12% )であり、 E海区に出現頻度が高く、つL、でF海区であった。

2) ソウハチ

E、F海区の10月 (31%)、 9月 (31%)が最高で、海区別で、はF海区 (21%)が高かった0

3) ムシガレイ

F海区の10月(16%)、 9月(9 %)、 8月(8 %)が高く、海区別ではF海区 (11%)に

出現が多かった。

4) スナカr レイ

すべて 5%以下であるが、 D、B海区が他の海区より多かっ1.::.0

5) マカレイ

月別ではE海区の 8月 (67%)、 F海区の 8月 (31%)が多いが、海区別で、は、 E海区(19 

%)、 D海区 (18%)で、の頻度が高かった。

6) マコガレイ

B海区の 9月(100 %)は I回だけの調査で、マガレイだけしか入網をみなかったため値が

高くなったが、東湾のA、B海区が、他海区よりも格段に出現頻度が高く、他の魚種に比して

各海区ともに分布状態の巾が広いことが示されている。
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71 イシカレイ

各海区ともに出現頻度が低く、分布が少ないことが示されており、すべて 4%以トでち〉た0

81 ヤナギムシガレイ

東湾海区のみに出現しており、その頻度は低L、。殆んど 2%以下であづ fこ0

9) アイナメ

月別にみると A海区の10月(11%)、B海抵の 8月(9 %)、 G海区の 9月(R %)の値が

高いが、他の月は殆んど 5%以下で‘海区別で、はA、G海区(6 %)が他海区上り若干値が高い

のみで、それほど大きな差はみられなL、。

10) カナカジラ

月別で‘はC海区の 9月 (48%)が他の海区(10-20%)に犬差をつけており海区別でも C海

区 (32%)に分布の厚いことが示されている。

ll) マダイ

この魚種も分布は薄く、 B海区の10月(12%)、ついでA海区の10月(6 %)であるが、 B

海医(93旨)、 A海区(63五)が他海区よりも値が高かった。

12) ホシザメ

A、B海[亙を除いて月日Ij( ;; %-12%)、海区別 (6-9%)とも分布状態に大差がないよ

うに思われる。

2 発育段階別分布状況

かけ坦し式 1そうびき沖合!まびき網(目合66mm)を使用した関係上小型魚の入網はみられなかっ

Tこ。

( 1) ヒラメ

全湾的にみるとモートは32cmにみられ、分布巾は13-R3仰で、モ トでは昨年冬季と略々同燥

であるが、全長で昨年 (11cm)の 2倍以上の個体 (83cm)が、 10月A海区にみられ、 ticm以kの

目立魚と思われる個体は全湾、にみられる。特に 9、10月の F海区に分布が多く C、A海[豆も多かっ

たが、東湾と西湾を比較するとその分布巾には大きな差はみられなし、。

10月には全長が26川以上であったが 9月の最少は13訓(昨年は20'叫であった。

(2) ゾウハチ

分布巾は15-39cm(昨年は 7-33cm )でモ ドは15cmに認められ、昨年冬季より 4cm小さし、0

8、 9、10月のモ ドはそれぞれ18、旬、 20舗で 9月が最大であったが、この魚種はF海区のみ

に分布し、採捕されている。

(3) ムシヵーレイ

分布巾は15-34cm(昨年は 6-34cm )でモー←ドは24cmで、昨年より 2cmほど小さ L、。

8、 9、10月のモ ドは、それぞれ23、25、26cmに認められJるが、海区別のモードをみると、

10月F溺区(30cm )が最大で、 G海区の 9月 (22cm)が最少であったη

(4) スナガレイ

分布巾は12-29cm、モ ドは18cmに認められ月別のモードでは10月(19cm )が大きいが、海区

別モードではF海区の 9月 (22cm)が最大で、 B海区の10月(16cm )が最少となっている。 25-

29cmの個体はすべてF海f'(( 9月)で漁獲されている。

また西湾、東湾における本魚種のモ ドはそれぞれ18-22c明、 16-19cmで、西湾の魚体の方が、

大きL、。

(5) マガレイ

分布巾は11-33cm(昨年は6-33cm )、モ ドは19、20c机に認められ昨年と略々同様であるO

的-10月のモードは19-20cmで犬きな変化は認められないが、海区別モ ドでは、 F海氏の10
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}j ( 2?，cm )が最大:で、最少はF海区の 8月(16cm )であった。

また西湾のモードは18~23cm、東湾では17~20cmにあって西湾の魚体の方が大きし、

(6) マコガレイ

分布巾は、 14~39cm( 昨年は 9 ~34cm )、モード、は25cmで、昨年と同様であるが、 8、 9、10月

のモ ドをみると、それぞれ22、25、24cmで 9月の値が大きく、殆んど成魚で、幼魚は非常に少な

し、。

海区別モードはF海区の10月 (27cm)が最大でF海区(8月)、 D海区 (10月)の22cmが最少

であった。

また西湾のモードは22~25cm、東湾では21 ~26cm と略々同じ大きさの魚体であった。

(7) ヤナギムゾガレイ

分布巾は14~31cmで、モ ドは18cmに認められるが、 8 、 9 月のモードは18~22、 18c視で 8 月の

魚体の方が大きL、。

この魚種はF海区のみで漁獲されて LるO

(8) メイタカレイ

分布巾は15~29cmで、モードは19、 20cmに認められた。 8 月には殆んど漁獲がなく 9 、 10月のモ

ドは20、19cmで同月とも略々同じ魚体の大きさで、海区別モ ドではD海区の 9月 (25cm)が

最大で、 F海区の10月(18cm )が最少であうた。

また西湾、東湾のモードはそれぞれ、 19~22cm、 18~25cm と東湾の魚体の方が大である。

最大(;..>gcm )の個体はG海区(9月)で漁獲された。

(9) イシガレイ

調査尾数は僅か46尾で・あるが、分布巾は18~46cmでモードは19、 23、 27 、 35、 37cmと多峰型を

示しているが、東湾 (82.6%)に殆んど分布しており、最大(46cm )の個体は東湾で漁獲されて

いる。

間)カナガシラ

湾口の調査は前述のとおり実施できなかづたが漁獲は殆んど 9月である。

分布巾は12~28cmに認められ、モードは16cmで・すべて西湾 (F 、 G 瓶区)で漁獲されているO

(11)アイナメ

分布巾は12~46cm (昨年は15~40cm )でモ ドは25、30c祝に認められ昨年より 4cmほど大型で

あった。

8、 9、10月のモードは20、25、30、29、30cmで.'10月が最大で、 8月が最少であった。

海区別モ ドはG海民の 9月(31cm )が最大、同 8月(20c祝〕が最少であった。

全長最大(46cm )はD海区に於て漁獲されているが、西湾、東湾のモードはそれぞれ20-31cm、

22-30cmと略々同様であった。

(12) ヌマカレイ

僅かに22尾の調査であるため図には現わしていないが、分布巾は18-31cmでモ ドは23c視に認

められ、最大(31cm )はG海区(9月)で漁獲されているO

Q3) マダイ

調査尾数は35尾、分布巾は17-35cm、モ ド'ii20cmで、A、F海区で漁獲されたが、 10月16日A

海区で 7cm主体の個体が30kg漁獲された事が注目される。

3 主要魚種の食性

主要魚種であるヒラメ、マコガレイ、マガレイ等の胃内容物は次のとおりである。

(1)マダイ

節足動物を除く底棲生物を主な餌とし、ゴカイ、ヒトデを捕食していた。

(2) アイナメ

多毛類を除く底棲生物を主な餌とし、節足動物(エビ)を多く摂っていたが、ついで魚類が多

く、軟体動物は少なし、Q
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l:l 1 カナカシラ

17年冬季は魚穎を最も多く捕食していたが、本年は節足動物(エヒ)が多く、多毛傾は昨年liiJ

様捕食されていなL、。

Ll)ヒラメ

魚類が最も多く捕食されており、軟体、環十f手動物はIli二年l，iJ様全く tiliftされていなL、。
(5) ムンカF レイ

練皮、軟体、環形動物は捕食されておらず魚績を最も多く摂食していたふ

(6) ソウハチ

<17年冬季は多種類にわたうて摂餌していたが、本年l工魚傾を僅かに捕食しているに過ぎず他の

氏棲動物を全く摂っていないことが特徴であるO

(7) スナカF レイ

環形動物(ゴカイ〉を{寺iかに捕食しているにすぎず他は全く摂られていない

(8) マカレイ

47年冬季は魚類が最も多く、特にサイウオを好んで食し、その他多種額にわたって摂餌してい

るが、本年は環形動物(コカイ)を多く摂づて魚~lは全くとられて， ':-J: l、。

(9) マコガレイ

環形動物(ゴカイ〉を主な餌とし、練皮、節足動物を若干捕食していたが、昨年は多種煩にわ

たって捕食していた。。0) ヌマカレイ
魚類を集中的に捕食し、他の底棲生物は全く摂られていな L、。

Ul) ヤナギムシカレイ

底棲生物は全〈摂られていなL、o

(12) メイタカレイ

餌料は消化しており不明であった0

4 回遊移動状況

(1)標識放流状汐

昭和48年計~]()月までの聞にむつ湾内に於ての時議放流状況は第 2 麦~第 7 表。

再捕状況は第 8麦、第 4図の 1-2にぶすとおりである。

放流尾数はヒラメ 146尾、イシガレイ 4尾、ムシガレイ、メイタカレイ各 l尾、マコカレイ

180尾、マガレイ 93尾合計 425尾で、標識はすべて迷子札fこよるものである、

ヒラメ

再捕尾数は4尾(2.7%)でその内の 3尾は14-77日経過後湾内で、他の 1尾は津軽海峡高

野崎沖で99日経過後一本釣によって再捕されているが、おそらく日本海に南下移動回遊してゆ

くものと思われるO

- マコカレイ

再捕足数は 7尾(3.9% )ですべて湾内で放流地点より接岸し、経過日数64-123日の長期

間にわたって再捕され、湾内に分布するマコカレイの大部分はその一生を湾内で送るのではな

し、かと推定される(遊佐)の言が注目されるの

イシカ山レイ

10月16日近Jllw7 kmで、放流したものが19日経過後接岸し、芦崎 S2 kw沖で、再捕されているQ

5 産卵場および産卵時期

11) 生殖腺

殆んどは 5以下の未成魚、の状態でありメイタカレイ、マコカレイのみがG"1 10-20に達してLる。

121 産卵時期

肉眼観察によれば、 10月マコガレイ、メイタガレイ、アイナメに半熱、成熟の個体があり 11~ 

12月にかけて産卵の可能性があるように思われる。

(3)産卵場

この 3魚種は成熟度からみて湾内で、産卵するものと思われる。

108 ~ 



第 2友 ヒラメ標識紋流実施状況

{f. fl H 放 iil[ 場 所 水深、 }己数、 標識種類、 全長範閥

I H 9_ I 堤川 N 7km ;{5 m ヨ尾 迷子札式 24_ 0 ~ 22_ 4 cm 

ti 双子島NW/Wl/IW 5 50 " 25.3 

8 双子島w/Sヰ/4S 4 15 2 " 24. 9 ~ 26. 2 

" 中沢 E 7 50 28 " 21. 0 ~ 27. 8 
12 蟹田川 E/S3/4S 7 53 7 " 24.2 ~ 31. 1 

1-1 H " 11 50 8 " 26. 0 ~ 32. 2 

19 清水川NE/E1/2 E 9. 5 45 " :n.o 

" " Nt/4E 11 47 3 " 28.6 ~ 33. 0 
21 広瀬川 E 7. 5 53 3 " 29.8 ~ 31. () 

" 牛ノ首f:WVノベM 4 60 1 :{ " 25. 5 ~ 11. 5 
22 大島W/N1/4N 8 49 8 " 25. 3 ~ 31. :{ 

25 " NE  5.5 49 " :ll. 2 

26 牛ノ首E/S 7. 5 45 4 " 30. 4 ~ 31. 6 

" 大崎NE/討し'2N 85  43 " :H.O 

29 牛/首sw 85 58 18 " 27. 0 ~ 36.5 
10. :~ 大島NNW 6 49 11 " 25.1 ~ 35.2 
4 武ノ JIIW!/2N 9. 5 44 " 30.0 

5 黒崎SW/S3/4 S 13.5 48 8 " 26.4 ~ 31. 3 
9 " SE 7 36 4 " 29. 6 ~ 31. 8 
10.11 牛ノ首 SW llkm 58 m 13尾 迷子札式 28.0 ~ 35.0 C祝

16 近川 W 7 32 3 11 :18.6 ~ 42. 8 

19 牛ノ首SE/包 6. 5 48 5 11 29. 6 ~ 31. 8 

言十 146 

第 3表 イシガレイ標識放流実施状況

放流場所 標識種類|全長範囲

牛ノ首E/S 迷子札式 1 32. 2 伺

近川 W 7 11 38.6 - 42.8 

ムシガレイ標識放流実施状況

放 流 場 所 水深 標識種類 全長範囲

島NE 5.5 km 49 m 迷子札式 26. 2 cm 

第 5 表 メイタガレイ標識放流実施状況

放 流 場 尾数|標識種類|
全長範囲

19.8 ι胃11尾迷子札式
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第 6 }毛 マ:1カレイ標識別f流実施状況

年 月臼 放 流 場 所 水 深 尾 数 標識種類 全長範囲

1 8 8.11 双子島NNW 7. .1 km /15 m 3尾 迷子十Lぷ 20. 8 ~ 24. 4 cm 

21 牛ノ首 SW/N1/2W 品o 日 " 18. 0 ~ 32. U 

23 牛ノ首sw/N i 59 10 F 21 1 ~ :)0 

9. 1 堤川 N 4 32 ‘t '1 23 0 ~ :3:¥.0 

6 双子島NW/Wl/IW =、 50 '1 24 0 ~ :H 2 

8 双 f島W/S3/4S 15 日 " 20. 8 ~ 30. 5 

8 中沢 E 4 51 '1 20. 8 

12 蟹田 E/S:)/4S d 53 8 " 21 6 ~ 28 1 

14 蟹田川 E 11 50 2 " 29. 6 ~ :m 4 

18 武/JIIW/S H 40 1.1 " 21 1 ~ 28. 0 

1'!1 清水川N/EI/2E け日 ι15 H H 16. :) ~ :>1.2 

" " Nし〆4E 11 47 9 " 17. 2 ~ 28. 6 

広瀬川 E 【i. ~ 5:) 3 " 2:). " ~ 九5.2 

25 大 島 NE コ日 19 8 " 24. 2 ~ 30. 0 

26 牛ノ前E/S 【t.:l コ 45 " 22. 6 ~ 29. 5 
" 大崎NEバ~ t/2N 8. 5 4:1 1:) " 21 3 ~ 2前九
" 牛ノ民E/S 7. 5 45 t " 24 '2. ~ 27. '2. 

10. 3 大島NNW 6 49 、t " 24 .1 ~ 27. 4 

t 武ノ JIIW1/'2.N 9. 5 14 10 " 20 0 ~ 30. :; 
5 黒崎罰的VIS l九 5 48 11 " つ臼つv リ臼 ~ 27. '2. 

9 黒崎 SE  
【 :，8 14 '1 23 6 ~ :m 6 

16 " S/E 日ら 41 1 " 18 '2. ~ 2:). ~ 

19 牛ノ首 SE/E 6. 5 t7 15 " ~2. 6 - :)0.6 

180 

第 7 表 マカレイ標識放流実施状況

年 月日 放 流 場 所 水 深 昆 数 標識種頴 全長範囲

4 8 8.21 双 f島NNW 7. 1 km -15 m l尾 迷 f札式 22. 4 cml 

20 牛ノ首 S 9 51 5 " 19. -1 ~ 21 1 
" 牛ノ首 SEI/2E 5." 

仁d三2 10 " 21.1 ~ 25. 2 
9. 1 堤川 N 円i 34 " 14 2 

6 双子島NW1/1N 5 50 " 20 8 

14 蟹 lfl E/S 3/1 S 1 1 50 " 23 2 

19 清水川NEt/2E 9 5 .15 1 11 24 5 

" 清水川Nl/4E 1. 1 17 4 " 20. 2 ~ 28 0 
広瀬JI¥ E '. ;) 5:1 11 " 18自 ~ 24 5 

26 大崎NE/N1/2 N 8. 5 n " 25. 9 

10. 4 武ノ JI¥WI/:ょN 9. ;} 11 つ“ 11 20. 0 ~ 2:，8 
8 殿的 SE/S:l/IS 9 ら 17 21 " 17. .1 ~ 21. " 
16 黒崎s/E H. ;) " 1 i. H ~ 25. 1 
19 !t-/百 SE/E h. :J 13 " 16. '2. ~ 

9:) 
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第 8表標識魚の再捕状況

魚種
放流

放 流 場 所
再捕
再捕場所

年月日 年月日

48 牛/首 ~νw 4， 000 m 48 塩越E
ヒラメ

( 326海区) ]. 1 km 9.21 10. 5 

" 大島W/N1/4N 8 km " 野田沖
22 ( 341海区) 12.8 0.4 km 

" " :1 " 三厩村要月
12.30 高野崎沖

29 牛ノ首sw 8.5 km " 塩越E 6 k掴
( 351海区) 10.24 体深72m)

48 牛ノ首SW/W 4k置 48 脇野沢村寄

8.23 ( 326海区) 10.30 浪沖合 1km 

9.8 双子島W/S3/4S 4 km " 油川f中
( 346海区) 12.21 3 km 

" 21 広瀬川 E 7. 5 km 49 安井崎

マコカ' ( 386海区) 1.22 7k班

レ イ " 26 牛ノ首E/S 7. 5 km 48 野辺地沖

( 274海区) 12.15 7伽

" " " " "12.9 安井崎

4 km 

10.9 黒崎SE 7 m " 白砂灯台沖
( 70海区) 12.16 3 km 

" 横浜沖
" " " " 12.12 2-3帥

イシガ 48 近 )'1 W 7km 48 芦崎S

レ イ 10.16 ( 12海区) 11. 4 2 km 

第 4 図の 1 標識魚再捕状況

1 :600. 000 

o 5 10 15 

-放流月日

ー再捕月日

経過

日数

14日

7'i 

99 

25 

68 

104 

123 

80 

74 

68 

64 

19 

(イシガレイ)

一111

再捕 魚体測定値

漁具 放流時再捕時

底曳網
T.L T.L 

36.民加 36. 7 C1II 

小型 LL  T.L 

定置網 30.2 30.5 

T.L τL  
一本釣

27.1 31.6 

刺網

刺網

T.L 
刺網

28. 2 

T.L 
刺網

35. 2 

26. 0 

T.L Tμ5.6 
刺網

24.8 BWI689 

T.L 

26.4 

τ.L 
刺網

27. 6 

τL  

40.2 



第 4図の 2 標識魚再捕状況

山
V
A
H
v
 
nv 

ハ
円ハ。

パ

h
v-

o 5 10 

高野崎

近
川

(マコガレイ)

野辺地

6 漁場環境

水温の視IJ'，よEは8 月 11 日 ~10 月 31 日までの問に行なったが、表層水温l工初期には:2-1. O~26. jOC、終期

は17.O~2 1. 5'tで7.0 ~ -1. 6 (ゴまた底層水温は初期には172~ :2 t 50C、終期は18.O~ :21. 6(つで O.8 

~ 2 9 'tの水温下径がみられた。

W 調査の成果および今後の課題

I 調奄の成果

(1 ) 調査期間中に底びき剰に入網した魚種は33種で、カレイ科が 9種類で最も多く、ヒラメ、カレ

イ穎が全体の78%を占めているO

(2) 魚族は豊富であるが、特にマコガレイ(18.5係人マガレイ(14. :2労しカナガシラ(17. 2係

必)が多L、。

(，3) 地域および月による分布差がみられる。

A 地域別

a 全湾に分布するもの

ヒラメ、ムシガレイ、スナガレイ、 マガレイ、マダイ、 rコガレイ、アイナメ、カナガシ

ラ、ホシザメ

b 車内に多く分布するもの

去メ、マガレイ、マコガレイ、アイナメ、スナカ'レイ、力 Tガシラ、マダイ、ホシfメ、
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c 西i湾に多く分布するもの

ヤナギムシガレイ、ソウハチ、ムシガレイ

d 湾奥に多く分布するもの

漁獲魚少なく特になし

e 特にソウハチ、ヤナギムシガレイは西湾にのみ分布していることが特徴であるO

B 月による相違(勾/1曳網平均)

8月……キンカジカ、ヌマガレイ、ヤナギムシガレイ、 トラザメ、

9月……カナガシラ、ヒラメ、ソウハチ、マガレイ、アンコウ

10月……メイタガレイ、スナガレイ マコガレイ、イシガレイ、マダイ、ホシザメ

(.1) 多獲魚種(8 -10月l点平均漁獲量)

マコガレイ(15. :jkg )、カナガシラ(14. 2kg )、マガレイ(11. 8kg )、ソウハチ(10.4匂)、

ヒラメ(9 2旬、l 、ホシザメ(6. 1 kg )、ムシガレイ(5. 4勾)、アイナメ(2.4 kg )、マダイ

( 1. 5 kg )、イシガレイ(O. 7 kg ) 

(5) 食性

。マコガレイ、マガレイは多毛類を摂餌し、魚類は補食されていなし、。
。ヒラメ、ムシガレイ、ソウハチはこれと反対に魚類を多く摂餌し、多毛類は捕食していなし、0
(6) 調査期間中における成熟魚は少なく、アイナメ、マコガレイ、メイタガレイが僅かに半熱、成

熟状態を示し、 11-12月にかけて産卵するものと思われるO

(7) 総漁獲量に対する月号Ij1点当り平均では8月35.5k9、 9月95.1旬、 10月93.6kgであるO

(8) 奇形魚およひe病魚は見られなかった。

(9) 標識魚はすべて陸奥湾で再補されているが、中には津軽海峡で再捕されたものもあり、日本海

に南下してゆくものと考えられるO

(0) 水温は初期と終期では表面で 7.0-16'e、底層では 0.8- 2.9 'eの水温下降がみられる。

2 今後の課題

(1) 本年は昨年の冬季調定(1 - 3月)と調査点が異なり、また湾口部の調査は組合の要望により

実施できなかったため魚種組成の仁でも相違があるかと思われる。

本調貨の実施に当っては組合の強力な協力が必要である。

(2) 本年は東湾を万遍に調査する予定で、あったが、 8月は泥深く、オカメプンプクが多量入網し、

曳網を困難にしたこと、本年は特に時化が多かったため数多く調査ができなかった。

それに比し 9月は網ずりや、泥の入網が少なく、略々万遍なく調査ができ東湾の底魚分布状態

を把握することができたが、引続き東湾の調査を行なう必要がある。

(3) また魚族の分布生態は季節により異なると思われるので、周年にわたる調査が必要と思われる。
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Jでミオ 2 3 5 6 
戸

8 11 11 18 18 20 20 ~l 

漁、 位 置 372 370 325 :lli6 323 308 :l3H 

水 深 12 50 50 :;:1 51 5.1 ~)8 

場 底 質 泥.砂 泥.砂 i屯 i尼.{i少 j尼 iJ己.{irj、 。己

気 天 (民 H首 晴 曇 曇 曇 居司 曇

風 向 E NE SW SW N SW SW 

風 力 3 つ つ

気 温 22. 0 24. 0 28. 0 28 0 25. 0 25. 0 21. 2 

象 気 圧 1， 012 1，014 1. 004 l， 003 1， 017 l， 01 H 1， 016 

海 。刀l 24 0 24. 1 26. 1 26. 1 25. 8 24. H 2.1 9 

況 底 !脅 23. 2 23. 8 21 " 21 4 17. 3 17. 5 17. 2 

曳 制 長 1， 000 1， 000 1， 000 1，000 l， 000 1. 000 1， 000 

漁 投網開始時 06. 22 07. 58 11. 15 12. 20 11. 15 12. :)7 08 08 

" 終了時 06. 30 08. 06 11. 20 12. :，0 11. 25 13.05 08. 23 
制待時間 D 11 5 5 5 5 2 

曳綱方向 NE NE NE NE NE E SE 

法 曳網時間 10 5 10 10 15 10 10 

揚網開始時 06.45 08. 24 11. 35 12. 45 11. 45 13. 20 08. 35 

" 終了時 07. 15 08 50 12. 05 13. 10 12. 15 13. 45 09. 00 I 

ヒ フ メ o 9 O. 9 

ソ ウ ハチ 20 

ムシカF レイ 3. 0 2. 0 

メイタガレイ 1. 8 

漁 スナガレイ

ーミZ ガ レ イ 2.5 2.5 2. 0 O. 4 28 10 

マコガレイ 1. 0 1. 5 14 5 

ヌマガレイ

イシガレイ O. 3 

ヤ ナ ギ lλ 
O. 5 O. 3 

シ ii レ イ

獲 ナメタガレイ

ア イ ナ メ

カナガシラ 。1 ム‘~. ~ ‘》

ーョr タ イ

ホ シザ メ

ト ブ ザ メ 32. 0 

高 キンカジカ 5 

ーマ フ グ

イ シ ナ キマ

そ σコ f也 ガンギエイ 1. 4 タマカ'ンゾウヒラメ 0.1

8. 0 :1. 1 11 り () 1 4.1 10 

マホマ 2. 1) 十、 タ プ 1) 7 11えがか 1)
備 考 シャコ O. ei 

皆 盤
ナマコ 2. 5 

--1 11 



単位:勾

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

21 21 21 23 23 23 23 23 23 24 

36.1 319 405 310 265 294 326 337 401 342 

60 60 52 48 18 50 59 60 58 50 

す己 泥 泥 泥.砂泥.砂 泥.砂 泥.砂 泥.砂 泥.砂 泥

曇 晴 暗 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇

SW SW SW w SW SW w SW SW E 

1 2 つ 2 2 2 1 1 3 

25. 6 29. 6 29.8 24. 0 23. 5 23. 5 23. 5 25. 0 25. 0 22. 0 

1， 015 l， 015 1， 012 1， 013 1，014 1， 014 1， 014 1， 014 1， 014 1， 015 I 

25. 0 24.8 24. 9 24. 4 24. 4 24. 3 24. 6 24.6 24. 8 25. 3 

17. 4 17. 4 17. 61 21. 2 20. 4 20. 9 18. 7 18.5 19.0 20. 9 

1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1，000 

09. 10 10. :n 12. 20 07. 45 09. 25 10. 35 12，05 13. 10 14. 33 07. 15 

09. 30 10. 45 12. 30 07. 55 09. 33 10. 43 12. 15 13. 25 14.47 07. 25 

5 2 5 5 5 5 5 5 5 5 

SE SE N E E E SE SE SE 羽f

11 15 10 7 10 19 10 10 13 8 

09. 46 11. 02 12.45 08 07 09.48 11. 07 12.30 13. 40 15.05 07. 38 

10. 15 11. 30 13. 15 08. 35 10. 10 11. 32 12. 57 14. 08 15. 30 08. 05 

1 3 l. 7 4 2 3 I 

0.2 30 40 

8 3. 6 1 1 20 5 3 

O. 1 O. 1 

40 10 1 6 14 45 27 15 

5. 5 40 3 8 8 1 O. 7 

5 10 2 4 0.2 

O. 2 O. 5 O. 3 0.8 

20 20 O. 1 

3. 6 

1. 5 

20 40 30 

1. 6 

アンコウ 3 クサウオ 2 タカノノ、 O.4 

51 25. 1 40. 4 1 13. 5 15 126. 8 141. 6 95. 4 6. 3 

コウイカ o. 5 東よりの風

強く帰港
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;士、寸 18 19 20 21 ワワ 23 

27 28 29 9. 6 6 

漁 位 置 132 129 409 111 344 :l:，5 

水 深 36 41 H 35 50 50 

場 底 質 泥.砂、 泥 {砂.泥 泥.砂 泥 j尼

天 候 晴 曇 曇 曇 曇 曇

~ ゴ 風 向 w 可N w N E E 

風 力 1 3 ワ】 4 i 

象 気 i昆 2.1. 5 23. 8 24. 5 18.0 20. 0 20. 0 

象メゴE 圧 1， 012 1， 011 1， 003 1， 017 1， 015 1， 015 

海 気 o m 24， 6 24. 5 24. 8 24. 5 23. 6 23. 6 

況 底 層 23. 8 24. 0 24. 0 24. 1 21. 6 21. 7 

曳 綱 長 1，000 1，000 1，000 1，000 1， 000 1， 000 

漁 投網開始時 08. .17 07. 08 08. 10 06. 35 08. 53 09. 50 

" 終了時 08. 53 07. 16 08. 23 06.43 09.05 10. 00 

網待時間 】，) :1 3 3 5 3 

曳網方向 E E S N w w 

曳網時間 。 1 1 8 4 7 

法 揚網開始時 09.00 07. 30 08. 3.1 06.53 09. 14 10. 10 

11 終 了時 09. 30 07. 58 08. 58 07 25 09， 42 10. .10 

ヒ フ メ 1 l う】つ】

ソ ウ ，、 チ

ムシガレイ

メイタカ'レイ 1. 5 O. 1 '】〉

漁 スナガレイ O. 2 0.2 

ーマ カ' レ イ 1. 5 2. 5 

マコガレイ 10 1. 2 '“ 〉 4. 5 3. 5 

ヌマガレイ 3 

イシカ'レイ 1. 5 

ヤナギムシガレイ

獲 ナメタガレイ

ア イ ナ メ 1. 5 1 1 

カナガシフ 20 

ーマ タ イ

オミ シ ザ メ 4 

ト ブ ザ メ

高 キンカジカ

ーマ フ グ 3. 7 

イ 、J .，- ギ

そ J) !也 ガンギエイ 0.5 ガンギエイ 1 

13 2 3. 0 4. 5 8. 5 41. 1 

オカメフ。ンフγ(lOkl オカメアンプ 根がか
{荷 15 ホタテ死事!)(20kl ( 10kl 

り皆無ンャコ O. 5 根がかり

~ 116ー



単位:勾

24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 

7 7 8 8 12 12 14 14 18 18 

365 383 331 346 107 403 368 340 343 252 149 

53 60 50 45 50 53 53 50 50 47 ~5 

泥.砂 泥.砂 泥 泥 砂。泥 砂.泥 泥。砂 泥 泥 泥 泥

曇 曇 '曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 快晴 晴

E E E E E sw  sw NE E w w 

t 4 4 :， 4 4 4 3 3 2 

19. 5 20. 0 20.0 18. 5 18.5 18. 0 18.0 18.5 19. 5 20. 0 21. 0 

1，012 1，012 1.011 1， 015 1， 010 1， 006 1， 006 1. 008 1， 007 1， 015 1， 015 

23.6 23. 5 23. 2 23. 4 23. 4 23. 0 22. 9 22. 9 23. 0 22. 2 22. 4 

20. 9 20. 4 20. 1 22. 1 22. 0 19. 3 19. 1 20. 3 20. 1 22. 5 22. 5 

1. 000 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1，000 

07. 55 09. 11 10. 57 08. 29 08. 32 08. 47 10. 08 08. 40 09. 57 08. 03 09. 30 

08. 03 09.20 11. 07 08.38 08. 40 08. 58 10. 16 08. 48 10. 06 08. 13 09.45 

5 3 3 3 4 3 5 3 3 3 3 

w w w w w N N w w ENE ENE 
7 5 13 8 7 9 10 7 6 10 10 

08. 15 09. 28 11. 23 07. 49 08. 51 09. 10 10. 31 08. 58 10. 15 08. 26 09. 58 

08. 48 10.03 11. 50 08. 22 09. 25 09. 40 10. 55 09. 25 10.45 09. 06 10. 28 

12 25 1.3 5. 7 15 22 10 3 8 7 

240 

3 1 4 4 1. 7 5 

1. 5 O. 5 1 1. 5 

0.2 1 1. 8 

12 6 2.0 O. 9 2. 0 40 26 5 7 18 

6. 5 1. 8 12 25 1 3 13 35 

0.5 0.2 

1-::> '1 

2 O. 3 3 

l 7 O. 3 1. 3 1. 5 O. 5 6. 5 3. 5 5. 2 I 

15 5 0.8 3 3 O. 1 64 96 

0.2 

25 12 2 12 9 3 18 

O. 8 

O. 3 

O. 2 3. 2 

O. 3 

アンコウ 3.0 YアJカノユエγーイL/1 45 5 δ クサウオ1.2

68.5 295. 5 2. 8 25. 0 10. 5 79. 4 99. 4 29. 3 22. 5 137. 2 147. 2 

マホヤ 10 

一--'-ーーーーーーー
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ZTミゴ
35 36 37 38 39 10 11 

18 18 9 19 19 19 19 19 

漁 {立 置 L。同‘ 78 202 221 287 301 364 

水 深 35 40 45 17 50 55 60 

揚 底 質 泥 泥 VI己 I尼 泥 泥 泥|

天 候 晴 晴 快晴 快晴 快晴 4快晴 快晴

気 風 向 W NW  W 1九ア SW  SW  S羽7

風 力 2 3 】り 3 ') 1 2 

象 ヲ去三(i. 温 no 210 16. 0 19.0 210 22. 0 22 0 

気 圧 1， 014 1. 01:， 1. 012 1. 01:? 1， 012 1， 012 1， 011 
海 o m 22. 5 22. 2 22. 3 つ】ーづ・ 】っ 22. 7 ~2. ~) 21. 2 

況 底 層 22. 6 22. 3 22. 5 22. 6 21. :1 

曳 網 長 1， 000 1，000 1， 000 1， 000 1，000 1. 000 1， 000 

投網開始時 10. 55 12.55 : 05. 55 07. 15 08 55 10. 25 12. 00 

漁 N 終了時 11 05 13. 05 06.05 07. 25 09. 05 10. 35 12. 10 

網待時間 3 3 九 3 3 3 3 

曳網方向 ENE 羽f E E NE NE E 

曳網時間 15 10 15 10 10 15 10 

法 揚網開始時 11. 23 13. 1自 06. 23 07. 38 09. 18 10. 5:， 12. 23 
N 終 了時 11 53 13.48 06. 18 08 03 09. 50 11 25 12. 50 

ヒ フ メ 1. 5 3 8 15 15 30 

ソ ウ ノ、 チ 15 

ムシガレイ 3. 8 7. 2 4. :1 

メイタガレイ つ O. -4 

漁 スナガレイ 3 2. 8 O. 1 3. 6 

ーマ す1 レ イ 6 20 15 30 5 

マコガレイ 60 25 50 20 5 15 20 

ヌマガレイ

イシカe レイ 3 O. 9 

ヤナギムシガレイ

獲 ナメタガレイ

ア イ ナ メ 4. 1 3 15 1. 5 

カナガシラ 50 30 15 25 

ーマ タ イ O. 3 

オミ シザ メ つ“ 18 13 9. 4 

ト フ ザ メ

高 キンカジカ

'7 フ グ O. 2 1. 7 

イ γ ナ ギ 4. 5 

そ q、3 他 マサパ O. 2 

五十 70. 6 25 119. O 11 O. :1 68. I 67 2 118. 5 

オカメプンプク オ カ メ 、ンャコ O. :1 

{時 考 (70kl フ。ンフ。ク

γ ャコ ‘B (10kl 
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単位:kg 

4:2 13 44 15 16 48 49 50 51 

21 21 22 22 25 25 26 26 26 

:)H6 337 :126 :)41 322 278 23H 157 215 274 

53 61 (iJ 49 49 49 47 43 42 45 

iJ己 1尼 iJI己 泥 j尼 泥 泥 泥 泥 泥

晴A 晴 陪 暗 暗 廿Fi 情 '快晴 快晴 快晴

SW SW SW E E w NW  W 羽7 W 

3 4 '】〉 2 つ 2 2 

18. () 20. 0 20. 0 17. 0 19.0 21. 0 21. 0 16 20 21 

1，019 1， 020 J， 020 1，020 1， 020 1， 020 1， 020 1， 011 1， 011 1， 011 

22. 5 23. 7 24. 1 22. 4 22.4 22. 0 22. 2 21. 9 21. 5 21. 8 

20. 8 20. 9 21 白 22. 2 22. 1 22. 1 22. 1 

1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1，000 1， 000 1，000 1， 000 1， 000 1， 000 

07. 52 09. 15 10. 55 07. 45 08.52 11. 50 13. 15 06.40 08. 35 10. 30 

08.02 09. 25 11. 05 07. 35 09.02 12.00 13. 25 06.50 08.45 10. 40 

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

S S S W W E E E E E 

10 10 10 10 10 15 10 10 10 10 

08. 15 09. 38 11. 18 08. 08 09. 15 12. 18 13. 38 07. 03 08.58 10. 53 

08. 50 10. 10 11. 50 08. 35 09.45 12. 45 14.05 07. 35 09. 40 11. 18 

55 40 2 O. 5 7 10 2. 4 10 6. 2 

200 30 

O. 2 5 25 つ O. 3 

O. 2 O. 5 O. 2 O. 3 

5 O. 2 3 O. 7 O. 9 

5 13 40 3 1 20 30 7 10 15 

O. 3 40 1. 5 2 2 20 13 50 30 50 

O. 2 

1. 2 1 2. 7 3. 8 1. 5 

O. 3 3. 6 2. 8 

3. :， 3 0.2 Z 3 O. 8 2. 8 3. 2 

35 30 O. 1 3 2 10 30 

O. 5 

O. i 7. 3 10 4. 5 17 O. 7 3. 0 

カンギェイ 1.8 

5. H :)52. :3 198 1 20 3. 8 60. 6 80. 7 63 8 69.4 110. 1 

オカメブンフY オカメブンフヲ

(60k) ( 10kl 

}
 
t
‘
 
-l 



7で、ミ占 ~') 53 ;):J 56 ;)， 日付 59 。-
9. ~り 26 29 10. :=l 3 

漁 {立 置 319 38.! :151 :Hil 30~ ~\O 1 K 1 l(Jl 

水 深 58 60 5H ti:1 1り 11' 10 

場 底 百 j尼 t尼 j尼 砂.泥 iJ己 引己 it己 iil己

天 候 快晴 快晴 快晴 快晴 F日 雨 'i;イ5 日本fJ 

岸メ~ 風 前] SW SE W W SW SW S NW  

風 力 ') ‘》 リ】 3 

象 気 温 20 20 lH 15 15 15 

気 圧 1， 009 1， OOiJ 1. O~ 1 1，021 1， O~~ l. 0コl 1. O~O 1， O~~ 

海 o m 22り 23. 0 21 り 22. 0 コ1.1 21. 21. :1 

況 底 r~ 21. 1 21 ゎ ~ 1. 1 i 

曳 綱 長 1. UOO 1， 000 1， 000 1， 000 1，000 1. uuり 1， 000 ト000 I 

漁 投網開始時 12. 10 13. 15 OH 08 。り 15 0~1 10 11 25 12. ¥5 0800 ! 

" 終了時 12. 20 13. 2S 08. 20 09. 25 09 50 11. 35 12. 55 08 10 

網待時間 当 ヨ 3 

曳網方向 SSE SSE S S NE E E ESE 

曳網時間 15 10 10 10 10 10 10 10 

法 揚網開始時 12. 38 13. :lK 。持 3:1 09. :lK 10.03 11 18 Ll.08 08. 2:1 

" 終了時 13. 05 14. 05 09. 00 10. 05 10. 30 12 ゴリ 13. 35 リ855 

ヒ フ メ 10 11 dう 。 1 O. .1 

ソ ウ ノ、 チ ，コF 1. 5 11 

ムシガレイ :10 1. 7 68 

メイタカ'レイ 〉 O. :1 

漁 スナガレイ 1. 5 o. :> O. 2 .) 
】 J

ーマ カ' レ イ 40 15 5 50 ‘3 ゴ0 J O. 5 

マコガレイ 、》 8 12 D 

ヌマカF レイ O. 2 t 

イシガレイ 。 1 ~. :1 ワ

ヤナギムシガレイ

ー

O. 5 7 

獲 ナメダガレイ

ア イ ナ メ O. 1 1. 5 ') 0.2 

カナガシフ 50 30 18 5，1 O. 2 8 

ーマ ダ イ o 9 O. 3 3. 2 

ホ シ ザ メ 28 D ¥4 30 10.¥) 15. :¥ 

ト フ ザ メ l 2. 4 6 

行B司 キンカジカ ¥0 3 1. 1 1. ;) 

v才 フ グ J 2. :1 4. 8 O. 8 1. 5 

イ シ ナ ギ O. 5 

クロダイ クサウ ガンヰ'.0:イ ギンポ 0.9 ガンキマエイ ハゼ O. :， 
そ σ3 他 O. 5 オ 1 。 7

ハゼ 2
コチ1.8 O. K ウマズラハギ

アンコウ アンコ クサウオ ウマズラノ、ギ ハゼ O. 6 
5. 5ウ 7 3. 5 0.5 コチ O. .¥ 

O. 2 

ウマズフノ咋;1 
五十 167 189. ¥ 93. 6 268. 1 29. 9 69.6 

60. 3 
6. 9 

備 考

ブオカワ メブン

(20kl 
シャコ O.I 
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単位:句

60 51 5~ 63 6;1 65 66 ゎ7

i 5 日 以 5 8 

102 125 177 219 :126 :1 :ぅ7 327 250 

11 ! 1 45 1l:l 59 65 63 47 

j尼 tfe 1ft i~己 砂.i尼 砂 .i尼 砂.泥 iJ己
星市 晴 曇 晴 晴 H青 日青 曇

NW  NW  NW  N N N N NNW 
') 2 3 2 2 2 つ 2 

17 17 17 15 16 15 15 15. 5 

1. 023 1， 022 1， 021 1. 022 1， 022 1， 022 1， 021 1， 016 

21. 1 21. 2 21. 2 21. 1 21. 4 21. 5 21. 5 20. 8 

21. I 21ι1 21. 1 21. 2 20守 7 21. 5 

1， 000 1， 000 1， 000 1. 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 

09. 12 10. 15 11. 25 07. 20 09. 35 11. 10 12. 05 12. 11 

09. 22 10. 25 11. 35 07. 20 09.45 11. 20 12. 15 12. 21 

3 3 3 3 5 5 3 

ESE ESE ESE SSE SSE SSE SSE ESE 

10 10 10 10 10 10 15 1:) I 

09. :i5 10. 38 11. 48 07. ~3 09.58 11. 35 12. 35 12. 40 

10. 00 11. 05 12. 20 08. 00 10. 35 12. 00 13. 10 13.00 

1. 5 8 5 20 3 1 

1 

O. 2 10 40 O. 2 1 

O. 5 O. 3 O. 8 1 O. 7 O. 7 

2. 5 3 O. 1 3 5 O. 5 

8 5 10 40 1. 5 30 

60 60 40 20 20 1. 2 :15 

O. :3 O. 2 O. 4 

I 2 2 1 O. 5 O. 8 

O. 5 1 

4 6 4 1 3 3 

1 12 5 10 40 5 35 

18 5. 2 7. 2 0.9 O. 6 O. 4 O. 2 

2 9. 1 11. 2 14. 1 18. 2 6 

28 O. 9 

O. :0 

O. 2 O. 1 O. 7 0.6 4. 6 1. 2 O. 4 

ギアウマカンLズポラ'( 0.8 ギアウマカンズzポイラ 1.7 
アカエイ O. 1 コチ

アウマカズエライハギ5 0.6 0.8 コチ 3. 7 1. 6 
ハギ ハギ ハゼ O. 4 アンコウ
0.1 1.0 ウマヌ:ラノ℃ギ 1 2 O. 6 

り8.7 112.8 787 H2. 4 225. 9 11. 4 121 り

オフ。カク メプン
シャコ O. :) 

根がか コウイカ

( 15kl 
シャコ O.2 

シャコ O.7 り皆無 。1
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ア下ミヨ 68 69 70 71 戸つ
73 74 1':' 

10 9 リ 9 9 11 11 11 

漁 位 置 70 196 2:，<1 276 3~1 10:2 120 

水 深 38 ，10 10 50 :)1 5B S7 

場 底 質 1足 i足 ile ift ジ己.8b 泥.砂 ジ己.砂

天 候 晴 晴 情 晴 暗 江円主三1 晴

気 風 向 NW  NW  N w SW  SW SW  

風 力 つ】 'ー〉 2 :1 " 】ワ ') 

象 気 温 1 ~< 0 14< 0 15. 7 15. 7 1 t 0 16.0 17 0 

気 庄 1， 025 1， 0:.?5 1， 025 1守 025 1， 0:!7 1， 02!i 1， 0261 

海 o m 20. 6 20. 7 20. 7 20. S ~o. 7 20. i 

況 底 層 20. 7 20. 7 :.?O S ~l. 1) 19. H 19.9 19. 81 

曳 綱 長 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1，000 1， 000 

漁 世間開始時 08 28 09. 18 11< 20 1:!< 32 08. 25 09. :，5 10 43 
11 終 了時 08. 35 09< 56 11. 27 12< 40 08. :，5 09 17 10. 51 

網待時間 3 4 日 3 :、

曳 網方向 E E E E S S S 

曳網時間 10 10 10 1:! 】 l リ 府

法 揚網開始時 08 -18 10< 10 11. 10 I 12 551 08. !7 0'1 51¥ 11. 08 

11 終 了時 0'1 :.?8 10 35 ~1_(l_ LI3 20 i 09 05 09. :.?5 11. 15 

ヒ フ メ 23 8 5 21 50 70 10 

ソ ウ ノ、 チ 円d :3 

ムシガレイ ~ 
つ :，0 

メイタカF レイ 1 O. :3 O. 1 

漁 スナガレイ O. 5 O. :3 3. 5 

fヨr カ' レ イ 20 20 35 20 6 15 2戸3 

マコカ'レイ 30 30 20 15 3 3 15 

ヌマガレイ O. 1 

イシガレイ O. 4 10 5 

ヤナギムシガレイ ') 

獲 ナメタガレイ

ア イ ナ メ 30 6 o 3 0< 8 

カナガシラ 40 30 リ』リ只 10 り5 35 ワ

マ ダ イ 2. :3 0< 9 O. 3 1 8 

オ、 シ 叶ヱ メ 0.9 o. :.> 10 30 

ト ブ ザ メ

f.円守1 キンカジカ

ずミ2 フ グ O. :.> 3 ヨ

イ シ ナ ギ O. 1 

イ也
ウマズフノ、ギ ウマズラハギ

そ の 0< :， アノゴウ l Jアシ O.1 
オコゼ'0.1 

占十 118. 5 10:). li 92< 1 ~~. 1 1 11 U 16品向 字、1

{荷 考 シゎコ O.R シーャコ O. i 宮、 ') 

'--ー
1~:.? 



単位:匂

75 76 i7 7R 79 80 81 82 83 

12 12 16 16 16 16 19 19 

:152 307 339 123 46 25 127 285 

58 70 58 42 31 32 31 44 19 

泥.砂 泥.砂 泥.砂 泥.砂 r厄.砂 泥 泥.砂 泥

晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 曇

NE NE NE SW SW SW  NE w 
3 3 2 つ 2 2 2 3 

14. 0 17. 0 17. 0 13. 0 14.0 15.0 15. 0 14. 0 

1， 025 1， 025 1， 023 1， 027 1， 026 1. 026 1. 026 1. 019 I 

20.6 20. 8 20. 8 19.8 19. 7 19. 7 19. 7 19. 2 I 

19. :3 19.0 19. 0 19.9 19.6 19. 5 19.4 19. 6 

1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 1， 000 

08. 20 09. 43 11. 22 10. 13 11. 32 13. 05 14. 13 07. 26 

08.30 09. 50 11. 31 10. 20 11. 42 13. 15 14. 30 07. 35 

3 3 3 3 3 3 2 3 

SSE S S E ENE ENE NE E 

12 5 10 12 10 10 8 7 

08.45 10.03 11. 45 10. 35 11. 55 13. 28 14.40 07. 45 

09. 05 10. 25 12. 12 11. 00 12. 30 14.00 15.08 08.25 

45 85 10 2 3 0.4 3 3 

O. 5 150 2 

2 10 4 0.6 

1. 5 1. 6 1. 2 5. 2 

O. 5 5 3 O. 3 O. 5 

6 10 10 8 2 1. 0 5 I 
7 6 5 50 10 3. 0 40 7 I 

2 5 

1 3 

0.2 15 1 :， 12 2 

20 10 10 20 30 30 20 

1 2 30 10 3 

2 33 10 5 6 

10 

2 1 1 

2 

クマサズウラオノ 2 クロギ/ソラエイノ、イキ.
1. 7 イウシダイ 5 

lゥ 、ギ ウマ・ O. 4 マズラノ、ギ
O. 3 ガン 1. 6 O. 1 

91. 5 312.0 51. 0 116. 5 %β  5. 6 105. 2 52. 9 

タコ 3. 5 γγ コ O. :l シャコ O.1 
ンャコ 事IJ網あ コウイカ 0.2
マオ、ヤ O.8 り'1'1上 ンャコ O. :1 

IZ:1 



よそごま 1'4 85 86 87 88 89 

10. :24 24 24 24 25 25 

漁 位 置 198 15:) 127 i 【d 31 50 

水 深 47 46 4'， 42 :，8 :，9 
場 底 層 泥、砂 泥、砂 泥、砂 泥 i尼 ジ己

天 候 晴 H青 晴 雨 r墨 主三孟三号

気 風 向 SW SW NE NE  SE SE 

風 力 3 3 3 、t ιp 

象 k二品z 温 16. 0 16.0 16. 0 16.0 14.0 14 0 

企メゴL 圧 1. 016 1， 01吋 1， 015 1， 015 1， 013 1，013 I 
海 。 m 1時 5 18. 5 18.4 18 4 17.0 17. 8 

況 底 層 18. 8 18. 8 18. 3 18. J 18 1 18.0 

曳 綱 長 1， 0りO 1， 000 1，000 1， 000 1. 000 1，1)00 I 

漁 投網開始時 09.27 10. 40 11. 55 13. 15 07. 10 08. 20 I 

11 終了時 09. 37 10. 48 12.00 13. 25 。7.18 08. 28 I 

網待時間 3 3 3 ヱ 2 

曳網方向 ENE EN E SW  SW NNW NNW 

曳網時間 時 14 10 1C， H 12 

法 揚網開始時 09. 48 I 11. 05 12. 73 13. .13 07. :13 08. 12 I 
11 終了時 10. 15 11. 25 12. 35 14.07 08. 00 。日 05I 

ヒ ブ メ 1 5 2 

ソ ウ ノ、 チ

ムシカ、レイ 1. 5 O. 5 O. 8 

メイタカレイ 2 O. 5 6 ワ

スナガレイ 0.5 4 1. 5 O. 5 

漁 ーマ カ レ イ 8 17 H 4】〉 3 3 

マコガレイ 15 25 15 自 ;;0 20 

ヌマカ‘レイ

イシガレイ 1 O. 7 1 1 

ヤナギムシカ戸レイ

ナメタカレイ

獲 ア イ ナ メ 5 1 O. 8 :ぅ 2 

カナカーシフ 7 15 16 50 

ーマ タ イ 3. 5 l 4 

ホ 、/ ザ メ 2 ‘》 、;)

ト フ ザ メ

キンカジカ

高 ーマ フ グ

イ シ ナ ギ

そ 。コ 他 ガりて、マンキズラエ、ギ1 ウマズラ沖;'1
ウ?でミラノ寸 0.7 

i 1 オコゼ 0.1

5十 41. 5 79.0 45. 0 12. 0 126. 1 29. 0 

備 考
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単位:切

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 

25 25 27 27 30 30 31 10. 31 31 9. 1 

98 107 312 320 314 328 350 383 364 350 

41 34 59 57 50 53 65 60 58 57 

泥 砂、泥 泥 泥 泥 泥 砂、泥 砂、泥 泥、砂 砂、泥

曇 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇

SE W S N SW SW SW SW SW NE 

2 3 2 2 4 3 3 2 3 3 

14. 0 15. 0 11. 8 11. 8 10. 6 14. 0 11. 2 14. 8 15.0 20.0 

1.013 1. 013 1.029 1.028 1.025 1.025 1.019 1.019 1.020 1.016 

18.5 18. 4 18.4 18.8 17. 8 17. 8 17. 8 17. 8 17. 8 24. 3 

18. 5 18.5 18.7 18. 8 18.4 18.4 18. 0 18.0 18.0 20.8 

1. 000 1，∞o 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 1.000 1. 000 1.000 1. 000 

09. 30 10. 41 09. 34 11. 00 08.20 09. 25 06. 25 07. 54 09.05 09. 57 

09. 40 10目 51 09.43 11. 10 08.30 09.35 06. 35 08.03 09. 15 09. 05 

3 3 5 5 3 5 3 3 5 3 

NNW E S S NNE NNE S S S W 

9 10 7 5 7 15 18 9 15 10 

09. 52 11. 04 09. 55 11. 20 08.40 09. 55 06.46 08. 15 09目 35 09. 18 

10. 12 11. 25 10. 20 11. 45 09.03 10. 20 07. 10 08. 45 10.00 10. 00 I 

2 2 0.8 6 4 20 20 

6 4 65 60 

1 0.5 1 1 35 60 60 

2 1 

2 10 5 10 20 28 15 

10 70 ワ 2 17 30 

2 2 

0.8 1 

2 15 1. 5 1 1 つ 5 

10 15 6 12 10 40 15 30 

3 2. 4 2 1. 5 2. 5 5 12 

3 3 1 5 3 70 5 

2 

2 0.5 

ヲマズフ
ハモ 1

ハギ0.5

33. 0 110.5 31. 2 30. 8 40.5 256. 5 188. 5 177. 0 

シャコ 根がか 根がかり

O. 1 り皆無 皆 無

F
h
u
 

q
L
 



B 津軽海峡資源分布調査

調査目的

津軽海峡にお汁る冬季η民魚資源を事IJ網漁業によって調査し、その資源調査を把持して沿岸漁業の発

展に寄与する。

H 調査内容

1 調査期間

昭和48年11月 1U ~12月 :n 日まで

2 調査場所

尻矢崎沖から大崎沖(津軽海峡)

3 調査員および調査船

調査員 主任研究員 斎藤重男

妓 師十三邦昭

調査船 試験船 青鵬丸(19. 94トン、 170馬力〕

船長中川武光外5名

4 調査項目

( 1) 環境調査

A 表層、底層水温

B 底質

(2) 生物調査

A 魚の種類と分布状況

B 魚体調査(体長、体重、性別、食性、生殖腺重量)

(3) 標識放流

5 調査方法

(1 )環境調査

A 調査点は 1~ 195点とし 各点の調子王点は実情に応じ 1 回 ~2 同とすお O

B 操業の都度表層および底層水温を測定する。

(2) 生物調査

A 各調査点、の漁具別、漁獲1固体数及び重量

B 魚体調査(カレイ類、ヒラメ各10尾)

皿調査結果

的年11 月 1-1日大畑北東 3 浬吋く深80~90m) で調査を開始したが網を紛失し、再び漁具を整備し、待

機中のところ季節風による時化の連続で 1回の試験操業もできず調子モを終 fした。

!:!()← 
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C 太平洋資源分布調査

調査目的

沿岸漁業の健全な発展を図るため、太平洋沿岸における底棲魚類の分布生態および資源、状態を把握

することを目的とする。

H 調査内容

1 調査期間

2 調査場所

3 調査員および調査船

(1)調査員 漁業課長

技師

昭和49年 1月4日~昭和49年 3月10日

青森県太平洋沖合 141ラ 50'以西の海域(共同漁業権漁場を除く)

枝

雄

久

美

信

凱

勝

加

国

梨

浅

中

高
師

(2) 調査船 幸洋丸(121トン22 400馬力)

4 調査項目

(1) 貝類および、 カニ類分布状況調査

(2) 漁場環境調査

5 調査方法

試験船幸洋丸によりカニ龍30個及びツブ箆30個を使用しておこなったη

0 餌は冷凍サパ 3~4 尾を龍中に吊した。

。漁場の選定

資源分布調査漁場図にもとづき 1海区 1回以上投龍。

皿調査結果

今年度の調査は第 1図の調査海域のうち北は平沼から南は百石沖までで8海区を実施したが、モスリ

ガイのもっとも多く分布していた海区は 180海区(水深55-ωm)で殻長 6cm以上が 1個、 4~-6cm 

が 3841園、 4cm以下 335I困であったη200個以上の海区は 129 、 171 海区で、その他の海区では25~

142個で余り多L、分布ではなかった。他の魚類も 141海区でタコ 4尾が獲られただけで他の魚種の入

龍は見られなかった。

なお、各海区漁場における海底地形は平担で、底質は砂まじりの泥質であったが、水深別でみると

分布密度の高かったのは水深44-62mで、それ以深での分布密度は低かった。本年は調賓計画漁場の

うち一部の海区を実施したにすぎず、又、 1海区 1回のみの調査であったので、十分な資料を得るに至

らなかった。

IV 調査の成果および今後の課題

l 調査の結果

(1) 調査海区(8海区)における貝類分布が明かとなった0

2 今後の課題

(1)時期別海域(水深)別の調査。

(2) 漁具の検討

- 129ー



第 1凶 資源分布調査漁場凶

小田野沢

PL 
V 
11 13 14 15 lti 

川V 51 52 53 51 λ日 5ti JI 

¥ 
/{ / (YI( 

¥ 

60 61 も21 り3代;:ぃ5 わ6 勺7

ト、

I( 70 ¥ 71 72 73 71 ¥ 75 76 77 

¥、よ ¥ 
¥ 、、

卜、 H4、
、、ト

m 
1 79 80 81 H3 85 8t:i I 87 ト、 hlJり、 ¥ 
1 

ふ ¥ 
8， に1 4') 93 94 95 ì~)~ 、、 97 

山~ ¥ 100 101 で:円η 104 同: lh 1'5りt)ふ、
ト

司、、
内テllO 111 I 1 12 1l:) 1 II 115 116 I'川、、

阪
l、 ，，__ ロ?120 121 1・2:ヴd 123 124 12ti 

日三、・.
ト~

E6 ~ 
、¥

300 
131 132 133 134 13ト 136 13 i 
f、 ~、、-

L1 KG 陀争〉てく 113 144 1.!5 146 117 20D 

ピどどレ//

149 150 151 152 1'153 
同L155 156 157 

ー-
r-.... 

159 160 163 164 165 166 I~ 
¥ パV//局

~ 170 ル:lヤ 173 174 175 176 177 
1 

協ふ17H 179 182 183 184 185 186 
ム

¥ 

民一
189 190 191、192 193 194 195 

lト
、

ゆシ円叉 199 200 201 202 203 i 

'¥_ぺ¥¥ 20ふ~ど 207 208 
1 ~ 500. 000 

60 m 

1410 30' 40' 50' 

- L¥O -

)
 
(
 
l
 

110N 

50' 

)
 
(
 
1
 

30' 



第 1表 資
f丙向町示引
‘.E
E目『
h

一

d
y
d
L

布 査 表['}.. 
7J 調

-P 
》一ザ， 

投 カ ::I 気 象 揚 カ τ2 漁 獲

カゴ数 水温 備考

月日 時 間
海
水 深

投カゴ 天
風向力 気視 気圧 底質 }]I::l 時 間

モスリゾ')i
以

区 方向 候
表底

ら α7t~

大小
層層

6 ド

1100-112:， 始m終m N C w c mb 
コC C 

SM  1. 21 1 :09 30 30 3 1. 21 15.00ー 16.10 :) ~O 
bO - 64 30 1. 022 9.1 日I

1. 31 11.45-12.00 130 80 -11 0 N 15 30 b 羽守汎九T4 3.0 1.024 7.8 80 SM  2 1 09 00 --10 15 53 

2. 1 10.:HJ -10 4K 110 H-70 S 15 :，0 C W 4 。J020 5 80 7.8 SM  2 2 OH 50←ー 100" III 17 

2 7 1150 -12.1 0 141 50 - 55 SSE 30 C SSEl -0‘1 1 022 HO 6.3 S :Vl 2 12 0935-1100 ー.】リ タコ 1 

2. 19 1030-10，15 171 54 --62 S/E 30 C SE 4 5.0 1 026 4.7 6.8 SM  2 22 10仙一11 :，5 1:36 14(】

2. 25 0945ー 1000 180 55-60 NNE 32 C SW2 2.0 1.012 弓1 60 SM  2.28 OH. 10 -0925 :lH4 :>:>5 

3. 6 12.07 -12.2日 129 45-50 NNE 30 C E 4 4.0 1021 4.8 SM  3. 9 10. 15ー 1200 101 12リ

:1. 9 1207-12.22 119 44 --48 N :，0 C SE3 3 0 1.027 4.6 5.9 SM  3.14 15.Li --1630 n 69 



水質底質調査D 

的

陸奥湾及び太平洋沿岸における水質と底質中に含まれる重金属類を把握し、増養殖および汚染防止

対策の資料とするc

回査調

~‘.軍

令

18年 8月10日-18年11月H日

19年 1月29日-19年 3月18[::1

白鳥丸、 ヨド洋丸、 瑞鴎丸、

淡水養殖課長 長峰良典

技 師林義孝

鉄、銅、鉛、亜鉛、カドミウム、マンガン、枇素、総水銀、

湾

洋

期

船

員

内金

時

奥

平

査

査

調

調査

(1)陸

(2) 太

2 調

調

H 

3 

分折項目

測定方法

(11 水 質 試水 lLをとり、 APDC ケロロホルム抽出を三間繰り返し、抽出液を

乾固銭硝酸、:号嵐素酸で湿式灰化後定容とし原 f吸光法によって測定した、全水録については所

定の水銀定量用分解装i量を使用した。

(21 底 質 試料10-20 f}を水銀定量用分解装置にとり硝酸、信干し酸で、湿式灰化後定容と

L、原子吸光法によって測定したc

調査点むつ湾

太平洋

占
山
占
川

1 5 

4 

5 

。
1 6 

調査は両水域各点について採水三同、採泥 J[ill実施し重金属類の分析に供した、測定結果は第 1-

6表に示した。

陸奥湾の水質について

今回測定した 8穣の金属のち鉛、カドミウム、マンガン、批柔、水銀については殆んど不倹出で

特に鉛については昨年は 1-5 pp bの範聞で検出されていたが、今年度は調責点 9( 30m)で:)pp 

b検出された以外不検出で、あった。代って亜鉛がや L増加の傾向が見られ、特に調責点19( 0 m ) 

および40( 28 m )では100pp bを越すところが見られた。これは18年 8月の測定値であるが、 11月に

は全般に低くなった。

陸奥湾の底質について

昨年とほ z同様の結果で注目するような変化は出てL、なし、

太平洋の水質

鉛については、 19年 1月議査点 3(尾駁沖)で24ppbを記録したが、そのほかは昨年と同様低し、

値であうた。カドミウム、マンガン、枇素、水銀は治んど検出されていなL、。

1 太平洋の底質

鼠質が組砂または細砂で、陸上からj逗はれたの染物監が堆積し難いため、重金属類も少ない結呆

となってL、る。

果車吉査調間
山

つ

- 132 
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N 考 察

雨水域を比較すると明らかに陸奥湾の方が水質底質とも重金属を多く含んでいた、これは陸奥湾が

太平洋に比べて閉鎖水域であるため、陸上から流入した重金属が外洋に運び出される前に堆積するた

めと考えられる。

全般的に見て陸奥湾、太平洋沿岸とも重金属汚染はないものと認められる。

第 1f辺調責点の位島

青森

。 10 20 

}' 800. 000 

30 

133 

横出 11 
浜 戸

3 2 

4 

40 km 

N 



第 1表陸奥湾水質、分析結果

48年 8月10日採水

Is'tぎ環、 鉄 銅 鉛 亜 鉛 カドミウム -7ンカン 枇 素 水 銀

7花 ppb ppb ppb ppb ppb ppb ppb ppb 。 10 1 ND 3，1 ND  KD .l¥;D ND 
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第 2表陪奥湾水質分析結果

t8年11月14f1 採水

~に 鉄 ~jlÍJ t昔 亜 ~) カト之ウム マンカン 五比 素 水 銀

1 。 ppb ppb ppb ppb ppb ppb ppb ppb 
12 】P ND  6 ND  ND  ND  ND  

10 16 》 11 H 11 11 11 11 

立。 12 I 11 8 11 11 Fノ 11 
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50 a】p 11 9 り 6 11 11 
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ι》 ./ 17 !I 11 11 ノ/

20 28 11 10 !I 11 11 11 

30 29 ‘:2 11 11 11 !I 11 11 

10 20 1 11 10 !I 11 11 11 

16 ワ】“リ 1 11 1 ~) 11 Fノ ;1 11 

24 。ND  !I 

" 
11 !I 11 11 

10 ND  3 1/ 7 1/ 1/ I! '1 

20 19 :2 I! 8 11 11 11 1.ノ

30 17 1 Fノ 10 11 11 11 I! 

40 16 
ιy 

Fノ 7 11 11 11 1/ 

15 21 ‘2 1/ 12 11 1/ 11 1/ 

1:1 ;， 



第 3表陸奥湾底質分析結果

48年 8月10日採泥

S t 水 深 性 状 銅 鉛 総クロム カドミウム AS Hg 
市

砂泥
ppm ppm ppm ppm ppm ppm 7 

49 9.73 14. 08 8. 36 0.42 3. 57 o. 021 
8 50 砂泥 7. 62 11. 71 9. 65 0.29 3.85 O. 012 

12 47 泥 4. 05 9. 65 7. 96 O. 37 5. 10 0.028 

16 26 砂泥 8. 44 9. 54 7. 03 O. 35 2.91 O. 010 

17 31 砂泥 7. 35 16. 17 10. 01 0.30 2. 56 O. 021 

19 33 砂泥 8. 25 15.46 8. 69 O. 29 1. 50 O. 0171 

21 19 砂泥 3. 65 9. ，)6 6 30 o. 21 ND 
22 25 泥 i. 26 6. 51 9. 25 O. 39 4.44 o. 038 
24 45 i尼 5. 84 4 83 5. 31 O. 17 5.70 O. 030 

31 39 泥 8 50 5. 32 6.16 O. 20 4. 37 0.029 

40 30 砂泥 6.18 9. 02 7. 4i O. 21 1. 54 O. 010 

第 4表太平洋沿岸水質分析結果

49年 1月29日採水

S t 鉄 銅 鉛 亜 鉛 カドミウム マンガン 枇 素 水 銀

11 ppb 1 ppb ND ppb 6 ppb ND ppb KD ppb ND ND 

】ワ 10 つ " 8 " " " " 
3 75 6 24 16 " " " " 
4 2 1 ND 5 " " " " 
5 6 l " 12 " " " " 
5 ' 2 ND " 6 " " " " 
6 6 1 " 8 " " " " 

円d 8 1 " 5 " " " " 
8 " 5 " " " ノノ

9 18 l " 也 " " " " 

10 12 1 !， 5 " " " " 
11 ワ】ワ】 つ " 7 " " Fノ

" 
12 18 6 白》 5 " " " " 
13 4 1 ND 5 " " " " 
14 44 4 " 10 " " " " 

15 12 1 " 11 " " " " 

16 .) ND " " " " " 
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第 5表太平洋沿岸水質分析結果

49年 3月18日採水

St 鉄 銅 鉛 :i!E 鉛 カドミウム マンガン 枇 素 水 銀

17ppb 2ppb 3ppb 5ppb ND  ppb ND  ppb ND  ND  

2 16 ND  5 ND  ND  ND  ND 

3 13 " 1 3 ND  ND  ND  ND  

4 6 " 3 8 ND  ND  ND  ND  

日 6 2 1 5 ND  ND  ND ND  

6 25 1 2 8 ND  ND  ND  ND  

7 1 1 1 2 7 ND  ND ND  ND 

8 5 2 2 t o. 8 ND  ND  ND  

9 12 ND  2 7 ND  ND  ND  ND  

10 21 3 3 7 ND  ND  ND  ND  

11 8 ND  3 7 ND  ND  ND  ND  

12 16 " 2 7 ND  ND  ND  ND  

13 5 " 7 ND  ND ND  ND  

14 7 " 1 7 ND  ND  ND ND  

15 4 " 2 2 ND  ND  ND  ND  

16 14 1 2 7 ND  ND  ND ND  

17 11 4 4 7 ND  ND  ND  ND  

第 6表太平洋沿岸底質分析結果

49年 1月29日採泥

St 水深 性 状 銅 鉛 総クロム カドミウム As H9  

1 10m 砂、 1. 45ppm 2.15ppm 3. 15pP'π o. 15pP'π 1. 32pp'π 0.003ppm 

2 76 砂 1. 50 3. 50 2. 50 o. 28 

3 40 砂、 1. SO 7. 65 3. 80 o. 12 1. 70 O. 005 

4 76 砂 1. 80 11. 45 4. 55 O. 24 

5 38 砂 1. 75 9. 30 3. 10 O. 31 1. 46 O. 004 

5' 40 砂 1. 95 6. 10 2. S5 O. 27 1. 60 O. 004 

6 10 砂 1. 95 4.95 5. 35 O. 24 1. 08 O. 004 

7 40 砂 1. 75 6. 15 2. 70 O. 30 1. 04 o. 005 

8 42 砂 1. 65 9. 00 3. 85 O. 27 1. 18 O. 006 

9 40 砂・貝殻 1. 00 7. 30 4. 20 O. 25 1. 37 O. 008 

10 40 砂 1. 00 14. 15 3. 20 O. 22 1. 32 O. 012 

11 40 砂

12 40 砂

13 40 砂、 1. :15 :1. 75 ~). :10 O. 31 O. 73 O. 003 

14 40 砂、

15 40 砂 1. 20 3. RO 4. 10 O. 33 O. 98 

16 40 砂 1. 70 2. 10 2 90 O. 28 0.001 

1 ~17 ー
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E 沿岸流調査

調査の目的

この調査は、大規模て業開発計画の一環として進められている火力発電所建設予定地付近海域の沿

岸海域における流況を主体と Lた海況変化の実体を把握して、開発に伴って生じる環境変化の予測及

び防止対策の基礎資料として役立て、当該海域における健全な漁業育成と漁業経営の安定に資するこ

とを目的とする。

調査の内容

調査時期

第 1回調査 昭和 18年 6 月 25 ~ 28 日

" 2 " " " " 7月 29 ~ 8 月 11 日

" 3 " " " " 10 月 21 ~ 11 月 7 日

" 4 " " " 
昭和 19年 2 月 1~ 17 日

2 調査海域

第2図、第2表のとおり

3. 調査員及び調査船

(1) 担 当 者

主任研究員 赤羽光秋

技 師 高梨勝美

(2) 助言者及び調査協力者

北海道大学水産学部海洋気象学教室

大谷清隆博士、同研究生木戸和男氏、並びに鈴木正明氏

(3) 傭船(泊港) 喜漁丸 2. 75トン 15 PS 2名乗組

試験船 瑞鴎芦L 10.81 トン 160PS 乗組員10名

" 幸洋丸 12122トン 100 PS 乗組員18名

4. 調査項目

イ 17定点における一般海洋観測

観測j 層 0、10、20、30、50、75、100、150、200、250、300、100m 計 12層

ロ 14日間連続海流測定

測定層 表面下 5m及び海底上 5mの計 2慢

ハ 海流計設置場所における定時毎日観測j、(5 m間隔の測温、塩検)

5 調査方法

(1) 海流調査及び海流計設置場所における毎日観測

A 調査開始前の準備

調査開始前の 6月7日に関係漁協との現地打合せ会を開催し、この席で調査の主旨説明と協

力要請を行って、漁民側から調査実施についての協力表明を得た。

海流計等の備品購入は、 4月25日発注したが納期は3ヶ月後の 7月26日となってしまったた

め、海流の測定はこのあととなった。海流計設置に必要な垂下及び固定装置の準備は、海流計

納期に合わせて 7月15日までに全て完了していたので、海流計が到着してまもなく、垂下及び

固定の装置組立を八戸港岸壁で瑞鴎丸乗組員により行った。その方法及び材料は、第 1肉、第

l表のとおりであるO
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阻調査結果

l 第 1 回調査

7月四日からお月11日までの期間に第 1回目の調査を実施し、海流測定には20日間自記連続記録

用の長期捲自記流向流速三十(小野式、 NC-TI型)を使用した。

7月29日にST、ツ及びネの両定点に夫々 2台づっ海流計を設置し、設置水深はST、ツではら m と

15m、ST、ネでは5mと75mで、陣岸からの距離は、 ST、ツがO.9浬、 ST、ネが2.9浬沖合であっ
~~ 

心~O

1方、海流計設置点において、毎日午前8時から10時までの問、水深 5m間隔の測温と採水を行

った。この観測には防圧転倒寒暖計2本?---3本とりつけたナンゼン採水器を使用した。この観測は、

六ヶ所村大字泊字村ノ内、館花正雄所有の小型漁船喜漁丸を傭船し、この船に乗組んだ 2名及び調

査員 l名が作業に従事した。喜漁丸による泊港と調査点との往復時聞は約4時間で、調査開始当初

は濃霧と東からのやや高いうねりとに阻まれて、出港してまもなく反転帰港する日が続いたが、 8

月5日以降10日に至る期間は好天と凪に恵まれて調査を完全に遂行出来た。毎日の観測と同時に海

流計の異常の有無を確認したが、 9 日目の 8 月 6 日に確認したときには、 S~ ツにおいてボンデン 1

本及び漁業用の合成尺玉 1個が粉失しているのを認め、同日近くで海流観測に従事していた瑞鴎丸

が、これに対する応急処置をした。この事故のほか、 8月9日に至るまでの聞では海流計設置状態、

は全く正常であった。 8月10日の観測の際ST、ネの定点において、海流計を垂下しているフロ ト

及びボンデン等の海面目標物が全て見当らないことを確かめた。 ST、ネの海流計は翌日及び翌々日

に行った瑞鴎丸による捜索の結果、事故のため流失したことが明かになったが、更にその 1ヶ月後、

流失した 2台の海流計のうち 1台だけは、近くの海浜に漂着し、この分の記録だけは確保したO 従

って 1回目の海流調査では、 ST，ツの 5m、15m及びST-*、の 5m、計3層の記録を確保できたが

S T"ネの75m層の記録は、予期せぬ事故のため失敗に終った。この回における喜漁丸の調査は 9日

間実施した。

2 第 2 同調査

この回の海流計設置期間は、 10月24日から 11月 7日まで、で、前回の調査時に海流計 2台が流失し、

うち 1台は漂着したものの使用不能であるため、この回においては残る 2台によって ST、ツのみの

調査を行なった。この間の喜漁丸の調査は、この時期としては凪に恵まれたため、前回より 1回多

い10日間実施した。

3 第 3回調査

この回では、第1回調査において流失した海流計2台分を新たに補充し、前固まで使用していた

ものと合わせて 4台の海流計によって調査を実施した。

ただし、この回では定点の 1方を変更し、 l回目事故にあったST，ネを廃して ST，ナを新設した。

海流計設置方式は前固までと同様であり昭和4咋 2月4B、試験船幸洋丸によって S'tツ及びs
tナに設置した。予定では設置期聞を 2月20日までとしていたが、 2月7日頃より本邦東岸沿L、に
南から接近し、同海域を通過した大型低気圧の影響で海上は 7-10日の期間風速20メートルを超え

る大時化となった。

このため数日間大波浪にもまれた海流計装置各部は離散し、 49年2月13-17日にわたる捜索の結

果、ょうやく装置の断片及び大破した海流計2台を収容した。この回においては、 ST，ナの水深

15メートルにおける 4日間の海流記録のみを得るに留まった。

4 定線観測

海洋観測において採水した海水は、本場に持帰り、オートラブ、サリノメーターを使用して塩分

検定をおこなった。
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(1)第 1回調査

海流狽.u定と合わせて実施する予定になっていた6月下旬が、この調査の 1回目となった。ただ

し、準備の都合上、この時間に海流の測定は実施していなL、。

この回は6月25-28日の期間、瑞鴎丸によって実施した。

第 2回調査

8月7-8日、瑞鴎丸によって実施した。

第 3回調査

11月1-2日、瑞鴎丸によって実施した。

第 4回調査

12月4-5日、幸洋丸により実施。

最終調賓結果については北大、大谷博士のもとに於て取りまとめ中で、 19年12月中に取りまとめ

を完了する予定となっている。

第 1図海流計設置図

(2) 

(3) 
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第 I表海流計設置各部の材料表

番号 名 税i 材質及び規格 数 量 備 考

1 海流計用ブイ 鉄製
空中重量 20kg 
耐 圧 30kg 

2 定置網用浮子 二信ABSフロート 中 39棚

3 ボンデン及び試験旗
紅白色

竹，布 ('I~ C宵1X60C171)

4 1ンヤツタノL 白掛、捻じ 中12脚

5 ロ フ ハイゼックス、 16脚 1.5m  

6 より戻し 白掛、筒型

7 ショックアフソーノミー
中32cm、厚 3cmラワン円筒

空中重量 3.7kg 中17脚ボルト 6倍付

8 ロ フ。 ハイゼッグス 16棚 1.5m  

9 長期捲自記流向流速計 小野武 NC-ll型
空中重量 33kg 
耐 圧 20kg 

10 ロ フ ハイゼックス 16伽 20 m (100m) ( 100 m )はST、ネ

11 コンクリート沈子 重量 40kg 

12 スヌットレスチェーン 白ラット、中 11脚 1/4ケーブル

13 アンカー ストレァクス、 2爪 30 kg 

14 ロ ブ 中 16棚、クレモナ 200 m ST、ネ

1/ 1/ 100 m ST、ツ

" ハイゼックス 100 m ST、ナ

15 ロ フ 中 16問、ハイゼックス 20 m ST、ネ

" 
H 9 m ST、ツ、ナ

16 ロ ブ。 1/ 1/ 53 m ST、ネ

1/ 1/ 7 m ST、ツ、ナ

17 ロ フ 1/ 1/ 20 m ST、ネ

" " 6 m ST、ツ、ナ

18 スタ ブイ

19 注意表示干し
18 cm X :12 cmベニヤ板白べ
ンキ塗
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太平洋沿岸流細情調在観測定線図

t.，流速計設置点
第2図
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第2表 太、子洋沿岸流調査定点位置表

置

定点名 水 深 備 考

緯 !支 経 度

ロ 11000 ' 1 110:，0' 出戸沖 5浬

ノ、
" 141045 ( 480 " 16 2浬

" llZOOO' ( 800 " 27. 5 V里

ト 11010' 112000' ( 1， 500 ) 芭一部北側{rt， 27.2浬

チ 11 1410，15' ( 700 H 16. 1浬

" 141037.'5 " 10. 2浬

ヌ " 141
030 ' ( .100 " 4 7浬

ノレ " 141
025 ' 20 " 1. ()浬

オ 41000 ' 141024.'5 20 出戸沖 O. 7浬

ワ 10050 ! 141026.'0 20 天森沖 ]. :>浬

カ " 111
030 ' ( 8，0 ) " 4. 3浬

ヨ " 141
0:17.'5 ( 160 ) " 10. 0浬

タ " 141045' ( 190 ) " 15. 5 r里

レ " 142
000' ( 400 ) " 26 5浬

ソ 11000 ' 141037.'5 出戸沖 10. 5浬

C!.Iツ 40055.'3 141024.'6 20 鷹架沖 O. 9 {里 流速三十設置

(・ノネ 10055.'5 111027.'3 80 " 2 9浬 " 

(! 'ナ 10058.'1 141 C:よ4.'2 .10 " O. 7浬 " 

← 14:) 



V 水産資源調査



水 産 資 源、 調 査

調査目酌

イワシ類、アジ、サパ、スルメイカの資源動態を把握し、漁況予報の精度向上に資するとともに、漁業

経営安定に寄与するn

E 調査内容

調査期間 昭和48年 5月-1 2月

2 調査場所 鯵ヶ沢町後潟(青森市)

3 調査員 主任研究員 斎藤重男

技 師 木村 大

臨時事務手 中村睦子

4 調査項目

(1 )漁況

(2) 多項目調査

(3) 回遊移動

イワシ類.アジ、サパ、スルメイカ、

体長、体重、性別、生殖腺重量、肥満度、胃内容重量お土び種類、バ汁ング調査

スルメイカの標識放流

皿 調査結果

1 漁 況

第1表治産重要魚種漁獲量

魚l 種 漁獲量

""7 イ ワ シ 277トン

カタクチイワシ 1， 204 

ウノレメイワ、ン 。
ーミr ア :/ 29 

""7 サ ノ、 11， 045 

スルメイカ 31， 692 

計 44，274 
L一一一一一一一一 30 

20 

10 

昭和48年 1月から 8月までの沿岸重要魚種の県総漁獲量は

第 1表のとおりで、昨年同期 (81，117トン)の 54.5%である。

また昭和34年以降の経年漁獲傾向は第 1図のとおりである。

(経年漁獲量図のうち昭和4昨分については、 1月から 8月)

までの統計数量である。以下同じ

第 1図沿岸重要魚種経年漁獲量

34 35 36 37 3R 39 40 H 42 43 14 45 46 47 4R年

36年以降漁獲量は増加し、 43年には最高に達しているが、漁獲量はこの沿岸重要魚種であるスルメ

イカ、マサパの好、不漁によって大きく左右される。
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(1) マイワン

50 
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第 2幽 マイワシ月別漁獲量

園園l伽
l刊Oc巾m以以、上

12:¥45678 月

第 3図 マイワシ経年漁獲量

月日Ijの漁佳量は第 2凶のとおりで、本年はJ(比，in以上

( 268トン、り6，s% )の群が多く、 JOcm未満(9トン、

;¥， 2%  )の詳が少なかったr

また本年 J}jから 8月までの漁獲量は277トンで昨

年同則(J 1 1トン)の 2， 1倍であるがむつ湾内で 217

トン (89，1% )が漁獲されているO

市町村別に見ると、平館村(110トン、 50，5%)青

森市(7:2トン、 26，0%)、協針沢村(:，2トン、 lJ(i%)、
八戸(29トン、 10， 5%)の順となっている。

なお漁具別に入ると、小型定置網(211トン、

約7，9%)、まき剖(32トン、 11.8% )、大型;半世網

( 0， 8トン、 o :1 % )のil協で漁獲されているu
:ll''f以降の経年漁獲量ば第 3図のとがりである。

3435 36 37 37 38 39 10 1¥ 12 43 1-1 lti 17 18年

これによるとマイワシ漁獲量は上昇のきざしもなく、 12年以降償這い状態℃める。

(2) ウルメイワシ

昨年は三沢市の束帳L地曳網で約 1，000トン近く漁獲されたが、本年は皆無の状態であったり
3-1年以降の経年漁獲量は第 1図のとおりであるO
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1.11 ウルメイワン経年漁綾量

ン
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:H 35 36 37 38 39 40 41 42 43 H 15 46 47 48年

(3) カタクチイワ、/

第 5図 カタクチイワシ月別漁獲量

トン
1， 000 

園:::f
500 

2345678月

月別、体長別、漁獲量は第 5図のとおりで、本年

は7cm以1::( 894トン、 74.3%)7 cm未満

( 309トン、 25.7%)で昨年同様 7cm以tの群が多

かった。

また 1月から 8月までの漁獲量は1， 203トンで、

昨年同期(1. 694トン)の71.0%であるが、市町村

別にみると、三沢市(702トン、 58.3%) 

六ヶ所村(16.1トン、 13.6%)、青森市(125トン、

10. 3%)、平館村 (77トン、 6.4%)の順となって

し、るO

なお漁具別にみると、地曳網(671トン、 55目 7%、

小型定置網(222トン、 18.4%)、

刺網(207トン、 17.2%)、まき網(104トパ 8.6%)  

で漁獲されている。
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15，000 

10，000 

5，000 
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34年以降の経年漁獲量は第 6l習のとおりて、ある。

第6図 カタクチイワシ経年漁獲量

31 35 36 37 3H 39 40 41 42 43 11 I~ Ili 17 48年

これによると、 10年をl頁点として減少傾向をボしてLるO

(4)マアジ

トン
20 

10 

。

第 7図 マアジ月別漁獲量

23.15678月

月別漁獲量は第 7凶のとおりであるが、本年l}]か

ら8月までの漁獲量は:!9トンで、昨年同期(25トン)

の1.2倍である。

市町村別漁獲量をみると、深浦町(15トン、 51.4 

%)、平館村(9トン、 32.39話)、脇野沢村(2.5トン、

8.6% )、鯵ケ沢町(1. 5トン、 5.39百)の11闘である。

また、漁具別、漁獲量をみると、小型定置網(2 7 

トン、94.0%)、大型定置網(L 6トン、 5.5%)、

一本釣(0.2トン、 0.6%)の 11鼠で、殆んど、むつ湾

内で漁援されている。
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3.1年以降の経年漁獲量は第8図のとおりであるO

第8図マアシ経年漁獲量

トン

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48年

これによると年々減少の傾向にあるO

(5) サパ

第9図 マサパ月別漁獲量

千トン

6 ~ r--

5ト 「ーー

4 

3 

2卜

l← 
.....t::::: 

12345678月
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月別漁獲量は第9図のとおりであるが、

本年 1月から 8月までの漁獲量は11，045

トンで昨年同期(27， 310トン)の 40.4%

である。

市町村別、漁獲量をみると、八戸市

( 10，248トン、92.8%)、六ケ所村(345 

トン、:~. 1揚)、三沢町(252トン、 22紛

のI1煩である。

また、漁具別、漁獲量をみると、まき

網(10，248トン、 928労)、地曳網 (395

トン、 3.6係)、その他(刺網、大小型定

置網、一本釣)の 402トン(3.6% )で

ある。

34年以降の経年漁獲量は第10図のとお

りであるO

これによると、漁獲量は年々上昇の」

途を辿り、 46、47年には26万トンに達し

ている。



第10図マサパ経年漁獲量

万トン

20 

ハリー

31 35 九時 37 :H: :，9 10 11 12 43 11 15 1(i "" .IB年
(6) スルメイカ

第11凶 スルメイカ月別漁獲量

万トン
ワ
ー

。

月別漁獲量は第l1L~のとおりである。

本年 1月から 8月までの漁獲量は 39，692トンで、

昨年同期(81，681トン)の 4R6%であるO

市町村別に漁獲量をみると、八戸市 (24，"156ト

ン、 541 % )、大畑町(7， 174トン、 18.8% )、

小泊村(4，320トン、 10.9%)、の11阪でこの 3市

町村で総漁獲量(39， 692トン)の問自%を占めて

L、る。

漁具別漁獲量は一本釣が殆んどであるが、この

外小型定置網、大型定置網、刺網、棒受網、敷網、

まき嗣等によって漁獲されている。

34年以降の経年漁獲量は第12国のとおりであるO

第 12図スルメイカ経年漁猿量

万トン

14・

12 1-

ハ
Ul
 

8 

6 

4 

( .t8年l土1月からお月まで)

34 35 36 37 38 39 40 .11 42 43 1<1 .15 lli 17 48年

43年を頂点として年々減少の傾向にある。
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(7) 指定地における漁獲量

第 2去 鯵ヶ沢におけるスルメイカ漁獲量

隻数 漁獲量

24 16， 620 

214 125， R60 

1:11 抗7，9:，0 
53 155， 410 

:l7 40， 060 

88 37， 410 

34 12， 190 

2:， 自， 750 
604 464， 330 

単位 kg イ鯵 ヶ 沢
圃園圃・・・・ー・・・・・・唱

l隻当り漁獲量

69:， 
5R8 

519 

2， 932 

1， 083 

425 

359 

380 

769 

スルメイカ月別漁獲量は第2表のとおりで、本

年の漁獲量は 1filトンを示し、昨年(796トン)

の 58.3婦であった。

ロ後 潟

沿岸重要魚種の月別漁獲量は第3表のとおりである。

第 3表 後潟における漁獲量

(単位旬)

カタクチイワシ "7' イ ワ シ マアジ ーマ 寸?ー ノミ スルメイカ

統

数

28 

4 

6 

38 

漁 一漁 統 漁 一漁 統 漁 一漁 統 漁 一漁 統 漁 一漁
ケ ケ ケ ケ ケ

獲 統獲 獲 統獲 獲 統獲 獲 統獲 獲 統獲
当 当 当 当 当

量 り量 数 量 り量 数 量 り量 数 量 り量 数 量 り量

7 480 69 I 3 3 3 34 11 9 212 24 

7， 161 256 120 37， 159 310 18 129 7 I 40 500 13 92 2， 946 32 

75 12， 109 161 49 365 7 I 36 475 13 44 1， 151 26 

6 8，617 1， 436 2 2 1 16 352 22 

17 888 52 

36 20， 732 576 12 113 9 I 20 817 41 4 14 1 

239 60 10 1， 842 184 2 10 5 I 22 8， 360 380 
、

7， 614 1， 269 30 1， 913 30 18， 440 615 4 49 12 

15， 014 395 284 82， 851 292 84 622 71184 29， 866 162 153 4， 372 29 

本年はマイワシをのぞき他の魚種は昨年に比し不漁であった。

即ち昨年に比ベカタグチイワシは 93.8係(16トン)、マイワシは 2.1倍(83トン)、マ

アジは 530 % ( 1トン)、マサノミ 27.5%(109トン)、スルメイカ 9.1%(44トン)で

ある。
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2 ~項目調査

(1) マイワン

月別体長組成をみると、第13図のようになる。

第13図 マイワシ月別体長組成

40%1 

20 

。

20 

。

40% 

20 

。

40%r 

20← 
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40'ゑ
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。

6月

nニ 220

9 10 11 12 l:l 1 1 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 21 22cm 

7月

nニ 100

10 fJ 

n二 100

9 10 11 12 13 11 l'i 16 17 1向 19 20 21 22 cm 

11月

J~ 
nニ 16/1

c:.二二=コ

12Jj 

n = 119 

9 10 11 12 1:， 1 1 15 16 17 18 19 20 21 22じ'7l1

一152

6月・ ・・体長は13併前~

21. 0 cmの範囲に分布

し、モードi土15.0、

15.5cm、

7月......140-20cmの範

囲に分布し、モート

i工Hi.0απ 

10月一一 10.() -14. 0 cmの

範囲に分布し、モ ド

l工12cm。

11月.，.・・ 10.5-18，0 c視の

範囲に分布し、モート

I:t.L化加。

12月ー・ー・・・ 1(}，0-15.0cmの

範囲に分布し、モ←卜

t工12.5cmo 



(2) カタクチイワシ

月別体長組成は、 6月のモードでは 125cm、7月は 12.5cm， '9月は7.5cm、10月は8.0cm、

11月は 7.5cm、12月は 9.0- 9. 5cmであり、 6、 7月には大型群が来遊し、以後は小、中型の混

合群であった。

(3) マアジ

尾叉長および体重は第4表にあるが、平均尾叉長およびモ ドは6月が最も大きく、 9月から

11月までは除々に大きくなっている O

第 4 表 マアジの尾叉長および体重

調査月日 雌雄 尾数
尾 叉 長 体 重

分 布 巾 平， 均 分 布 巾 平 均

6月6日 不明 27 11. 2 ~ 15.2 cm 12 7 cm 15. 0 ~ 37. 0 {} 22 4 {} 
9月7日 " :，0 6.0 ~ 10.2 7. 5 18 ~ 12. 2 3.7 

27日 H 30 7. 4 ~ 10. 5 8. 6 5. 3 ~ 15. 5 8 0 

10月5日 " 30 7. 9 ~ 9. 9 9.0 5. 7 ~ 11. 6 8. 8 

15日 " 30 8. 3 ~ 11. 9 9. 6 6. 7 ~ 22. 5 11. 6 

26日 " 30 8.0 ~ 14. 0 10.9 6. 7 ~ 38. 8 17. 1 

11月5日 " 30 9. 8 ~ 14. 3 11. 1 11. 1 ~ 42. 5 17. 6 

16日 H :)0 9. 2 ~ 13. 0 11. 3 9. 3 ~ 26. 6 18. 0 

(4) マサノミ

月別、尾叉長組刷工、6月には14-22cmの範囲に分布し、モ ドは20cm、7月には19-27仰の範

囲に分布し、モードは21cm、8月には 7-13cmの範囲に分布し、モ ドは10側、 9月には10-21cm

広範囲に分布しモードは12cm、10月には12-19cmの範囲に分布し、モ ドは15-1化m、11月には

14~30cmの範囲に分布し、モードは17冊、 12月には14-21cmの範囲に分布し、モードは17cmであっ Tこ。

(5) スノLメイカ

イ鯵ケ沢

パンチング調査から得られた、スルメイカの外套長を月別にまとめると、 5月では12-17cmの

の範囲に分布し、モード出5CIIも 6月は13-23cmの範囲に分布し、そート}主19cmo 7月はll-26cm

の範囲に分布し、モ ドは21側、8月は20-26cmの範囲に分布し、モードは20cmっ10月は18-28

cmの範囲に分布し、モードは25c祝であるO

ロ後潟

月別外套長組成をみると、 5月では 7-15c視の範囲に分布し、モードはlOcmo 6月は8-18cm 

の範囲に分布し、モードは12cmo7月は10-20cmの範聞に分布し、モ ドは15cmであるO 以上を

総合すると7-20cmの範囲に分布し、主モ ドはl1cm副モードは15cmにみられる。

3 l母遊移動

スルメイカの標識放流と再捕結果を第 5表、ならびに第14図に示した。

第 5 表 スルメイカ標識放流と再捕状況

政流年月 日 放流位置 放流尾数 再 捕 年 月 日 再捕位置 経過日数 標識番号

4 8年 6Jj 6日
N 4 (01' 

41足 4 8年 6月 20日 小島沖 14日 青森 53
E13916' 

4 8 7 1 5 島牧村t中 39 R 青森 53

五十 41 尾 2尾
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第 14図 スルメイカの標識放流と再捕関係

放流
( 6月6口)

:σ 
大島。

再捕
( 7月15U ) 

小島

ぞフ
下¥

再捕

X 

( 6月20日)

本年はスルメイカの漁獲が少く、僅か41}邑の標識放流に終った。

再捕尾数は 2足(4. R % )で、何れも近距離で再捕されているつ

N 調査の成果および今後の課題

l 本県日本海tこ来遊するスルメイカ及び、昨奥約内に米遊するスルメイカ、マイ円シ、カタグチイ

ワシ、マアシ、マサパの'1物的持性ならびに資源動態を担保したρ

2 今後の課題

各魚種について、陸奥向と日本海および太'Yf干との移動交流についての調代が必要である O

← 1，， 1← 



VI 漁況海況予報調査



漁況海況予報調査

I調査目的

この調査は、沿岸沖合漁業に関する漁況海況の調査研究および資源調査の結果にもとづいて予報毛

作成することにより漁業資源の合理的利用と操業の効率化を国り、もって漁業経営の安定に資するこ

とを目的とする。

H 調査内容

l 期間

2 場所

3. 担当者

4. 調査船

5. 調査項目

1-3月

日本海・津軽海峡・太平洋の青森県沿岸及び沖合

赤羽光秋、十三邦l沼、田村真通.浅加信雄、沢田兼造

幸洋丸.東奥丸、瑞鴎丸、青鵬丸

海況及び漁況

国調査結果

1 海況

(1 ) 各月の海況

イ 津軽暖流域

この流践の広がり(尻矢崎東方における流域東端の位置)は. 3月1420E. 4月142.50 E. 

5月142アE. 6月1430Eと月を追って次第に増大し7月、 8月、 9月の各月は143.30Eに達

し、平年並又は平年よりやや広い両積となっていた。しかし 9月に鮫角東方90浬付近を中心と

して黒潮系媛水の北端が現われ、津軽暖流域と接する形勢となに 10月にはこの暖水が更に北

上し、且つ接岸したため、津軽暖流域との区別は不明りようとなった。 11月及び12月では. jjli_ 

暖水が近距離にあうたため.津軽暖流の拡かりの確証はつかめなかった。

次に.この流域の100 m層における最高水温債を平年値と比較すると、 3月fC高め. 4月

平年並. 5月. 6月 20C高め. 7.8月平年並. 9月 20C高め、 10月平年並.11月20C高め. 12月

tc低めに推移し.全般にこの水域の水温は平年より高めであった。
ロ親潮域

親潮接岸分校の位置を尻矢埼及び鮫角の両定線上において100m 層における5C等温線の位置

によって表わすと. 4月357イル. 5月50マイル. 6月50マイル、 7月60マイル. 8月70マイ

ルにあ久平年並であったが、 9月以降黒潮系暖水の北上に伴って、親潮域は沖合へ押され、

その位置は150マイル程度となに平年よりも離岸した。

次に尻矢崎、鮫角両線及び146'E線によって囲まれた範囲において、 6月. 8月、 10月の各

月 における親潮域について、 (100 m層水温水平分図上水温8C以下の海域を親潮域と規

定した)13-18年の 6ヶ年間の、!荷積計算によれば. 6月には.過去 5ヶ年間 (43-47)にお

ける親潮域の!福積は約10，000平方崎 (43年)から4.000平方浬 (47年)の問で変動、 (平均は

7，000平方浬) Lたが、利年は7，000平方マイルで過去の平均値と一致していた。

8月は.過去において9，000 -4，000平方マイル(平均は 6，000平方マイル)であったのに

対し.18年は5，η00平方マイノレで、平均よりやや而積は狭かったの 10月の場合では過去7.000 

~2 ， 000平方浬(平均5，000平方マイル)であったのに対し48年は3，000平方マイル、で平年よ

りも狭くなっている。

以とから親潮勢力の強弱を総括すると. 18年はほぼ平年並の勢力で、あったが弱勢年であーコた

17年よりはかなり強勢で『あった。
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又.49年 3月に実施した沿岸定線観測の結果七ら見ると.親潮域の西端の位置は尻矢埼東方

20浬、鮫角東方10浬にあって平年並である。(中心水温1'C台で平年並)また津軽暖流域の中

心水温は6'C台で平年と変わらず.本県沖においてはむ手県北南の東北太平洋各県に見られた

異常冷水現象はみ左められなかった。

ハ 対馬暖流水温

4~7 月は平年並だコたが、 8 月から 11 月までの問は平年より約 2C ほど高めとなり 12月は

平年より幾分低めとなった。

ニ 沖合冷水タ1縁位置

年閣を通じて冷水域は離岸したけ

ホ 対馬暖流流量 (x10cm/蝦)

5月 3.2 6月3.8 7月2.5 8 n 4. 1 9月 3.7 10月1.j 12月3.1で各月とも流量
は多かうた。

2 太平津稚魚査定結果

|昭和48年 5月一10月までの太平洋漁海況常線観測にともなう稚魚、ネット採集物を査定した結果、

ハダカイワシ類を除いた魚、額の出現は、 2~属25種319 個体であったけ

このうち重要と Tわれる魚種はカタクチイワシ CEnglaulis japon ica.)サンマ Ccolor

abis saira、)メパル類 CSebastes sPp.) サパ CScomber japonica、)

ホッケ Cpreurogramus azonus.)等でメパル額には 1タイプが出現した(T← IV型)。

重要魚種中多く出現したのはカタクチイワシ. 160個体で、ハダカイワシを除いた総魚類稚仔中

の500ちを占め、次いでサン755個体(17%)であった。

草委魚種の出現時期は第 1図のとおりである。

力タゲチイワシ 6 -，10月出現し、特に 7-8月仁多く見られた。

サ ン 7 6← 10月に出現し. 6月と 9月に出現の山が見られた。

メ バル類 I-TIT型は 6-8月に出現し、 IVZJ;IJは 8-10月に出成した。
ホ ッ ケ 9月にだけ出現した。

R
h
U
 

戸

h
d



第 l図 豆要魚種稚魚、月別出現状況

カタクチイワシ
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1本釣によるスルメイカ漁業の、夏季における沿岸漁場t土、 1隻当り、総漁獲量 (2，659ト〉う

とも.こ¥.5ヶ年間の最低で、あった。また.秋季は12月の好漁と漁期が長かったことから総漁獲

量 (1，058トン)は平年を若干上廻った。定置網による漁況については マグロ、マダイが低調で

あったが.プ人ヒラマ→九サケが好漁で、あったη 特異現象としては、春季に中~大羽イワシが、

14年擁りに入網したことと. 1 ~ 2隻ではあるが、イワ、ン流網が行われたことである。また、ヤ

リイカが近年になく大不漁であったことなどがあげられる。

(2) 津軽海峡

大畑近海における夏イカ漁獲量は7，997 トンで、こ_¥， 5ヶ年間では最も少く、また漁獲量の中味

は例年より搬入物が多く占めていることから、沿岸てで、はカか込なりの不漁でで、あつたものと推定されるo

また、秋季の漁獲量は1口2月の好漁により 3，703 トン(平年並)の漁獲をあけ

平年を下廻つた。

(3) 太平洋

八戸T丘海における夏季のスルメイカは. 1，642トン.秋季には519トンで.ともに例年比土以下
10 

の近年まれにみる大不漁で、あった。また.サパは.三陸沖の不振から.こ)，， 2~3 年より、水

揚は.や L下廻り 193，ω6 トンであったが.道東沖のものは.好漁が反映し、これまでで最も

多い59，300トンの水揚があった。
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日本海スルメイ力漁穫高 (単位・トン〕

同
日

Z

， ， ，ト」 I 'J'J /'I，，-~， V、、 v，、IIIJIl.:..
年 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 月 三十

漁 獲 量 886 1， 146 228 129 2， 3K6 556 ~2 178 756 

40 隻 数 1， 568 1，88九 795 356 4， 602 1， 20:l 100 529 1， 832 

1 行3乙~~ 当 O. 6 O. 6 1). :; O. 4 O. 5 O. 5 0.2 O. 3 O. 4 

漁 獲 量 240 2， 155 2， :B9 :;86 150 5，269 45 176 325 546 

11 隻 数 288 2， 094 :1. 012 %4 484 6，邑42 286 591 7:>4 1， 611 

隻 手当 O. 8 1.0 O. 8 O. 1 O. :l O. 8 O. 2 O. 3 O. 4 O. :， 
漁 獲 最 211 2， 399 2， 146 564 :，26 5， 979 13K 395 109 642 I 

12 隻 数 272 ム 2:18 2， 290 911 765 6，476 519 557 294 1， 370 

隻 当 O. 9 1. 1 1. 1 O. 6 O. 4 o日 O. 3 。7 O. 1 O. 5 

漁 獲 量 195 622 1， 461 2， 637 1， 502 6，416 546 296 183 1， 026 

43 隻 数 165 1， 142 1，774 1， 997 1， 589 6， 667 1， OHl 504 551 2， 136 

1 隻 当 1. 2 O. 5 O. 8 1. 3 O. 9 1. 0 O. 5 O. 6 O. 3 O. 5 

漁 獲 量 236 736 316 1， 882 904 4，074 342 70 27 439 

11 隻 数 247 1， 115 753 2， 164 1， 699 5， 978 1， 086 2'17 80 1， H3 

1 隻 当 1. 0 O. 7 0.4 O. 9 り 5 O. G O. 3 O. 3 O. :l O. 3 

漁 獲 最 63 1， 558 1， 0J:l 記82 52品 :1，ι12 l:l1 K9 4 359 586 

15 隻 数 56 2，255 2， 182 6り7 1， 125 6， 615 804 323 22 766 1， 915 

隻 ~ 1. 1 。7 円 5 O. 4 O. 1 O. 5 O. 2 O. :; O. 2 O. 5 。九
出 獲 量 29 日07 989 (i:l6 1， 001 :;， 565 82 2:1 25 164 294 

.Ili t2 数 .15 l， 539 2， ，， 11 1， :187 2， 0りり 7， 482 116 152 ど2S 471 1， 264 

1 隻 当 O. 6 O. 6 O. 1 O. 5 O. G O. " O. 2 O. 2 O. I O. 3 O. 2 

漁 獲 量 652 1， 753 1， 5:; 'l 159 122 4， 22日 り40 311 535 337 2， 123 

47 隻 数 1， 106 3， 602 2，811 441 480 8，476 2， 033 696 1， 394 1， 178 5， 301 

1 隻 当 O. 6 O. 5 O. 5 O. 4 O. 3 O. 5 O. 5 O. 5 O. 4 O. 3 0.4 

漁 獲 量 279 1， 552 544 95 189 2， 659 240 96 607 115 1，058 

48 隻 数 434 3， 098 1，邑62 i2il 715 6， 537 1， 219 843 1， 319 490 3， 871 

1 隻 当 O. 6 O. 5 O. :; O. 2 O. :l O. 4 O. 2 O. 1 O. 5 O. 2 O. 3 



量

年 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 計 10 月 11 月 12 月 1 月 2十 総 計

漁 獲 長堅三ヨ主し 371 1，634 2，373 1，936 6，314 259 946 1，225 2， 430 8， 744 

41 隻 数 1，403 2， 006 1，475 4， 884 288 1，283 972 2， 543 7， 427 

1 隻 当 1.2 1. 2 1. 3 1. 3 O. 9 O. 7 1. 3 O. 95 1. 2 

漁 獲 量 1，217 3， 187 3， 388 966 8， 757 1， 147 1，535 156 2， 838 11，595 

42 隻 数 709 2，341 2， 805 1， 061 6，916 1，074 1， 564 401 3， 039 9， 955 

1 隻 当 1.7 1. 4 1. 2 O. 9 1.3 1. 1 1.0 O. 4 O. 93 1. 2 

漁 獲 量 489 5， 378 4，804 2， 328 12， 999 1，254 2， 083 1， 143 4， 480 17， 479 

43 隻 数 125 2， 735 2， 371 1， 520 6，751 1，270 1，926 1， 362 4， 558 11， 309 

1 隻 当 3. 9 2. 0 2. 0 1. 5 1.9 1. 0 1. 1 O. 8 1. 0 1. 5 

漁 獲 量 1，086 4， 365 3，213 1，625 10， 289 1，260 2，008 464 8， 732 14， 021 

44 隻 数 373 2， 940 2，585 1，487 7， 385 1， 425 2， 338 714 4， 477 11， 862 

1 隻 当 2. 8 1. 5 1. 2 1. 1 1.4 O. 9 0.9 O. 6 O. 8 1. 2 

漁 獲 量 1， 196 3，600 3，861 1，423 10， 080 1，750 1， ，177 273 22 3， 522 13，602 

45 隻 数 376 2， 728 2，自15 1， 718 7， 637 2，610 2，280 408 27 5， 325 12， 962 

1 隻 当 3. 2 1. 3 1. 4 O. 8 l. 3 O. 7 O. 6 O. 7 O. 8 O. 7 1.0 

漁 獲 量 1， 175 4， 693 2， 628 1，592 10， 088 1， 115 983 143 2， 241 12， 329 

46 隻 数 743 4， 066 3， 078 1，557 9， 444 2， 795 1， 950 524 5， 269 14， 713 

1 隻 当 1.6 1.2 O. 9 1.0 1. 1 O. 4 O. 5 O. 3 O. 4 O. 8 

漁 獲 量 12 772 4，596 3， 804 948 8， 132 9:l3 1，979 374 11 3， 297 11，429 

47 隻 数 11 892 3， 205 4，144 1， 701 9， 953 1， 729 2，671 1，032 31 5， 463 15， 416 

1 .隻 当 1. 1 0.9 O. 8 O. 9 O. 6 0.8 O. 5 O. 7 O. 4 0.4 O. 6 O~ 

漁 獲 量 1，373 2，020 2， 723 1， 881 7， 997 1， 152 1， 328 1，219 4 3， 703 

48 隻 数 1， 190 2， 992 2， 983 1，844 9， 009 2，160 2， 260 1， 873 14 6， 307 15， 316 

1 隻 当 1. 2 。7 O. 9 1.0 O. 9 O. 5 O. 6 O. 7 O. 3 O. 6 O. 8 
」一一
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ン〕

年 6 月 7 月 8 月 9 月 計 10 月 11 月 12 月 月 計 総 計

漁 獲 主E三亘主 10 6， 155 14， 467 3， 660 24， 292 ¥94 13， 131 10， 850 269 24， H4 '¥9.036 

41 隻 数 25 3， 370 7， 238 2， 977 13， 610 367 1， 861 4， 517 213 9. 961 23， 571 

1 隻 当 O. 4 1. 8 2. 0 1. 2 1. 8 1. 3 2. 7 2. 4 1. 3 2. 5 2. 1 

漁 獲 量 2. :125 19. ~64 12. ~:11 244 35， 067 7， 150 1り， 772 4，9:11 2 29. 155 64， 222 

42 隻 数 1，048 6，012 5， 552 270 12. 882 3， 018 8. 663 :1， 152 6 14， 839 27， 721 

1 隻 当 2. 2 3. 3 2. 3 0.9 2. 7 ~. 5 1. 9 1 6 O. 3 2. 0 2. :， 
漁 獲 量 36 13， 998 4， 203 10，817 29. 054 11， 897 1 R. 420 1， 68:1 15 32， 045 61， 099 

43 隻 数 29 4， ti21 1， 696 4， 081 10，427 4， 955 8， 465 926 5(j 14， 402 24， 829 

1 隻 当 1. 2 3. 0 2. 5 2. 7 2. 8 2. 4 2. 2 1 8 O. 8 2. 2 2. 5 

漁 獲
主三L

18 8， 556 8，645 1，420 18， 639 423 16， 126 1， 076 。 17， 639 36， 27 S E旦

44 隻 数 19 4， 730 5，520 1， 6S 1 11， 950 569 8， 909 837 。 10， 315 22， 265 

1 隻 当 O. 9 1. 8 1. 6 O. 8 1.6 O. 7 1. 8 1. 3 。 1.7 1 6 

漁 獲 量 1 657 4， 137 1，676 6. 471 2， 55日 :l， 057 1， 24日 5S 6日16 13， 387 

45 隻 数 4 1， 012 2，邑98 2， 148 6， 062 2. 132 1. 9'14 1. 132 56 日， :1l4 11. :)76 

1 隻 当 O. 2 O. 6 ¥. 4 O. S 1. 1 1.2 1. ti 1. 1 1. 0 1. 3 1. 2 I 

漁 獲 量 Q 1. 203 4， ll:l8 4， 715 10. 795 1. 63G 2. 942 150 O. 5 4，728 15， 523 

46 隻 数 :12 1， 194 4. 660 4， 309 10， 1 'l5 ::!. :J8fi 2. 747 277 2 5. (;12 15， 807 

1 隻 ?当 O. :1 1 0 1 0 1.1 1. 1 O. (j 1. 1 O. 'i O. :1 O. 8 lυ 

漁 獲 量 1 3. 364 5.093 697 り， 155 7S6 2. 078 1， 8:12 2 4. 69S 13. 853 

47 隻 数 7 2. 120 4， 279 942 7，九日目 1.415 1， 902 1.986 自 5， 311 12. 709 

1 隻 当 O. 1 1. 6 1.2 O. 7 1. 2 1). 6 1. 1 刊日 O. :l O. 9 1. 1 

漁、 獲 主尾主主L O. 6 585 485 571 1， 642 178 164 176 O. 5 519 2. 161 

48 隻 数 967 664 1. 043 2. 675 42:l 386 274 l 1. 084 3. 759 

1 隻 当 O. 6 O. 6 O. 7 O. 5 O. 6 O. ，j O. .1 O. (j O. 5 O. 5 O. 6 

漁獲量カイメノレス八戸近海

I
Z
-
-



日本海道東椴入イ力(八戸港)

単位:トン

以と 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計

35 年 592 2. 093 2. 323 573 5，581 

36 年 207 4，088 4， 626 584 9， 505 

37 年 886 5， 704 7. 573 7. 728 1， 555 23， 446 

38 年 1， 894 2， 196 2， 638 4， 814 1， 199 12， 741 

39 年 202 1， 229 1，436 11， 438 1， 962 5， 267 

10 年 189 11， 726 2， 010 11， 236 4，051 29. 212 

11 年 745 452 1，000 2， 635 3， 535 267 8， 634 

42 年 1，037 4， 267 4，815 9， 729 8， 709 28， 555 

.13 年 760 12. 237 13， 569 10， 531 2， 641 546 40， 284 

4，1 年 341 1. 976 4， 592 12， 616 6， 005 1， 177 369 27， 076 

45 年 427 4， 883 8， 162 5， 455 2，813 2， 234 141 24， 115 

46 年 138 1，824 4， 553 3，849 1，654 1，876 61 13， 955 

47 年 461 1，563 2. 172 3，218 2，571 596 10， 581 

48 年 683 1，372 2，075 2，298 1，045 388 32 7， 893 

~ 161← 



四 日本海栽培漁業資源生態調査



日本海栽培漁業資源生態調査

調査目酌

本調査は、日本海における沿岸漁業振興のため、栽培漁業の展開を目標として、主要水産資源の分布

生態を明らかにし、種苗放流による生産増の可能性、放流海域を究明するための基礎資料を得ることを

目的とし、本年度は、ヒラメ稚魚の分布生態とヒラメ、カレイ類の回遊移動状況把握に重点をおいた。

E 調査時期

昭和4昨 4月1日から昭和4咋 3月31日まで

園調査体制

本調査はヒラメ、カレイ類を調酎橡と Lて、日本海北部プロック(北海道、青森県、秋田県、富

山県)を構成し、秋田県を取りまとめ担当県として共同調査体制をとった。

水試内体制は次のとおりである。

総 括 場 長

計画及び実施

漁業課 技師

調査課 技師

If If 

If If 

If If 

。印は取まとめ担当者

IV 調査項目

1 分布生態(ヒラメ)

2 食物環(ヒラメ)

馬場勝彦

沢田兼造

十三邦昭

田村真通

。小田切譲一

木村 大

3 回避移動状況(ヒラメ、マガレイ、マコガレイ、ムシガレイ、マダイ)

4 漁業の実体(銘柄別漁獲組成、ヒラメ、マダイ)

5 体長と体重の関係(ヒラメ、マガレイ、マコガレイ、ムシガレイ、マダイ〕

V 調査の方法および結果

1方法

A 海上調査

a 調査期間昭和48年 4月1白から昭和49年 3月31日

b 調査海域第 1図のとおり

E 調査船

試験船青鵬丸 1 9. 9 4トンD170f-P

瑞鴎丸 4 O. 8 1トンD1601-P

傭 船旭光丸 4. 2 0トンD 3 5 f-P 

協力船第 3日栄丸 2 9. 3 1トンD140f-P

d 漁獲試験

イ 地曳網調査、最も浅いところに生息する稚魚を採集する目的で行なった。調査場所第5第

6図、漁貝は第 2図に示した。
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ロ 桁網調査、水深 ，， -20m前後に生息する稚魚を採集する目的で行な _)1こ。調査場所は第

7問、漁具は第 3悶に示した。

e 海洋観測

イ 各操業地点毎に天候、風向、風力、底質、水温(低層を令む)、地形を海洋観測指針にも

とついて喫施した。

ロ 稚魚ネットは 10分間表層曳とした。

ハ採水、測温はパンドン採水器を使用したo

f 漁獲物調査

イ 各操業地点で漁獲された魚種のちも対象魚種、お土び選択魚種については、ただちにホル

マリン 10 係液に土-~)て固定し、持ち帰り後胃内容物調査を含む多項目調査を行なった。

ロ その他の魚種については適宜同様の方法に上り調査を行な〆ナニ。

g 標識放流

イ 桁網によって漁獲されたヒラメ稚魚、および若魚を標語、放流しナニ。

ロ 試験再fiおよび調査協力船の底びき網によって漁獲されたヒラメ、マガレイ、マゴガレイを

標識放祈した。

ハ 一本釣によ-)て漁獲された活魚のうち商品サイズにならないヒラメ(全長 40 cm以下)を

一時蓄養後標識放流しナニ (津軽海峡、佐井村放流分)っ

ニ 標識方法は、アンカータソグ(ピン長15今幼と迷子札の 2通りで安施した。

第 1図調査海域図

10 20km 

海図 1~~号

500， 000 

- Ili1 



第 2 図地び~網

第 3図桁網

165・・

4札

。絹地 3 0節

0 ロープ約501lt 

。陸地より 4人でひく

3帆タ

。約2ノット 20分間曳網



卵・仔魚調査点図第 4図
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2 調査結果

ヒラメ

(1) 発育段階別分布生態

A 仔魚

4月7日-6月28日に赤石から十三海按にわたり試験船と傭船で⑤ネyトによる昼間表層曳を、

延34点、において実施した。(第4図)。

これにより. 6月11日仔魚 1尾(全長10.7m m)が赤石川口沖2.000 m (水深20m)で採

集された。採集された尾数は極めて少ないが.他道県(北海道.京都)の調査結果から、当

海域においてもヒラメ仔魚の生息水深は昼夜で変化し、昼は中層に夜は表層に分布すること

も考えられる。

仔魚が採集された場所は2ヶ年とも同一場所で.周辺海按は底建網および刺網により成魚

が多獲されること及び熟度調査から.当海域でヒラメが産卵することはほぼ確実と思われる。

従って浮遊仔魚を採捕するには.夜間に曳網するか(網が多数設置されているので難しし、)、

昼間に表層曳するなどの方法が考えられる。

B 稚魚

a 地びき網調査

7月16日-8月7日にかけて 5地区の水深 5m以浅で延29回実施した。その結果7月16

日に稚魚3尾(全長53mm、54mm.臼 mm)が川尻で採集された。

調査海繊は

昨年稚魚が採集された海域を選んだが.採集尾数は昨年度に比べて少ない (47年度は11

尾)。

外洋に面した海域での地ひ。き網調査は.波があると困難で、凪弘待たねばならず.調査

日が限定される等問題もあるが調査場所の移動が容易である利点もある。

2ヶ年の調査結果を総合すると、波打ちぎわの浅海部には最も小さなサイズの稚魚が生

息し. 7月中旬ごろ全長 5cm前後のものが出現し始め生長に伴ない生息深度を増し.深み

へ徐々に移動するが.発生時期の遅いものでは11月末まで見られる。

b 桁網調査

8月26日-11月9日にかけて第7図A-E海域で延20回実施した。

これによりヒラメ 141尾が採集された。当才魚は138尾で.このうち10cm未満の稚魚は

83尾 (60%)で、あった。

魚体の大きさをみると、 8月下旬のをードは8cmで、あるが(第5図).これを水深別にみ

ると 3mではモードが 7cm. 5 mと10mではをードが 8cmで.浅いところに小さいものが

生息していることを示している。

まずこ. 5 mと10mではモード差はなかったが、それぞれの平均体長は 7.9 cm. 8. 9 cmで

10 mの方に大きいものが多いことがわかる。このことからも.成長に伴なって深所へ移動

することがうかがわれる(第 6図)。

海域別に採集尾数をみると(第7図)、調査海域AからEへとその数を樽している。図

でみられるように調査海域Eは十三湖水戸口に最も近く、この湖には県内日本海側最大の河

川である岩木川が注いでいる。

採集結果では.十三湖水戸口に近いほど稚魚の生息量が多いと同時に、大型のものが多い

ことを示している。このことは、湖の水戸口が稚魚の生育の場に適しているため、成長を

促進しているものと考えられる。

時期別に体長モードをみると(第8図). D海区における 8月26日と 9月 8日の体長

範囲は、ともに 7-14 cmと変らないが.モ ドは8月より 9月が 1明大きくなっている。
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また、水深 5mでの採集尾数は. 9月は8月に比べ約 1/3に減少している。

C 混獲種

a 地曳網調査

カレイ、ヒラメ類ではヒラメ以外にイ、シガレイ 1種が採捕されただけで極めて少なかった。

最も多かったのはコノシロで.以下ウグイ.マハゼ、マフグ.カタクチイワシ、アカカマ

スの順で、あった。魚額の総出現数は14種であった。

b 桁網調査

カレイ、ヒラメ煩ではヒラメ以外に.アラメガレイ、タ 7 ガンゾウヒラメ.グロウシノ

シタ.サ十ウシノシ夕、イシガレイ.ヌマガレイの 6種が採捕された。採捕尾数はアラメ

ガレイが最も多しまた出現頻度も高く.ヒラメをしのいで各地点で優占種となっている。

カタクチイワシは、アラメガレイ、ヒラメに次いで多く採捕ぎれているが、出現頻度は低

L 、。魚類の総出現数は22種であった。

'2) 食物環

A 地びき網および桁網で採摘された110尾(全長 5-14cm)について.胃内容物調査を行な

うた。このうち103尾 (936 %)の胃内に.飼料生物が認められ、その種類はアミ類.カタ

クチイワシ(シラス期仔魚)およびエピ(アキアヘその他)であった。前期 2種の頻度は

極めて高く 1両種を合わせると 100係に近い値を示す。体長別に摂餌状況をみると(第 9図)

小さいときほどアミ煩への依存度が向いことがわかる。 6cm前後から，魚、を餌としてとり始

め、生長するに従い魚、への依存度 1土増し全長12cmで"'1、アミ類とiまぼ同じ割合で持議耳してし、る。

B 混獲種の食性

ヒラメと同様に.アミ類が多くの魚類に摂餌され.この時期の重要な餌となっているO

また、カタクチイワシ. (ジラス期仔魚)も比較的多く摂餌されているO

優占種であるアラメガレイの食性は.ヒラメと同じくアミ類とカタクチイワシ(シラス期

仔魚)を主としているが.魚、を摂餌し始めるのはヒラメより小さい 4cmからで、摂餌種類も

前記2種に加えて.エピ.端掬額.榛脚類もみられ多様化している。昨年までの調査でも.

ヒラメ(全長10.4cm)がアラメガレイを捕食している例はあったがその逆の例はなかった

ことから、餌料の而ではヒラメと競合関係にあるが問題は少ないと思われる。

第 5図 ヒラメ体長組成
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第 6図 ヒラメ水深別体長組成
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第 7図 ヒラメ海域別体長組成
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時期別体長組成第 8閃
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餌料種類別摂餌状況
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回遊移動状況

標識放流調査

当場が実施した標識放流の結果を要約すると第 1表のとおりである。

(3) 

A 

魚種別放流および再捕状況

魚、 種 ヒ 7 メ マガレイ マコガレイ ムシカレイ ーマ タ イ

放 流 尾 数 1， 755 616 1， 069 494 77 

再 捕 尾 数 93 2 28 11 9 

再 捕 率 qも 5. 3 o. :> 2. 6 2 2 11 i 

放 流 年一 46 ~ 49年 .l6 ~. 48年 46 ~ .18年 16 .~ 48年 47年

第 1表

昭和19年 2月1511現在

- 171 ー



a 再捕率

魚種によ，-)てその再捕率は異なり、 Jタイが最も向く 11 7婦、つL、でヒヲメが 53%で、

マガレイは 0.3%と低し、。

b 標識の方法

イヒヲメ

昭和42年、 I~ 年、-19年は迷子札、 15、 17年はアンカータ Y グ、 16 、 18年は両方を使用

した。

迷子札で、 955尾放流し-12尾が再捕されたυ アンカ タソグでは 800尾放流し51尾が

再捕されてし、る。

ロマカレイ

昭和16、17年l土アンカータツグを、 18年はその他に迷子札も使用した。

迷子札で 217尾放流したが再捕されたものは無く、アンカ タッグで 399尾放流し、

2尾が再摘されてL、るJ

迷子札で 36-1尾放流し再捕が 8尾、アンワータッグで 705尾放流し20尾が再捕されて

L、る。

マコプiレイ

昭和46、H年はアンカータツグを、 48年はその他に迷子ー札も使用した。

ニ ムシガレイ

昭和46-47年はアンカ タツグを、 18年はその他に迷子札を使用した。

アンカ タツグで 490尾放流し11尾が再捕されてしゐ。迷子札で l尾放流した分の再

捕はなし・。

各魚種について、再捕された時期および再捕漁具を第 2第 3表に示 f。

第 2表月別再捕尾数 (尾)

ゐ込三 ヒ 7 メ マカゐレイ r コカーレイ ムシカs レイ -.t 夕、 イ

1月 4 つ】

2 I 

3 5 1 処t 6 

4 6 つー 3 

5 13 。“ 

6 23 1 8 

7 ];) 2 

8 3 

9 5 2 

1 0 13 5 

1 1 3 

1 2 10 

2十 日3 2 :28 11 9 
~~市-

~唱 4・ F喧喧

第 3表漁具別再捕尾数

孟取よご ヒ 7 メ マガレイ r コ力、レイ ムシガレイ 才 タい イ

定 置 網 18 1 4 2 8 

東日 網 26 1 12 5 

底 曳 網 2:1 7 1 

本 釣 10 

そ dコ 他

不 明 15 5 1 

9:) 2 28 I1 9 
同T"J-T'"_.....ハメT' ，、 d 唱，....， rR-/'戸
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c 再捕の時期と漁具

ヒラメ、マコガレイは l年経過して再捕される例もあり、比較的長期にわたって再捕さ

れているが、ムシカレイ、マタイは短期間の再捕例が多L、。また多く再補される月は、各

魚種に対する漁獲努力の高い月と一致しているO

再補された漁具は刺網が最も多く、次に底曳網、定置網の11原で、ヒラメ、カレイ類では

定置網より底曳網が多いが、マダイでは定置網での再捕が特に多L、。

d 放流魚の体長組成

昭和48年 2月16日以降に標識放流した各魚種の体長を第 9凶に示した。

イ ヒラメ

全長 8-54cm、モード32cmで、若魚が主体である。 8-15仰の当才魚を放流したが漁獲

最小サイズまで生長していないためか再捕はまだなし、。

ロ マガレイ

全長14-29cm、モード23cmで成魚が主体である。

マコカ、レイ

全長13-32cm、モード25cmで成魚が主体である。

B 標識魚再捕結果

a 移動状況

各魚種の再捕結果は、第4表に示した3

イ ヒラメ

過去 7ヶ年の平均移動距離は28.4km、分散は43.8帥であるO 移動距離を年別にみると、

42、44、45年は小さく、 43、46、47年は大きく、 48年は平均的な値を示している。この場

合経過日数の長さとは特に関係は認められなし、。個体ごとに移動距離と日数との関係を

みても、相関は認められなし、。

長距離を移動するものは少なく、 70km以内の再捕が約 9割である。

72. 2km (移動距離平均42.8伽プラス分散48.8km )以上移動した 9尾の移動方向をみる

と、北上が 1尾、雨下したものが 8尾ある。このことから10-3月に底びき網が漁獲対

象としているO 群にあっては、その 9割近くが70旬以内の移動範囲をもち、長距離を移

動するものでは特に南下傾向が強いと考えられるO 南下したものは、秋田、山形、新潟

県で、北上したものでは陸奥湾内でそれぞれ再補されているO

ロ マガレイ

再捕尾数は少なく、 2尾が5km以内で再捕されてし、る。

ハ マコガレイ

移動距離の平均、分散ともにヒラメより大きい値を示すが、 30km以内で9割が再捕さ

れている。

長距離を移動したのは 3尾で、 2尾が北上し陸奥湾内で、 1尾が南下し山形県(新潟

県境)でそれぞれ再補されているO

陸奥湾内で、再捕されたもののうち 1尾は12月に生殖腺が熱していたことから、日本海系

群と産卵期を異にする湾内系群で、あったことも考えられ、湾内から日本緑へ一部南下する

もののあることが子屈されゐ。

ニ ムシガレイ

移動距離平均は5魚種中最も大きく、 90伽以内での再捕が 9割である。放流点近くで

再捕されたもの以外は全て南下し、秋田県男鹿周辺で産卵期に再補されている。

津軽海峡(太平洋寄り)で放流したものは、託証峡を西行し県日本婦で再捕されているO

ヒラメ、マコガレイは男鹿半島を越えて雨下しているが、ムシヵーレイにはその例がみ

叶

4
u

円

J
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られなかった。

ホマダイ

ヒラメ、カレイ類と比べると、その再捕は短期間であるが、全て北上している(第21

図)。このことから、 5~7 月(盛漁期)の漁獲対象群は北土群で形成されていること

が予想される。

IV 調査の成果及び今後の課題

1.調査の成果

放

再

再

放

(1 )ヒラメ

1.$.. 

A 発育段階別分布生態

a 仔 魚 期 6月上旬における水深20mの河川域表層に分布。 1-6月における調子王海

域表層の分布量は極めて少なL、。

b 稚 魚 期 i ~ 9月における水深山市以浅の同川域に分布。十三湖水戸口に近いほど

棲息量は多L、。

c 他魚種の混獲状況

ヒラメ、カレイ類の出現は次の 6種。(アラメガレイ、タマガンゾウピラ

メ、クロウシノシ夕、ササウシノシ夕、イシカレイ、ヌ zガレイ)で、この

うちアラメガレイが最も多く、ヒラメを凌いで優占種となっている。

B 食物環

a ヒ ラ メ 全長 5~ 14cmの稚魚および若魚は、アミ類と魚(カタクチイワシ仔魚)を

主な餌料とし、アミ類から魚への移行は全長 6cmから始まるO

b アラメガレイ(優占種)

アミ穎、魚類、エビ、端脚類、椀脚類を摂餌してし、る。

C 回遊移動状況

魚種別放流および再捕状況

種 ヒ ブ メ マ力、レイ マコカレイ ムシカ、レイ ーミZ タ イ

流 尾 数 1， 755 616 1，069 494 77 

捕 尾 数 93 ‘ム~ 28 11 9 

捕 率 司も 5. 3 O. 3 2. 6 2. 2 11. 7 

流 年 42 ~ 49年 46 ~ 4H年 46 - Hl年 46 ~ 18年 17 年

昭和49年 2月15日現在

a ヒラメ、カレイ類の再捕漁具は刺網が最も多く、マタイでは定置網が多L、。再捕される時

期は、各魚種の盛漁期と一致する。

b 移動状況

イヒラメ

移動距離の平均24.8伽で70km以内の再補が 9害りであり、移動距離の長かった 1割(9尾)

のうち 8尾は南干しているo 10~:ò 月において、移動距離の長い群にあっては南下傾向の

強いことがうかがわれるつ

ロ マカーレイ

日本説、むつ湾では、それぞれ l足ずつ放流点から 5km以内で内楠され℃いる。

マコカ、レイ

移動距離の平均は32.lkmで‘ヒラメより大きいが:oOkm以内での再捕か9者IJあふ〉

陸奥湾系群が一郎日本編へ雨下していることが明らかとなっt:.o
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ニ ムシガレイ

移動距離の平均は最も大きく、 90向以内での再捕が9割であった。

南下の傾向が強く再捕は秋田県男鹿周辺に集中している。

津軽海峡(太平洋寄り)を西行、南下して日本海で再補されているO

ホマダイ

再捕までの日数は短期間であるが、全て北上して再捕されている。

D 銘柄別漁獲量

代表的な水揚地である深浦、大戸瀬、鯵ヶ沢の漁業種別銘柄別漁獲量を調べることにより、

対象魚種の生態及び資源動向把握の基礎資料とした。

E 体長と体重の関係

対象魚種の体長と体重の関係式を最小2乗法により求めた。

ヒラメ ① W = 3. 99 x 10 -3 l! 3. 26 (全長18-6釘m)

② W=2.82XlO-3e3.44 (全長4-15cm ) 
両式をまとめると、

③ W=  3. 68x 10-3 e 3.28 (全長 4-64cm) 
マガレイ W=  4. 36XI0-3l! 3.79 (全長9-32cm) 
マコガレイ W=  8.01XlO-3 e 3.17 (全長11-3釦m)
マダイ ① W=  4.60XI0-2l! 275 (尾叉長20-判明)

@ W=1.86XI0-2e3.07 (尾叉長4-20cm) 
両式をまとめると

⑨ W = 2. 30 X 10 - 2 e 2.97 (尾叉長4-40cm) 

2 今後の課題

(1 ) 仔魚の着底場所を明らかにし、併せて稚魚が沿岸に集中する機構の解明。

(2) 対象魚種の資源利用度、未利用生産力を把握し、適正種苗放流量の把控も
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VllI魚礁設置適地調査



魚礁設置適地調査

調査目的

大型魚礁を有効に設置するため、あらかじめ通地を選定するとともに既設魚礁の設置効果を判定し、

投資効果の促進に寄与する。

E 調査内容

1 調査期間昭和<18年6月~昭和<19年 3月

2. 調査場所 日本海

3. 調査員

技 師 回 村 真 通

主 研 斉 藤 重 男

技 師 十 邦 昭

技 師 木 村 大

4 調査船小泊沖傭船楽天丸 2. 9トン

鯵ケ沢、大戸瀬沖試験船青鵬丸 1 9.9 4トン

5 調査項目

(1 ) 事前調査

(2) 海上調査水深(海底地形)、底質、潮流

(:i) 陸上調査漁船、漁法、出漁日数、生産高

皿調査方法

1. 事前調査

関係組合より、大型魚礁設置に関する要望等を聴き調査の基準とした0

2 海上調査

組合の希望を考慮に入れ、日本海水深底質図(昭和<1<1年青森県水産試験場作成)で検討の上、

調査区域を定め、この区域内を 16方位に走航し、魚探により水深、海底地形等の資料を得る。

3 陸上調査

漁船、漁法、生産高、出漁日数につし、て県統計、既存資料および聴き取り調査により調べる。

N 調査結果

1 事前調査

大同瀬以北の主だ 7 た漁協の大型魚礁設置希望地は第 I図、第2図のとおりである0

2 海上調畳

事前調査で明らかとなった希望地付近の l地点を中心に小泊沖 lケ所、鯵ケ沢沖 lヶ所の海上調

査を実施した。

(1) 小泊沖

a 水深(海底地形)・・・・・ー第5図、 第 6図

b 底質 ….... ・一第 5図

e 潮流

5月 1;;日調査時(午前 10時)における調査海成付近の潮流は北々東に約2.0ノットであ

) t.こ

(2) 鯵ヶ沢沖



a 水深…………ー第 7図、 第8図

b 底質…………・・第 7図

c 潮流…・・……-・第 1表

3. 陸上調査

(1 )小泊沖

A 調査海域付近天然、礁の利用状況

調査海域付近(調査海域中心より 4km以内)には新場と呼ばれる天然礁があり、その周辺

海域は小泊・下前船によって利用されており、利用漁船数は 54隻にのぼるコ

小泊沖調査海域付近の天然、礁から漁獲される魚種はメパル類(ウスメパル主体)、ヒラメ、

アイナメ、ソイ、タイ等でその漁獲量は約 12トン、金額にして約 3，300千円である。

B 漁業生産

小泊村における漁業生産を昭和<1 1 年~ 4 6年についてみると、各年ともその他の水産動物

(主としてスルメイカ)の割合が高く、昭和 1()年には総漁獲量の tii婚を占め、次いで魚類

3 2仇藻類 1%となっており、魚類は年々伸びてきているご

昭和 42年から 4ti年までの魚類についての漁獲推移をみると、この 5年間において数量の

多い順に 5 種を摘出した結果は第 i 表のとおりでウスメパルが第 1~3位で高位を占め安定し

ており、これに次いで γ ス類、アフラッノザメ、ソイとな〉ている

なお小泊村年間総漁獲量のうち根付魚の漁獲量および魚類総漁獲量に対する割合は次の通り

である。

魚類総漁獲量に対する根付魚の割合が高い年が多く根付魚を対象とする漁業は小泊村におけ

る重要な漁業の っとなっている

C 漁船

小泊下前両漁協における動力船は 252隻で、これ等動力漁船のうち魚礁を利用の可能性が

あるものは 10 t末満の 213隻(約 81%)で占めている

(2) 鯵ヶ沢、大戸瀬沖

A 調査海域付近の天然礁の利用状況

クロソイ、メバル、アイナ人イシナギを調査海域付近の天然礁から主に I本従γで漁獲して

いる。天然礁の利用期聞は周年であるが、 5~6 月が主であり、 2 t末満船 1:2 ~ 1 4隻が操

業し、漁獲量は 5トン程度であるも

B 調査海域における漁獲魚種及び漁獲量

調査海域付近では前記天然、礁での 1本釣の他に小型船による建網、刺網、延縄等が行われて

おり、主な漁獲魚種はヒラメ、カレイ、タイ、クロソイ、アイナメ、メパノLでその量は約;)7 

トンに達する。

この量はこれ等魚種の年間総漁獲量の約 12 %に当り、調査海域付近は有用な漁場の♂つと

なっている。

4. 適地の判定

以上の結果から下記の示す場所が適地と考えられt.::.o

(1 )小泊沖

場所 権現崎灯台より真方位 35 5 c 3，3 0 0 m 

水深 65m 

底質際 (第り図)

適地選定の理由

1 共同漁業権外にあるυ

2 底びき網漁業の禁止区域内にあるο
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3 ヒラメ刺網(3枚網)漁業

4 権現崎以南の組合の利用を考えると、権現崎の突端寄りがよい。

5 水深 65mは釣漁業の利用可能範閲内で、ある。

6 既設大型魚礁と権現沖天然礁との中間にあり漁場拡大に役立ち、集魚効果をさらに高め

一層の漁獲向上が望める。

7 距離的にみて小泊より約 5.6k m、下前より 8.5k mで両組合にとって利用しやすい位

置にある。

(2) 鯵ヶ沢、大戸瀬沖

場所 鯵ヶ沢港赤灯台より真方位27 9. 5 c 5， 9 0 0 m 

水深 5 1 m 

底質勝、粗砂(第 11図)

適地判定の理由

①共同漁業権外である。

② 底びき網漁業禁止区坂内である。

③底質は礁、粗砂でブロックの埋没するおそれが少ない。

@ 付近に天然礁があり、魚礁設置により漁場の拡大が図られ、生産効果が期待できる。

@ 適地と思われるところは鯵ヶ沢、大戸瀬両地区からほぼ等距離にあり、各地区漁船の利

用が容易である。

V 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

2箇所の魚礁設置適地を選定し、同箇所は本年の魚礁設置対象箇所となった。
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第 2図 鯵ヶ沢、大戸瀬沖における天然礁の状況及び各組合の設置希望地点
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第 5図 調査海域の水深底質(鯵ヶ沢、大戸瀬沖)
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大戸瀬沖大型魚礁適地鯵ケ沢、第 6図
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立淡水養殖調査



淡水養殖調査

A オ ムリ養殖試験

調査目的

昭和<14年3月からソ連より導入したオ ムリの生態ならびに成育条件を究明し、本県特産物をめ

ざして再生産の技術開発を図る。

E 調査内容

l 調査期間昭和48 年 4 月~ 4 9年 3月

2 調査場所 西津軽郡岩崎村十二湖落口ノ池

3 調査員

淡水養殖課長 長 峰 良 典

技師原口健

岩崎村駐在員 七 戸 喜太郎

4 調査項目

(1) 飼育池の水温測定

(2) 則賦験

(3) 魚病調査

田調査結果

l 飼育池の水温について

，1 8年度の水温の変化は第1図に示したとおり、夏の水温は過去 4年間のうち最高で 20.5 'cま

で上昇した。これは47年の 15.2'C、過去 4年間の最低)に比較すると約5'cの差があった。ま

た冬の水温は最低 4.8'cまで降下し、 3月の昇温期に入ってからも水温上昇の速度は鈍かった。

以上は平均水温であるが、夏の最高水温は 8月 21日の 21.4'C、最低水温は 49年 1月 27臼

の3.8'cでその差は 17. 6 "cであった。

2 採卵試験

昨年度 1尾だけであったが、雌の成熟魚が出たので、今年度も採卵試験を行った。施設は昨年使用

したフロ yク積コンクリ ト池(2.5 m X 2.5 m深さ 80 c m )に水温の低い沢水を引し、て用水と

し、成熟可能と見られた大型魚 15尾を収容したυ 経過は第 1表に示したように成熟した個体は出

ず、魚病発生のため、中間で試験を中止した。成熟しなかった原両については、前記のように夏期

の水温が昨年より高かったことカ守旨摘出来ょう。パイカル湖の水温は夏期最高で 12 ~ 1 5 'cとい

われていることから、 47年度の状況はほぼそれに近かったものと考えられ、 1尾だけであったが

成熟した個体が出た原因とも考えられる。ここで結論を出すのは早計かも知れないが、夏期の水温

が 15む以下、冬期水温が 6'c以下であれば自然の状態で産卵が可能であると考えられる O

第 l表採卵試験経過

年月日 試験尾数 水 温 成熟魚 備 考

1 8. 1 2. I I I .~尾 6 O'C 試験開始

I 2.:1 0 I 2 5. ;) なし 3尾発死

1 9 1 1 fi 約 5. () なし t尾発死

1. :3 () 約 1." なし 網生貨に移す

1ι7 



:{. 魚病調査

第三友に各 }j 毎の飼育足数及び事E 死尼数をノ'J~ 1たが、 1 H年 1:2月までは~) --~尾の JJ 間撃さ死数

であ Jたものが、 l月以降急激に増加した

病原繭については、検鏡の結果水生肉の付着を認めたが、その原閃(土産卵試験親魚を選厚!JLた際、

網による魚体の似傷が考えられ、今後に大きな問題点を残す結果となー〉た心事E死魚の魚体測定結果

は第2表のとおりであるが、生殖腺 l重量が lH-“ogて、全く成熟していない状態であ〉た 1り
年 3月になってから魚病による大量発死が起きたが、その状況は別表に示すとおりであ)た y

第 2表魚体測定 it直 落 11 ノ池

年月日 8 空 令. 長 体 長 尾又長 体 重 生殖腺号電量 生殖腺係数
cm cm cm 

t):20 g 
g 

1 8. 1 2.:1 0 色 3H. t) :{ 10 :lti. I 1 H 

4 9. 1. 1 6 9 3，. 1 3:2. () :¥1 () 6:2ti J. t) 計り

" ♀ III約 :1". :2 :17. () 70;) 、)..) ，. ~) 

" E 10. () :11. 7 :Hi.8 り53 ti. () 9. 1 

11 ♀ :，6. ti 31. :2 :s.5 16t) 10.9 

※生向再腺係数 生殖腺'It量/体 ifi~'¥ 1 ()九

W 今後の課題

l 病原菌の究明 lこついては、東京水産大学佐野徳夫尉敢授に依頼中で、その結果によすて適切な処置

をとるο

2 λfカノ，，/胡産の魚体測定値を第ヨ表に示したが、これと第三表と比較すると、十二湖の第ヨ表の

年令 5iこ相当することになり、体長はや、同じであるが、体重が相当上向てL、ることになり、肥

り過ぎの傾向が見られた、

このことから餌乃選択を再検討する必要があろう。

3 魚病発生に対処 fるため網生賓の飼育は再検Aずる段階tこ来ている

第:{表 パイカノL湖産オ ムリの魚体測定値

年令 平均体長 平均体重 卵巣重量 生殖腺熟度指数

π1m g g 
1 7 1 (卵巣重量̂ ， 1州)t 290 27 ti 1前
ヂ均体重

5 355 59:2 H9 150 

6 :n 1 わ 12 11 () 17 () 

7 372 612 1 1お l前()

8 :) H ;1 76 1 1 :{ 1 176 
'--

lRH 



第 1表 1 1年魚飼育尾数及び発死尾数
落 fl /池

年月 飼育 尾数 事在 死尾数 備 考

1お. 1 9 U .) 

5 !日お ‘) 

6 1 8 6 2 

7 1 8 1 】‘〉

日 1 8 2 2 

1 8 U o 

1 0 1 8 U 4 

1 1 176 2 

1 2 1 7 4 5 

169 9 

2 1 li 0 4 

ヨ 156 1 5 

第 l図落口ノ池表面水温

つつ

20 

水 1討

温
lli 

℃ 

11 

10 
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48年度
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45 " 
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B ドジョウ種苗量産試験

調査目的

ドジョウ養殖に必要な種苗を人為的に安定量産する方法を見出し養殖の確立化をはかる。

E 調査内容

1. 試験期間;昭和 48年6月九 48年 11月

2. 訴験場所;黒Ai養魚場

3. 担当者;淡水養殖課

主任研究員

技 師

黒石養魚場

技 師

4. 試験項目

(1) 種苗生産試験

(2) 魚体測定調査

5. 試験方法

(1) 種苗生産試験

青 日i 禎 夫

原 口 健

鈴 木 史 紀

硬質ビニール板で、仕切コた一面 1i 6 m"の水田 9面Jこ、 1面あたり 100尾の雌と 300尾の

雄親魚を放流し、天然産卵によって得られた稚魚を種苗化出来るまでに養成しTふ

餌料は天然で発生するもののほか、コイ用ベレ y ト15 0 g、魚粉 10 0 gを各池に毎日与え

t::_。

(2) 魚体測定調査

放流稚魚および生産稚魚の魚体測定を実施した。

E 調査結果

1. 種苗生産試験

放流魚および生産稚魚の概況は第 1表のとおりで、 9面の水田利用池で合計 18.05kgゆり 15，000

尾)の稚魚ドジ 1ウを生産することができた。

これらの稚魚は魚体測定項目(後記)でも示すとおり、養殖用種苗として充分使用出来るサイス

のものである。

しかし、天然の生産力を活用するという目途は達したものの、その生産量は期待した数量までに

は至らなかった。

2. 魚体測定調査

稚魚生産用に放流した親魚の測定結果を第2表に、生産された稚魚の測定結果を第 3表に示したじ

生産稚魚は平均全長が 6.64 c m ( 2回測定の平均値)で養殖用の種苗として使用出来る大きさ

であった。

W 試験の成果および今後の課題

天然の生産力を利用して養慣用種苗を生産することができたが、生産量は低水準にとどま♂〉た

今後は天然生産力だけでなく積極的な給餌を施し、生産力を高めながら稚魚を量産するための検討

が必要と思われるu

一19りー



第 l表 親魚放流、稚魚取り上げ数量

親魚放流 生 産 稚 魚 取 り 上 げ

池NO 年月 日
48.6.26 48. 10. 17 .18. 10. 18 48. 10. 20 48.10.21 48. 10.22 48. 11. 7 言十

~ :100尾
kg kg kg kg kg kg kg 

l (1867:230k0g尾) 1.2 o. 3 。 o. 3 0.05 0.1 1. 95 

(0.75kg) 

2 11 1.0 o. 2 。 0.1 o. 1 o. 1 1.5 

3 11 o. 7 o. 8 。 o. 1 0.05 o. 1 1. 75 

4 11 1. 1 o. 3 。 o. 1 。 o. 3 1.8 
5 11 1. 1 o. 7 。 o. 2 。 0.0 2.0 

6 11 1.0 o. 6 o. 3 o. 1 o. 1 o. 7 2.8 

7 11 1. 3 o. 5 o. 2 。。 o. 1 。 2. 1 
8 11 1.2 o. 5 。 。 。 o. 1 1.8 
9 11 1.7 o. 2 。 0.3 0.05 o. 1 2.35 

計
~ :900尾

10.3 4.1 o. 5 1.2 0.45 1.5 18.05 O :2700尾

第 2表放流親魚測定表

全 長(cm) 体 重 (g) 
雌雄別 放流年月日 測定尾数

範 囲 平 均 範 囲 平 均 (尾)

9 48.6.26 11. 8 - 16.9 15.42 9.1 -27. 1 16.72 20 

8 11 6.6- 9.4 8目 38 1.6-4.0 2. 5 20 

第 3表生産稚魚測定表

全 長(cm) 体 重 (g)
調4 定 年 月 日 測定尾数

範 囲 平 均 範 囲 平 均 (尾)

1 8. 1 O. 1 9 5.3 -7. 3 6.82 0.6-1. 4 1. 11 30 

4 8. 1 O. 2 2 5.0 -12.2 6. 46 0.6 -7.6 1. 32 21 

Q
U
 



海産稚アュ調査C 

アユ生産の継繍妓

的

河川放流用のアユ種苗について、海産稚アユの開発により自給体制jを確立し、

定を図る。

目査調

調査期間

調査場所

担当者

漁業課主任研究員

技師

淡水養殖課主任研究員

技師

E予言、

壬ヨr

昭和，18年 5月-18年 6月

鯵ケ沢町、深浦町

内査調H 

秋

美

夫

光

勝

禎

健

羽

梨

山

赤

高

青

原

2. 

3. 

口

4 調査項目

(a) 稚アユ採捕調査

(b) 淡水馴致試験
(c) 河川放流

果

稚アユ採捕調査

鯵ケ沢およひー深浦地先において、地びき網と船びき網を用いて合計 97回操業し、 2 2. 2 7 :1尾

の海産稚アユを採捕しt::.o 採捕期間は昭和1お年5月 14日-6月 1:2日で、水温は 11.4-19. 5C 

であうた(第 I表)。なお採捕地点ごとの魚体は第2表に示すとおりで深浦地先の稚アユがや斗大

型であった。

2. 淡水馴致試験

第 3表に示すとおり 19.5 7 7尾を馴致試験槽に収容し、 3-5日間の馴致で合計 13.9 1 5尾

の馴致魚を得た。馴致は比重1.00:1から開始した場合の成績がよく、海水温と馴致槽の水温差が

少ないほど好成績が得られたJ

:1. 河川放流

淡水馴致を終了したアユは飼育池と簡単水槽内で lヶ月間給餌飼育し2河川に放流した(第3表)。

調査経過を要約すると

採捕稚アユ尾数;

馴致槽収容尾数:

馴致終了尾数

飼育池収容尾数:

河川放流尾数

昆

11 

2 2.2 7 3 

1 9. 5 7 7 

1 3.9 1 5 

1 3.6 1 4 

結査調

1. 

岡
山

1 O. 0 0 0 

調査の成果と今後の課題

本県で初めて海産稚アユを採捕し淡水馴致、河川放流をおこなったことは、種苗自給化の第ー歩と

いえる 今後は大量捕獲が課題となるが、それには採捕時期、採梼漁具、採捕の効率化さらには淡水

馴致における生残率の向上が必要で、ある。

-192 _. 
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第 l表 海産稚アユ調査採捕一覧表

採捕年月日 採捕場所 天候 気 温 水 温 漁 具 操業回数 採捕尾数

晴
尾

昭 18.5.11 露草 木 13.1 C 13.7 船びき網 リ回 。
5. 11 ， 11 19.0 lβl 地びき網 150 

5.15 11 11 19.8 16.2 11 3 187 

九.16 11 11 24. 1 16.5 11 2 180 

5. 17 11 11 19. 1 18. 6 11 5 220 

5.17 深 浦 11 18.0 17. 6 F〆 6 171 

5.18 11 fI 17. 1 15. 6 11 1 260 

5.18 震主 木 11 18.2 15.8 11 3 423 

5.21 深 浦 曇 16.3 11. 4 11 2 265 

5. 22 量主 ，木 11 9. 1 1:-1.8 11 4 195 

5. :)，5 11 晴 20.8 18. 2 11 3 261 

5. 26 11 晴 20. 1 11 2 55 

5. 28 深 浦 曇 18. 1 17. 9 'f 3 240 

5.28 産量 木 If 18.8 17. 8 If 15 

5. :H 鯵ケ 沢 晴 20. 2 16. 1 ff 2 224 

5. :11 北金ヶ沢 If 22.0 16. 3 11 I 730 

6. 1 鯵ケ 沢 ff 14.2 16.3 ff 4 3，370 

6. 2 ff ff 13.8 18. 1 11 7 5， 500 

6. 3 赤石川河口 曇 22.6 14.6 ff 2 7 

G. :l 北金ケ沢 '1 17. 5 15. 9 ff 1 95 

6. :3 鯵ケ t尺 11 15.5 17. 1 fl 8 2，800 

6. 1 鳴沢川河口 晴 19.5 19.3 11 2 280 

6. 1 中村川河口 'f 19.5 18. 5 ff 1 

6. 4 鯵ケ沢 If 23. 3 16. 4 ff 3 1，070 

6. 5 11 If 23.7 16.8 11 2 1，600 

6. 6 11 If 23.3 18. ，1 If 7 2，550 

6. 9 If 11 20.3 18. 1 ff 4 810 

6.11 11 11 23.6 17. 5 ff 7 335 

6.12 If If 20. 1 16.8 1/ 8 279 

延操業回数 採捕アコ総数

9 7回 22.273尾

(備考) |… 5.89 cm 48.6.15にアユは沿岸から見ら

稚アユの魚体 平均体長: 5.03 cm れなくなうた。

(測定尾数:ぉ尾) 平均体重: 1. 23 g 

qo 



第 2表 採捕地点別魚体測定表

全 長 (mm) 尾叉長(mm) 体 重(g) 採捕期間 測定尾数

a量 木 5. 79 5. 10 O. 89 5. J I ~ 5.28 J 76号

深 浦 5. 89 5. ，16 108 5. J 7 ~ 5. 28 1り

鯵 ケ 沢 5.61 5. 26 
. 

105 5. 31 ~ 6. 12 り1

第 3表 飼育および河111放流状況

飼育場所 飼育期間 水 温 収容尾数 歩留り 放 流

追 良 瀬 1 8. 5. ;) 0 1 :~. 0 C 尾 司も 追良瀬川に

8.9 1 J 8 9.0 

飼 育 池 48. 6 7 2 O. 2 7，0 0 0尾放流

水 試 内 18. 6. 2 7 1 5.0 赤石川に

4.7 0 :1 8 O. 1 

簡易水槽 1 8. 6. :2 ~~ 2 0.5 3，000尾放流

L.... 

194 ~ 



X 養 魚 場



第 1表 淡水馴致試験の経過( 1 ) 

馴致 アユの 馴致槽収符状況 思11 致 成 績 馴致アユ

収容場所 消毒の有無

場所 漁獲場所 年月日 尾数
比重 馴致終了

死亡数 生残数
馴致
(年月f:l) 

(水温) 年月日 歩留

尾，
2"1. H 

尾 尾 qる
追良瀬

露木 轟 木 .1R. 5. 17 
(17.1C) 

1お5.21 20S 九1 11. 1 
(1R. 5. 21) 

5. 18 :n2 
20. :) " N N 

(17. :0) 
5.21 129 20:) 61. 2 

( 5.21) 

5. 22 170 
5. 5 

5.2R 
N 

N N 

(10. :l) 
107 6:) 37. 1 

( 5. 2R) 

N 深 浦 5.2:) 156 
21. 2 

5. :'30 (13. 6) 

置亀 木 5. 25 210 
21. 0 

5 30 2% 125 
N 

N 30 0 
5. :30) 

fI N :1. 26 55 
8. 5 

5.30 
(150) 

深 浦
5. 28 

239 6. 5 
5. :30 3:3. 5 

fI 
fI 169 85 
量主 木 15 (IK 6) ( 5. 30) 

北金ヶ沢 10.0 fI アイベットぼ'2l
11 

鯵ヶ沢
5. :31 89，1 

(15.2) 
6. 2 811 50 5. 6 

( 6. 2) 消毒

鯵ケ沢 鯵ヶ沢 6. 1 
5. 0 

6. :) 
N 

1，912 
(16.7) 1，780 1:)2 7. 0 

( 6. 4) 

6. 1 588 
。。

6. 1 573 2. 6 
fI 

⑨ fI fI 

(14. :3) 
15 

( 6. 1) 

fI 6. 1 :)68 
25 

6. 3 60 308 自:).7
fI 

fI 

(13.4) ( 6. 1) 

6. 2 4，7:H 
2. 7 

6. 1 155 4，279 
fI アイベット

11 fI 

( 16. 4) 90. 4 
( 6. 6) 消 毒

|制北鯵金ヶ|ヶi河沢沢口 6. :) 2， 902 
:).2 

6. 6 283 2，619 90. 2 
N 

/ノ

( 18. 1) ( 6. 6) 
'ノ

鯵ヶ沢 6. 4 50 
O. 0 

6. 4 10 10 80. 0 
fI 

五〉11 

(17. 9) ( 6. 6) 
fI 

鳴沢川河口
2.5 11 

fI 

鯵中村川ヶ河沢口 6. 1 1，296 
(18.8) 

6. 6 37 1，259 97. 1 
( 6. 6) 

I! ⑥l 

N 鯵 ヶ沢 6. 5 1，550 
1.5 

6. 6 178 1. 372 R8. 5 111敏鯵槽ヶと沢向。(19. 6) 
I! 

6. 6 2，ぽ)0
4.0 

6. 8 184 2，016 80. 6 
11 

fI I! 

(20. 1) 
I! 

6. 9 800 
2.6 

6.11 ムワ4 798 99. R 
fI C~ー\ノfI I! 

(20.5) 
I! 

6.11 
561 

1. 15 
6.15 47 517 。1.7 

I! 
I! fI 

(21. 1) 
fI 

6.12 

慰11致槽収容総尾数: 1 ~l ， 5 7 7尾 馴致終了総尾数: 1 :3，9 1 5尾
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比重の表示:

過経の験試致思11水淡図第

20 

比

重

15 

L44込込史:Eミミミiii己;:i:::
、、、、、
、¥

“〈ゑ
、、、、、
‘、、、 4.2 

‘..........~~ー7"(;)一一一一-a哨 5.!i % .1 () 一一一-一一--rl~ 2 .c) 

10.0 
(15.2 .C) 

10 

-

』

同

由

回

2. fi 2.5 

(20. 5 'C) (20. 0 'C) 

ヤー・ーー・ーー ー
2. 5 2. :; 

(18.8"C) (1肘 2'C)ー
(3):歩留 2.6 % (1 4 3 "c) 

絞淡水える歩腐 80.0婦(179 'C) 

5 

比

重

66 60 54 48 
(2日目)

42 36 30 24 
(1日目、

18 12 6時間
経過時間

。



S IH1f度 海産稚アごL調査記録表

調査船名 乗組員数 調査員氏名

恵神丸 2名|赤羽光秋・高梨勝美

調査年月日 風向・風力 集 魚 灯

S 19. 3. 1 H El-2  

のち ca 1m 
1 kw白熱灯 2個

記号 :A型 -BL20mmくらいのアユ、 B型 -BL40mmくらいのアユ

調査時刻 調査位置 表面水温 集;魚観察結果 備 考

① 弁 天 崎 不明魚種の稚仔若干(数 10時 敷網操業テスト行

1 H. :l0 南 倶t 6.4 及びゴカイ灯火ト表層に集まる ったが、目合大き

- 20. :lu 水深4.5m すぎる。

⑨ 岩崎中心 アュ稚仔A型多数(数百尾~ 河口のやL北側

20. ，10 街地前沖 6.0 
1，000尾)集まる。この中 15 

尾採集。フクラギ様のもの数尾

- 21 10 水深 2m 50 採集

③ 笹内川河 玉虫みたいなブランクトンの 川水で非常ににご

21. 20 口 前 f中 5. 8 み浮遊 っている。

- 21 40 水深 2m 50 

④ 河口と森山 アユ稚仔A型数百尾及びB型 水はよどみ、や L

との中間夫々
約 10 0尾集まる。 にごっている。21. 50 5. 8 

1 km <.らい

- 22. :10 水深4m ②よりは少なし、。

l⑤ 森山より 青い稚仔(ブクラギ様)1尾 水は澄んでいる。

22. 15 Wl  km  5. 4 のみで、ほかは何も集らなし、。

- 23. 00 水深 20m

⑤ 弁 天 崎 何も集らなL、。 やLにこーっている。

23. 10 W 3 00 m 5. 8 

- 23. 40 水深 17m
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，
坂 養 色 場

A 在来マス種苗生産試験

試験目的

県内河川放流種苗生産技術の向上を図るため昨年度に引続き池中養殖しているスギノコ、ヤマメ、

イワナ親魚からの採卵、ふ化、稚魚飼育試験を実施する。

E 試 験 内 主Rデ旨ー卜

l 試験期間

スギノコ 1 8 9. 2 6 ~ 1 9. 3 3 1 
ヤーマメ 4 8. 9 2 6 ~ 4 9. 3 3 1 
イワナ 4 8 1 1 1 ~ 1 9. 3. 3 1 

2 試験場所

青森県十和田市相坂字白上

3. 調査員

相坂養魚場技師 金 沢 宏 重

業務員 瀬 )11 徳次郎

業務員 松 田 銀 治

4. 試験項目

相坂養魚場における池中養殖在来7 ス類の採卵数、発限率、ふ化率、分譲までの歩留り等の調査

5. 試験方法

(1 )親魚

A スギノコ…・・親魚は数年前、下北郡大畑)11から移入したもので、今年度の採卵は 1~ 2年魚

を用い7こ。

B ヤマメ……親魚は45年に奥入瀬川で採捕したサクラマスから採卵、ふ化したものである。

今年度の採卵には 1~2 年魚を用いた。

C イワナ……親魚は 7年前に下北郡大畑川、三戸郡五戸川|から採捕したものである。

(2) 採卵

スギノコ、ヤマメは切開法で、イワナは搾出法でおこなった。

採卵後の卵は一部等調液で洗浄した後、受精させた。

(3 )受精卵はコンクリート水槽内のふ化盆に収容し、その水槽内でふ化、餌付、飼育をおこなった。

(1) 用水

ふ化、飼育用水は湧水で注水量 1~ 1.5 C/秒、水温 12. 4 'c ~ 1 2. 8 'cであった。
(5) 消毒

水生菌の着生を予防するためにマラカイトグリ ンを使用し、卵には濃度 1/30万分の 1時

間浴を、ふ化後から浮上直前までは濃度 1/60万の 1時間浴をそれぞれ 3日に 1回おこなった。

田試験結果

1. スギノコ(第 l表)

6 1尾の雌雄魚から 2:，.;， 8 :，粒を採卵したが、その発限、ふ化率及び 19年 3月末の生残率、

生残尾数は次のとおりである。発眼率は 21.1-530%平均 :i5.8婦、ふ化率は発眼卵数に対し

て71. 8 %、採卵数に対 L2 5.7婦、生残率はふ化尾数に対して 15.0%、発眼卵数に対し 32. 3 
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婦、採卵数に対しては 11.;;婦、:{月末の生残足数は 2，70 ()尾であ〉た

2. ヤマメ(第 2表)

5 6 :{尾の雌親魚から 1R 1，8 :{ 7粒を採卵したが、その発限、ふ化率、及び Iリ年3月末の't

残率、生残尾数は次のとおりであ〉た

発眼率は 1Ul係-91.1%、ド均 81. 6 %、ふ化率は発眼卵数に対してり 3.0婦、採卵数に対し

ては 78.7婦、生残率はふ化尾数に対して{j 1. 2婦、発眼卵数に対して 5り8%、採f)['1数に対して

は 5O. 5係、 3}j末の生残尾数は 9しり()()尾であったο

ふ化率が比較的良か〉たにもか λ わらず生残率が低か〉たのは、浮 k餌付後の能病によるへい死

によるものである。尚、総病はアイヘノ卜 1/:2万液に 15分間薬浴させる方法をと)たり

3. イワナ(第ヨ表)

3 7尾の雌親魚から6り.1 7 ()粒を採卵したが、その発眼、ふ化率、及び 1~)年 3 月末の生残率、

生残尾数は次のとおりであった

発限率は 5G.9 - 9 1. 1 (弟、子均 8 1. ti係、ふ化率は発眼卵数に対して;;;， 3婦、採卵数に対して

は:l8.3%、生残率はふ化尾数に対して 18.5%、発眼卵数に対して 10.:2婦、採卵数に対しては

わずか 7.1 %で、:{月末の生残尾数は1，~) 0け尾であサたυ

ふ化、生残率とも低か〉たが、それはマラカイトグリ ン消毒をしたにもか λわらず発限してか

らふ化までの聞に水生繭が着生したことと、ふ化後騎のうを吸収する前のへい死によるものであり、

浮上餌付け後のへい死はあまりみられなかーコたけ

N 試験の成果および今後の課題

l 試験の成果

(1 ) 相坂養魚場で池中養殖中の入ギノコ、ヤマヘ及びイワナの親魚から採卵することによりその

平均採卵数、発限本ふ化率、生残率等を確認することができた

(2) 昨年度はスギノコ稚魚を大畑川上流へ放流、 γJメ稚魚を県内河川放流用と Lて初めて分譲し

たが、本年度は 3月末現在でスギノコ稚魚 2，7 () ()尾、ヤマメ稚魚リ 1，90 ()尾、 イワナ稚魚は

1， 9 0 0尾を生産した

(:{) 3日に 1回の♂ラカイトクリ ンによる 1時間浴(卵は 1/:{0万、ふ化~浮上直前ば 1/60

万)によってスギノコ、ヤマメでは水生菌の着生を減らすことができたc

(4) 餌付してから」時ヤマメが字病にかか〉たが、ブラン剤( 1/三万、 1 "分薬浴)によ.)て治

療できたU

2. 今後の課題

( 1) スギノコ、ヤ J メについて

A 餌料添加物の使用等により親魚を大型化することにより、宇卵数を増やし、生産数量の増加

を図る

B 親魚用餌等を給餌すること等vこより良質卵をとり、発限率、ふ化率の向上を図る J

(2) イワナにつし、て

A 現在採卵している親魚は老年魚なので、若年親魚の養成をおこなう

B ふ化率、浮上率を向上させるための試験研究をおこなう υ
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第 l表 スギノコ採卵、ふ化結果

項¥目採卵¥月¥日 9. ワ 6 1 () 1 0 1 0 1 O. 1 8 1 O. 2 :1 (平均)

親 魚 数 2尾 村尾 I 5尾 5尾 i尾 6 1尾

採卵数(A ) 6 2 :1粒 :丸 o2 2粒 1 7， 624粒 1，8 0 7粒 :1 0 0粒 2 3，:1 8 3粒

" (平均) :1 1 2粒 3 7 9粒 :l 9 1粒 3 6 1粒 3 0 0粒 383粒

発眼卵数(B) 3 :0 ()粒 1， 2 2 ，1粒 6， 0 6 9粒 583粒 159粒 8，3 6 5粒

発眼率(B/A) 5 2.1 8帰 4 O. 4 0 % 2 1. 0 5係 3 2.2 6 % 5 3. () 0 % (35.8 %) 

ふ化尾数 (C) 6，0 0 1尾

ふ化率(C/B) 7 1. 8 係

" (C/A) 2 5.7 % 

生残数(D ) 
2，7 0 0尾

(19.3現在)

生残数(D/C) 4 5.0 % 

" (O/B) 3 2.:1 労

" (D/A) 1 1. 5 % 

第 2表 ヤマメ採卵、ふ化結果

¥項¥目採卵¥月¥日、9. 2 6 1 O. 1 1 O. 1 1 1 0.2 3 1 0.2 4 1 0.3 0 1 1. 8 (平計均)

続 魚 数 l尾 1尾 71尾 300尾 55尾 110尾 25尾 563尾

採卵数(A ) 485粒 627粒 25，739粒 98， 118粒 13，391粒 35， 786粒 7， 691粒 181， 837粒

" (平均) 362粒 327粒 244粒 325粒 310粒 3お粒

発限卵数(B) 57粒 592粒 19， 649粒 84，ω3粒 11，805粒 30， 763粒 6，300粒 153， 769粒

発眼率(B/A) 11. 75 % 94.41 % 76.33 % 86.22 % 88.15 % 85.96 % 81. 91 % (84.6係)

ふ化尾数(C) 1 4 3， 1 9 3 尾

ふ化率(C/B) 9 3. 0 % 

" (C/A) 7 8. 7 % 

生残数(D ) 9 1，9 0 0 尾
(49. 3. ) 

" (D/C 6 4. 2 % 

" (D/B 59.8 % 

" (D/A  5 0.5 % 
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第 :1表 イワナ採卵、ふ化結果

は音鎌足とL 1 1 1 5 計

~ (平 均)

親 魚 数 ] 1尾 2 6尾 J i尾

採卵数( A ) . 2 :1，2 2 6粒 -1 5，9 <1 -1粒 6 9， 1 7 0粒

" (平均) 2， 1 1 2 粒 1，7 6 7粒 1，8 6 9粒

発限卵数(B) [-21.862 粒 2 6，1 ::1 6粒 I 7，9 9 8粒

発眼率(B/A) 
V 
9 4.] 2 % 5 6.8 8 % ( 6 9. ::1 9 %) 

ふ化尾数(C) J 2 6.5 2 6時弘¥

ふ化率 (C./B) L 5 5.3 % 

1/ ( C/A) ::1 8. 3 % 

生残率{::(D) ν 4，90 0尾
( 49.' 3 ) 

生残率 (D/C) ν ] 8. 5 % 

1/ (D/B) 1 0.2 % 

1/ (D/A) 7. 1 % 
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ニジマス産卵調節試験B 

的

従来、養殖業者に配付されるニジマス卵は 1 1 月下旬~ 1 2月上旬で、あったが、商品サイズまでの

育成期聞が長く、流通商からも不利益をこうむることが多かゥたので、早期卵を配付することにより、

ニジマス養殖経営の合理化を図る。

目験試

~ 

令内験試E 

治

重

毅

徳次郎

銀治

昭和 48年 3月2 3 日~ 1 1月20日

青森県水産試験場相坂養魚場

宏

試験期間

試験場所

青森県十和田市相坂字白上

担当者

養魚場長

技師

業務員

田

沢

田

)11 

悶

三

金

松

瀬

松

1. 

2. 

3 

(1 

4 試験項目

( 1) 光の調節による早期採卵

(2) 日長時間を調節飼育したものと自然日長で飼育したものとの比較

成熟(採卵)時期

I尾当りの採卵数

卵径、卵重量

D 発根率

5 試験方法

(1 ) 光の調節による早期採卵

A 施 設……・・相援養魚場の産卵調節室において試験を行った。産卵調節室は面積約66 

コンクリ ト池の上に太陽光線を遮断するために屋根と周囲をトタン張りにし

た木造で、ある。また採光窓はっけなかったので、光源として水面上2mに80 

Wの昼光色蛍光灯9灯をつけた。

供試魚……・・平均体重47 5 gの経産の 2年魚 1，05 0尾(

L、fこ。

点灯時間一…光の照射は全て人工光源によったが、 1日当りの点灯時聞は 3月2 3 日 ~6 月

2 9日までの 99日間は 19時間、 6月30日以降は6時間とした(第 1図ん

また、蛍光灯の点滅はタイムスイッチにより行った。

日長時間を調節飼育したものと自然日長で飼育したものとの比較

1尾当りの採卵数

期間中数日間 1尾当りの採卵数(1日の採卵数十 1日の採卵尾数)を算出しそれを平均した。

卵径、卵重量

受精、洗卵して 1時間後に測定した。

発眼率

期間中、数日分の発限率(1日分の発限卵数71日の採卵数x1 0 0 )を算出し、

均した。

~ 203 ~ 

の

300尾)を用

それを平

7 50尾、

A 

B 

(2) 

A 

C 

B 

C 

B 
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田試験結果

1. 光の調節による早期採卵

昭和 18 年 3 月~ ;)日 ~tì 月~ 9日のりり日間 IEJ I 9時間η長Fl処理とし引続き G月:>0日か

ら1fl ti時間の短目処理をしたところ、日長調節開始後 I8 1 日目の叫月~ 2日に第 l回目の採卵

ができた。

その後、約 l週間おきに 11月日 []までに7回採卵を行ない、 1 I月の下旬までに約 850，000粒

の発眼卵を生産したJ

2 日長時間を調節飼育したものと自然日長で飼育したものとの比較

(1) 採卵時期

日長調節魚は9月22日から、自然日長魚は 11月 15日から採卵したが、その最盛期は前者

では 10月 1()日前後、また後者では 1I月 1()目前後とみられるムとから、約 lヶ月早く採卵

出来たことになる(第2図)、

(2) 1尾当りの採卵数

臼長調節魚で 1，51 ti粒---:2.7 ;) H粒(平均 1，97 9粒)、自然日長魚では 1，270~2 ， 399 

粒(平均 1，70 ti粒)と日長調節魚の方が平均で 250粒程多かった(第 l表ト

(3) 卵径、卵重量

卵径は日長調節魚で t5 ~ 5.8 m m (平均 5.2m m ) 自然、日長魚では 4.ti ~ 5. 3 m m (平均

4.9 mm  )、卵重量は前者でり O~130mg( 平均 80mg) 、後者で 60~100mg( 平

均 80 m g )と日長調節魚J)方の卵径が大きかった(第 l表)

(4) 発限率

日長調節魚で 59. 9 1 ~ 8 5.;) 9 % (平均 71. I 3婦人自然魚では 65. 1 1 各 ~9~12%

(平均 80.5 1 % )と自然、魚の方がよかった

W 試験の成果および今後の課題

l 試験の成果

相坂養魚場での初めての試験である日長調節による早期採卵試験により、 l日19時間の長日処

理を 99日間(約 3ヶ月八及び 1B ti時間の短日処理を 8，1日間(約よ 5ヶ月)続けることによ

って、 3月下旬から日長調節を始めた場合で、も自然日長;魚より約 1ヶ月早く採卵出来ることがわか

った。

2 今後の課題

(1) 本年度は日長調節を始めるのがおそか》たため採卵が9月になったが、相坂養魚場産卵調節宅

においての日長調節による早期採卵の過程がわかゾたので、今後は日長調節開始を早め、県内業

者の要望である 7~8 月に発限卵を分譲出来るようにする必要がある。

(2) 本年度は光は全て人工光源(蛍光灯)によったが、日中は自然光も利用出来るように採光窓を

つける等出来るだけ早く産卵調節室を改造することが必要て、ある}

(3) 日長調節魚の発眼率が自然、日長魚より悪かったが、これをよくするための検討を必要とする。
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第 1表魚体等測定法

区 分 日 長 調 節 魚 自 然 日 長 魚

採卵(測定)月日 4 8 1 0 3 0 1 8 1 1 こ8

平 均 範 囲 平 均 範 囲

体 長 37.2 cm 32. 7 ~ 12. 1 c m 35.8 c m 33. 5 ~部 Ocm

体 重 987 g 720 ~ 1， .110 g 782 g 59U ~ 860 g 

1尾当採卵数 1，979粒 1， 516 ~ 2，758粒 1，706粒 1. 270 ~ 2町 399粒

卵 {土廿 5.2mm 4. 5 ~ 5. 8 mm  4.9 mm 4. 6 ~ 5. 3 mm  

卵 重 量 80mg 60 ~ 130 mg 80 mg 60 - 100 m g 

』ーー一
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C スギノコ河川放流試験

調査目的

池中養殖したスギノコ稚魚を親魚採捕河川に放流した場合における移動、生長、生残率などを把握

し、本種についての資源、維持管理対策の確立に資する。

E 調査内容

1. 調査期間

(1 )放流前の調査昭和 48年5月9日

(2) 稚魚放流 1/ 5 1/ 1 5 1/ 

(3) 放流後の調査 か 10 1/ 15 1/

2 放流場所及び調査場所

青森県下北郡大畑川上流(第 1図参照)

(1 ) 放流前の調査場所

4 6年の放流地点であるA、B、C、D地点

(2) 放流場所

放流前に調査したA、B、C地点の合流点及び本流の最上流であるハシゴ沢、重兵衛沢の合流

点(この場所をE地点とする)の 4ヶ所。

(3) 放流後の調査場所

A、B、C、Eおよびア、イ、ウ、エ地点

3. 調査員

相坂養魚場 金沢宏重

大畑地方水産業改良普及所長 小 西 善

4 調査項目

( 1) 移動状況

(2) 成長状況(体長、体重測定による)

5 調査方法

松田銀治

(1) 放流魚(供試魚)は相坂養魚場で池中養殖中のスギノコから 47年 10月に採卵し、ふ化、飼

育した体長 3.9-7.5 c m (平均 5.5c m )、体高 0.7-1.4 c m (平均1.1cm)、体重1.0

- 5.3 g (平均 2.6g )のもの 5，500尾を用い、それをA地点には脂・右腹鯖切除したものを

1， ;) 0 0尾、 B地点には右腹鰭のみ切除したものを 1，500尾、 C地点には脂・左腹鰭切除した

ものを 1，00 0尾、 E地点には左腹鰭のみ切除したもの 1，500尾ずつそれぞれ放流した。

(2) 捕獲した魚は測定後再放流するので、魚を傷めることのないようにとの考えから投網を使用し

た。

(3) 採捕は、放流地点とその上下流約 10 0 mの地点及びその外数地点で、それぞれ2-4回投網を

打ち、捕獲された魚は麻酔 (MS222)後、体長、体高、体重を測定し再放流した。

園調査結果

1 放流前の調査(第 I表、第2、3図)

天然魚は捕獲されたが、放流魚は全く採捕できなかった。

2. 放流後の調査(第2表、第2、 3図)

(1 ) 赤滝の 50 0 m下流(ア地点)

放流魚の降下の状況をみるために調査したが、 4囲網をうって捕獲されたのは天然魚だけ9尾
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で放流魚は採捕されなかった。

(2) 黒滝と赤滝の中間(イ地点)

ア地点と同じく放流魚の降下の状況をみるため、 i囲網をうって捕獲されたのは天然魚だけの

1 5尾で放流魚はみられなかった。

(3) 囲沢区域(A地点、ウ地点)

放流魚 8尾(放流地点 5尾、約 10 0 m 1二流 3尾)、天然、魚 1尾を捕獲したが、その体長、体

重は放流魚で体長 7.1 ~ 1 o. () c m (平均前 7c m )、体重 5~1 6g(平均 1~) g )、天然、魚

では体長9~ 1 0.2 c m (平均 9.2c m )、体重 IO~17g( 平均 1 t g )で天然魚の方がや

や大きかった。

また、その支流(岡沢J11 )を調査したところ 5月に放流したもの及び天然、魚も捕獲されたが、

その外に本流との合流点から:)0 0 m程上流で 16年 7月に放流したものて、産卵が終ったばかり

のものを l 尾捕獲でき 7よその体長は~ 6 c m、体重は 26 0 gあコた、

(4) 仁部沢区域(B地点)

放流魚4尾(放流地点 1尾)、天然魚 15尾(放流地点 3尾、約 10 () m上流 12尾)捕獲し

たが、その体長、体重は放流魚で体長 8.6 ~ 9.2 c m (平均 8.8c m )、体季 I() ~ I 2 g (平

均 11 g )、天然、魚では体長 7.1 ~ 1 1. ，1 c m (平均 9.0c m) 、体重 8~22g( 平均 1 2 g ) 

であ 7 たυ

。)上状川、合ノ股沢との合流区成(C地点)
放流魚 I尾(放流地点)より捕獲されなかフた〕その体長は 9.3c m、体重は 10 gであったJ

(6 ) 本流の上状川との合流i豆域(エ地点)

1.2kmf流のB地点での放流魚 1尾、天然魚8尾を捕獲したが、その体長、体重は放流魚で

体長 8.6c m、体重 I1 g、天然、魚では体長 7.8 ~ 9.9 c m (平均 9.() c m )、体重約~ 1 6 g 

(平均 12 g )であったじ

(7) 本流のハシコ沢と重兵衛沢との合流区域(E地点)

放流魚 l尾(放流地点)、放精後の天然、魚 1尾(合流点からハンコ沢の 20 0 m上流)を捕獲

したが、その体長、体重は放流魚で体長 8.8c m、体重 I1 g、天然、魚は体長 18.8 c m、体重

7 0 gであった。

N 調査の成果および今後の課題

l. 調査の成果

(1 ) 放流前

採捕されたのは全部天然、魚で、 46年に放流したものは採捕されなかった。

(2) 放流後

放流魚の成長度についてみると、 ι6年度の調査では上流よりも下流になるにしたがって成長

はよかコたが、今回の調査て、は上流、下流の差は殆んどなく、放流時に比べ約 :1c mの成長を示

していた。この成長は I6年度の上流側と同じで下流よりはわるいものであったコ

次に移動状況についてみると、本年度は放流地点毎に標識を別にし、放流魚のそ上、降下の状

況をみたのであるが、放流地点の1.2km上流及び放流地点の支流にそ上しているものは採捕さ

れたが、降下しているものはみられなかったu

(:) ) 支流において 16年に放流したスギノコの産卵したばかりのものを i尾採捕できたことから、

池中養殖スギノコを天然河川に放流した場合、自然産卵することがわかっ?ニ

2 今後の課題

(1) 調賓の時には降干してし、る主主流魚はみられなかー〉たが、昨年赤滝の F流で 16年に放流したと

思われる標識魚が採捕されたことから、降 Fするものも・あるとみて、今後放流する場合の適期を
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把握するためにも降下時期の調査をする必要がある。

(2) .1 6年7月に放流したスギノコが支流で産卵していることから、本年放流したものも支流にそ

上して産卵することが考えられるので、 49、 50年の産卵期には各支流の上流までの調査をす

る必要がある。

(3 ) 今後放流する場合の適当な放流尾数を把復するために天然餌料の調査が必要である。

第 I 図大畑川上流河川図

叫..Jへご....-'"

合ノ股

ヘノず上状J11 

凡例

• . 放流地点
曲ー 、
f 、. 調査区域

、..._.....

℃フ 砂防堤

，、r、"'"""'"' より上流保護区域

'‘.1(1( l( 1( より上流禁漁区

-0- 川口よりの距離
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第 l表 魚体測定表( 1 8. 5. 9調査)

天候 体 長 体 重
調査地点 捕獲尾数 備 考

水温 平均 愚大 最小 平均 最大 最小

曇 放流 。 流巾: 6.8 m 
放流地点

10.8'C 天然 。 底質:玉石、砂

約 106F流
放流 。
天然、 。

IA 
放流

約100主流
。
cm cm 12C .H8 1 3r 11. rc 天然 ‘〉 13.3 13.9 

放流 。
討(平均)

天然、 ‘〉

雨
放流地点

放流 。 流巾:8 m 

1O.7t. 天然 。 底質:砂中小玉石

約lop下流
放流 。

10TC 天然 17 11. 6 16.7 7. 9 25 68 8 . 
B 
約lop上流

放流 。
10.TC 天然、 19 12. 0 17. 7 9. 7 29 7円4 14 

放流 。
計(平均)

天然:.36 (11.8) (27) 

曇 放流 。 流巾:4 m 
放流地点 底質: 、大小玉

102'C 天然 。 石

約1oF下流
放流 。

1O.2'C 天然 。
仁約100m上流

放流 。
10.2'C 天然 。

放流 。
計(平均)

天然 。
46年7月 曇 放流 。 流巾:15m 

放流地点 10.8'C 天然 。 底質:砂

約loF下流
放流 。

10.6'C 天然 6 12.8 ¥5.8 9. 7 39 70 16 

日約100m上流
放流 。

10.8'C 天然 。
放流 。

ミ十(平均)
天然、 6 ( 12.8) (39 ) 

注:網うち回数は各地点共6回(2回×放流地点、下流、上流)
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第 2表 魚体7J!IJ定表( 4 8. 1 O. 1 5調査)

天候
捕獲尾数

体 長 体 重
備 考調査地点

水温 平均 最大 最小 平均 最大 最小

赤滝下流5dB
快晴 放流 0 

4枚分ア
9.6'C 天然 9 9. 5 11. 4 7. 2 14 22 6 

放流 o 
イ 赤滝~黒滝 4 tr 

天然、 15 10.4 7.3 8. 2 22 70 9 

放流 5 8. 2 9. 5 7. 1 8 14 5 
放流地点 2 tr 

9.3'C 天然 。
約105n下流

放流 。
2 tr 

A 
天然 1 10.2 17 

約lop上流
放流 3 9. 3 10.0 8. 5 13 16 10 

2 tr 
9.rc 天然、 3 9.2 9. 5 8. 1 10 12 8 

放流 8 (8. 7) (11 ) 
計(平均)

天然 4 (9.2) (14) 

放流 2 9. 7 10.0 9. 3 13 14 12 その外に 46年の放流

ウ 囲 沢 内
魚の放卵済のもの

1尾(体長26clI砕重3)0
8.7 'c 天然、 1 9. 0 10 g)捕獲

放流 4 8. 8 9. 2 8. 6 11 12 10 
放流地点

9.31じ
2枚分

天然 3 8. 7 11. 4 7. 1 12 22 8 

約lop下流
放流 0 

2 tr 
9.3 'c 天然 。

B 

約 10F上流
放流 0 

2 !I 
9.:-1 'c 天然、 12 9. 2 9. 9 8. 2 12 16 9 

放流 4 (8.8) (11 ) 
計(平均:

天然 15 (9.0) (12) 

放流 9.3 10 
放流地点 2枚分

9.4 't 天然 0 

約lop下流
放流 0 

2 tr 
天然 。

C 

約 10F上流
放流 0 

ヱ tr
天然 0 

放流 1 (9. 3) (10) 
計(平均)

天然、 。
本流の上川 放流 8. 6 11 のC地点にて放流のも

こ工ー

との合流点 9.3 'c 天然、 8 9. 0 9. 9 7. 8 12 16 8 I 2枚分



天候 体 長 f本 寺~
考|調査地点 捕獲l言数 備

水温 子均 最大 最小 、Y 均 最大 最小

雨 放流 l 8. 8 II 
放流地点

8.80C 天然 。 三枚分

約 loF下流
放流 。

.) '1 

天然 o 

約 100上流 8.60C 放流 o 
E .) l' 

(ハシゴ沢) 天然 18. 1 70 

約 100上流 9.0七 股流 o 
リ"

軍兵衛問 天然 。
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黒 石 養 白 場

A 浅黄ゴイ、マゴイ成長比較試験

試験目的

昭和45年に導入した浅黄コイとマコイの成長比較をおこない、今後のコイ養埴業，})発展tこ寄与す

る。

E 試験内容

l 実施期間昭和48年 6月九民月

2. 実施場所黒石養魚場

3 担当者

黒石養魚場長 山 口 銭 治

技師鈴木史紀

4. 実施方法

浅黄ゴイとマコイの産着卵を別々のふ化飼育池に収容して、ふ化後の成長を比較した。

5. 供試魚の由来

(a) 浅黄ゴイふ化仔魚

昭和45年 5月に長野県上田市(淡水区水産研究所)から稚魚 75尾ざと導入して養成し、最初

に産卵したもので、産着卵数は約 10万粒であった。(産卵雌親魚 3尾)

(b) マゴイふ化仔魚

当場において従来から種苗供給用と Lて飼育中の親魚から得られたものである」

皿試験結果

昭和48年6月 10日に浅黄コイ産着卵を 58.8 9 mのふ化池に、 rゴイ産着卵を 6:1.9 4 m'のふ
化池にそれぞれ収容したところ 5日後の 6月 15日に全卵がふ化を終了した(5日間の平均水温21.2 

'C)。受精卵の卵径は浅黄コイが1.1mm、マゴイが1.3mmで浅黄コイ卵がやや小型であコた。

ふ化後はとジンコ、配合餌料によって飼育したが、その成育状況は第 l表、第 l図に示すとおりで、

ふ化後 16日目(7月1日)には平均全長で浅黄ゴイが1.82cm(体重o0 9 g )、マコイが1.59 
c m (体重0.07 g )であったが、 7 i日後(8月31日)には、浅黄コイの平均全長が 14.03cm

(体重 44.25 g )、マコイが8.92 c m (体重 10:12g)となり、浅黄コイがよい結果を示した。

取りあげ尾数は7月中に浅黄コイ 1，50 0尾、 マコイ 2，000尾、 8月中に浅黄コイ 500尾、マ

コイ 30 0尾であり、従って総取りあげ尾数は浅黄ゴイ 2，00 0尾、 rコイ 2，:1 l) 0尾であったじ

浅黄ゴイの受精卵径がマコイのそれと比較してやや小型であることの原因のーっとして親魚が初産

卵であることが考えられるが、次年度以降の経過をみたし、。

また今回の試験では浅黄コイ稚魚がよい成育を示しているが、ふ化仔魚期の天然、餌料(之ジンコ)

の多寡がその後の成育に大きな影響を与えるので、この点を加味した検討も必要である)

W 試験の成果および今後の課題

1. 試験の成果

7 7日間の生育で浅黄コイは平均全長 14.0 :1 c m (平均体重 44~;:;g) に J コ f は平均全長

8.9 2 c m (平均体重 1O. 3 ~ g )に成長し、浅黄ゴイの生長がよかったことがわか〉たω

2. 今後の課題
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使用親魚、餌付用天然餌料 (ζ ジンコ)、飼育池の条件などを加味した試験を継続してよりよい指標

を得ることが望まれる。
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B ドイツゴイとマゴイの成長比較試験

試験目的

昭和47年9月福島水試より導入したドイツゴイと当場産マゴイとの生長比較を行い、種苗供給体

制の指針とする。

E 試験内容

1.突風期間昭和48年5月 15 日 ~8 月 3 1日(1 0 9日間)

2. 実施場所黒石養魚場

3. 担当者

黒石養魚場長 山 口 策 治

技師鈴木史紀

4. 実施方法

(1 )供試魚 ドイツゴイ l才魚(無鱗) 1 1 6 尾

(有鱗) 1 1 6 尾

当場産マコl'1才魚 116 尾

(2) 使用試験池 1 6.8 m' x 3面

(3) 餌料名 コイ稚魚用ベレソ卜 N02およびN03

(4) 給餌方法期間中放養重量の 3.5 % 
(5) 魚体測定

1ヶ月 1回とし測定尾数は 30尾以上、測定項目は全長、体長、体重、体高とした。

皿試験結果

飼育初期に供試魚のコイが半数発死した。この主な原因はエビスティリス病(穴あき病)で、有鱗

コイについては絶滅し、比較試験に大きな影響を与えt::.o このため 7月より 35尾に供試魚を減らし

てドイツゴイ(無鱗)と当場産のマゴイとで比較試験を進めた。

飼育結果は第 1表、第2表のとおりで、 ドイツゴイの放養時における平均体重は 5月13. 6 gで、

1 0 9日後の取揚平均体重は 10 2. ，J g (約7.5倍)。マゴイは 5月の放養平均体重 14. 7 g、109 

後の取揚平均体重は72.5 g ( 4.9倍)でドイツゴイのほうが良い成育を示した。

第 1図から 5月6月においてドイツゴイがマゴイより餌料効率が低いのはドイツゴイの方に羅病魚

が多く発生したためではなし、かと思われる。

N 試験の成果と今後の課題

1. 試験の成果

ドイツゴイがマコイより生長は高いが餌料効率が悪いことが判明した。

2. 今後の課題

ドイツゴイの管理、魚病の検討が必要であり、体高が両くタイに似ているが鱗がないため日本人

の食習慣から敬遠される嫌いがあるため、食用に対する開発が必要である。
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第 1表 ドイツゴイ(無鱗)飼育結果

内h:月 5 月 6 月 7 月 8 月 備 考

項目 黒とし 7 日 3 。日 3 日 3 日 飼育日数・ 10 9日

放養尾数(尾)( b ) 116 65 35 :i5 

放養重量 ~g)(c) 1，551 1， 112 1，096 2， 079 

放養平均体重(g)( d ) 13.6 17. 1 31. 3 59. 4 

取揚尾数(尾) 47 30 16 35 

取揚重量( g ) 805 940 951 3，586 

取揚平均体重也)(e ) 17. 1 :H.3 59. 4 102.4 

へい死尾数(尾) f 51 21 

へい死総重量(回 (g) 823 529 

不明尾数(尾) 9 

給餌量 (g)(i) 923 1， 167 1，267 
給餌率;主放養重量の

2，257 
3. 5 % 

J 439. 5 265. 2 

増重量
(回 (凶補正(m) 383.5 576.4 

47.62 22. 72 

餌料効率 77.58一ト-66. 68 
(%) 補正(m) 4 L 55 44.39 

成長率 (n帰)/(d補ay正) 1， 514 2，768 2，896 2，335 

成長倍率(係) 0 126 183 190 172 
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第 2表 マゴイ(当場産)飼育結果

~月 5 月 6 月 7 月 8 月

備 考

項目 、し 7 日 3 。日 3 1 日 3 日

放養尾数(尾)( b ) 116 81 35 35 

放養重量(g)(c) 1，700 1，617 1，295 1， ï~9 

放養子均体重(回(d) 14.7 21. 2 37.0 51. 1 

取揚尾数(尾) 48 :~O 15 35 

取揚重量( g ) 1，016 1， 110 771 ~， 538 

取揚平均体重(g)( e ) 21. 2 37. 0 51. 1 72.5 

へい死尾数(尾) f 35 30 

へい死総重量(g)(g) 620 850 

不明尾数(尾)( h ) 16 

給餌量 (g)(i) 1，012 1，698 1，104 1， !l53 

J 17.2 777 

増重量 501 -ト一一 738.5 
(g) (k)補正句。 2:i7. 2 1.161.1 

1. 70 15. 75 

餌料効率 35. 89一←-37.81 
(<f;) 補正(m ) 62.96 68. 39 

成長率(係/d補ay正) 
(n) (~iliE) 

2，601 2，481 1，297 1. 368 

成長倍率 (係)0 1 11 175 139 141 
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マゴイの月別平均体重および餌料効率

，6-6ドイツゴイ平均体重

O~ マゴイ平均体重

ドイツゴイ、第 l図
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昭和 1 お年度種苗生産および配付実績

目、r コ イ種卵生産数 1， () 0 0，0 0 0 粒

河 配付数 2，2 7 5，0 0 ()粒

2 ・ J τ3 イ稚魚生産数 6 2 6， 0 0 U 尾

同 配付数 6 2 5，H 9 ()宅

:{. イ ロ コイ種卵生産数 :{， () () ()， () 0 () ~ì'L 

同 配付数 2， 2 9 5， 0 0 ()粒

f ロ コ f 稚魚生産数 6 0，20 0 尾

1司 配付数 5 9， 1 0 ()尾

予. キンギ i 種卵生産数 15 1.00() ~\T. 

r，，) 配付数 1 1 0，0 () ()粒

キ ンーヤ 稚魚生産数 1 3，0 0 (1尾

同 配付数 o 尾

養魚指導件数

魚種 日 5 t 約 10 11 12 -】p 計

二Z イ 7 7 " 7 11 10 65 

J ス 7 6 付 ‘】 1:) 7 H 対l

参観者 350 1，000 7l)() 約()() 1. 5()() 750 1礼)() :IO¥) I() s o 6，060 
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XI 漁業用海岸局
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A 八戸漁業用海岸局

事業目的

試験船、取締船並ひJこ一般漁船との聞に漁業指導監督通信を行うことにより人命財産の保全、航行

の安全、即ち海難の防止と漁場の適正管理、操業秩序の維持による漁業生産の向上安定を図る。

事 業 内 主π今壬、

1.実施期間昭和48 年 4 月 ~49 年 3 月

2. 交信海域世界全海域

3. 担当者

局長 佐々木 光 男

主任 尾 崎 義 隆

主任 目 時 矛日 悦

技師 目下部 怪 維

4. 取扱通信種別

(1 )漁業指導監督通信

A 鮭縛漁場位置漁獲報告通信 (水産庁関係)

B 秋万魚調整通信 11 

C イカ、サパ調整通信 11 

D オットセイ規制監視

E きはだ漁獲規制通信 11 

F 日韓共同水域位置報告通信 11 

G ふぐ網位置報告通信 11 

H 漁海況水温報告通信 11 

I 北部海域位置報告通信 (海保関係)

J 南方海域出漁船位置報告通信( 11 

K R点 11 11 11 

L E 170度以東 11 11 11 

M 流氷状況報告通信

N カニ規制報告通信 (北海道庁)

0 北海道底曳入合報告通信 ( 11 ) 

P 気象観測報告通信 (気象庁)

(2) 航行警報、周知関係通信

(3) 気象通信

(4) 遭難通信

伊) 緊急通信

(6) 安全通信

(7) 保安通信

(8) 漁況放送

(9) 非常通信 ( A 、 4，630KHZ) 

(10) 漁業専用通信

(11) 内航専用通信

(12) 公衆無線電報

~ 221ー



5. 通信方法

(1 ) 無線電信電話による送信受信

(2) 公衆無線電報のテレプ Fックス通信

(3) 遭難波、電信 2091KHZ、電話2182KHZ、 27524KHZ及び非常波 16 3 0 K 

HZ常時受信

(4) 通信所、送信所間リモ トコントロ ル

(5) 2 4時間常時通信

皿事業結果

第1表管内船舶局数

』年~月、 日¥ 電信(局) 電話(局) 準

現在 Al 
昭和<18. 3.:; 1 7 0 6 :2 1 

A3J 

現在 Al 
昭和 19.3.3 1 7 6 ¥i 2 :2 

A 3J 

前年比 10(;呼b 1 00% 

第2表 管内船舶局無線従事者選任状況

空耳目~資格 電 信 級 電 誌 級 特

昭和<18. 3.3 1 7 :2人 I 1 ti 人

昭和，19. 3. 3 1 8 li人 I I 7 人

前年比 1 1 9 % 1 0 7 % 

第 3表 管内船舶局無線従事者選任解任証明件数

芋芳甘-選解任届 選 任 解 任

昭和 1 8. :-; :l I 5 1 り人 5 1付人

昭和 t y 、1. :1 1 

前 会f- 比

~ 8 8人

日8% 

153人

約 6 % 

‘)')・〉 ーー】ー】

力日 入 合計(局) 備 考

5 
7 :; 2 

:; 6 

‘〉

7 :; 0 
:1 0 

5 0 '，lる
9 9 ~品

83% 
』ー

技 甲 特技レーダー 計

<1 (;人 3 2人 56(;人

1 1人 5 3人 627人

民 9% 165係 1 1 0 % 

備 考



第 4表取扱通信実績

(説~.長時間、割当時間の糠守等聴守のみで、電報送受を行わなかった時間は含ま

ない)

ムに
1 日 平 均

通数(件数) 時 間(分) 備

通数(件数) 時 間(分)

漁業通信

送 信 7， 713 21. 13 

sヌ1l: 信 121， 256 332.20 

五十 128，969 102， 163 353. 33 279.89 

気 象通 信 2，225 8，705 6.09 2:~. 84 

漁 況放送 365 4，418 I 12.10 

指導監督
31，821 26，716 87.18 73.19 

調整通信

事故通信 57 1，419 O. 15 3.88 

言十 34，468 41，258 93.43 113.01 

内航通信

送 信 155 

月x之ー 信 1，561 

計 1， 716 4，578 4. 70 12.54 

公衆通信

送 信 1，931 

FムZι 信 3，689 

計 5.623 10， 712 15.40 29.77 

総 言十 170，776 158， 711 466. 86 435.21 

目IJ 年度 計 165，827 149，989 454.32 410.92 

前 年度 比 102 % 105必 102% 10，1 % 
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5. 講習訓練等実施状況

(1) 非常無線通信訓練実施

使用電波 電信 4630KHZ

実施期日 ①昭和48年5月 16 日~ 1 7日 0900~1600 

②昭和 48年7月5日 ~ 6日 0900~2100 

@ 昭和 48年8月1日 ~ 2日 0900~1600 

(2) 電話級無線通信士養成講習

期間昭和49年 1月7日~昭和 49年 3月 6日

会場八戸市開T 魚市場厚生会館

受講者 4 2名 (途中脱落4名)

受験者 3 8名

合格者 2 8名

(3) 実務講習会(新免許受有者対象) 1回 2 8名

(4) ロラン講習 1回約 200名

(5) 通信打合会、反省会、業務打合会 4 1回延約80 0名

W 事業の成果及び今後の課題

1. 事業の成果

(1) 漁業における諸無線通信並びに諸計器の利用により漁業経営の合理化と人命財貨の保全に寄与

した。

(2) 無線従事者養成講習会を実施し、無線従事者不足の解消と無資格運用等違反防止に寄与した。

2. 今後の課題

(1 ) 県職員の増員(送信所、通信所の 2局で 24時開通しの通信を行っているが、総員 15名中、

県職員が僅か 4名のため指導監督通信も組合職員の協力にたよっている現状であり、宿日直廃止

等にも関連し 3名以上の増員が必要)

(2) 海岸局の移転

海準局周波数が附近民家テレビに妨害を与え、又イカ釣専用周波数 21 ;'¥ 0 KH Zが附近民家

のラジオに妨害を与える等、電被公害を与えているので早急に移転を要すご

(3) 組合との業務契約の締結

海埠局運営運用、予算支出、責任の所在、職務分掌、業務委託、嘱託等について明確にする必

要がある。

局、つ臼



B 鯵ヶ沢漁業用海岸局

事業目的

試験船、取締船、一般漁船との聞に漁業指導監督通信を効率的に行ない、常に動静を把握し、漁場

の適正管理と誘導及ひ、海難防止に努め、併せて漁家経営の安定と福祉の向上に資する。

E 事業内容

1.実施期間昭和48年4月~至昭和 49年 3月

2. 交信海域

青森県沖合、日本海全域、北海道近海、南部千島、樺太西部、沿海州、朝鮮北部、北部太平洋海

域

3. 担当者

局長 長 谷 繁 蔵

主任 竹 森 武

技師 工 藤 衛

技師 大 友 守

4. 取扱通信種別

(1) 漁業指導監督通信

A 日本海サケ、マス漁場位置報告通信

B 試験船、取締船との指揮監督通信

C 漁海況収集速報通信

D 調査試験船との観測に関する通信

包) 遭難、緊急、安全通信

(3) 保安、要急通信

(4) 航路警報通信

(5) 漁業気象通信

(6) 漁業通信

5. 通信方式

(1) 無線電話(SSB方式)による送受信

(2) 気象、漁海況のファックス受信

。)遭難Al 2 0 91KHZの専用受信(無休)
6. 勤務形態

2 4時関連続宿日直勤務
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盟事業結果

第 1表 漁種、施設別隻数
S . I 9. :~. 3 1現在

よ主建ZL併電信電話設船 電 話 船 メ口ミゐ 計 前年度計 前年度比

3 隻 5 隻 8 隻 8 隻
% 

官 庁 船 1 0 0 

沖合底曳 。 1 1 1 1 1 1 1 0 0 

イ カ 専業 。 I 5 ，1 5 I 6 9 7 

イカ、マス兼業 。 5 7 5 7 5 ~ 109 

i口h 計 3 1 1 8 1 2 1 1 1 i 1 0 3 

第 2表 地域、トン数別隻数
S . I 9.3.3 1現在

、数¥;¥ 

F民~ 沢 深 鯵 市 下 平 青 八 lロミー

庁 ケ

船 辺 浦 沢 浦 前 1白 厩 館 森 戸 計

トン
10 以下 。。 。 o 9 H 。 。 。 25 

トン
10 ~ 20 2 9 。12 3 。 。 。。 28 

トン
20 -50 5 :; 9 H 。 50 

トン
50 ~ 100 。 o 。 .) 7 I 。 。 16 I 

トン
100以上 2 。。 。 o 。。 。 。 。 2 

Zロ込 五十 8 3 ‘5 
.)・2 ら :H 38 2 .) 121 

前年度計 8 ‘〉 21 6 28 11 1 “ ‘〉

前年度比 100 150 1~5 円I.o ~:~. 3 12U 92.6 200 100 100 100 

2~6 



第 3表 船舶局の空中線電力別隻数
S . 4 9. 3. 3 1現在

晶子出力
Al併 設

5 ワッ ト 1 0 ワット 30 ワ y 卜 50 ワット
50ワッ卜¥、、

11 ムー・
庁 船 。 3 。 2 3 

民 間 船 つ 7 3 2 3 6 。
よ仁h3 計 2 7 6 2 3 8 3 

前年度計 2 7 4 2 3 6 3 

前年度比 100% 1 0 2 % 100 各 1 0 5 % 1 0 0 % 

第 t表 船舶局の特殊設備
S③-1 9.3.3 1現在

セルコルフイ

6 

第 5表 船舶局の無線従事者選任員数

話子--乏芝 電 信 級 電 言主 級 特 技 甲 Z口L 計

昭和-1 8. 3. 3 1 
40 77 

4 4 0 7 7 1 2 1 

昭和 4 9. 3. 3 1 4 3 7 7 6 1 1 7 

前 年 度 比 1 0 0 % 92.5 % 9 8. 7 % 9 6. 6 % 

第 6表 船舶局の無線従事者選解任件数

~選解任 選 千子 解 任

昭和 48. 3. 3 1 
3 0 8 

3 0 8 

昭和-1 9目 3.3 1 4 3 9 

前 年 度 比 1 ，13 % 1 1 2.5 係

円
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第 7表取扱通信実績

判指導監督 気 象 漁 業 事 故 オ トアラム 保 安 相手局数 通信時間

件 時 {牛 件 件 件 局 時
4 2，851 22.30 1，892 つ 12 ヨ，ヨ10 450 

5 1，45ti 23. 15 5，011 。 1~ 6， 999 4(j5 

6 2， 499 22. :Hl 3， :101 10 1， 1 R2 465 

7 1， 495 2:，. 15 3，751 () 。 13 3， 820 465 

8 1， 560 23. 15 4， 511 ‘4 ム， 4， 747 465 

9 1， 277 22. :，0 3，816 。 。 3， 935 450 

10 1， lti4 23. 15 -、 o 【I，-'j冶5 つ 1.1 2. 869 465 

11 R:ll 22. :，0 2， () 17 3 12 1. 9:>2 450 

12 7:>4 23 15 1，794 l 19 1， 228 465 

1 476 23. 15 958 ワ 。 13 825 465 

つ 399 21. 00 512 o 14 425 120 

3 5:，5 三五 15 835 2 。 9 752 473. 57 

l口h 計 18， 277 27:>. 45 :11， }¥j9 12 13 168 35， 024 5， 498. 57 

前年度計 17， 195 280. 05 25.0'11 21 19 258 27， 690 5， 692. 30 

q品

前年度比 106 97. 0 124.6 57. 1 68. -1 65. 1 126.4 96.5 

。。つ
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W 講習、業務指導、技術指導

1. 時技無線技土養成講習会

・無線電話甲

期間自昭和48年 12月 13日~至昭和 4S:a.12月22日
会場岩崎中央公民館

合格者 4 4名合格率 10 0係

・レタ

期間自昭和48年 12月23日~至昭和 4S年 12月27日

会場岩崎中央公民館

合格者 3 5名合格率 100係

2. 業務指導

3回延 12 0名

3. 技術指導

6 5回

4 広報の発行

規格B5版千頁 2回延 500部

V 事業の成果および今後の課題

l 事業の成果

(1) 無線従事者の養成にょうて、通信士の需給が緩和され、無資格運用の防止と適正な通信を確保

することが出来た。

(2) 気象、漁況の定時放送は海難を末然、に防止すると共に漁業の生産性を高めた。

(:1 )業務指導と広報の発行は漁業無線の運用能率を高め、効率的に電波行政を進めることが出来た心

(4) 適切な技術指導によって通信士の技術を向上し、無線機器の管理に成果があった。

2 今後の課題

(1) 遠距離船との通信を円滑に確保するため、短波電話8H帯の増設が急務であるc

(2) 宿日直の廃止に関連して、勤務形態を交替制勤務に移行し、 1名増員することが望ましし、C

(:1 ) 夜間における通信中の電話対策として、留守番電話新設の必要性に迫まられている。

(4) 局舎、無線機器がそれぞれ老朽化してきたので、改築または更新することが望まれる。

(5) 年々都市公害による電波障害が発生してきているので、これの対策を樹てる必要がある。

(6) 将来共無線従事者の不足が見込まれるので、これが養成指導を必要とする。
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むつ湾漁業開発基本計画調査

A 主要魚類の陸上調査

調査目的

陸奥湾内における主要底生魚類の生態ならひやに漁況を調査することによって陸奥湾漁業の健全な発

展に寄与する。

E 調査方法

1. 調査担当者

主任研究員 斉藤重男 技師 団村真通

2 調査期間

昭和48年 11月1日~ 昭和49年 3月31日

3 調査地域

平館村、青森市後潟、平内町小湊、野辺地町、横浜町、脇野沢村

4 調査項目

(1) 主要底生魚類の漁況調査

カレイ類、ソイ、アイナメについて銘柄別に調査したが、平館漁協分については、青森魚類k

k、中央水産kk、の伝票から、後潟漁協分については、組合および、中央水産kkの伝票から

他の漁協については当場に送付された資料から集計しTこc

(2) 主要底生魚類の標本船調査

後潟漁協を除く各漁協に依頼し、対象各魚種を銘柄別に区分して漁具、漁場、水深、底質など

について記録してもらった。

(3) 主要底生魚類の多項目調査

後潟、脇野沢では実施できなかったが、他の 4漁協については、マガレイ、マコガレイ、ソイ、

アイナメについて、全長(カレイ類)、体長(ソイ、アイナメ)、体重、性別、生殖重量、成

熟度などの測定を行なった。

皿調査結果

1 主要底生魚類の漁況調査

(1) 平館

1 1 月 ~2 月まで、における主要 9 魚種の総漁獲量は 7 6，4 6 3 k gで最多獲魚は、マカ、レイの

3 6，74 5 k g ( 4 8.1係 、1隻当り 50.6 k g )、ついでソウハチ 26，666 k g ( 34.9 

% 、1隻当り 49. 8 k g )でありこの 2魚種で総漁獲量の 83. 0 %を占めている。

各月とも上記2魚種の漁獲が多く、 2魚種の総漁獲量に対する月期臓獲構成は、マガレイでは

2月52.2弼(1 9， 1 9 3 k g )、 1月 32.0% ( 1 1，750 k g)、 12月15. 8 % ( 5， 787 

k g )となっており、 1隻平均漁獲量は 1月58.2 k g、2月51.5kgであった。

また、ソウハチでは、マガレイ同様 2月54.8係(1 4，6 0 0 k g )、 1月34.4係(9， 160 

k g )で1隻平均漁獲量は 1月55.9 k g、2月55. 1 k gであった。 2魚種の漁獲量は I、2

月とも総漁獲量の 80%台を占めていた。

なお銘柄別に各月の総漁獲量に対する両魚種の占める比率をみると、ソウハチ大(6 2. 2係)、

マカレイ大(8 1. 9係Jが首位を占めており、月別ではともに2月(30~40% 台)が多か J

た。

こ31



(2) 後潟

前述したとおり、ここでは水揚げがなされずに青森市の卸売市場に直送されているので、組合

および中央水産kkの伝票によって調べたが別表のように漁獲は僅少でみるべきものはなかコた。

(3) 小湊

当漁協でのカレイ類は魚種別に区分されておらずマコガレイ、マガレイを混合して出荷してい

る。

1 1月-3月までにおける魚種の総漁獲量は、 67，4 8 5 k gで最多獲魚J工カレイ類.)0，253 

k g ( 7 4.5 %、 1隻当り 95. 2 k g )、これについでアイナメ 11， 1 6 7 k g ( 1 7. 0 %、 1 

隻当り 30.4 k g )となっている。

また月別漁獲量、 1隻平均漁獲量でも 12月は40，0 2 7 k g ( 79.7係、 l隻平均 12 5. 5 

k g )で他の月に比較して格段の差を示している O

なお銘柄別にみると、全体では大が、 80.1φを占め、月別では 12月(6 5.0 係)の値が大

きか ~Jtこ。

なおアイナメは漁獲量(3，5 30 k g、 3 0.8 % )、 1隻平均漁獲量(" 5.2 k g )とも 1月

が多く、銘柄-'3IJでは全体としては大の 5O. 5婦、月別では l月の 13. 0係が最高であった。

(4) 野辺地

この漁協も小湊漁協同様カレイ類については魚種別に区分されていなL、。

1 1 -3月までJこおげる魚種の総漁獲量は 57， 1 4 6 k gで最多獲魚はカレイ類 53，0 0 9k g 

( 9 2 8婦、 1隻当り 33.2 k g )で他の魚種は僅少であったο

月別漁獲量では 12月(3 9， 1 1 6 k g )が最高で実に 73.8%を占め、 1隻平均漁獲量(6 

8.3 k g )も最高であり、これについで 11月の 8，1 9 1 k g ( 1 5. 5婦、 1隻平均 33.3 k g ) 

の順となっているο

(5) 横浜

1 1月-3月までにおける魚種の総漁獲量は 18，3 6 5 k gで、最多獲魚はマコガレイ1，753

k g ( 7 4.8φ、1隻平均 64.9 k g )であり、 1隻平均漁獲量ではアイナメ(2 0.4 k g )、

イシガレイ(1 3.4 k g )が多かった。

又、月別漁獲量で多かったのは、マコガレイの 12月( 10，065 k g )、 1 1月(3， 3 9 2 

k g )であるが、 1隻平均漁獲量では 11月(9 9.8 k g )、 1 2月(6 3.7 k g )が多く、 1 

-2月は漁獲が減少し、 3月は皆無であった。

アイナメの I隻平均漁獲量を月別にみると 11月(2 5. 5 k g )、 1 2月(2 5. 1 k g )、 1 

月 (21.9kg)の順となり、イシカレイは 3月(2 3.5 k g )、 1 1月( 1 9.7 k g )、 1 2 

月 (11.8kg)の順であったが、 1、2月は皆無であうた。

銘柄別にみると全体ではマコカレイ大 (67.8%)、イシカレイ中(5 O. 2係)、アイナメ小

( 3 6. 1 % )の値が大きかったが、アイナメの銘柄別では差して大きな差はみられなかったυ

(6) 脇野沢

1 1 - 3月までにおける魚種の総漁獲量は 16，5 8 1 k gで、このうちマカレイが69.2% ( 

11，477kg、 I隻当り 14.5 k g )であり、ソイの漁獲量は少なかったυ

月別漁獲量では 3月(.1， 7 7 1 k g、 4 1. 6係)が多いが、 1隻平均漁獲量では 12月(7 7.6 

k g )、 1 1月(2 9.5 k g )、 3月(1 8. 7 k g )の順となっている。

主た銘柄別に本魚種の比率をみあん、大(4 2. 1 % )、中(3 0.7婦人小 (27.2%)の!I債

となっていた。

なおソイの漁獲量は 1月(2，6 9 5 k g、 52. 8係)が多いが、 1隻平均漁獲量では 11月(

64.5 k g )、 12月 (41.8kg)が多く、他の月は少なかったu

サイスー別にみると大( 1 り 7 係ノがも〉とも多く他;工約~ " %台であ〉たコ
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2 標本船調査

標本船調査による各調査区域別(1 1 ~ 3月)の操業状況は次のとおりである。

(1} 平館

総漁獲量は 3，66 3 k gで最多獲魚J工、アサパガレイ 1，1 6 4 k g ( 3 1. 8係)、マガレイ

8 4 7 k g.( 2 3. J係)、ムシカレイ 69 5 k g ( 1 9. 1 ot ) の I~闘であるが、 1 隻平均漁獲量で

はアサパガレイ 34. 2 k g、ムシカレイ 9.8k g、マカゐレイ 9.2k gで、月別 1隻平均ではアサ

パガレイ 12月53.8 k g、マガレイ 3月 11.8kg、ムシ力、レイ 1月17.2 k gとなっており、

これらの魚種は主として刺縞によって漁獲されている。

(2) 小湊

総漁獲量は 2，86 5 k gで最多獲魚は、カレイ類 1，67 7 k g ( 58.5φ)、ソイ 72 6 k g 

( 2 5. 3 ot )となっており、 1隻平均漁獲量ではカレイ類55.9 k g、ソイ 38.2 k g，アイナ

メ24.3 k gで、月別 1隻平均をみると、カレイ類では 1月24 1 k g、 12月79.4 k g、ソ

イ2月77.0kg、アイナメは 12月6.0k gである。

カレイ類は刺網、 ソイ、アイナメは籍によって漁獲されている。

(3) 野辺地

総漁獲量は 1，07 0 k gで、最多獲魚はカレイ類 73 9 k g ( 6 9. 1 ot )であり、ソイ、アイ

ナメは 10 0 k g台であるが、 1隻平均漁獲量ではカレイ類 13.7 k g、ソイ 11.9kg、アイ

ナメ 8.7k gの11頂である。

月別、 l隻平均漁獲量ともに 12月が最も多く、これら魚種は小湊同様にカレイ類は刺網、ソ

イ、アイナメは縫によって漁獲されている O

仏)横浜

'総漁獲量は 1，53 3 k gで最多獲魚は、マカレイ 632kg(41.2係)、マコガレイ 532

k g ( 3 4. 7係)である。

1隻平均漁獲量では、マガレイ (158kg)、マコガレイ(8 8.7 k g )が最も多かったが

出漁日数は少なL、。

またカレイ類は刺網、ソイ、アイナメは績によって漁獲されている O

(5) 脇野沢

総漁獲量は 2，98 3 k gで、最多獲魚はマ方レイ 1，695 k g ( 56.8労)、アイナメ 690

k g ( 2 3. 1 ot )である。

1隻平均漁獲量では、マガレイ(3 3.2 k g )、マコガレイ(2 3.9 k g)が他魚種に比して

多い。

月別、 l隻平均漁獲量では、マガレイは2月、マコガレイは 1月が最高である。

この地区におけるソイ、アイナメは穂、小型定置網、底建網、釣、延縄、カレイ類は小型定置

網、延縄、釣、底建網で漁獲されている。

3. 漁場

(1) ソイ

A 平館

この地区においては、明神崎『船岡沖(水深 40--60m)に漁場が形成され、比較的狭い

範囲であるが、底質は砂泥、貝殻、岩礁などで好漁場は根岸沖である。

B 小湊

漁場の殆んどが東湾に限定され、 11 ~ 1 2月は小湊~大崎沖(水深 40m台)、 1 ~3 月

は黒崎灯台、小湊沖(水深 35~40m台)に漁場が形成され、底質砂泥で好漁場については

不明である。

C 野辺地

--z:n 



漁場は 11 -3月まで蟹田沖(水深 15-28m)で底質;工砂泥である。

D 横浜

漁場は横浜~豆田沖(水深 15-28m)の狭い範囲に形成され、底質は泥、藻場であるo

E 脇野沢

漁場は松ヶ崎~青石沖(水深 17-40m)のごく沿岸部に形成され、底質は砂、石、害車場

などで好漁場は脇野沢沖である。

(2) アイナメ

各調査とも漁場はソイとほぼ同じ場所むあった。

(a) マガレイ

A 平館

漁場は、平館~磯:L!沖L水深30-50m)、白滝、九鍍泊沖(水深ともに 70 m )に形成

され底質は砂泥、貝殻地帯で、好漁場は平館沖で、あった。(本魚種についての報告は平館漁協の

み)

(4) -<コガレイ

A 平館

漁場は平館~磯山沖(水深 IO-50m)、九鰻泊(水深 i0 m )で、底質改砂泥で、あり、好

漁場は恨岸沖であったυ

B 横浜

漁場は松ヶ崎沖で(水深 15m)だけで操業され底質は泥て、ある。

(5) カレイ類

前述したように小湊、野辺地においては、魚種別に区別していないので、 I 1-1 2月におけ

るカレイ類の漁場は東湾(横浜沖、水深 10m台)で 1月以降は商湾(脇野沢沖、水深 40 m台)

に移動し底質は共に泥砂で好漁場(工西湾であった」

4. 主要底生魚類の多項目調査

調査期間中における魚種別の分布巾とモードをみると、つぎのとおりである。

(1) 体長(又は全長)組成

】:F，.J--1..n戸~/f門
n二;)9 A ソイ

体長は 16-44cmの範

聞に分布し、モ トは 26c m 

に認められるc
18 " “‘' 30 35 .t1cm 

:fL」ドど門

:;fp可可

n = 1 6 5 B アイナメ

体長は 18~42cmの範

固に分布し、モートは 26cm

に認められる。

n二 59 C マガレイ

全長は 20-29cmの範

聞に分布し、モ ドは 22cm

に認められる。

日日亡
マコガレイ全長組成

n二 12 ti 
範

2
め

の
2
靭
仙

m
、が

c
土
々
字

3
ド
三

3

一
の

~
モ

m

イ

9

、
c

レ

1
し
6

カ
は
布

2

コ
長
分
、
る

マ
全
に

3
れ

間
2
ら

D
 

-234 -



(2) 体重組成

A ソイ

1 0 0 ~ 2， () 0 0 gの範開に分布し.モ ドは ;)20~550g の聞に認められるo
% ~ 

γe2イ寸日刊叫しl円H二9 円円
ソイ体重組成

B アイナメ

lOO~940g の範聞に分布し、モードは、 1 (j O~190g の聞に認められる。

10牛円ー n = 165 

01 ペケプづ「一一--， R. 
100 250 400 550 700 850 1， 000 ff 

アイナメ体重組成
% 
20 .--

10← I ...， n = 59 

。I..-n1. ....‘'‘ rl 
70 150 200 250 {} 

マガレイ体重組成

C マガレイ

70~250g の範囲に分布し、モー

ドは 11 0 gに認められる。

4 0 gの範囲に分布し、モ ドは 16 () gに認められる。

l:t~叩中一二入門 「 n=

マコガレイ体重組成

(3) 性別

調査期間中における 4魚種の雌雄比をみると次のとおりである。

A ソイ…・・雌 18尾、 維 37尾、 不明 4尾

B アイナメ・・ー・・雌90尾、 雄 75尾

C マガレイ一一雌 78尾、雄 48尾

D -<コガレイ……雌 51尾、雄8尾

性)生殖腺重量および成熟度

A ソイ

最高平均生殖腺重量は平館地区の 68 gであるが、殆んどの個体は 2g以下で雌が雄に比し

て大きいが、これらはすべて未熟の群であった。

B アイナメ

最高平均生殖腺重量は野辺地地区の 35 gで、殆んどの個体は 2g以下である。

1 1月(野辺地)には半熟の個体(7 1. 4係)、完熱及び成熟個体(2 8.6 % )が出現し、

1 2月には放卵後と恩われる個作(3 4.8係)や完熟個体(5 2.2係)も多く出現していた。

横浜地区も同様に 12月には放卵中(4 O. 7婦人完熟(4 (). 7係)、半熟(1 48係)個

体の出現がみられ、放精中の個体もあったが、 l月以降は放精後の個体が出現していた。平館

E-u 

q
ペυ9u
 



においても 1月放卵後の個体がみられた。

C マガレイ

小湊、平館地区各 1回の調査であるが、すべて未熟の群であった。

D -zコカレイ

最高平均生殖腺重量は横浜(1 2 JJ )の 16 gで、野辺地(1 1月)には半、完熟の個体(

6 7.4 % )が出現していた乙

1 2月に入ると、横浜、野辺地両地区とも完熟の個体が、それぞれ 85婦、 67.5婦と多く、

放精、放卵後と思われる個体も一部みられたが、 l月には末熱、 2月には放卵後、未熟の個体

が多かったυ

むつ湾において 11月から 3月にかけての湾内における主要魚種についての生態並びに漁況に関す

る調査を実施した、

W 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

(1 ) 漁況調査

1 1 ~ 3月までの総漁獲量に対する各魚種η比率はカレイ類、 (但し小湊、野辺地のみの分

4 3.8 % )、マコカレイ(2 () I係)、ソウハチ (1 1.3%)、とカレイ類が首位を占めている

が、 1隻当りでは、マコガレイ(6 3.6 k g )、ソウハチ(4 9. 8 k g )、カレ f類( I 8. 5kgi 

マガレイ (31.8kg)である

地区別の漁獲量では平館、小湊が多か〉た"

(2) 標本船調査

総漁獲量に対ずる各魚種，1)比率をみると、マガレイ(2 6.2 % )、カレイ類(1 9.9婦人ア

イナメ(1 3. 1係)、、ノイ( 1 2 1帰)の順で、 l隻平均漁獲量ではアサハ (:l I.2kg)、カ

レイ類(3 2.2 k g )、マガレイ (2 1.6kg)である。

地区別では平館(3 0.2係)、脇野沢(2 4.6係)が多い。

またソイでは平館、脇野沢沖.マガレイでは平貯中、マコカ、レイでは松ケ崎沖、アイナメでは穴

間沖が漁獲が多かった

(3) 魚体調査

各魚種のモ ドはソイ -，， 2 (I c m、アイナメ…… 26 c m、マコガレイー… 22、 2::1、 26

cmに認められ、ソイ、マガレイはすべて末熟の群で、あったが、アイナメ、マコカレイは卵巣、

精巣状態からみて 11 ~ 1 :2月にかlナて産卵するものと思われる九

2 今後の課題

本年度の調査は平館ほか 5地域の広範囲にわたったため調査上無理な点が多々生じたが調査対象

組合における漁場の重復等を考えると調査対象地区を重点的に絞る必要があると思われる O

また魚体調査についても調査期間中標本魚乃確保が漁協によってまちまちで調査上満足すべき内

容がでないことを考慮すると対象地区の選定と同時に魚体調査項目を絞ぅて多くのサンプルが得ら

れるようにすべきであると考えるc

月
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B 水質調査

調査目的

陸奥湾における四季の水質、ならびに海洋構造を明らかにし、漁業経営の合理化に資する。

H 調査方法

l 調査期臼

昭和 1;-l年 5月 2 0 日~ <1 9年3月7日

2. 調査地点

湾内，10地点

3. 採水層

l、 10、 20、 3 0、 1 0、 50、60 mおよび底より 2m上の各層

4. 測定項目と方法

(1) 水深;魚探またはレッドによる。

(2) 透明度;セッキー透明度板更用c

(3) 水温;東邦電探製、サ ミスタ水温計使用。

(4) 塩分;オ トラフ・サリノメ タ使用。

(5) 溶存酸素;ウインクラ一法による。

(6) C 0 D ;過マンガン酸カリ、アルカリ酸化法によるつ

(7) PH;ガラス電極PHメ ター使用。

(8) 燐酸塩;ドニゼ・アトキンス法による。

(9) SS;0.<15u目のメンフランフィルタ を使用して、試水 3tを吸引瀬過し、デシケ ター

で乾燥後秤量。

園調査結果

L 透明度

各国の観測結果は、年聞を通じて、西湾より東湾の方が透明1受が高く、特に川内~横浜沖にかけ

ては 20~22m という高い値が観測された。しかし、東湾のうちでも南西部の東田沢~小湊~清

水川沿岸では、西湾奥部に連続する形で 15m以下の低い値が見られた。西湾では、湾口部でやや

高く、湾奥部では低し、傾向を示す場合が多かったο

2 水温

昭和48年5月の最高水温は東湾、西湾奥部の表層にみられ、既に成層期に入づていることが認

められた。

昭和 48年8月の最高水温は川内沖の 1m層に見られ、 27.3 Ocという異常に高い値が観測され
た。明瞭な成層構造となっており、底層では 20C前後であった。

昭和48年 11月は各層とも 160C台にあり、既に循環期に入っていることが認められた。

昭和<19年3月には外海由来と推定される 8~ gOCの高水温の水塊が、湾口部から西湾の西側、
さらに伸びて浅虫付近にかけて分布し、また東田沢沖合に独立して存在していた。一方東湾奥部の

むつ沖合には 4C台の低水温水塊が分布し、これに続く 5~ 60C台の水塊が、 )11内~脇野沢方面と、
むつから清水川に向う沖合に張出しているのが見られた。

3. 塩分

一般に湾口部では塩分濃度が高く、最高 34.1 %台の値が観測された。しかし湾奥に進むに従っ

て塩分濃度は幾分低下しており、特に東湾の奥部においては、最低 32.0%台の値が観測されたの
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こうした塩分の低下は、特に春から夏にかけて著しいようであうた。なお、大谷他 (1974)の

方法にならって、陸水の流出による希釈明合をあらわすためのDll u t lon I ndJきを求めて

みると、湾内に流入した陸水は、時により多少の差はあるが、主として東湾の横浜~川内~脇野沢

沖の深部に停滞蓄債する傾向があり、西湾に比較して東湾では海水の交換が不活発であるものと推

定された。

また、塩分濃度の水平分布状態をみると、その分布状態から推定して、外海水は湾口部から主と

して西岸沿いに流入し、蟹田~蓬田沿岸付近より沖合に反転し、夏泊半島の西倶~につっかけ、その

一部は夏泊半島の北側をかわして東湾に入り、東田沢~小湊~清水川沿岸を洗って東湾内に拡散す

るもののようであるc 一方、陸奥湾固有と思われる海水は、むつ市沖合付近を起源、として、芦崎沿

岸を南西方向に向うが、黒崎にぶつかるあたりで南転 Lて東湾の中央部に向いやすL、。また、川内

~脇野沢沿岸を洗って西湾に抜ける流れもあり、その勢力が強い時には、西湾を横断して蟹田方面

まで影響を及ぼす時もあるようである、西湾奥部の青森市』奥内沿岸も停滞域となりやすい。

※ Dilution lndex について

湾内の観測点のうちで、塩分の鉛直平均値の最も高い値を流入する外海水tこ最も近い水とし、

この基準値と他の観測点での塩分の鉛毛平均値との差は、陸水の流入によって希釈されたものと

考える。こうして、各観測点の単位面積当りの水柱について、加入された淡水量を求め、この淡

水の高さ (m/〆 cm')であらわしたものである。

4. PH 

5月-8月には 8.1U ~ 8. 3り前後、 1 1 月 ~3 月には 8. 1 6 -8. :， G前後の値が観測された。
5. 溶存酸素

表層~中層では、一般に過飽和の状態が多かった。特に 5月には西湾の奥部では飽和度が 12 0 

φ台となっていたコ底層水についてみると、 3月に過飽和であったのを除いて何れの時期にも 92 

~93% であったc

G. C 0 D 

1-20m層の平均値の水平分布は5月から8月にかけてはり 5-1.75ppmの範囲vこあったが、

1 1月から 3月にかけてはo.:主-O. 6 P P mで低い値を示した

CODの水平分布を図化するに当って 1-20m層の平均値を使用したのは、透明度と COD値

との比較の便を計ることを目的としたためて、あるが、両者の聞には特に関係は認められない様であ

るυ

7. S S 

S Sの水平分布は一般に、上~中層 Cは多少の変化はあるが0.2- 1.0 P P mの範囲内に納まっ

ている例が多かフたが、底より 2m上の層で1土極度に多い例がしばしば見られたο この現象はこの

まま理解するのがよいか、また採水時に海底土がまき上ったために増加したのか、更によく検討し

てみる必要がある。

S Sの水平分布は、湾外水と湾内固有水と比較すると、後者の方が幾分多いようであったが、著

しい差ではなかっ7こ。

また、 SSと透明度の関係はあまり密接な相関関係は認められなかった。またSSとCODの聞

にも相関関係は認められなかった。

8. 燐酸塩

昭和1¥8年 11月および昭和 .19年 3月における燐酸塩の全層平均値の水平分布は、 11月に比

べて 3月の方が多かったが、その最高値でも O.3 7 u g - a t m / 1にしか過ぎなかった。なお、

1 1月にはむしろ湾奥部に多かったが、 3月には湾口部の方が多かった。

Qo 
q
d
 
つ臼



W 調査の成果と今後の課題

1. 調査の成果

(1) 陸奥湾においては、昭和 43年頃以来、透明度が年々上昇の傾向にあることは、前年度の報告

書でも指摘したところであるが、今年も、その傾向が引続いていることが認められた。その原因

については今のところははっきりしない。

(2) 陸奥湾においては、水温の上昇が始まる 3月末頃から成層し始め、 8月には頂点に達するが、

水温の下降期に入ると成層はくずれ、 11月には完全に上下層が循環しているのが認められた。

昭和48年8月の観測においては、川内沖の 1m層で27.30Cという極めて高い水温が観測さ

れた。夏期の水温が著しく高かったのは、昭和 48年度の海況の特徴のーっとしてあげられる。

(3) 湾口部から西湾一帯にかけては、一般に高献で、外海水の流入が少なくないものと考えられた。

東湾においても、東田沢から小湊~清水川付近にかけては高臓の場所が見られ、外海水の影警を

可成り受けているようであるが、これを除く東湾一帯は献度が低く、陸奥湾に流入した淡水が停

滞しており、海水の交換は非常に悪いものと推定された。

(4) 4回の観測を通じて、酸素飽和度は92-120%、PHは8.10 -8.36、CODは0.19 
-3.0 1 P P m、ssはO.0 0 -1. 1 4 P P m、燐酸塩は0.00 -0.3 7μg-atm/tであ
った。このことは、陸実湾の海水が極めて清浄で、且つ調和がとれた状態にあることを示すもの

と考えられる。
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B-2 プランクトン調査

調査目的

プランクトン現在量の目安を知ることを目的として、海水中のクロロフィル含有量を測定し、湾内

漁業の健全な発展に資する。

E調査方法

1 調査期日

昭和49年2月6日 - 49年 3月7日

2 調査地点

11地点で、水質調査地点と同じ。

クロロフィル測定用の試水の採水深度は、水質調査の場合と同様、 1、10、20、30、40、50m層

および底から 2視の層とした。

3 クロロフィルの分析

(1)試料の糠過

試水10こ炭酸マグネシウムを添加し(微細プランクトンがフィノレタ を通過するのを防ぐ為)、0.45

μ目のメンプランフィルターを用いて吸引漉過し、残澄をデシケーター中で乾燥した。

(2) クロロフィルの抽出

上記乾燥試料を50mtビーカーにとり、 90%アセトン溶液10mtを加え、 20KHZ超音波発生装置

で 5分間処理して細胞を破壊し、定容とした後3.000RPMで遠心分離し、上澄液を得た。

(3)測 定

上記アセトン溶液を 1c百1ガラス製セルに入れ、日立製 139型光電分光々度計に賛光付属装置を

つけたものを用いて蛍光の強さを測定した。

測定に当っては、水銀灯からの入光側には430mμ干渉フィルターを、またフォトマル入光側

には 660mμ色ガラスフィルターを使用した。

励起光調整の為の標準液としては、 1111fJ/tのフルオレッセンナトリウム溶液を使用した。
クロロフィルaの標準液として、ホウレン草から分離した粗クロロフィルを煎糖カラムにより

3回分離精製したが、純度に疑問があったため、更に吸光法によって純度を決定した。吸光法は

]cmセルを使用して、 663、 645、630mμの波長に対する吸光度を測定し、所定の計算式によ

って値を算出した。

皿調査結果

クロロフィルの量は同じ地点においても、水深によって可成りの差が認められ、上層に比較的多い

場所や、逆に下層に多い場所があって、まちまちであった。

各層の平瑚直をみると、昭和49年2月町立弾射叩7呼/ni、東湾でこれより多くO‘61句/m3となっていた

が、昭和49年 3月には西湾の奥で0.41-0.47Wj /m3、東湾でO.02-0. 27111fJ / niと関係が逆転していた。

クロロフィル量と透明度の聞には、明瞭とまでは言えないが、透明度の低い所ではクロロフィル量

が多い傾向があった。

またクロロフィル量とss量の関係については、あまり明瞭な相関々係はなさそうであった。

W 調査の成果及び今後の課題

1 調査の成果

昭和49年2月の調査においては0.61呼/ni、3月の調査においては最高0.47呼/niと言う値が得

1
1
 
っ“



られた。この値は、他の湾に比べて可成り低い様にも思われる。今後更に回を重ね、その実態を明

らカ寸こしTこL、。

第 1図 クロロフィル量とssとの関連(49. 3. 5. -3. 7 ) 
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第 1表 s sならびにクロロフィル測定結果(昭 49.3. 5 ~ 7) 

調査点・水深 s s クロロフィノL 調査点・水深 s s クロロフイノし

(m) 仰/0正)6 (匂/TTiヲ ( m) 何/0t15 (m0F/0773f〕1 
O. 1 1 9 

1 0 O. 7 O. 133 1 0 o 7 O. 046 

2 0 O. 7 O. 105 ~ 0 O. 9 O. 093 

3 0 。7 O. 1 b 6 ::¥ 0 2. 1 O. 205 

4 0 。7 O. 295 3 4 4. ;， O. :，25 

1 3 1. 0 欠 2 1 1. 2 o 053 

9 O. 319 1 0 O. 'l O. 032 

1 0 o 9 O. 3;' 8 2 0 O. <) O. 020 

2 0 欠 O. 38:o 2 9 O. ;， o. :，6:¥ 

2 9 欠 O. ;， 6 9 1 0 O. 1 O. :> 5 8 

1 2 O. ;， () 229 ~ 0 O. i (). .146 

1 0 (l 6 り 270 :， () o 5 。12i 
2 0 O. 9 O. 151 1 0 O. 5 。171
3 0 () <) 。187 1 :; o .1 。15 i 
1 () ()り () 462 :1 1 O. 5 O. (l :11; 

5 0 2. 2 O. R i 4 1 0 O. 7 O. 1) 26 

1 6 o. :， 19 ~ 0 o R o り2:， 

1 0 。1 o 319 :， 0 O. 6 o 0.1.1 

2 0 ()品 O. 308 1 () o り (). 127 

3 0 O. 9 O. 913 1 0 O. 6 O. 028 

1 7 O. 8 O. 589 1 0 1. 1 O. 023 

1 0 O. 5 O. 512 ~ 0 O. b O. 00り

2 0 。7 O. 374 

3 0 O. 7 O. :o 2 .1 
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11 青函トンネル工事排水
に伴なう漁業影響調査



青函トンネル工事排水漁業影響調査(生物)

的

青函トンネル工事に伴う工事排水が極く沿岸部における水産生物、特に魚類の回遊分布に与える影

響について究明し、健全な漁業経営に資する。

目査調

調査期間及び回数

昭和4 8 年 6 月~ 1 0月

調査海域(第 1図参照)

三樹す~小泊村にかけて 4地点

(浜名JlI、楢川川、藤島川、ホロナイ川地先)

調査員

次長

主任研究員

技師

技師

技師

4 調査項目

(1) 海上調査

漁獲試験…一刺網を各地先に5反建込み

漁場観測……天候、水深、水温、流向、透明度、底質

陸上調査

魚体測定…・ー全長、体長、体重

羅網状況・・・・・・魚種別羅網方向

聴取調査・・・・・・刺網漁業について

5. 調査方法

(1) 海上調査のうち漁獲試験では地元で傭船(第8誠漁丸 3.2トン)し、刺網(3枚鰐 1反 25間

切目合 76~91mm) を 1 地点につき 5 反使用しt::. o 各調査点(距岸 200~300m) では

夕刻設置し、翌朝揚網した。同時にその地点における環境観測を実施した。

(2) 刺網による漁獲物については、現地における回避状況を把握するため羅網方向を確認し、同時

に魚体の測定を行なう一方当地方における刺網漁業の実態を聴取調査によって実施した。

3回
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3. 

2 

E 

(2) 

果

魚類分布状況

各地点におけるこの期間中の漁獲物の組成をみると魚類20種、貝類2種、軟体類 1種、甲殻類

l種、練皮類 1種、計 25種からなり、魚類は夏期(8月)が最も少ない。

これは所謂俗に云う 夏枯れ の現象と忠われる。

また、当沿岸域に主義息分布する魚種は昨年(昭和47年)と大差なく何れの漁場も定着性魚類が

主体をなしており、昨年と同様であった。
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第 I表河川別月別魚獲表

河川名 月 思Ij 沖 (5)側 4 3 2 岸(1)側 計

6 月 3 1 0 6 o 7 2 6尾
浜 名 )11 

1 0 月 3 2 6 6 21 1/ 

増
6 月 。 。 2 1 2 1/ 

J 11 JlI 
1 0 月 1 1 3 5 27 1/ 

藤 島
6 月 1 1 1 5 1 0 つ 5 13 1/ 

JlI 
1 0 月 5 t 5 6 8 2 8 1/ 

ホ ロナイ川 6 月 。 1 1 3 21 1/ 

3十 2 8 5 1 2 9 3 1 3 6 178尾

2. 回避状況

魚種中大きく回遊すると思われるものは、サメ、タイ、ヒラメの 3種があげられるが、秋期に多

く移動するものと思われるυ

3. 催網状況

潮流と魚の移動関係をみるために何れの方向から権ついているかにつし、て場所的、時期的に調査

したが、一定の方向付は認められなか〉た。

環境並びに聴取調査から調査砲点の流速は差して速くなく滞溜状態もあり、また潮流の方向は時

期により日によって刻々と変化するところから、魚の移動方向はは 7 きりしないが、沖合から沿岸

部へ又東から丙へと移動ずる傾向にあるといえよう。

4. 濁りと漁獲の関係

本調査の目的である濁りが漁獲の上にどのように影響するかということについて・つの指標とも

なる出水時の濁っと漁獲関係をみると、透明度、漁獲量、降雨量の比較から浜名111地先における 10

月の透明度が他調査点に比して非常に低いが、これは降雨による出水のためと思われ、漁獲の上で

は、他の地区と差は認められなか〉たυ

漁民からのアンケ トによればトンネル排水による操業上の支障は別段感じないとのことである。

W 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

(1 ) 漁獲物の組成は魚類:20種、貝類2種、軟体類 1種、甲殻類 1種、練皮類 l種、計25種で、

夏期は魚類が少なかフた。

(2) 降雨による海水の濁りと漁獲との関係は、はっきりした相異が認められなかった、

(3) アンケ ト調査によると、 トンネル排水による操業上の支障ば現在のところ発生していない0

2. 今後の課題

(1) 調査目的からして多くの資料集績を必要とすることから本調査の周年実施が望ましい。

(2) また濁りと魚の関係をみる上から参考的に環境が正常な状態時と異常な状態、時.即ち降雨前と

後における漁獲推移の比較検討がなされなければならない。

(3) 同時に当地方の漁業実態の把虚とこの地区の独特の潮回りと操業関係についても了知すべきで

ある。
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青函トンネル工事排水漁業影響調査(水質)

調査の目的

青函トンネル建設工事に伴う排水が、極く沿岸威の水質に与える彫響を適確に把僅し、健全な漁業

の発展に資する。

E 調査内容

1. 調査期間

昭和48年6月~昭和 48年 10月

2 調査海域

今別町~小泊村(今別111、浜名 '11、増'11、藤島川、袋内)11) 

3. 調査員

技師林 義孝

技師原口健

4. 調査項目及び調査方法

(1 ) 水 深……・ー…一潰Ij深鉛を使用したο

(2) 水 温・・…・…・・電気水温計を使用した。

(:1 ) 透明度…・一・…径 30 c mの透明度板を使用した。

(4) P H '"…・…ーガラス電極を使用した。

(5 ) 溶存酸素・・ …・・ウインクラ 改良法によった。

(6) 塩分量一一 ・・オ トラプサリノメ ターを使用した。

(7) COD...…e・e・-ー・アルカリ高温 20分法(水質汚局調査指針)によった。

(8) S S ・・……・・…光学的方法(積分球式濁度計を使用し、濁度として測定した)によった。な

お、 J1 Sにより精製したカオリン換算値で示したι

(9) 燐酸態→燐 .，…ドヱゼの方法によったc

皿調査結果

1. 溶存酸素……… ・各調査地点とも同じ様な測定値を示し、特に 6月8日において過飽和の状態

を示した

2. C OD ………ー各調査地域とも平均値で O.3 ~ 0.6 P P mを示し、水産環境水質基準による

1 P P mに比して非常に清浄であるυ

3. S S … …・・今期JJlI、浜名111、増川と藤島川を比較すると底質が前者では砂泥であり、後

者では岩盤であるため、前者に高い値がみられ、なお標準偏差も大きな値と

なっている。

4 燐酸態燐一….....・・ l回しか実施しなかったが燐酸の濃度はo~ O. 4 8 5μg.a t / i!で水産環

境水質基準による 0.46μg• a t/i! <!奥算)に此章交して清浄な値カ潟閉されてし、る。

W 調査の成果及今後の課題

1. 調査の成果

当該水域は水産環境水質基準にてらして清浄な海域と思われる

2 今後の課題

燐酸態ー燐について、究明するとともに三厩湾全体を把握する必要がある C 又周年の観測も必要

である。
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111 小川原湖増養殖試験



E 

小川原湖増養殖試験

試験目的

小川原湖が淡水化された場合を想定して、従来と同じ生産(収入)を確保するための条件として、

生き残り可能な魚種について積極的に増養殖の可能性を究明する。

調 査 内 壬円、ヨト

ト調査時期

4 8 年 1 月~ 1 9年3月

2. 調査員

淡水養殖課長 長 峰 良 典

技 師 原 口 健

3 調査項目

(1 ) 小川原湖観測

(2) アユ飼育試験

(:l) ワカサギ飼育試験

(1) ワカサギ産卵床造成試験

4 調査方法

(1 ) 小川原湖観測

1 8年7月 22 ~ 2 3日および48年 10月3日の 2回行った。測定項目は気温、水温、透明

度、 PH、溶存酸素、塩素量.C ODについて海洋観測法に準じて測定した。また7月には底質

のCOD、硫化物を測定した。

(2) アュ飼育試験

4 8年6月 25 日~ ，1 8年 10月3Bまで、湖内の袋網で漁獲された稚魚を小川原湖漁協の養

魚池に収容し、餌料は 1日2回アユ用配合餌料を用いた。

(3) ワカサギ飼育試験

1 8年 10月2 2 日 ~49 年 3 月 9 Hまで前記アユと同じ方法で飼育試験を行い、餌料はニジ

マス稚魚用配合餌料を与えた。

(1 ) ワカサギ産卵床造成試験

，1 9年 2月22 日~ :i月31日まで第 l図の 5ヶ所で実施した。産卵巣の構造及ひ材料は第2

図のとおり、湖内においては垂直に、中津川において水平に設置した。

皿調査結果

l 小川原湖観測

(1) 塩素量

表層は O.9 ~ 1. 2 %で 20m以深に 5%以上の高塩分水が停滞していたことは例年と同様であ

った。この傾向は 7月、 1 0月ともに見られ、塩素量及ひ成層状態については非常に安定した様

相を示していたυ

(2) 水温.溶存酸素

躍!醤は、 7月には水深 5mと10mの間に、 1 0月には 10mと15mの聞に見られ、溶存酸

素も水温催層以下は極端に低下し 20m 以トは無気層となっていた。水温で特記しなければな

らないのは、 7月st 1の表層、 2i.O C、 s t 2の表層で 29. :i Cとし、う高温が記録されたこ

とであ，た l 降雨量が少く、晴天日数が多か〉たことが原因であ.)たと推定されるので、今後網
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生賓養殖等で湖面を利用する場合注意を要する。

(:1 )透明度

7月は2.5 ~ 3.5 m、 1 0月は 30 ~ 4.7 mで‘例年と大差がなかった。

その他データ蓄積の臼的で、底賓の硫化物、 COD、および湖水に含まれている重金属の分析を

行ったが小川原湖は坪川上流の鉱山活動によって、銅を主とする金属汚染によって大きな影響を受

けたこともあったが、現状では全く問題がない程度になっている

2‘ アュ飼育試験

小川原湖のアユ資源は近年急激に増加し、ワカサギ採捕用の袋網に混獲されることが多く、人工

飼育によって出荷可能の大きさに成長させ得るかどうかの試験を行 ，tニ。

結果は第 3図に示したように、成長期間は日月中で終り、その後は体重の増加は若干見られたが、

これは生殖巣の発達によるものと考えられぢ伸びは体長で、り:lc mから 1~.;) c mに、体重で

は 8.5 g から~ 4. 5 gに(9月)パまた J()}J :i H には~ 6. () gに増加し約 1倍に増加したこと

になる。 1() }l :3日取り 1干の際、は雌雄とも完熟の状態であ》た

アユ資源、は、小川原湖が淡水化した場合湖内において再生産出来るカミどうかの見通しについて、

その'つの手掛りとして、三月三 1tl及び:，月り日ワカサギ漁獲物中;こアユ稚魚が混獲されてL、な

し、かどうかを調査したが、発見出来なか 1たl

これは秋にふ化した稚魚は、冬期間総て降海してしまうことを裏付げており、淡水化した場合、

アユ資源、は皆無になることが予想される 冬期間結氷時の中層水温が iC前後であることからもア

ユの陸封化は司、可能であろ 3

飼育水tこ湖*を揚水 Lて使ったため、ハピ、ゴリ、ウグイの混入が多く、餌料の増肉係数は計算

出来なかフ t~. ，

3 ワカサギ飼育試験

アユ飼育終 f後の池を使い、 1 () n ~ ~ I! 'i () k gの稚魚、をワカサギ袋網によ〕て漁獲し、活魚

輸送用のキャンパスに酸素カス補給による方法で漁場より養魚池まで輸送 Lたが、漁獲より池収容

まで 1時間を要したため、収容後に発死魚が続出し、翌日まで約り()%が撃を死 Lた 翌日試験的に

5 k gのワカサギを酸素を使用しないで輸送したところ撃を死魚は出なか〉た)このことからワカサ

ギの輸送に当〉ては気泡の出米ない方法で酸素を補給する方訟を考えなければならない

飼育結果は、体長では 4.:>c mから 5.7c mで1."1c mの伸び、体重ではり igから 2.[) gで、

2 8 f音の増加が見られた この場fTも、コリ、ハゼ、ウグイの迷人が多かったため、増肉係数を出

せなか〉た)

t 9年 2月 21日飼育魚の中に成熟したものが見られるようになったので、 J 5 mmグレモナロ

ブにポリエチレンブイノ1--J、、およびンュロ皮を :10 c m間隔Jこ連続した産卵巣を池中に設置した

が、飼育試験終 f時殆んどの魚が放卵後であったにもか込わらず、産卵巣には着卵は見られなかコ

た、人工飼育中の産着卵採取の方法ーには再考を要するものと考えられる

4 ワカサギ産卵」末造成試験

1 り年 2 月~ 2日より:， }j :) J f!まで試験を実施したが、湖内設置の分には 5日毎に産着卵の有

無を点検した結果、産着卵(工得られなかった。

中津川については河床が砂で不安定なため毎日点検し、その都度産卵巣を定位置に固定させ、 2

月 26日より産着卵を得た。

N 調査の成果と今後の課題

1. 7月の水温躍層は例年より浅く、湖の南部に異常な高水温が観測され、今後網生 を試験する場

合この部分をどのように利用するか注目する必要があろう υ

2. アユ飼育についてはテラチア科の線虫が寄生する個体が多く発見され、この駆i徐法を検討する必
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要がある。

3. 小川原湖を淡水化した場合、アユの自然状態での再生産は期待出来ないものと考えられる。

4. アユは 10 1日間の飼育によって体重で3倍の増大が見込まれ、成熟魚を得ることが出来た。

5 ワカサギは 139日飼育によって、体重増加で2.8倍であった。

6. ワカサギも人工飼育によって成熟魚を得ることが出来た。

1 中津川におけるワカサギ産卵巣について試験の結果、水平に設置することによって、産着卵を得

ることが出来た。
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第 2 図
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第 3 図
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第 4 図
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W 河川保護水面管理事業



河川保護水面管理事業

調査目的

人為的保護によるサクラマス資源の増強をはかり、河川|内および地先海面における漁業の発展に資

する。

E 調査内容

1 老部川

(1 ) 調査期間;昭和<1 8 年 4 月 ~49 年 3 月

(2) 調査場所;青森県東通村 老部川

(3) 担当者;淡水養殖課

主任研究員 青 山 禎 夫

技師林 義孝

(1) 調査項目

a 河川の環境

b サクラマス棚上

c 産卵状況(人工採卵を含む)

d ヤマメの生育

e ヤマメの摂餌、消化

f 地先海面におけるサクラマスの再生産状況

2 吾妻川

(1 ) 調査期間;昭和 4 8 年 4 月~ 49年 3月

(2) 調査場所;青森県深浦町吾妻川

(3) 担当者;前記 lの(3)に同じ

(4) 調査項目

a 河川の環境

b 産卵状況

c ヤマメの性状

d 地先海面のサクラマス漁獲量

皿調査結果

1 老部川

(1 ) 河川の環境

老部川は全長 10krnあまりの下流域(B c域)をもたない山間河川で、保護水面はその支流
の通称中ノ又沢全域である。

河川の月別平均水温は第 I表に示すとおりである。

(2) サクラマス棚上調査

河川湖上の初確認はサクラマス 7月 15日、サケ 9月 13日、カラフトマス 8月 14日であ〉

Tこ。

棚上サクラマスの年令組成は第2表に示すとおりで、 3年魚が全体の 89. 7 %を占め、例年と

ほぼ同じ割合である。

なお、昭和 18年における老部川へのサクラマス棚上数は 260-270尾と推定されるυ
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(;$) 産卵状況

保護水面内の産卵床は I()床、老部川全域では I~ "床(推定産着卵数 -48万粒)であ〉

た(第 :1表)<) 

人工採卵数は :1~ 5.:1 (I ~粒で使用線魚(雌)数は 8 5尾であ.)たリ

(4) ヤ rメの生育

。才ヤマメの7}jにおける平均体長 7.1 7 c m (体長範囲 5.7 ~ 8. :1 c m )で、前年の平均体

長(8.2 5 c m )に比べて小型であ.)た。

(5) ヤマメの摂餌、消化

ヤマメ(0才魚)を 6時から 18時まで 2時間毎に釣獲して摂餌量を調査したところ第 l図の

とおりで、 1 0時に全数を釣獲し絶食状態のまま蓄養し、 I ~ 2 I時間後までの消化速度を求め

たところ第 2図の結果が得られた

切)地先海面におけるサケラソスの再生産状況

昭和 18年における地先海而(白糠)におけるサクラマス漁獲量は:1:2 2 I 9尾で、経年漁獲

量から昭和 I:1年の再生産率を求めると I:2 Iとな〉た(第 l表)

2. 吾妻川

(1) 河川の環境

吾妻川は全長 l~kmあまりの F流域( B c域)をもたなし、111間河川で、保護水面はその支流

における東又沢のー部である(約 6."k m )、時期別の流水量は第五表に示すとおりである、

(:!) 産卵状況

昭和 48年における保護水面内の産卵床はN床を確認した)なお本河川のサクラマス糊上は 1

--5月で、太平洋側河川における秋の向上とは時期が異なる、

(3) ヤマメの性状

ヤマメの内部形態と外部形態の概要は第ゎ夫のとおりである J

本河川には 2年魚以 kの雌では河川型が存在せず、 L、ずれも降海型である。

(1) 地先海面のサケヲ Jス漁獲

地先海面(深浦)におけるサクラ Jスの漁期i土 1~6 月で三~ :1月が盛期であるリ

昭和 45年以降の漁獲量は第 7表に示すとおりで、昭和 I8年のそれは:35，ゎ 79 k gであ〆〉

fこρ

N 調査の成果および今後の課題

1 老部川

地先海面のサケラマス漁獲量は増加の傾向にあり、保護水面設定の成果がみられる。

今後は河川周辺の環境(森林)を含めた保護施策が必要と思われる

2. 吾妻川

保護水面設定からHが浅いので、具体的成果をあげるまで致っていないL

今後、数年は保護対策に必要な卜分な調査を継続することが望まれる J

三行IJ



第 l表 年別月別平均水温( C ) 

月 月 5 月 6 月 7 月 8 月

年旬 上 中 下 ー上 中 下 上 ιド 下 上 中 下 上 中 下

昭 t 6 16.0 16.7 lH.:-¥ 11. 2 20. 1 20. 9 

1 7 5.1 6.8 9. I 10.811.5 12.1 13.015.114.7 16. 5 16. 1 17. 5 19.6 21.1 18.2 

1 8 6.1 7. () 8.H 9. 7 10. 9 12. 2 13.114.915.2 15. 9 16. 8 17. 2 2~ 4 21.1 I~ 9 

月 9 }j 1 () 月 1 1 月 1 2 月 1 月

年旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

昭 1 6 18.0 17. 1 16.0 15. 6 14. 5 15. 1 13. 9 12. 0 11.:l 

1 7 16.1 16.6 11.8 13. 7 12.8 11. 1 8. 9 6. 5 6.8 5. 9 4.3 4.0 3.2 3.6 

.1 8 1 ~ 0 16. 1 15. 1 12.912.811.0 9. 2 6. 9 6. 9 5. 6 5.1 4.2 2.8 2.8 

第 2 表 上サクラマスの年令組成

〉ご¥
昭
1 1 5 1 6 1 7 4 8 

標 本 数 3 0 1 9 1 3 2 9 

検 鱗 数 2 9 1 7 1 :3 2 9 

尾重立 2 5 1 5 1 1 2 6 

3年魚
4事 8 6.2 8 8. 2 84.6 8 9. 7 

尾数 4 2 2 3 

1年魚

% 1 3.8 1 1. 8 1 5.1 1 O. 3 

尾数 。 。 。 。
5年魚

% 。 。 。 。

:!61 -



第 :1表 サクラずス産卵床分布状況(老部川)

区 2 3 4 5 6 7 8 計 推着定産 備 考卵数

昭 3 8 13 13 37 3 。16 。。112床 2:~ 万粒

3 9 7 10 。 ヨ 22 。 3 57 1 :~ 

1 0 20 11 22 4 j 73 。 7 147 :~5 

4 1 15 22 40 2 日 101 。 5 190 45 
4 2 12 25 26 2 5 75 。 4 1，19 35 
4 3 26 12 21 2 82 4 6 192 50 

4 4 26 11 22 。 5 32 。。99 :s 
1 5 9 6 22 8 l 42 o 。88 31 
4 6 16 11 19 2 5 38 6 4 104 38 

4 7 27 11 17 。 臼') 18 3 。81 2，1 

1 8 11 13 25 2 18 31 5 17 125 18 

第 4表 老部川地先海面におけるサクラ 7 ス再生産率

沿岸漁 年 7.i1J 年級別資源、量(局 年級別
上量 資源量 総資源、量 再生産率

獲量国 間 同 3 1 5 国

昭 3 8 12，270 112 12，;対2 11， 141 L 238 13，331 119 

3 9 9， 326 57 9. 38:~ 8，633 750 19.222 3:n 

4 0 23，488 147 23，635 22，453 L 182 23， 793 162 

1 1 11，302 190 11.492 11.216 276 28.818 152 

4 2 18. 360 161 18.521 16， 669 1.852 25. 303 157 

4 3 16. 109 209 16.318 11，685 1，370 263 25， 385 121 

4 4 28，719 136 28.855 20，025 7，647 1. 183 

4 5 29，571 131 29，702 19.96:-1 8， 278 1， 461 

4 6 25，591 162 25.75:-¥ 21， :175 3，8li3 51:> 

4 7 :-14.166 190 34， :~56 29. 959 2， 920 1. 17， 

--1 8 32，2，19 257 :~2 ， ，J()わ 21， 187 7. 229 1， (19(1 

f
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第 1 図 ヤマメの日周摂餌量

つR-" 

充満度
胃内容物重量
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:，0 
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20 2り
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度 ハリー ハUI
 

時刻
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時刻

6 8 10 12 14 16 18 

第 2図 ヤマメの消化速度(2 1時間)

20 
充満度

量
一
重
一
重

物
一
容
一
内
一
体

間
同
一 x 1 0 

15ト 13 

7月 27日 9月 18日

充

¥ 
10 

満

~ー
5 

度

---可
。4 8 12 18 24 h o 4 8 12 18 24 h 

経 過 時 間 経 過 時 間

-d 
p
h
u
 
つ白



第 5 表 FT妻J11(保護水面)の流水量

年 月 日 時 問 気 温 水 温 流 水 量.

C C C m'/s e c 
1 8. 7. 6 1 0 : :1 0 ~ 5.0 ~ 1. I 0.1 0 

9. 1 8 1 1 : ~ 0 ~ ~t 5 1 fi.:1 1.0り

1 1. 8 1 5 : 0 0 1 2.0 1 1.:1 1. 1 1 

第 6 表 ヤマメの形態 L否妻川ノ

採捕年月日 背ビレ 胸ヒレ 腹ビレ 啓ピレ 側線 ノミ ノレ J ク 鯨条 幽門
鯨把数

(尾数) 条数 条数 条数 条数 鱗数 右 主王 骨数 手数

1 8. 7. 6 
1 ~~ 1:1 12~15 約~り l:1~ l!i 119~150 7~ リ 8~9 1~~11 17~18 :19 ~!ï0 

( 1 2尾)

1 8.9.1 8 
1 ~~ 11 l:1~ 11 お-9 1~~11 1~1~IJ8 8~ 1O 8~ り 1~~15 17~18 

ト 5fiI 
(9尾)

第 7表 深浦におけるサクラマス漁獲量

〉ぐL 月 ') J t 5 6 計

k君 ky kg k9 kg k9 k官

昭 1 5 :1，581 7， :l~5 8， 179 H.317 3， O~ 1 15 :16，771 

1 fi 10，010 1 0， (l:l~ 1 1. 0 11 27，5fi:l 1. 551 。 66，20:1 
4 7 1. 012 7， 77:1 7， fi76 26，2，19 2， 56~ 25 18，297 

1 8 17 1. sfi 6， fi08 19，667 6， 9~1 。 35，679 

- ~61-



V 十和田湖資源対策事業調査



十和田制資源、対策事業調査

調査目的

前年度に引き続き、十和問湖におけるヒメマス資源、の生態学的変動を把握し、資源対策に資する。

H 調査内容

l 調査期間昭和-1H年¥fl ~ ¥ 9年 3月

2. 調査場所 十和田湖

:l. 調査員

次長頼 茂

卜和田湖ふ化場 松 田 毅

1. 調査項目

(1) 十和田湖の環境

(2) 西湖におけるヒメ Jスの回遊移動について

(:l) ヒメマスの生態調査

~!)親魚調査

(5) スジエビの分布調査

(6) ヒメマス漁獲量調査

5. 調査方法

(1) 水位水温 PH

ア 湖沼観測は常法によったο また水質については、公害センタ の資料を引用した。

イ ヒメマスの回遊および生態調査については、刺網によって供試魚を採捕した。

ウ スジエビの分布調査については、 ドシ fウ笠を設置して捕獲したc

園調査結果

l 十和田湖の環境

(1) 卜和問湖に流出入する河)111こついて

卜柏田湖へ流出入する河川|の数は第 l図のとおり 72を数えるが、そのうち流入する主な河川

は字樽部川、神田川、大)11岱)11の :1河川程度で、あとは殆んど名もなし、小沢であり、その流程は

短く、急勾配で湖へ注いでいるυ 然、し、これらの沢の水量は普段殆んど枯渇の状態で、偶々本年

調査した8月は千舷期にあた〉たためその半数にあたる :l，¥の沢は水枯れ状態であった。

湖水が流出する河川としては子の日から奥入瀬川と青梅にある発電所用取水口の 2ケ所である

が、後者からは融雪期又は出水期には逆に周囲の河川水を集水して湖内へ流入してL、る。

なおこれらの河川のうち 35河川については塩素等の調査が 19 6 7年8月行われている υ

(2) 水位と水温

A 水位

第 2図に最近 3ヶ年の青梅取水口における各月末水位を示したが、最高水位は 5月で最低Lt

8月である。その水位差は 0.08 ~ 1.3 mの間で特にヒメマス産卵期である 9~ 1 1月にかけ

ての水位の変動は小さく昭和46年は安定した年といえよう〉

水位は降雨量又は降雪量と関係があるが、年間の状況は下記の通りである。

年度降雨量降雪量
昭 1 6 1. ，1 9 6 mm R. 0 7 m 
昭.¥ 7 1， 7 6 2 mm 5. :i :5 m 
昭-1 H 1. 5 :; 0 mm 7. 0 1 m 
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ロ1
400.0 

399.9 

8 

7 

6 

5 

4 

2 

399.0 

398. 9 

お

7 

6 

5 

3 

398.0 

第2図 年別月別水位(青梅)

乙 3 4 5 6 7 8 9 1011 12月

失、~'

昭 16」
H A---・4

第 l表 旬別平均水温(ふ化場前)

'l 月 1 0 月 1 1 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下

L しC t L に L t 

20. :1 lり418.9 1 i. 1 15.9 ¥<1.2 11. 9 9.0 5. 8 

り日)(5日)(冴，) (7日)(5日)(万3)(担)(羽)(咽)

、ーーーー・ーーー、.-ーーーーー'

(210)195 u云())15. i (8 9)8.9 

B 水温

昭和 17年 5、(i、リ、 12}jの月平均水温は 16、 1 l)両年のそれに比べて第 3図に示す

ように高温に経過していることが特徴で、特にこれらの月には植物ブラ/クトン(緑藻類一

十和田湖ではカサケと称している)の異常な発生がみられ、網の討を塞ぐ程の附着状態で、漁

獲に君、影響を及ほし、中でも I2 Jjは皆無であ〉た

(:1 )水質

十和田湖における最近 1ヶ年の水質につし、て悶湖中央、休屋市j、及び最も汚染されていないと

思われる中湖乃夫々につ~、て場所別、年別に比較すると第2表のとおりであり、湖沼の水質基準

からみると、 1地点とも PHC 7以上 )CODC2.5ppm以下)については問題はないが、

s s ( 1. I P P m以下)については 3地点とも時期的に基準を十 ハ する値を示すことがある L

特に休屋、西湖地区においては基準の 2.，1 -3倍の値を示している二年度別にみて一応これらの

基準を満たしている年は昭和 I7年だけであるO

なお丙湖中央部における観測j値を第 3表に示したが、前年と差して大きな変化は認められない

唯水温が前年に比べて各層とも高日に経過しているし

rnv 

n
h
u
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第 1 岡 年男Ij}]別平均水温(青撫)

℃ 
2:) 

年間平均
水 温

←__.， S 16 9. 1 'c 

~S-1 7 10. :o 
15 ~ 
d--ー込 S48 10.0 

10 

5 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

第 2表 年別水域別観測値(公害センター調べ)

年度 場所 P H( P PM) D O( P P M) C 0 D(P P附 S S (PPM) BOD 備考

昭 休屋 7. 1 ~ 8.0 8..1 ~ 10.1 O. 8 ~ 1.2 O. 4 ~ 0.5 

四 西湖 7. 7 ~ 8. 1 7. 9 ~ 10.7 O. 6 ~ 1. 0 O. 6 ~ 3. 4 

ノ、 中湖 7. 9 ~ 8.1 8. 0 ~ 10. 0 O. 2 ~ 1. 1 O. 4 ~ 2.0 

昭 休屋 7. 6 ~ 8.0 8. 2 ~ 10. 8 O. 8 ~ 2.0 O. 2 ~ 1. 0 

四 西湖 7. 6 ~ 8.0 8. 2 ~ 10.6 O. 6 ~ 1. 2 O. 2 ~ 1. 0 

七 中 j甥 7. 6 ~ 8.0 7. 7 ~ 10. 3 O. 5 ~ 1. 0 O. 2 ~ 1. 4 

昭 休屋 7. 8 ~ 8. 1 7. 8 ~ 12.7 O. 4 ~ 1. 6 O. 1 ~ 3.4 O. 2 ~ 3.4 

四 西湖 7. 8 ~ 8.1 7. 8 ~ 12.5 O. 4 ~ 1. 3 O. 1 ~ 3.8 0.01~3.2 

八 中湖 7. 8 ~ 8.1 7. 7 ~ 12.-1 O. -1 ~ 1. 0 O. 1 ~ 1. 4 O. 1 ~ 2. 0 

第 3表 酋湖中央部における観測値

w . T P . H D ・ 0
奇日!支観測月日 時 刻 天候

10 20 40 底Oml0 20 40 4810 10 20 40 48 。
18. 6. 7 11 : 30 E l:l.911.1 8.6 9.S 5.8 7. 6 7. 6 7. 6 7. 6 7. 5 11.0 11.8 11.712.0 10.7 II m 

48.6.11 1 4 : 00 C 14.711..] S.S 9.8 6.0 7. 6 7. 6 7. 7 7. 6 7. 4 0.3 12.0 11.812.0 11.1 1 (J 

.18. 7. B 10 : () () b c 20.115.5 14.4 7.8 7. 6 7. 8 7. 5 7. 5 12.7 1?..6 12.8 14.2 ~I 15.5 

18. i. 27 14 : () 0 b c 21.521.8 1801 lti.~ IUi 7. fi 7. fi 7. 5 7. ¥) 7. 6 J(H 10.7 IJ.:l 12.6 11.H 

18.8. 11 1 1 : () 0 bc 22.9 19..J 11.r; 1:).11 1:'灼 i. S 7. ;) 7. G 7. () i. ;) り110.1 11.1，114 10.2 1 I 

ゴ竹7



2. 西湖におけるヒメマスの臣礎移動について

い)擢網状況
西湖の入口である大川岱崎と中山半島停雲崎を結ぶ線 kにおける魚群の行動を刺網設置により

調べた結果、 6、7月は西湖に回遊してくる動きを示しているが 8月以降は動きにはっきりし

た変化がみられない。これは恐らく若干外湖との交流はあるものの一旦両湖に入った魚群の日周

活動の繰返しによるものと思われるコ (白石)

なお第5表は過去 2ヶ年実施した西湖の人口におけるヒメマスの動きと今回行った中間点にお

ける動きについてその主体方向を対比させたものであるが、各々一致の傾向を示している。

即ち 6、7月は一般に外湖から西湖へ回避にくるものが多く、 8月には出入りが約半々の状態

となり、 9、 1 0月には親魚の接岸移動が行われることもあって入りが大きいか又は半々の動き

を示しているο

一方親魚について、月別の擢網率をみると早いものは6月から西湖へ回避を始め、 H， 9月に

その多くが採捕されるが、これは産卵のため接岸田遊時期に，入るためと思われる。

第 4表 金ヶ森崎にお:tる権網方向

4 8年 6 }j 

7月

Htl 

9 }j 

1 0月

第 4 図

和井内一一→休

和井内

休屋

6 月

和井内

休屋

9 月

3 H 尾

51 1/ 

I :1 9 1/ 

1 1 3 1/ 

:2 7 1/ 

屋

和井内

休屋

7 月

和井内

休屋

1 0月
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休 屋一一→和井内

1 1 尾

:2 7 11 

1 1 3 1/ 

9 1 " 

:2 8ν  

和井内

休屋

8 月



第 5表 網設置地点における各月ヒメマスの動き

滝の沢一一一和井内 和井内一一一休屋 中山半島一一休屋

6月

7月 一一一る 又は 4一一ー

8月 一一一品 又は ιー--l

9月 ι 一一又は一-----"

1 0月

(2) 時間帯毎の移動状況

ヒメマスの習性として夕暮から翌朝にかけて索餌のため接岸し、昼間は深部で 息するといわ

れているが、夕刻網を設置し、翌朝まで2時間おきの罷網観測を行った結果、第6表のとおりで

これから大きな動きは明方に現われているが、この間多少ではあるが、接岸移動が常時行われて

L、ることが判る。

第 6表 2時間毎の羅網状況調査

調査 日 調査時間 権網数 和→休

48.9.23 16:00-18:00 2尾 2 

-20:00 ら" 4 

-22:00 2 " 

-24:00 3 " 。
48.9.24 - 2:∞ 5 " 3 

- 4:00 2 4 11 1 0 

- 6:00 7 11 4 

計 49 " 24 

尾

2 0 

1 0 

18 20 22 24 

3 ヒメマスの生態調査

(1) 放流までの稚魚減耗について

休→和 W • T 。 18.4 'c 
2 18.4" 

1 18.311 

3 18.7" 

2 18.8" 

1 4 18.7" 

3 1 8. 6 11 

25 

2 4 

流 れ 天候 明暗 風向

休屋和井内 r 暗 E 

" " 11 11 

和 井内休屋 11 11 11 

11 c " 
11 " 11 
11 

" " 
11 11 明 無風

月の出時刻 1 : 2 1 

日の出時刻 5 : 2 4 

6 h 

十和田湖に放流される稚魚の数はこれまで採卵、ふ化までの減耗数を差引L、た残尾数を放流

実数として処理してきたようであるが、従来各魚種の養殖試験において飼育中、尾数の多寡に

よらず、不明数が或る程度出ることが報告されており、最近日光支所におけるヒメマスの減耗

に関する調査からその実数を検したところ、昨年 10月上旬から 11月中旬にかけて採卵した

ものが本年 6月には 0.8g前後と1.5 g前後の2グループ稚魚に成長し、約倍の成長差がある。

これらを基にして計測した結果、ふ化から放流までの減耗率は 17. 1 %に達していることが

明らかになった。(次表)
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放流年月日 尾 数 平均体重 備 考

1 8. 6 2，000尾

1 8. 6. 7 192，051尾 O. 7 8 g 

1 8. 6 7 606， :116尾 0.7 () g 

1 8. 6. 1 8 :-121，出2尾 O. 8 0 g うち 23，5~9 尾標識(脂ビレ切除)

計 1，125，179尾

この外に魚病試験用

人工飼育用

計

1 5，0 7 8尾
i 1，り 91尾

8 i， 0 7 2尾 (平均体重1.52g)

7 9.1 % (1，802，0 1 5粒)

82.9 % (1，7 1 ~ 48 9尾)

卵からの実際放流¢

ふイヒからの

(2) 放流直後における稚魚の移動分布状況

放流直後におけるヒメ Jス稚魚の移動につし、て淡水研、報 22巻 l号( 1972)に中禅寺湖

における結果が報告されているが、これによると l日の移動速度は約 10 0 mとされており、本

年十和田湖での試みではその状態を観察した程度に過ぎないが、昭和 18年6月 18日午後 2時

321，812尾の稚魚を飼育池から放流、降下した稚魚(平均体重0.8g )群は湖内に入るやそ

の 70 係程度が水深 5~ わ m の湖岸沿いに帯状をなして北上を開始し、 1 ()分後には 200m、

3 0分後には 500m地点に達している。

残る:-10%のうち:20 %程度の群は南下したが、その速度は北上群に比べて鈍いように思われ

たが、当時の湖流の状態は北から南にかけての流れであ)たため北上群は流れに逆らう形となっ

て遊泳力を増したものと思われる。

残る 10 係程度の稚魚は放流地点附近に滞泳していたが、翌日(6月 19日)の昼過ぎには魚

影は認められず、北上群は放流地点から約1， 500m~付近の一夜島附近で既にその魚影を発見す

ることができなかった U

稚魚放流直後の移動分布について

.b 

イヒ 10 30 

金
場 分 分

前 後 後 大
ケ

④ 森
)11 

18.6.18 200 m 500 m 岱
崎

一一 20 係 14:00 W.T 17C 70%一一+

324，812尾(B、WO.8g) (48. 6. 19 9 :00 ) 

10%滞泳 一夜島(1，500m)魚影なし

(48. 6. 19 12:00魚影なし)

(3) 体長、体重組成

各月の魚体組成を昭和 46、 47年のそれと比較すると、本年の特徴は j6、 1 7年に比べて

分布範囲が広く、 5月を除いては各月とも体長 21cm前後にキ群がみられたことである汁

又例年のことであるが、 6月頃からその年に産卵する親魚と翌年産卵に関与すると思われるキ

ラ(親魚候補魚)の出現がみられるが、産卵期に入る 10月には大型魚、の減少が日立つ

(4) 年令組成

1 ~ 1 1) )J にか:十て採捕したものの~f二令組成につ L 、ては第 7 表のとおりで、体長組成からもぶ



えるように本年は持年魚(2才魚)が多獲されたことがわかる。

第 7表 月別年令組成

百長会 ‘〉 年ー 年 年 【〉 年 戸十

¥ JJ 5尾! 1. 8係 11尾! lり 7% l尾 1 2. Iφ| ()尾， 0% 17尾
t 

' 5月 7 t :Z. 6 11 l而 7 1 り H () 。 22 

ti JJ 28 10.6 6 9.0 12 1 リ 3 、占 6. 7 19 

i Jl :l7 11.0 7 10.7 ‘t 7. :3 。 。 17 
t 

約月 i7 ‘ 2リ l 10 1 S. ~ H ' :) 1. 1 :¥6 I 80.0 137 
1 

り月 61 21 '2 15 2'L 7 5 1 12.2 6 I 1 :l. :3 90 

1 0 J] ' 17 7 自 り1) ') 1 ，1. 9 。 。 55 

J十 265尾 ;6尾 j 1尾 15尾 417 

ヲ6 6:1. " % 1 ".8 'る 9.8 % 10.1'>% 

(5) 食雪，.式験

にメ Jスの稚魚がサクラマス等に食害されている事実は、これまで、の魚体調査によって確認さ

れているが、供試魚の入手が不可能にな)たためニシ rスについてその肉食性について水槽実験

をf.f，たl

その結果は第日表のとおりで、ニジマスが食肉性であること及びエピよりカジカ、ヨシノボリ

等の小魚を好んで捕食することが判明したの

1 fl 1尾当りではエビ 0，8尾、小魚類は1.9尾となり、水情内と湖内とでは当然環境が違うた

め、これをも.)て直ちに論1正する訳にはゆかないが、現在十和田湖には年々ニジマスが増えつつ

あり、それにサクラマス(一名カワマス)その他のマス(イワナ、ヒメサケ等)による餌料の競

合問題が起りうることが予想される。

-方十和田湖におけるヒメマスの食性は動物性ブランクトンの外、小魚(卜 4ヨ、エビ、ゴリ)

と云われているが末だ把握されていないのが現伏なので、今後は食害魚と被害魚との関係を明ら

かにすることによって湖内における餌料の現存量がヒメマス資源、にどのように影響するかを究明

する必要がある。

第 H表食害実態

実施期間 供試魚 大きさ及び収容尾数 被 食 魚 捕食率
一尾当り
捕食数

¥8. 9.26 ニン J ス 126 g 17尾
スンエビ

65. 9 % 16， 2尾
417尾

カジカ 10尾
18， 10. 11 ニジマス 140 g 1尾 トとヨ 2尾 98.6% 35，5尾
( 19日間) ヨシノポリ 130尾

スジエビ全長 4，01~ 5.8 cm体重0，6 ~ 1.8 g ト ミヨ全長 3.8 ~ 6. 5 cm体重 O.6 ~ 3.2 g 

カジカ グ 4，2-11.7 cm // O. 7~25.3g ヨシノボリ // 2. 1 ~ 6. 7 cm // O. 1 ~ 2. 6 g 

1 親魚調査

(1 ) 親魚採捕状況

1 (j ~ I 8年で最も親魚が多く採捕された I(j年( 1 1，7 7 0尾)には試験網の単位擢網数は

8.2尾で、最も採摘の少なか 1 た 1i年¥2. i 9 8尾)における単位当り擢網数は 3，4尾で試験

網と十和田湖での親魚採捕結果にはIEの相関が見られた y
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第 9表 試験網による親魚捕獲足数

月 年 g 8 J十 使用反数 反当り尾数

S 1 li 

6 月 1 7 () 1 1 反 1. !l 

1 8 1) 》

" li. 0 

S 1 6 1) 。 。 ') 
" 。

7 月 1 7 1 0 7 " 1. !l 

;1 8 。 .) .) 

‘t 
， 。7

S 1 6 1 8 ‘〉‘〉 1 1) " 1 O. Il 

行 月 1 7 1. 7 1.;) 11 6. 8 

I 8 ~ t) l け " 1 5. () 

S 1 6 :l 7 5 ~ " 1 1.;) 

9 5J 切》 1 1 l り " 

l 討 、〉 7 、1 " 1.1l 

S I li 1) () () .) 
" () 

1 0 月 1 7 

l 約

S 1 (i :l 9 ;) 9 りK " 8. :2 

J十 1 7 1 5 5り 1 () 1 ゴリ;) '1 :l I 

1 8 :l 1 1 () 1 1 " 6. 1 

第 10表 年別親魚採捕状況

年
漁具

刺 網 地曳網 建 網 fi十 f柔 業 期 l間
性

♀ i;) ユ.05K 767 ユ.!)Oll 府間 10. 1入、~
昭
色 5. :21:2 (j 16 ;).87ll 地曳り 1~ 、 10. 19 

1 6 

J十 87 1U. :270 1. l!:l 11.770 建網りり-]()日

♀ 568 1. :258 1. 8~り 地曳り:20- 10. lK 

昭
8 356 61li り72 建網り (j- 10 10 

I 7 

計 9:21 1.871 乙79村

g 1. 179 (j82 2.161 地曳り 13九 10.~ 1 
昭
色 1. :112 57:) 1.915 建網弘 1-10り

1 8 
計 三K21 1. 255 1. ()76 」

最近 5ヶ年(昭 I1 - 1 K )における捕獲 Lた雌親魚に対して採卵用 Jこ供した縦続魚の割合は子均

7 5 %~Cあるわ

昭和 1I年 89日係 昭和 16年竹1.2係 昭和 i自年(Iり 2帰

" I 5年 6 Iliφ 1 7年り ll.:2係

つ7'.2-



(2) 予卵数

親魚の平均字卵数は第 1 1表に示すように昨年と大差なく 1，() 0 ()粒に近いが、魚体が大型にな J

ても卵数に変化は少ないっ

第 11表斜魚平均体長 ( )は平均字卵数

内月叫峰別午¥ 、1 ()年 1 7年 i 8年

早 色 g 8 g 色

ι胃I 乙守1 cm C官1 〈沼1 cm 

6月
:，1. 2 
32.1 :19.1 

( 1.210) 

7H  26.9 29.0 
:，1.5 

:，6.1 3¥.0 
(1，112) 

お}J :!K.O 27. R 
:>l.2 

:~~.O 
:)2.2 

~:). 1 。i9) (1，015) 

9月
2Rり
29. .1 
31.3 

:l.~. 7 
29.9 

:，6.2 
(6H) (I ， ll~) (1，11，) 

10月
:H.R 。(2) :¥5.8 (~H6) 

11 JJ 
36.1 
:¥7.1 

(I，Os) 

第 12表親魚成熟度指数

ht; i 6年 1 7年 1 8年

g 8 2 色 ♀ 8 

6月
1.3 1.2 0.6 

~ 3.1 ~2.0 -..5.5 

7月 1.3 :).9 4.:> 

~ 4.8 ~5.2 ~1. 7 

8月
5. :1 4.1 1.8 2. J 6.5 2.8 
95 ~7. H ~ H.1 -4.9 ~J2.1 ‘-RH 

9}j 
日7 J.:¥ H.5 2.6 6.5 2.6 
~1 7. 5 ~5.6 ~J.1 .7 ~4.9 ~12.:) ~7. 7 

10月
8.8 6.4 
~JH.8 ~12.2 

11月
12.:' 
~ 18.9 

(:¥) 成熟度過程

成熟度の季節的変化は雌雄共 6、 7月は成熟度指数 (GW/BWX 10)が5以 i二て、 8月に

なると雌はその指数が 1()以上と急激に増大するが9月以降は雄においては逆に減少の傾向にあ

ゐじ又 6、 7月に体長:{() c m前後のものでも指数が O.1以上で産卵期に入〉ても指数 6以トーと

いうものは翌年産卵に入る非成熟群であると思われる。

このことは天然のものについても同様のことがうかがえる。

(1) 卵巣京量比

第 1:l表左右卵巣重量比

右 左 標本数

討 月
平 1 6.0 g 20.8 g 

2 ()尾
均 1 3. 5 % 5 6. 5φ 

9 fJ 
1 9.8 g 2 3.2 g 

5尾
1 6 % 5 1 号も

J () J] 
1 5.5 g 2 6.2 g 

3尾
;{ 7. 2 % (I 2 8 % 

n
v
+
n
v
+
 

重体

F

均平月

月
8

9

 

i65g(26尾)

.1 9 1 g ( 9尼)

125g( 2尾)()月 (♀)  

徳井 (1959)は左右卵巣の

卵数差が小さい年には魚体が大きく

その逆の場合は魚体が小さくなると

述べているが、 48年の魚体は昨年

よりは干回るが大きい型に属すると

いえよう。

1
1
1
1
1
1
1
J
 

F

b

F

b

g

b

 

Q

d

A
リ

-a

叫

U

2

8

p
a
n
h
u
-
3
 

m
i
 

4

4

H

M

H

 

n
b
 

(5) 親魚、標識放流結果

湖内で採捕され、ふ化場内に収容された雄親魚 10尾にボタン付スノえゲッティを背ビレの前部

肉質部に付して9月29目、金ヶ森崎尖端から 15尾、中山半島尖端から 25尾を夫々放流した

が、早いものでは放流Hの翌日(2 EI白)から遅いものでも 2週間内にはふ化場前で再掠され、

その回帰率は 80係であったο(第 11表)

又これから遊泳速度を試算すると 1.3 ~ O. 0 7 k m / d a yで産卵期にあるものとしては差し

て早い速度ではない。

これは雌雄差によるものか成熟度又は他群との混合及び周聞の状況による回遊経路の変更によ

るものか詳らかでない、
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第 11表親魚標識放流結果

金ヶ森崎 中山半島先端

放流年月日 lH. 9. 29 13: 10 .1 H. 9. 2~l 1:， ::，;) 

!I 尾数 15尾( 25 r己(

再捕尾数 1 :，培Hn.6係) 19尾(76 %) 

(9月 30 日 ~l()月 12 日) (!O}j l 日 ~10月 11 日)

所要日数 2日:，.4. 5. n. 10.1 1 :l ;). li 討。 9.12.13日

再捕尾数 -予 2 1 2 :l 2 I I :1 7 I 1 ユ l毘
¥一放流地点

この外 3尾刺網にて丙捕 金ヶ森山

(6) 天然、産卵床調責

十和田湖において天然、産卵が千jわれていることはこれまで周知のことであるが、今回覗水器に

よる観察の結果、 l床が確認され産卵床の規模は径 :l- 5 c mの小{-i地帯に長径 10c m、短径

:1 0 c mの何れも (1"m以トの小さレもので、水深はコ m前後であ》た

昭和 :15年頃、主産卵場であ〉た生出地先は現在 1t末もみることができず、又産卵が行われる

と思われる場所の底質も産卵場として司、適地に変化している

然、し、十和田湖におけるヒメ Jζの漁獲量から推して自然、ふ化稚魚によ て補充される量は人

工ふ化放流数の約 I0倍としう推定がなされていることから fれば、今少し吾守山目に触れでも

よいと思われるが、その割vこは発見されていない 1

第 I "表 天然、産卵床(昭 i計) l )内は水深

調 査 地 調査 fJ f1 。M 。N 
J 夜岳九和井内烏 S 1科 10.21 I ( 15 m ) :> ( 1." m ) 

金 ケ 森 崎 IH. III 2;) () 1 ¥三 m)

グミ岳~中山崎 IH. 10 コ注 ゴ(5. ¥i m ) ¥J 

、 ヨ ウカ浦 IH. 10. 2li 1 ( li m ) o 

rlj 場 IH. 10.26 三( 5 m ) o 

J十 6 」
第 1ti表天然産卵

年 調査月日 調査区域 調査面積
産卵
調査方法 備 考

床数

S 12 11 1メ 休犀金ヶ森崎 、t 船 j~ よりの覗水器 OM3  

I :1 II¥i-日 秋田県側 7ヶ所 ，，6. ()7() 同及び 7ケアうン7潜水 h 

1 I 11.5 -計 青森県側 5ケ所 20. ~)()() ~IJ 

10.1り~ゴ2中の海中心りケ所 lti 1. 000 ド1 上
.) 

Ili 10.1 討~Iり金ヶ森 I:lヶ所 IR.OOO () 船上よりの覗水器 実施せず

実胞せず

IH IU ゴ I-~lí
金ヶ獄中liI '1ι烏 !こり()() 船 iーよりの覗水器 OMli 
lfl</)海け勺戸庁



5. スジエビの分布調査

トショウ峯(長さ，10c m上部口径 15 c m下部口径5c m )を夕刻、水深 2~ 7 c mの場所に

沿岸部と沖合部に分けて無投餌で設置した。

1ヶ所につき 5m間隔に 5ケ又は8ヶ設置し翌朝取りあげた}その結果、湖岸部には産卵期にあ

るト 4ョが多く、ついでエビが頗集していたが、 7月にはエビ、ハゼが字卵中で極く浅い湖岸部に

多く集る傾向を示した。 7月にはト之ヨの産卵後へい死したものが目立ち、 8月以降その数は漸減

している。

エビは全湖に分布するが、今回の調査は水深 3mから 6mまでの範囲において行ったもので、距

岸距離と分布との関係は水深、水温、底質に支配されるものと考えられる。又ふ化場前である 8月

は水位が最も低下し、 9月は最高水位を示したが、これによりエビの移動がある程度あったものと

考えられる。

一方、水温についてはスジエビは 1O"C以上を好んで 息すると云われているが、表面水温の高

い6月(1 9"c以下)、 7月(2 1'C )、8月(2 3'C )、 9月(1 9. 5'C )、 10月(1 3"C ) 

にはそれを避けてある程度深みに入ることが予想されるので、一般に 6月から 10月にかけては水

深 10mまで、におけるエヒの分布量に大差はないものと思われる。

又底質及び水性植物の多少との関連についても顕著な差は認められない。

第 1 7表スジエビの分布

6 月 7 月 8 月
ふ化場前

岸 1中 岸 f中 岸 f中

距岸距離
22. 1 ~ 26 ~ 18. 2 ~ 28 ~ 13. 3 ~ 20. 4 ~ 

24.7 m 28 m 23.3m 28.5m 18.3 m 25.9m 

水 深
1. 9~ 3.5 ~ 1. 25 ~ 4. 4 ~ O. 85 ~ 5.2 ~ 
2.6 m 6.9 m 3.4 m 5 m 3.15 m 5.85m 

平均漁獲
1.4尾 2尾 4.3尾 5. 9尾 3.2尾 5. 2尾

尾 数

9 月 1 0 月

岸 沖 岸 沖

12. 4 ~ 30.6 - 21. 5 ~ 31 -
12.5 m 32.9m 22.5m 32 m 

2. 4 ~ 7. 6 ~ 1. 9~ 6. 8 ~ 
2.5 m 7.7 m 3.6 m 7.8 m 

7.8尾 10.3尾 11. 1尾 5尾
一一一一

休 屋
6 月 7 月 8 月

岸 f中 岸 1中 序 f中

距岸距離
10. 3 ~ 21. 6 ~ 5. 3 ~ 16.6- 17.7-
14.1m 28.4 m 9m 23.4 m 20.6m 

水 深
1.3- 5.8 - 1.25- 5- 4. 9 ~ 
2. ::1 π1 5. 8忌m 2m 5.6 m 5.65m 

平均漁獲
2尾 O. 2尾 2. 4尾 5. 2尾 5. 4尾

尾 数



)J 1 1) )j 
休 岸:

1 I中 Ir. i中

11. li - ど()九
~Ii };~:距離

~() m ゴ!日 m

1. '1 -
Jπ1 水 深

95H1 

ヂ長j漁獲
:¥.:1 I己 ゴ尾}己 数

り ヒメ Jス漁獲鼠調子王

本f干の特徴としては、千手先( :;)いに，j:樽部地ドーにおL、て異常とも L、える氷揚げが続き、同地区

における:i} J の水妨げは乙、五ぅ年平Jl;.Jlf!.~獲 líl:(}) 1 fたにも及んでいら 父他の三地|刈こっL、ても同

様のことが.[，えるが、 i府IHl湖におけるヒメ Jスの漁獲量としては昭和 1~ 以米の最高漁獲量を

記録 L"~ ， 

卜府l川湖におけるヒメ Jλ の生産は:I:i~ 1 ()トンが卜限に近い値と考えられてし、ることからみ

ても本年はその|限前に近い量であるけ

ー)j、休前が 1k gを超える大型観.f.f)，が雌鰍共にみられたことも近年、みられなか)た特徴の

つで‘ある}

J仕お最近らう 11におげる卜拘1111湖の lヒメ Jス漁発の性状 l につ L、て漁獲EA:の少なし、年(昭 1 1、

.1 7 {Iご)にはキフ、続.({¥J七tこ魚体が大型化していることが判る J

第 1i)友昭和 1i) 11度ヒメ J九漁産量

)内はHl漁日数

} J :、 } J ¥J JJ 
門

)j 持 } J )J 111 JJ 11 51 

大川
1~\:1 t打ト4 :!l-i 1'1 「出(i.~ 1，1:1リ2 1，了uユ5 1. ti7H 3){i.li H，ト1I7kg
(:ic， ) (3il) (i:¥i (1'1ゴ) (:1Iリ) (ιlli) (割 l~) ( 6C，) (1，716 ) 

'f:樽部
11:l. ~ ~， Ij~) :>7J.ti till :! l.tj7~.:) u翌日り 1，日1:1.;) 約:!.H リ， IH:l. 1 " 
(:lii ) (:，)， ) (l:1i) (3d) ( 1川) (:m) (ぷ7) (判) U， (m) 

休 岸
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第三 2表 '[:f尊部地|えにおける;， J1の水湯量

漁 望書 母. 操業延日数 l日当り漁獲量 備 考

S ，1 :1 7 7 ()，!J k g S 1:~-47 年までの

，1 ，1 :1 !J ()， I " 平均漁獲は 65 0 k g 

，1 5 7 4 4，4 " であるο

1 0 9 () 1. {j " 4 :1 (j日 2， I k g 

，1 7 4 4 3，0 " I 4 2日 :~， I " 

1 H 2，670，0 " :~ 5 7日 7.5 " 

第 2 :1表 ヒメマス漁獲の性状

年 明 :1、 4 -t漁獲 親 魚 捕 獲 J口L 計

i数りI尾捌(粒当H ) 
放流尾数

度 重 量 尾数倍
平均
重量 尾数

平均
重 量 尾 数 (尾)

体重 体重

昭
12，I9dg IH，600 J.1l 1，014 13'5'1 940 12，64f9 25，611 585，700 

44 

" 
45 
21，247 156，400 155 1，077 2，634 40θ 811 25， :l24 159， 0:14 730，000 

" 
40 
21， 507 136，100 158 1，097 11，671 351 742 25，604 147，791 1，805， 400 

/1 

47 
19，820 113，900 174 1， 758 2，921 602 988 21， 578 116，821 1， 130， 000 

" 
必4
:11，669 247，600 140 1， 867 4，076 458 962 36，5:-16 251，676 1， 425， 000 

49 
208 606 



第 8図①

ヒメマス各年(19臼 -73)漁捕獲尾数と重量との関係
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第 8 図一@

ヒメマス各年漁捕獲尾数とその平均体重との関係
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第 23表から十和田湖に

おけるヒメマスの生産量に

はその上限があり .10 トン

前後と考えられる。(第8

図 ①)従って補充尾数が

多くなると魚体が小型化す

ることが予想されるが漁獲

尾数と魚体重の聞に確かに

負の関係が見られる。(第

8図②)



VI 沿岸水域調査



A 稚魚・環境調査(日本海測環境調査を含む)

目的

さけ、ます再生産の維持拡大のため沿岸域におけるさけ、ます幼稚魚の生態を明らかにし、河川|内

における人工増殖事業の整備、充実と併せて適正な漁業並びに増殖管理体制の確立に資する。

E 調査方法

I 調査期間 昭和 48年 月~ 月

2 調査区域

太平洋側の上北郡六ヶ所村(距岸1， 8 0 0 ~ 2， 0 0 0 m )及び下北郡白糠地先

3 調査員

次長頼

4. 調査方法

気象、海象関係については太平洋側では白糠地先、日本海側では鯵ヶ沢地先で日観測を行ない、餌

茂 技師木村 大

料生物及び水質関係については夫々の地先で期間中 6回実施した。

阻調査結果

l 沿岸域の稚魚の回滋について

この地先におけるサヶ稚魚の回激がみられるのは 4月中旬頃から 5月末までということであるが、

今回の調査でサケ稚魚の採集はイカナゴ網による 2回分だけで、定置網で採集した稚魚は何れもサ

クラマスであり、これは目合(身網部分 7節)が粗大だったためと思われる。

また、サクラマス稚魚は 4 月中旬頃より 6 月末迄(水温範囲 10~140C) とみられるが、潮流

が南へ流れるときがよく乗網し、多い日には 100尾前後かかるということである。

これらのことから当地先に滞溜するサケ稚魚は当地方以南の各県河川|から放流される時期と数量

に関連があると考えられる。これを水温及びサケ稚魚の滋泳能力、生長度合、日数関係について推

定すると、今回採集された稚魚は本県又は岩手県から放流された稚魚と思われる。

(注) 昭和46年月光川から標識放流された稚魚が 60日後青森県岩崎村で再捕されている実績

から計算すると 1日の移動距離は約 3kmと思われる。

第 1表 サケ稚魚測定結果表(太平洋側) )は平均値

年月日 漁具 魚種
標本 体長cm) 体重(g) 胃重量ほ) 胃内容物重量 胃 内容物
尾数

.18. 5. 1 定置 O.M 8 
(23. 6) (160) 

1. 3~1 1. 0 。~ 0.8 甲殻類端脚類|21. 7~ 26.4 118~278 

5. 1 11 O.N I 
31. 2 GW左1.3g) (ヒメマス)

5.10 11 OM 24 
(18. 5) (70) 

0.7-2.2 。-1. 4 
16.6~20.9 50 ~ 97 エビ端脚

5. 14 イカナゴ OK 9 
( 6.5) (1. 7) 

<0.1~ 0.1 <0.1 魚(コウ7端づ脚26k類g昆司令虫
6.0~ 8.5 1. 2 ~ 4. 0 

5.21 定置 O.M 13 
(19. 1) (80) 

O. 7'~ 1.6 。~ O. 7 魚
18.0~22.3 60 ~ 125 

5.21 11 Sβ 1.5 。 (ニジマス)
25. 1 15.6 

5.23 11 O.M 16 
(1 9. 7) (105) 

0.7~ 3.9 。~ 2. 2 魚端脚類
18.5~24.1 77 ~ 195 

魚端脚類昆虫|5. 24 イカ7ヲゴ OK 4 
( 5.4) ( 1. 1) 

<0.1 。 ~<0.1
4.7~ 6.4 O. 7 - l. 5 

5.25 定置 OM  26 
(19.2) (73) 

0.6~ 2.6 。~ 0.9 魚端脚類エピ|
16.5~23.3 54 ~ 128 

の刈
U

巧

dワω



第 2友 昭和 17年度県別サヶ稚魚放流'だ施内訳表(太平洋側)

県名
河川
放流実施期間 J十 JJ 事IJ 放 流 数

数 IJJ 2 JJ 3 Jj 1月!:i JJ 6 Jl 
U詰 重首吾， 

青森県 ，18. 1. 20 -3.27 101，9て8尾0 
( 1 H 7偽) ( 70係)( 1 lH各) T号 無日， 961千fu
2， 000 7， 62H 1， ~~ 5 ~ 餌 5，019 11 

岩手県 20 18.2. 1 -6. 8 
1:1)，072 (0 リヲs)(:¥:¥.6%) ( 16%) (17叫)(1 H%) 無51， .102
(110，竹7) 1， O:l9 :¥7， 29H 50，り12 19， 5:23 乙()り()餌 65，670

宮城県 10 48. ;l. 19-:l次) H，:!91 
( 1 ()O帰) 無 1，767 
H， :2リl 餌 ti，5~ 1 

福島県 10 18. 3.25 -3.31 6，7:l() 
( 100必)

給餌
6， 7:lり

茨城県 3 48. 2. 5 -:，.23 l， 266 
( '11%) ( lti%) 

給餌
70[i 560 

合計 16 18.1201G H 117，ltり(1 lCi%) 
(制労) ( :lリ1労)(:¥ti 9%) ( 1 1.1%) ( 115%) 無62，Ll 

¥l量"(11) I 2. O()lI リ，:17:) 54， 231 5け、リ12 lり.:)~3 2， ()OO 餌 77，21:l 

調在期間中、定置網並ひに fカナコ棒受網で漁獲された魚種及び稚魚漁獲量は 5月 14日イカナ

ゴ棒受網でサケ稚魚 9Ir': (イカナゴ 26 kg中から得た)であるつ白糠における本年のイカナゴ漁は

4月 19日から 5月 23日まで:>5日間で、総水均量は 3;; 5 トンであるこ主から、この期間中混

獲されたサヶ稚魚数は約 12 - 1 3万足と推定される

第 3表混獲状況

潮流
魚 種名 稚魚尾数

年月日 漁具
方向 サクラノ サケカラノ Jスノ アン イカナ潤K山Lサメ力171||他ぞ一の 計ーィl 千ケラ ヒメ ニシ

→Tヶ
"1 ^ ト Jスス、ケ -::1 ゴ ノ、ゲ マス Jヌ、 --l"ス

kg f己
lH.5. 1 定置 N &Xl IC;() :量刑 1， I:J() H 

5.10 11 N 礼子元) Hヨ)

5.11 
fカTゴ

N 1，21H 1，21H ~I 
棒受網

5.21 定置 S れ内) 1，()()() lり5 10U 1， ~lí:i 1 :l 

5.23 11 S I~) 弘) 105 130 50 lH'i lり

5.2.1 
イカナコ

S 71-¥ iH 
俸受網

5お 定置 N 1:，0 ば) :1O リ6 、対'u 2ゎ

計 87 u 

なお、本調査において採集した標本の中にヒメ Jス(体長 :l1.2cm、脊椎骨数 6i )とニンマ

ス(体長25. 1 c m )各 l尾が混獲されたが、ヒメマスは左卵巣のみではあるが、 1. :l gに達し、

恐らく本秋、産卵ぜこ関与 fる親，1，¥1， となるものと思われゐο 何れにしてもこれら魚種が何処から降海

したものか明らかではないが、ニシ J スについては六ヶ所村尾駿沼に放流(昭和 I7年:，月末)さ

れたものではないかと考えらhるu

2. 生長について

採集稚魚の体長.体f主が放流時の大体コ乃f.:l倍位であることから、再捕地点は放流地点から余

り遠くないものと思われる

- 2HII -



第 4表 サヶ稚魚測定表(日本海) )内は平均値

年月日 漁具 魚種
標本
体長 体 5 胃重 (g:量) 胃内容重(量g) 胃内容物尾数 ( cm) 

18.5.11 定置 O.K 19尾
(7. 1) (2.7) 

0.2 -0. 6 0.1 -0.5 魚(シラス)
6.0 -8.4 1.4 -4. 8 

5.12 " O.K 5 
(115) ( 13. 4) 

0.1 -O.:{ 。
8.9 -14.4 4.3 -お2

47.5. 6 " O.K 6 
(10. 7) (9.3) 

0.2 -O. 4 0.1 -0.3 コベポダ守
10.0 -12.1 7.3-14.0 

5. 6 " O.M 1:{.8 35. 0 I1 0.8 魚

5. 7 " O.K 27 
( 10. 0) (6.6) 

<0. J -0.3 0-.<0.1 
9.1 - 114 1.5 -9.8 

5.11 " O.K 8 
( 10. 2) (7. 6) 

く:0.J -0.2 。-.<0.1
9.9-10.9 6.:{ -9. 5 

5.26 " O.K 3 
(17. 9) (49) 

0.4 -0.6 。
17.1 -18.9 45 -5:{ 

5. 26 " O.M 14. 7 32 0.3 。

第 国

300 60 

250 
50 

体 200 体

180 
40 

160 30 

140 
20 

120 

重 100 重
15 

90 10 

80 9 

70 
8 

g g 
7 

60 
6 

50 5 

40 4 

30 3 

2D 
2 

20 :~O 40 cm 1 5 6 7 8 9 10 15 10 30 

体 長 (尾叉長) 体 長 (尾叉長)
cm 

( S 4 8 ) サクラマス N=87尾 ( S ，1 7 ) サケ=67尾

太平洋側 Wエ 0.00561L 3， 225:{ 日本海 w=  O. 0().181 L 3， 1627 

-281ー



3. 食性について

サケ稚魚の胃内容物は端脚類が主体で、仔魚又は昆虫も摂餌しているο

サクラマス稚魚は全長 5-9 c mの仔魚を l乃至 4尾捕食しており、その他端脚類、エビ較も捕

食している。胃内容物について個体割合を示せば下表のとおりである、

福建空 魚 類!端 脚 類 二乙 ビ 類 昆 虫

O.M 1 .1.0 % ，1 6.1 % 9.6 % 

O.K 1 4. 3 % 6 1.:~ % 2 1. 4 % 

4 環境について

(1) 沿岸水温、塩分

太平洋及日本海における観測期間の水温は、日本海{測が太平洋側に比べて一般に高水温に経過

しており、日本海倶~の同期間における最近 3 ヶ年の旬別平均水温をみると 1 8年は .16年と 17 

年の中聞を示しているが、 5月下旬には略々ー致し、サケ稚魚が水温 15 'C前後を境にして沿岸

から沖合へ移動するという予察からすれば、 18年の日本海側では大体5月下旬に太平洋側で、は

6月中旬頃に沿岸から離脱するものと思われるL

(2) 餌料生物

両海区における 4-ti月におけるサケ稚魚の餌料となるブラ/クトンの出現状況、特に端脚類

については太平洋側にその種類が多くみられるしJ

第2図 日本海(鯵ヶ沢地先)における平均水温( 1月下旬-0月上旬)
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第 5表河)11におけるサケの人工ふ化放流について

海区 河川 48. 1. 20 48. 2. 8 48. 2.20 48. 3. 12 48. 3. 23 備 考

尾 尾 無給3，428， 000尾
太 奥入瀬川l 2，αXJ， (xx) 6，7f8，869 

給餌 5，360， 869 
』ーーーーーーー

平 馬淵川 839， 00尾0 無給餌

1，352， 000尾 無給 752，000尾1羊 新井田川
(58:別措入) 給餌 600， 000 

日 791， 000尾
本 岩木川 無給餌
海 (60万粒購入)

N 調査の成果

1. 本県日本海沿岸域におけるサケ稚魚司回務時期は 4月下旬から 5月上旬にかけてであるが、これ

ら稚魚の来湯時期又は滞泳期間及び量的なものは本県以南の河川|から放流される時期と量によって

大きく左右されるものと思われる。

一方、本県太平洋側のそれは 113年の場合、水温からみて 5月上旬から6月中旬の日本海側に比

して l旬遅れたようであるが、何れにしても時期、期間、量的なものは河川放流のそれに比例する

ものと思われる。

2. 太平洋側における 4S年のサケ稚魚については採集する定置網の選定が不備であったため充分な

結果を得るに至らなかったが、サクラマス稚魚については乗網する稚魚の数からみて資源的に相当

数の分布があるものと考えられる。

3 本県沿岸域におけるサケ稚魚の生長はこれまでの結果からみて、日本海側では6c mから 19 cm 

の範囲にあり、同時期における太平洋側の稚魚に比べてかなり成長度が高L、。

4. サケ稚魚の餌は甲殻類が主体であるが、サクラマスの稚魚は殆んど他魚種の幼稚魚を捕食してい

る。

- 283ー



B 親魚の標識放流調査(青森県日本海測深浦沿岸放流)

皿調査結果

l 標識魚及び時期

深浦地区においてサヶ漁の終漁期にちたる I2 Jj I 2 fl (水温 12 2C  )、雌"()尾、雄 :3I尾

の放流を行なったが、うち Hi尾の主体は 1年魚である J

第 I表 サケ親魚年令組目立表

年度 3年魚 1年魚五年魚 6年魚 7年魚不明 J十 備考

S <1 6 I :3 1.. ~.:t: I 38.;'ヲbI 25 % I I日係 % I :1. 1係 1 :l()尾 日本海
11尾 50尾川尾 2尾 尾 1尾

<1 7 I 8.'1f" I 7抗 7労 7.:1帰 :1.:1 % I 2.7労 2.0喝 50 1 " 
12尾 11;'尾 II尾 5尾 1尾 1尾 l

4 H I 12.6φ52. H % I :.' L H係 1L 5 % I 1 1係 H7 1 " 
II屋 lli尾 1リ足 10足 1 Iモ

2 再情状況

再摘されたものは、本県始め秋田、山形県の 5I尾 L海 I6尾.河川|持尾)、再捕率 (j () %で大

体毎年同じ率で再捕されているが、新潟、富1]1両県からは全々再捕報告が得られなか 7 た y 富山県

の場合は過去:3ヶ年とも再捕の実績がないが、本年は特tこ新潟県での再捕がなか〉たことは両県に
おけるサケ漁獲月別割合が Il}jに最も大きく次いで I0月が他の 1県に比して大きいことで、こ

れらの県におけるサケの漁期が 1ヶ月早いことを示しているい

1 6年-1 8年にわたり、深浦地[>{における初、盛、終漁期の各時期における標識放流を実施し

たが、これらの再捕されるまでの期間につし、てみると初漁期に放流したものがし〉とも長く(2 7 

日間)、終漁期に放流したものが最も短い( I ()日間)ことが判明した

第 2表 日本海各県における年別、月号IJサケ漁獲割合

b雫 :f'k 回 l県 iJj 形 民主

4 1 I 2 I :l I I I () 1 I I 2 I ;) I I I 6 

9月
% % % 司b

O. li 鴨 {)」qる 'Jb 
O. 1 ヲ6 ()l qb 0l 96 Ol qb 。ヂ().I 

1 ()月 :1. 6 7. :.' 2. I 1. 1 ;). -t H. 5 L G 1. 8 H. :1 h.、t (j.5 2. 7 

1 1月 り1.4 67. 0 2リリ H3. li tO.1 71.抗 :16. 1 t7日 1 L ') 竹11 t 7. H 5H. K 

1 2月 :¥1. 3 25. 8 57. :; 12よ ;'1.0 19. 1 ;，X. 6 17. 1 ;) L ~ 31)， :1 1;).5 :lK 1 

I月 l).1 (). 2 O. :¥ (). 2 

11月 度名、、 新 話3 県 富 山 県

1 1 I :l I I 
I " 

1 G 1 1 1 :， I 1 1 5 4 6 

9 }j O. 6 ヲ6
% 'Jb % 

().6% 
守b 'Jb 'Jb 'Jb 'Jb 'Jb 'Jb 

1 0凡 30. 5 :1 L 1 26. ;i J7. 7 よ¥.1 2~. .1 12.5 10.0 S. (; 

1 1月 li:l.2 59. () 51. 1 58. 5 5:1. H 6.1. 7 58. :; 1 (). :.' 6り7 り()り リ1.I 

1 2月 5. :¥ 9. 5 20. :; 1. :.' 21. :1 5リ ~~. 2 lli. 7 1 :，. 1) 

1月

- :.'81 



第 J表 サヶ親魚標識放流結果一覧表(S ，1 6 ~ 1 8 ) 

区分 年 度 放流時期 放流数
再捕数

再捕期間
男鹿半島地元に 河川

(再捕率) おける再捕率 再捕数

日 16 (初) 11. 2~1 1. 20 1 :~O 尾
79尾 11. 1 ~ 12.13 

32.9 % 4尾
(60.持労) ( 12日間)

本 47 (盛) 1 1. 26~11 刊 150 
91尾 1 1.27 ~ 1 2.17 

29. 1係 20 
(60. 7 %) ( 22日間)

海 18 (終) 12. 12 90 
54尾 1 2.14 ~ 12.22 

62.9循 8 
(60.0係) (11 [1間)

第 1表再補までの経過日数

通民 2 :-1 t 5 6 7 8 9 10 ... 22 

青森県 7 

秋田県 25 4 

山形県 3 3 2 

2十 :l2 7 7 2 2 1 l 

なお、本県日本海側(鯵ヶ沢)におけるサケの漁獲時期( 1 0 月~ 1 2月)についての年別、句

平均;水温は年によって大差はなく、サケの水揚状況から推して、水温が 16 C前後になる 11月中

旬以降が深浦地先においてサケの盛漁期に入ると思われる J

また、深浦定置組合(山本氏)における水深 15m層の観測結果からみても同様なことが窺える。

第 5表深浦地先における水深 15m層の旬別平均水温と漁獲量の関係

bミ
1 0 月 1 1 月 1 2 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下

sg 

17 

年

昭

18 

年

水 3日 6日 8日 7日 5日 3日 6日

温 17. 8 17. 8 16. 6 16.0 15. 2 13. 1 12. 1 

漁 1 H 6日 6日 7日 7日 6日 7日 6日 6日

獲 1. 8 109. 0 182.よk現 899. 8 11，908.5 12，377. 5 5，641.0 3，∞9.4 l:n 5 

水 6日 8日 8日 1 R 3日 5日 7日 6 [J 

温 21. 6 19. 1 18. 1 17. 2 15. 5 14. 7 1 :~. 5 11. 5 

漁 1日 3日 8日 9日 3日 1日 6日 7日 6日

獲 6. 8 19. 8 230. 6kg 426. 8 7， 312.5 23， ffi7. 8 12，621.4 4，048.5 637. 0 I 

一方、本州の日本海側に来器産ずるサケはオホーツク海から宗谷海峡を経て日本海を南下する群と

太平洋から津軽海峡を経て日本海へ同様するつつのコ スがあるといわれるが、本年偶を 11月中

旬頃、宗谷海峡を通過して日本海を南下するサケの濃密鮮があるとの情報があ Jて旬日を経て深浦

地先で、深浦地区の総水揚量の半分に達する大量の水揚げ(2 2トン)があコたことと、北海道江

:!85 



差海岸においても近年にない漁獲があったことから、日本海債uに来遊するサケは宗谷海峡を経て日

本海を南下する群が主体をなしているといえそうであるυ

N 調査の成果及び今後の課題

L 5 3尾の再捕魚を得Tこが再捕率は 600%で過去 2ヶ年と略を同じ再捕率である

2. 放流から再捕までの経過日数は 2 日~ 1 ()日て、終漁期のサケほど再捕されるまでの期聞が短くな

る傾向にあるω

3. 青森県の日本海側に来激するアキサケは月光)11(山形県)水系のものが主群と思われる。

4 本県日本海側へ来湯ずるアキサケは表面水温7)'1 6 C以下になる 11月中旬:;J，降、 1 :2月上旬に

かけて多くなる-

5. 新潟、富111両県のサケ漁獲時期は他の 3県に比して lヶ月早い これは両県のサケ稚魚放流時期

とも関連があるものと思われる、従〉て両県l弓回世産するサケ親魚の実態を把握するためには、早期

のサケ親魚に標識政流を実施する必要かあるに

~ 286← 



第 1 岡 サケの標識放流試験再捕図 (197:i)

日本海 終漁期)

放流年月日と尾数

1973. 12. 12 90尾 。放流地点
再捕尾数

54尾(うち河JI18尾)

再捕率;60. 0領

再捕年月日

1973.12.14 - 1974.1. 3 

再捕地点(1点1尾)

青森県

岩

手

県

再捕一覧表

海面 河川 計

青森県 7 。 7 

秋田県 34 。 34 

山形県 5 8 13 

新潟県

計 46 8 54 
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表

県名 N 0 再捕年月日 標 識 番 号 再 捕 場 所 放流年月日 漁 具 雌・雄 備 考

，1 R. 1 L 1 ，¥ 青 水 試 - 4 0 深 浦 l町 深 浦 1 R. 1 2. 1 L 定置網 雌

EJ1 Lt L " 6 1 " 11 " 雄

11 6 3 " 11 " 雌

森 " 6 8 " " " 11 

日 11 R 2 " " " 雄

りよ " 計り " " 11 11 

， 守

" り8 " " 11 雌

¥ R. 12 1 1 青 水 試 男鹿市北浦人道崎 1抗 IL 定霞網 雌

2 " 約 五 守1 FI、I " 底建網 11 

3 " ~t 浦 " 定置網 11 

4 " l討 北浦入道崎 " " 11 

5 " L 1 ~t 浦 " " 雄

6 " 
ワつ " " " " 

秋 7 " 北浦人道崎 " " " 

R " リ】 リ只 " " " 雌

9 " ‘1 () " " " 雄

10 " :1 ;> 北 1甫 " " 雌

1 1 " 1 :1 北川i人道崎 " " " 

" 1，1 " " " " 

1 :1 " 日() ~t 浦 " " 雄

1，1 " " " " " 

1 5 " 5り 1t浦人迫崎 " " 雌

rfl 
1 fi " 57 " " " 雄

1 7 11 58 北 浦 " " 雌

1 R 11 59 " " " " 

19 " 71 北浦入道 l崎 " " 11 

覧捕再ケ→ナ識標表b 第

-
A
N
包

Z
1



20 Fノ 7 4 !I !I !I 雌

2 1 !I 80 !I !I !I 雄

22 !I 83 北 浦 !I !I 11 

23 11 84 !I !I !I 雌

24 11 92 北浦入道崎 !I !I 雄

25 !I 95 !I !I " !I 

乙6. 48. 12. 1 5 1 3 五 里 l口込 !I !I 雌

27 11 27 北浦人道崎 !I !I 雄

県 28 !I 48 北 浦 !I !I 11 

29 11 99 五 里 l口h !I !I !I 

30 4 8. 1 2. 1 6 60 北浦人道崎 !I !I 雌

31 11 78 ;jヒ 浦 !I !I 雄

32 !I 85 !I !I 11 雌

3 :~ 11 93 北浦入道崎 !I !I 11 

:l4 4 8. 1 2. 1 7 5 五 里 メ口込 !I 底建網 雄

1 4 8. 1 2. 1 5 青 水 試 29 遊佐町吹 浦 <1 8. 1 2. 1 2 定置網 雄

2 !I 65 !I !I !I 雌

III 3 !I 94 F〆 !I ノ/ !I 

4 4 8. 1 2. 1 6 31 遊佐町月 光 JlI !I ヤ ナ !I 

5 !I 33 !I !I Fノ 雄

6 !I 70 11 11 11 !I 

形 7 4 8. 1 2. 1 7 21 !I !I !I !I 

8 4 8. 1 2. 1 8 75 鶴岡市三 瀬 !I 定置網 !I 

9 48. 1 2. 1 9 1 1 遊佐町月 光 JII !I ヤ "j- 雌

10 <18. 12. 2 1 17 酒田市船 場 !I 刺 網 11 

県 1 1 !I 55 遊佐町月 )e JlI !I ヤ ナ 11 

12 48. 12. 22 23 11 !I !I 11 

I~ 49. 3 18 !I !I !I 11 

5 I 
雌雄 24 
30 

-
N由
mw
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C 河口通過稚魚観測調査

調査目的

降海するサケ稚魚の消長や河川環境を同ーの場所方法によって裏業的公 示で経年的に観測し、地

域、河川規模、環境、放流量などに応じた人工ふ化稚魚の放流方法を確立するニ

調 査 内 令'*' 

1 調査期間:昭和~ 9年3月

2 調査場所:奥入瀬川I(下田町赤田地区)

3 担当者: 淡水養殖課

主任研究員 青 山 禎 夫

技 師 原 日 健

相坂養魚場

技 師 金 沢 宏 重

黒石養魚場

場 長 山 ~l 綾 治

技 師 鈴 木 史 紀

4. 調査項目

(1) サケ稚魚採捕調査

(2) 河川環境調査

田 調 査 結 果

1. サケ稚魚採捕調査

トラップ 3基(口径1.0 x O. 5 m )を用いて、 :1日に l回、 3時間ごとに揚網する 24時間観測

をおこなったところ、第 l表に示すとおり 8回で 150尾のサケ稚魚が乗網した3

本調査のための稚魚の放流は、昭和，19年 3月6日9時で、放流数は :1H 8. <1 6 0尾て‘あった。

このことから、サケ稚魚は放流直後から降下活動が活発におこなわれることが推察され、放流後

半月ほどで多くの稚魚が河川を降下するものと思われる。

2 河川環境調査

採捕調査期間中の河川環境は揚網ごとに観測したが、そのうち各国の 1:1時と 1時の観測値を示

すと第2表のとおりで、水温は 0.2-8.8'コ、流速はO.6 9 - 1.:1 6 m / s e cの範囲であったο

W 調査成果および今後の課題

ふ化場からの放流サケ稚魚は比較的短時日に河111を降下することがわかった。

今後は同ーの調査を継続実施することによって河川内での稚魚の減耗や効率的放流方法およびその

期間などが明らかになるものと思われる。
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第 l表 トラップ乗網サヶ稚魚尾数

2 4 時間中の乗網サケ稚魚尾数
観測年月日

1号トラップ 2号トラップ 3号トラップ 補助トラップ i口h‘ 五十

19.3. 6 ~ 3. 7 1 7尾 3 7 1 6 7 0尾

3. 9 ~ 3. 10 4 5 4 1 3 

:.，. 12 ~ 3. 13 1 0 1 2 3 2 5 

3. 15 ~ 3.16 4 1 2 1 7 

:1.18 ~ 3. 19 4 2 7 

3.21 ~ 3.22 4 4 2 1 0 

:1.24 ~ :-l. 25 。 2 3 

:.，.27 ~ 3.28 3 。 5 

五十 1 3 6 6 1 0 150 
t一一一

第 2表河川環境観測値

観測年月日 観 調。 値
、、
時 間¥ 天 1戻 気 温 水 温 透 視 度 平均流速

49. 3 6 
C 4.7 Y-; 7.4 oc 1 8.0 cm 0.95m/sec 1 :.，時00分

19. 3 7 
C O. 9 4. 4 2 3.0 1. 36 

01 : 00 
49. 3. 9 

C 3. 4 6. 7 2 4. 0 0.95 1:.， : 00 
49. 3. I 0 

C 2. 9 5. 1 1 4.0 1. 29 o 1 : 00 
4 9. :.，. I 2 

B C 1.6 4.6 2 8. 0 0.79 I 3 : 00 
19. 3. 1 3 

S 6. 5 O. 2 2 4.4 1. 33 01 : 00 
19. 3. I 5 

C 4. I 6. 2 2 5.0 。ー 75I 3 : 00 
49. 3. 16 

S 1.2 4.1 1 7. 5 1. 08 o 1 : 00 
49. 3. 1 8 

B C 6.0 8.8 25.8 0.91 
I 3 : 00 
49. 3. 1 9 

B C 5. 0 4.8 2 1. 0 o 1 : 00 
49. 3. 2 I 

C 5. 0 7.8 30< 0.89 
1 3 : 00 
49. 3圃 22

B C 2. 3 4. 5 20.0 0.69 
01 : 00 
49. 3. 24 

S 1. 1 4.9 1 7. 0 0.90 
1 3 : 00 
49. 3. 25 

B C 2. 3 3. 5 2 7.0 0.90 01 : 00 
49. 3. 27 

C 4.5 5. 4 2 3. 0 0.74 
1 3 : 00 
49. 3. 28 

C O. 8 3.2 30< 0.99 
01 : 00 
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vn 大型魚礁設置効果調査



礁設置効果調査色大型

的

三沢沖および奥戸沖に設置された大型魚礁の効果を明らかにすることにより、今後の設置に関する

パタ ンを得、漁業経営の安定に資する。

目

1. 調査期間

2. 調査場所

(1) 太平洋三沢沖

(2) 津軽海峡奥戸沖

3. 調査員

技師

主研

技師

技師

4. 調査項目

(1 ) 三沢沖

A 設置状況

関係町村の漁獲状況

八戸地区小型船の漁業種類

標本船による利用状況

E 小型船の漁獲状況

(2) 奥戸沖

A 設置状況

B 漁獲状況

5. 調査方法

(1) 三沢沖

調査項目 A…魚探を利用し調査船により調査

調査項目BCD一関係組合より資料を収集した

調査項目E…魚礁利用漁船に標本野帳の記入を依頼し、

奥戸沖

調査項目 AB…関係組合より資料を収集した

調査項目 C…魚礁利用漁船に標本野帳の記入を依頼し、

目旬、

合内査調E 

昭和<18年6月~昭和49年3月

デ タを収集した

通

男

昭

大

真

重

邦

標本船

村

藤

三

村

C 

回

斉

十

木

B 

C 

D 

(2) 

デ タを収集した

果

1. 三沢神大型魚礁

A 設置状況

細谷沖水深 38m 底質貝殻混の砂

四川目沖水深 37m 底質貝殻混の砂

二川目沖水深 42m 底質 貝殻混の砂

昭和47年8月、昭和48年7月調査船瑞鴎丸による魚探調査では、それぞれ三ケ所とも200

m-300mの間隔で 2、3ケ所の重積が認められた。

- 293ー
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B 関係町村の漁獲状況

三沢沖大型魚礁に関係する三沢市、百五町、八戸市の漁業生産量i土、昭和 11年以降増加の傾

向にあり、昭和 11年には:36万トンであ〉たが、昭和，17年には 5L万トンとな")ている J

昭和 47年の漁業総生産量中、魚類は 17万トンで( 9 ()婦人その他の水産動物約 5万トン

(約 i0 % )を占めている。

昭和 1:l年から昭和 I7年までの 5ヶ年を通じて、魚類生産量中の優占魚種についてみると、

サハが最も多く[0 - ~ 0万トン、スケトウタラ [0-20万ト/ 1千-1万トンのオータ

でカレイ、メヌケ、タラ、カタクチイワシ、キンキン、ホノケ、カラブトマスが上記2種に次い

で多く漁獲されている。

しかし、これら魚種の大部分は:~ ()トン以!の大、中型漁船によ〕て獲られたもので、特にス

ケトウタラ、カラゾト Jスは北方漁場で漁獲され、搬入されたものが大半であふ

C 八戸地区小型船の漁業種類

魚礁を利用すると思われる船は 1() t末満の小型動力漁船で、三沢、百七、八戸市、白銀.鮫

浦の 5漁協で 11 5隻(昭和 I7年)を数え、動力漁船中 21掃を占めているコ

乙のうち、 1 ~ 2 隻(が~ H " % )が八ドヨ漁協に所属する漁船である
a 小型船の漁業種の年間の変化

三沢、八戸地区の小型船は小型底びき網.船びき網、刺網、敷網、採貝、採草、釣漁業iこ従

事しているが、漁協によ 3て三つのタ fブが認められる

三沢、八戸市、白銀漁協タ fブ ・・ 7九 1I }Jには刺網1魚業とスルメイカ 1:本釣漁業を兼

業し、 lIJJ-:l)Jにはホノキ只、ケタ網漁業を行い、 1-t;月には fカナコぜ敷網漁業を

主とする。一部には冬期閣タゴ箱漁業に従事する船もみらHる

制甫漁協タイプ・ー一.!-り }J:こは事1]網、 I () -:l月にはタコ箱漁業を主とする

b 小型船。出漁状況

八戸三漁協の小型船によるスルメイカを除いた各漁業の操業状況を延LH漁日数からみると、

採草に従事する日数が 番多く延 7，~) 7 () fl で (~3. l; 必)を~îめ次L 、でヒラメ、カレ f 事IJ網に従

事する日数が 7.(I 0 0 Ll ( ~ ~. l;佑)となラており、魚礁を多く利用 Fるカレイ、ヒラメ事IJ網

漁業が重要な漁業の __J)とな〉てし、る

D 標本船による利用状況

a 大型魚礁の利用状況

魚礁では主に刺網と I本釣が営まれており、昭和 47年の刺網、 l本釣等による大型魚礁の利用

は標本船i隻の資料によれば、従事日数の IH.5 - ;) 7. ti婦にわたり、漁獲量の!H.;) -;J 7討

%を魚礁より暢:fている

特に、刺網漁業の盛漁期である !-ti}jに多く利用されている

昭和 I8年には l隻を除いて 7月以降の資料しか得られなかったが、 7月以後の刺網、 l本

釣等の大型魚礁利用日数は従事日数の 2.!-[ () () %、漁獲量の 0.6- 1 0 0悌で附和 1i年

に比べ利用が増している

また昭和 17年、 1 8年とも同右条件ドで資料の得られた標本船についてみると、利用I<t.5 

- 6 JJに限られており、;)-(I月の魚礁利用割台は附和!7年より 18年が増加している

出漁日数中における魚礁利用日数割合と総生産量中における魚礁での漁獲割台はあまり変り

なく利用日数の増加がみられ、魚礁周辺漁場が安定してきたことを物語〉ている

b 大型魚礁周辺漁場で漁獲される魚種

昭和 1H年に標本船ぉ隻が魚、礁周辺で漁獲した魚種と魚礁周辺海域以外 J)海域で漁獲された

漁獲物の魚種組成を比較すると、どちらもヒラメが第 l位を市めているが、第三位には魚礁周

辺泌域ではマガレ fが、魚礁周辺海域以外の海域ではサハであり、魚礁周辺海域では氏魚恨着

:!91 



魚が中心に漁獲されていることが解る。

E 八戸地区の小型船による漁獲状況

昭和，17年における八戸地区の小型船による漁獲量を魚礁設置前の昭和，15年、 16年の漁獲

量と比較すると、

a 漁獲量

昭和 17年のタコ延縄漁業を除く漁業による漁獲量の昭和 45年比は 1~ 1 2倍に増してお

り、年奇小型船の漁獲量は増してきてし、る。特に魚礁に関係あるヒラ人カレイ刺網は昭和18

年には昭和 46年の 11倍の延びを示した。

b 1隻 l日当り漁獲量

l隻 l日当り漁獲量について昭和 15年と 47年を比べると必ずしも、漁獲量でみられた程

の伸びを示しておらず、昭和il5年と同程度の漁獲率であったり

2. 奥戸沖

A 設置状況

大間崎灯台より真方位22 {)":1 0' 9，::1 5 0 m、水深 86m、底質礁の所に昭和 16年::1~ ，1 

月に設置され、魚礁は 100~200mの間隔で数ヶ所Iこ点在している。

B 漁獲状況

奥戸漁協の総漁獲量について、魚礁設置前(昭和何年)と設置後(昭和 48年)を比較してみる

と. ，1 8年は 46年に比べ、魚類が約1.5倍に上昇したが、貝類は O.9倍、その他の水産動物(

主にスルメイカ、タコ)は 71係、藻類は30婦に減少し、総漁獲量は約 70%に減少した。

漁業別に 16年と 48年漁獲量を比較してみると、底魚根付魚に関係した刺網では1.9 :-l倍、

I本釣では1.2 7倍、延縄では 1.84倍に伸びており、魚礁が特に底魚根付魚に有効であること

が考えられる。

C 標本船調在

a 大型魚礁利用状況

魚礁は主に刺網と l本S弛業によって利用されており、標本船 8隻の資料によれば、従事日

数では 15~1()O 係程度利用され、漁獲量の<1 ~ 1 0 0φを魚礁付近海域より揚げているつ

標本ilA8隻の 1 1 月~ 1 2月の魚礁付近海域から漁獲量は 48 3.9 k g、金額にして 15万

円程度となり、特iこ今後.底魚、根付J魚は，1~5 月に最盛期を迎え， 6月まで続くことを考え

ると、年聞かなりの漁獲が同海域より揚がるものと推測される。

b 大型魚礁周辺漁場で漁獲される魚種

昭和118年に標本船ぉ隻が魚礁周辺海域で漁獲した魚種と魚礁周辺海域外の海域で漁獲した

魚種との魚種組成を比較すると、どちらもヒラメが 70係前後で第 l位を占め、次いでソイの

順になっているが、ソイの漁獲割合は魚礁周辺海域の方が高い。また、魚礁周辺海域外では第

1位にブリが入っているが、魚礁周辺漁場では1位まで底魚または根付魚で、占められている。

W 調査の成果および今後の課題

l 調査の成果

(1) 三沢、奥戸両魚礁関係地区とも魚礁設置前より底魚、板付魚の漁獲量の増加が認められた

(2) 二三沢、奥戸両魚礁とも底魚、根付魚の漁期中には 14~ 100，%の利用があること明らかとなった。

(:1) 三沢、奥戸両魚礁とも、魚礁周辺漁場では他漁場より底魚、根付魚の漁獲割合が高いことが明

らかとなコ t.:_u

2 今後の課題

魚の生態的見地からも魚礁効果を調査する必要がある υ

三り忌
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